
A－19－’94  

国立環境研究所年報  

平 成 5 年 度  

環境庁 国立環境研究所   



平成5年度国立環境研究所年報の発刊に当たって   

環境問題の地球的規模での深刻化が懸念され，世界各国の首脳がブラジルのリオデジャ  

ネイロに集まり，二十一世紀へ向け環境の保全と持続可能な開発のための協議が行われて  

から約2年が立ちました。この間，我が国は二十一世紀の環境政策の基本構想となるべき  

環境基本法を施行するなど種々の努力がなされてきました。   

環境問題解決のために，環境の変化の機構の解明，環境への負荷の低減，環境が経済か  

ら受ける影響など科学的な知見の集積が必要なこと，地球環境問題への対応など環境保全  

は国際的な連携が重要なことはいうまでもありません。昨年11月に成立した環境基本法  

にはこのような考え方が示されており，国立環境研究所においてもその理念を二十一世紀  

の環境研究の方向を検討するための指針としたいと考えています。   

国立環境研究所は，環境研究の世界的動向を先取りして平成2年慶大規模な組織改革を  

行い，未解決の環境汚染に関する研究を引き続き実施するとともに，地球環境問題や自然  

環境保全等の研究に本格的に取り組むことを目指してきました。新しい組織は，プロジェ  

クト研究を実施する総合研究部門とシーズ創出等の研究を行う基盤研究部門，さらに，環  

境情報センター，地球環境研究センター及び環境研修センターを擁したものとなっていま  

す。   

研究所創生から二十周年目を迎えた平成5年度は組織改革の効果を着実に拡大するとと  

もに，平成3年度末に導入したスーパーコンピュータシステムを地球環境研究推進のため  

こ層活用し，建設後約二十年が経過し老朽化した施設の改修を進めた年であります。   

この年報は，平成5年度の国立環境研究所の研究活動の大綱をお示しするためにまとめ  

たものです。別途「匡l立環境研究所特別研究年報」，「国立環境研究所地球環境研究年報」  

及び「地球環境研究センター年報」も刊行していますのでご参照いただければ有り難く存  

じます。   

本研究所が良い成果をあげるためには，多くの方々のご理解とご支援が不可欠でありま  

す。この年掛こついての率直なご意見をお寄せ下さり，ご指導とご鞭捷を賜ることができ  

れば幸いであります。  

平成6年8月  

国立環境研究所  

所 長 鈴 木 継 美   

‾ 111‾   



次  

1概  況   

2 調 査 研 究  3
 
3
 
3
 
3
 
3
 
5
 
5
 
5
 
エ
U
 
6
 
7
 
7
 
Q
U
 
O
O
 
7
 
2
 
2
 
5
 
3
 
亡
U
 
O
 
5
 
0
 
5
 
0
 
1
 
1
 
2
 
2
 
3
 
3
 
3
．
4
．
4
 
4
 
4
 
4
 
5
 
5
 
7
 
7
 
7
 
7
 
 

1
 
2
 
2
 
2
 
3
 
3
 
4
 
4
 
5
 
5
 
6
 
6
 
亡
U
 
6
 
亡
じ
 
仁
U
 
6
 
亡
U
 
6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
亡
U
 
6
 
 
 

2．1概 要  

2．1，1総合研究部門  

（1）地球環境研究グループ  

（2）地域環境研究グループ  

2．1．2 基盤研究部門  

（1）社会環境システム部  

（2）化学環境部  

（3）環境健康部  

（4）大気圏環境部  

（5）水土壌圏環境部  

（6）生物圏環境部  

2．2 プロジェクト研究  

2，2．1地球環境研究総合推進費による研究  

2．2．2 特別研究  

2．3 経常研究  

2．3，1地球環境研究グループ  

2．3．2 地域環境研究グループ  

2．3．3 社会環境システム部  

2．3．4 化学環境部  

2．3．5 環境健康郡  

2．3．6 大気圏環境部  

2．3．7 水土壌圏環境部  

2．3．8 生物圏環境部   

2，3，9 地球環境研究センター  

2．4 開発途上国環境技術共同研究  

2．4．1開発途上国環境技術共同研究（フィジビリティー研究）  
2．5 国立機関公害防止等試験研究  

2．5．1多雪地域における地下水の汚染機構の解明及び滴善事法の開発に関する研究  

2．6 環境保全総合調査研究促進調整費による研究  

2．6．1未規制液状高濃度有機廃棄物の処理処分資源化プロセスの開発  
2．6．2 メタン放出量測定の較正システムの確立に関する調査研究  

2．7 国立機関原子力試験研究費による研究  

2．7．1追伝子レベルでの環境汚染の生体影響の高感度検出法の開発に関する研究  

（1）植物影響関係  

（2）動物影響関係  

2．7．2 有毒アオコが生産する毒物質の標識化とその生体影響作用機構に関する研究  

2．7．3 微生物における有害化学物質分解・除去能の発現機構の解明とその活用に関する研究  

2■7▲4 水界生態系由来の気候変動気体の循環機構解明に関する基礎的研究  

2．8 科学技術振興調整費による研究  

2．8．1総合研究  

（1）生体の分子レベルにおける高感度・高分解能非破壊計測技術の開発に関する研究  

（2）砂漠化の機構の解明に関する国際共同研究  



①半乾燥地での生態系維持機構および回復機構の解明  

②砂漠化機構解明のためのシミュレーションの検討  
7
－
 
7
 
〔
ハ
）
 
8
 
8
 
9
 
9
 
9
 
9
 
9
 
0
 
n
U
 
O
 
O
 
ハ
リ
 
 

エ
U
 
亡
U
 
6
 
仁
U
 
6
 
6
 
6
 
6
 
ご
U
 
6
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
 

（3）新しい植物実験系開発のための基盤技術に関する研究  

（4）北極域における気圏・水圏・生物圏の変動およぴそれらの相互作用に関する国際共同研究  

（5）ファジィシステムとその人間・自然系への適用に関する研究  

（6）創造的研究開発支援のための自己組織型情報ベースシステムの構築に関する研究・＝  

（7）マイクロ波センサデータ利用等によるリモートセンシング高度化のための基盤技術開発  

①リモートセンシングデータの複合利用技術の開発  

②熱帯地域の環境変動に関する国際共同研究  

（8）極限量子センシング技術の開発及びその利用のための基盤技術開発  

（9）システムと人間との調和のための人間特性に関する基礎的・基盤的研究  

2．臥2 国際流動基礎研究（省際基礎研究）  

（1）海洋円石藻の炭酸塩鉱物形成と海洋炭素循環機能に関する基礎研究  

2．8．3 重点基礎研究  

（1）生物試料中のア／レミニウムの糖蜜高感度分析法に関する研究  

（2）遺伝子工学手法を用いた組織および細胞内mRNAの高感度定量技術の確立とその応用に  

関する研究  
1
 
2
 
 

7
 
 
7
 
 
 （3）アルデヒド類の光分解によって生成するH原子・HCOラジカル・CO分子の絶対■収率決定  

2．8．4 個別重要国際共同研究  72   

72   

73   

73   

73   

73   

74   

74   

74   

75  

75   

76   

76   

76   

76   

76   

77   

77   

77  

77   

78   

83  

84  

98  

104   

（1）トレrサーガス実験による大気拡散シミュレーションモデルの汎用化に関する研究  

（2）湖沼・湿原生態系における生物相互作用の解明に関する基礎的研究  

2．8．5 生活・地域流動研究  

（1）植物の耐乾機能解明と砂漠緑化への応用に関する研究  

（2）水質のリモートセンシングと流動場の診断に関する研究  

（3）富山の自然生態からのバイオテクノロジーを用いた有用資源開発等に関する研究  

（4）生活用水等を中心とした都市環境の浄化に関する研究  

①流動床法ばっ気ろ過法の基礎的応用的研究  

②水分離剤の有効性及び安全性の研究  

（5）白山山系における高山植物の多様性の解明と生物ユ学的手法を用いた遺伝子資源の保全法の確立  

に関する研究  
2．9 海洋開発および地球科学技術調査研究促進費による研究  

2．9．1地球環境遠隔探査技術等の研究  

（1）サンゴ礁生態系モニタリングにおける遠隔探査技術の研究  

（2）大気分光観測システムの研究  

（3）アレド検出器回析格子分光系を用いた大気微量成分の高精度観抑こ関する研究  
2．9．2 地球科学技術特定調査研究  

（1）地球温暖化の原因物質の全球的挙動とその影響等に関する観測研究  

（D大気微量気体とエアロゾルの濃度・組成の変動に関する観測的研究  

②大気微量気体とエアロゾル濃度の将来予測および，それらが地球温暖化に及ぼす影響解明のための  

モデル開発研究  
2．10 地方公共団体公害研究機関と国立環境研究所との共同研究  

2，11衛星観測プロジュクト   

3 環境情報センター′   

4 地球環境研究センター   

5 環境研修センター  



6 研究施設・設備  

6．1大型研究施設  

6．1．1大気化学実験棟（光化学チャンバー）  

6．1．2 大気拡散実験棟（風洞）  

6．1．3 大気汚染質実験棟（エアロドーム）  

6．1．4 大気共同実験棟（大気フリースペース）  

6．1．5 大気モニター棟  

6．1．6 ラジオアイトソープ実験棟（RI棟）  

6．1．7 水生生物実験棟（アクアトロン）  

6．1，8 水理実験棟  

6＿1．9 土壌環境実験棟（ぺドトロン）  

6．1．10動物実験棟（ズートロン）  

6，1．11植物実験棟（ファイトトロン）  

6．1．12微生物系統保存棟  

6．1，13騒音・保健研究棟  

6．1．14環境遺伝子工学実験棟  

6．1．15共通機器  

6．1．16情報関連施設  

6．1．17実験ほ場  

6．1．18霞ヶ浦臨湖実験施設  

6．1，19奥日光環境観測所  

6．1．20地球環境モニタリングステーション  

6．1．21研究本館l（計測棟）  

6．1，22研究本館ⅠⅠ（共同利用棟及び共同研究棟）  

6．2 共通施設  

6．2．1エネルギー供給施設  

6．2．2 廃棄物処理施設  

6．2，3 工作室  

7 成果発表一覧  

7．1研究所出版物  
5
 
5
 
4
 
5
 
エ
U
 
7
 
 

1
 
 
1
 
 
2
 
 
2
 
 
4
 
 
7
 
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
一
l
 
l
 
 

7．2 国立環境研究所研究発表会  

7，3 誌上発表  

7．4 口頭発表  

7．5 表彰  

付  録  
1 予算  

只
U
 
8
 
9
 
0
 
3
 
6
 
り
〕
 
n
U
 
2
 
6
 
7
 
9
 
 

7
 
7
 
7
 
8
 
只
U
 
n
O
 
9
 
0
 
0
 
n
U
 
n
U
 
ハ
U
 
 

l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
1
 
2
 
2
 
2
 
り
レ
 
2
 
 
 

2 組織及び定員  

3 文部省科学研究費補助金等による研究一覧  

4 外国人受け入れ状況  

5 職員海外出張等  

6 委員会への出席等  

7 研究所日誌  

8 研究所構成員  

9平成5年度研究発表会，セミナー等活動記録  

10 施設の整備状況一覧  

11国立環境研究所施設配置計画図  

‾  VIl一  



1．概   況  

国立環境研究所は，昭和49年3月15日に国立公害研  

究所として筑波研究学園都市に設立された。本研究所の  

特色は，研究者の専門分野が物理学，化学，生物学，工  

学，医学，薬学さらに人文・社会科学分野と幅広い構成  

となっていること，大学の研究者や地方公共団体公害研  

究機関の研究者等所外の専門家の参加も得て，研究を学、  

際的に実施していること及び第一級の環境研究を実施す  

るために必要な大型実験施設を駆使し，野外の実験調査  

研究と併せ，研究をプロジェクト化して総合的に実施し  

ていることにある。   

創立以来，組織の充実，施設の整備を進めつつ，研究  

体制の強化に努め，多くの研究成果を蓄積してきたとこ  

ろであるが，①人間の健康保護や自然生態系保全のため  

の目的指向型研究の充実，②環境研究の中核的機関ヒし  

ての役割の発揮，（卦環境データ等の蓄積と提供のための  

研究・業務の充実，④国際的な貢献度の向上と国際研究  

交流の推進，（9大型実験施設及びフィールド施設の活用  

という役割を果たすため，（D総合研究部門の創設等研究  

体制の充実，②複合的な研究機徳への発展，③国際研究  

交流の促進，④研究員流動性の確保方策の整備，⑤研究  

運営の改善を基本的方向として組織・運営を進めていく  
こととし，平成2年7月，大幅な組織改編を行い，名称  

を「国立環境研究所」と改め，現在，新体制のもと研究  

業務活動の充実に努めている。   

国立環境研究所の平成5年度における主な活動は次の  

とおりである。  

（1）組織・定員   

平成2年度に機構改革を実施し，研究部門として，社  

会ニーズに対応したプロジェクト研究を行う総合研究部  

門（地球環境研究グループ及び地域環境研究グループ）  

とシーズ創出や総合研究部門の支援のための研究を行う  

基盤研究部門（6部）を設置した。また同時に，環境情報  

センター，地球環境研究センター及び環境研修センター  

の3センターを設置し，幅広い活動を行っている。   

また，定員については，研究部門で3名，研究支援部  

門で1名の増員を図り，平成5年度末で275名ヒなって  

いる。（平成4年度末：274名，定員削減：3名）   

（2）予 算   

年度当初，研究所の運営に必要な経費として6，328百  

万円，施設の整備等に必要な経費として188百万円が計  

上されたほか，国立機関公害防止等試験研究費として9  

百万円，海洋開発及び地球科学技術調査研究推進費（科  

学技術庁）として40日万円，国立機関原子力試験研究費  

（科学技術庁）として34日万円が計上された。   

さらに年度途中の移し香え経費として環境保全総合調  

査研究促進調整費10百万円，地球環境研究総合推進費  

943百万円，科学技術振興調整費（科学技術庁）202百万  

円が計上されたほか，補正予算として，研究所の運営に  

必要な経費として1，000百万円，施設の整備等に必要な  

経費として6，052百万円が計上された。  

（3）施 設   

国立公害研究所発足準備段階以来，施設について順次  

拡充に努めている。   

平成5年度には，近年めざましく発展している遺伝子  

組換え技術を環境保全に応用すること等を自持とした環  

境遺伝子工学実験棟（RCr3F 延床面積1，627m2）を10  

月に竣工したほか，老朽化対策として廃棄物処理施設（排  

水処理系）の一部更新を行ったほか，温暖化効果ガス等  

の長期モニタリングを実施するための施設を北海道根室  

市落石岬に建設してきた。（平成6年5月完成予定）  

（4）研究活動   

地球環境研究グループ及び地域環境研究グループが中  

心となって，社会ニーズに対応したプロジェクト研究を  

実施している。また，主として基盤研究部門において，  

新しい研究手法の開発等研究所の基盤となる科学・技術  

的知見の蓄積を図っている。さらに，科学技術全般から  

みて重要と考えられる共通基盤的研究についても環境分  

野と関連の深いものについて，他省庁や大学等の研究機  

関との連携のもとに積極的に参画している。   

①プロジェクト研究として，地球環境研究総合推進費  

及び特別研究費による研究を実施した。   

地球環境研究総合推進費による研究としては，オゾン  

層の破壊，地球温暖化の現象解明・影響・対策，酸性雨，  

海洋汚染，熱帯林の減少，野生生物の種の減少等の研究  

を行った。地球環境研究総合推進費の課題別研究及び総  
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ためのモデル開発研究」の2課題を継続実施した。  

（動地方公共団体公害研究機関との共同研究を引き続き  

実施した。   

⑨人工衛星ADEOSに搭載予定のセンサーILAS，RIS  

の開発研究を引き続き実施した。  

（5）環境情報センター   

環境情報センターは，環境の保全に関する国内及び国  

外の資料の収集，整理及び提供並びに電子計算機及びそ  

の関連システムの運用を行うため，組織改編に伴い設置  

された。   

平成5年度においては，自然環境保全総合データベー  

スシステムの高度化，科学技術分野の主要な雑誌の目次  

情報検索システム及び地方公共団体公害研究機関との間  

のパソコン通信システムの本格運用，スーパーコン  

ピュータシステム及び国立環境研究所所内ネットワーク  

の運用・管理，各種研究報告書の刊行等を実施したほか，  

新たに，環境情報源情報データベースの整備等を実施し  

た。  

（6）地球環境研究センター   

地球環境研究センターは，地球環境の保全に閲し，国  

際的な協力のもと学際的，省際的な地球環境研究の総合  

化を図るとともに，データベース等の研究支援体制を充  

実させ，また，地球環境の長期的モニタリングを行う等，  

地球環境研究の推進に幅広く貢献していくことを目的と  

して，平成2年10月に設置された。   

平成5年度においては，地球環境研究者交流会議の開  

催，総合化研究の推進，スーパーコンピュータシステム  

の利札UNEP（国連環境計画）／GRID（地球資源情報  

データベース）ネットワークヘの加入及びサービス提供，  

落石岬一地球環境モニタリングステーションの建設をは  

じめとする地球環境モニタリング業務等を実施した。  

（7）環境研修センター   

環境研修センターは，環境庁所管行政に関する職員等  

の養成及び訓練を行っている。平成5年度は，行政関係  

研修18コース，分析関係研修7コース，海外協力研修1  

コース等を実施した。  

合化研究課題総数42課題のうち36課題の研究に参画し  

た。   

特別研究として，「環境負荷の構造変化から見た都市の  

大気と水質問題の把捉とその対応策に関する研究」，  

「ディーゼル排気による慢性呼吸器疾患発症機序の解明  

とリスク評価に関する研究」を新規に開始するとともに，  

7課題について継続実施した。  

（訂経常研究として，各研究部・グループ等において，  

シーズ創出，プロジェクト研究に対する支援等の観点か  

ら研究を実施した。   

③新たに開発途上国環境技術共同研究を開始した。   

④国立機関公害防止等試験研究として1課題，環境保  

全総合調査研究促進調整費による研究として2課題の研  

究を行った。   

⑤国立機関原子力試験研究費による研究として，4課  

題の研究を行った。   

⑥科学技術振興調整費による研究のうち，総合研究と  

して，新たに「極限量子センシング技術の開発及びその  

利用のための基盤技術開発に関する研究」，「システムと  

人間との調和のための人間特性に関する基礎的・基盤的  

研究」の2課題を開始するとともに，7課題を継続実施し  

た。また，国際流動基礎研究（省際基礎研究）として，  

1課題を継続実施した。生活・地域流動研究は「水質のリ  

モートセンシングと流動場の診断に関する研究」及び「白  

山山系における高山植物の多様性の解明と生物工学的手  

法をもちいた遺伝子資源の保全法の確立」を開始しする  

とともに，3課題を継続実施した。さらに，単年度の課頑  

としては，重点基礎研究3課題，個別重要国際共同研究  

2課題を実施した。   

⑦海洋開発および地球科学技術調査研究促進費による  

研究については，地球環境遠隔探査技術等の研究として  

「大気分光観測システムの研究」，「アレー検出器回折格  

子分光系を用いた大気微量成分の高精度観測に関するの  

研究」の2課題を開始するとともに1課題を継続実施し，  

地球温暖化の原因物質の全球的挙動とその影響等に関す  

る観測研究として「大気微量気体とエアロゾル濃度の将  

来予測および，それらが地球温暖化に及ぼす影響解明の  
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2．調査研究   

2．1概  要  

2．1．1総合研究部門  

（1）地球環境研究グループ   

当研究グループに属する温暖化現象解明，温暖化影  

響・対策，オゾン層，酸性雨，海洋，森林減少・砂漠化，  

野生生物保全，衛星観測の8つの研究チームは，それぞ  

れの課題をプロジェクトとして推進する役割を担ってい  

る。   

平成5年度も環境庁予算としての地球環境研究総合推  

進費による課題を中心に，以下のような研究を各チーム  

が遂行した。   

温暖化現象解明研究チームでは，温室効果気体の動態  

と放出温 海洋・陸上生態系における炭素循環にかかわ  

る研究を，温暖化影響・対策研究チームでは，影響面か  

らは気候変動に伴うアジア太平洋地域の水資源や植物分  

布の変化予測の研究を，．また対策面からはアジア太平洋  

地域の温室効果気体の排出予測モデルの開発や排出削減  

のための技術の評価について研究した。   

オゾン層研究チームでは，オゾンライダーによる日本  

上空での成層圏オゾン濃度変動の観測に加え，オゾン層  

変動の解析等に関する研究が中心的に行われた。   

酸性雨研究チームでは，東アジア地域における大気汚  

染物質の輸送・沈着現象解明のための航空機観測を，ま  

た，生態系影響評価のため屋久島で樹木，河川，土壌の  

化学分析を行った。   

海洋研究チームでは，海洋における炭素の循環をCO2  

シミュレーターおよびメソコス内の動植物プランクトン  

を用いて研究を行った。また，沖縄フェリーと瀬戸内海  

フェリーをプラットフォームとしたフィールド研究を  

行った。   

森林減少・砂漠化研究チーム，野生生物保全研究チー  

ムでは，マレーシアの熱帯林をフィールドとした野生生  

物種の多様性の解明のための現地調査を継続して行っ  

た。砂漠化の研究はインド西部のタール砂漠をフィール  

ドとして，植生，土壌調査および砂漠化進行に関する社  

会調査を行った。また，野生生物保全研究チームは生物  

の追伝的適応度に関する研究を開始した。   

衛星観測研究チームでは，1996年に宇笛開発事業団が  

打ち上げ予定の人工衛星ADEOSに搭載予定のセン  

サーILAS及びRISに係る計測技術，性能評価，データ  

処理アルゴリズム，データ処理運用システムの開発研究  

を引き続き行った。  

（2）地域環境研究グループ   

地域環境研究グループは“保全対策’’と‘‘リスク評価’’  

の2分野について川課題の特別研究を12チームによっ  

て実施した。それら成果の要点を研究チームごとにまと  

めると以下のようである。 まず“保全対策’’分野では  

4課題を担当した。   

海域保全研究チームは本年度は東京湾，瀬戸内海の水  

質・微生物調査を通じて，湾内の有機汚濁機構及び炭素  

循環を明らかにするために，海洋生態系の循環機構並び  

に微小食物連鎖の速度論的検討を行った。   

湖沼保全研究チームは屋外実験地を用いて魚密度を変  

化させることにより，生態系構造の水質，物質循環に及  

ぼす影響の解析を行った。また，霞ヶ滴等で溶存有機物  

の内容，動態を調べ，そのモデル化を行った。  

・有害廃棄物対策研究チームは廃棄物処分地に起因する  

リスク評価を行うため，埋立地からの浸出水や埋立地汚  

染土壌の分析手法を検討した。また，揮発性有機塩素化  

合物によって汚染された土壌，地下水汚染の浄化技術の  

開発と評価を行った。   

水改善手法研究チームは首都圏を対象とし，特に東京  

湾への生活系の汚濁負荷を削減する上で下水道の再度処  

理と，単独処理浄化槽の高度合併処理浄化槽への切り換  

えが効果的なことを見いだした。また匡地，外食産業の  

原単位調査より外食依存度の高い生活パターンでは生活  

雑排水に比べてし尿由来の排水の占める割合が高まり，  

効果的に窒素除去を行う上で生活椎排水にかわる有機炭  

素源が必要なことなどを明らかにした。   

都市大気保全研究チームは東京及び大阪地域における  

大気汚染物質濃度の経年変化や地域分布の特徴を調べ，  

さらに三次元モデルを用いた解析を行い二次生成大気汚  

染の広域化の傾向を定量的に解明した。また関西地域に  

おいて問題となっている春季の高濃度大気汚染の生成機   
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構を明らかにするために，フィールド観測を行い光化学  

反応の重要性を明らかにした。   

交通公害防止研究チームは，大都市を中心とした交通  

公害問題をより精緻に把握するためのシミュレーション  

プログラムと情報システムの拡充に努めるとともに，こ  

の間題を解決するための手段として公共交通，自動車交  

通，道路構造のそれぞれの分野における対策案を見いだ  

すとともにその技術的可能性を検討した。   

環境リスク評価を対象としている分野では，5つの特  

別研究が行われた。このうち，化学物質生態影響評価研  

究チームが実施してきた特別研究が終了し，複数の農薬  

の暴露が藻類，動物プランクトン，水生属虫などに及ぼ  

す相加的あるいは相乗的影響，生物種間の感受性の羞や  

耐性，生物間相互作用に対する影響などの検討を行い，  

化学物質の水系生態系に及ぼす影響評価に必要な知見を  

収集・整備した。   

他の研究チームの特別研究は中間段階であるが，新生  

生物評価研究チ【ムでは，バイオテクノロジーを利用し  

た環境保全技術，遺伝子操作生物およびその遺伝子の環  

境学動を追跡する手法，および遺伝子操作生物の影響評  

価手法の開発の3つの目的に向かって，組換え体の作成，  

組換え体の環境中での生残性の検討，マイクロコズムや  

ライシメーターを用いた影響評価実験などを行った。   

化学物質健康リスク評価研究チームでは，有機塩素化  

合物を例にとり，化学物質の環療影響の総合評価手法の  

開発を目指して，河川での底質および水中の有機塩素化  

合物の検索，検出された化合物の複合影響評価の玩  

び妙0系の試験システムの開発などを行った。   

都市環境影響評価研究チームでは，都市における環境  

ストレ．スや健康リスクの評価・管理システムの確立に向  

けて，職業・通勤ストレスなどが騒音ストレスに及ぼす  

影響や大気汚染がアレルギー性鼻炎に及ぼす影響など  

を，疫学的な手法によって検討した。   

大気影響評価研究チームでは，ディーゼル排気が呼吸  

器疾患に及ぼす影響の解明を目指して，ディーゼル排気．  

が気管支喘息やアレルギー性鼻炎に及ぼす影響やデイー  

ゼ／レ排気による呼吸器腫瘍の発症に及ぼす食事性因子の  

解明などを行った。   

なお，本年度10月に発足した“途上国健康影響研究  

チーム”は開発途上国環境技術共同研究予算によって，  

途上国（特に中国を主対象に）石炭燃焼による大穿。汚染  

がもたらす健康影響の予測のための予備研究を行った。  
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2．1．2 基盤研究部門  

（1）社会環境システム部   

環境問題は，すべて人間活動が原因であり，人の自然  

外囲である大気，水，土，生物等の環境を介して，ふた  

たび人間の生存，生活，社会経済活動等に回帰してくる  

問題であるといえる。それゆえ，環境問題は一面すぐれ  

て社会的な問題でもある。社会環境システム部では，こ  

うした問題意識のもとに，環境保全に関する政策科学的  

及び情報科学的な基礎研究をシステム分析等の手法によ  

り行うことにしている。   

本年度は，環境経済，資源管理，環境計画及び情報解  

析の4研究室において，一部の奨励研究を含む経常研究  

として，それぞれ基幹となる合計8の経常研究課題を選  

定し実施した。同時に，これに加えて，環境経済研究室  

で1つの課題を特に奨励研究として実施した。   

環境経済研究室で行う経常研究課題1では，いくつか  

の事例をとりあげることにより，環境問題の社会経済的  

側面の解析と具体の環境保全施策の分析評価を行って，  

基礎的知見を蓄積した。奨励研究課題9は，このうち家  

計における消費行動やその他の生活行動の実態からエネ  

ルギー消費がどのように行われるのかを解明するため，  

総務庁の全国消費実態調査のデータを詳しく分析した。  

資源管理研究室で行う経常研究課題2及び3では，主に  

環境資源として水資源をとりあげ，生活系や産業系の物  

質収支や循環に関する基盤情報の整備を行い環境影響と  

の関連を解析した。また，リサイクル等を進め廃棄物の  

減量化を図るための施策やトータルな環境負荷の算定に  

重要となる製品ライフサイクル・アセスメント（LCA）  

手法の基礎的検討及び事例解析を行った。一般に都市計  

画等の環境計画では，地域住民がどのように環境を意識  

しているかから始まって広範な知見や計画手法が必要と  

なるが，環境計画研究室で行う経常研究課題4及び5は，  

こうした問題の構造づけに関する研究と住民等の環境意  

識・評価－こ係る手法開発に関する基礎的研究である。経  

常研究課題6は，このうち特に景観等の環境評価を被験  

者の心理的反応と物理的環境要素との対応づけを明確に  

しようとするものである。種々の環境システムのデータ  

や情報を的確に解析し，その構造や変動に関する有用な  

新たな科学的知見を得るためには，効率的な解析手法の  

開発が不可欠である。情報解析研究室で実施している経  

常研究課題7及び8では，前者が地理・画像デ「夕の解  

析手法の開発を，後者は種々の環境システムの評価に資  

するモデル化やシミュレーション手法の開発を行ってき  

ているものである。   

】方，当部における上記の経常及び奨励研究課題の多  

くは，総合部門の地球・地域環境研究グループで行われ  

ている多くのプロジェクト研究課題の一部，及び地球環  

境研究センターの研究課題とも関連している。このため，  

上記の個別の経常研究課題の実施にあたっては，これを  

十分配慮して研究の方向づけを行っている。  

（2）化学環境部   

環境問題の解明と対策は，汚染物質を始め関与する因  

子の正確，かつ信頼性ある計測なくしては成り立たない。  

また，計測値の持つ生物学的意味についても知る必要が  

ある。このような立場から，化学環境部は環境中の各種  

汚染物質の化学計測法の確立を始めとして，環境計測，  

監視技術の開発を行うとともに，生物検定手法に関する  

研究も行うことを目的として，14課題の研究を行った。  

計測技術研究室では，主として質量分析法の利用に関す  

る研究を進めた。Liイオンエミュレーターの開発，鉛同  

位体の精密測定，大気中低沸点有機化合物のGC／MSに  

よる分析方法等である。また新しい発窄に基づく計測機  

器の開発研究として，超音速自由噴流の利用を進めた。  

計測管理研究室では，環境計測の精度管理手法，分析法  

の標準化，高精度化，スペクトル情報のデータベース化  

等の研究を行うとともにダイオキシン及びコープラナー  

PCBに関する訝査研究を行った。また加熱により発生す  

る悪臭成分に関する研究を行った。動態化学研究室では，  

環境中の元素，分子の存在状態とその変化に関する研究  

として状態分析法の開発と応用を主として行った。また  

生態毒性を示す化合物としてTBTついて，生態化学的  

研究を開始した。化学毒性研究室では，玩1諭川のバイオ  

アッセイ系での毒性評価システムに関する研究を行っ  

た。油性物質を胆汁酸を用いて乳濁化させ，培養細胞に  

作用させる毒性検定手法研究を行った。   

部門横断的研究として，環境汚染の時系列的変化を知  

るためのスペシメンバンキングに関する研究，我が国の  

環境汚染のバックグラウンドレベルの長期的変動を知る  

ための摩周湖の調査研究を継続的にしてきた。また環境  

標準試料に関する研究を行い「ヒジキ」標準試料を作製  

した。地方公共団体公害研究機関との共同研究も2課題  

について研究を行い，計測手法を中心として研究を実施  

した。また科学技術庁の重点基礎研究として「生物試料  
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中のアルミニウムの精密高感度分析法に関する研究」を  

実施した。  

ける交絡要因について呼吸器症状を例に検討が行われ  

た。また，ザンビアにおける人畜共通感染症のリスクに  

関する検討が行われた。  

（3）環境健康部   

環境健康部では，都市大気汚染，有害化学物質による  

汚染など地域規模の環境問題や温暖化といった地球規模  

の問題に含まれる環境因子の健康に及ぽす影響を解明  

し，予防するための基礎研究を推進している。   

本年度は，19課題の経常研究と1課題の奨励研究が行  

われた。それらの研究は，環境毒性学，環境生理学，環  

境疫学，環境保健学，人類生態学などの各分野，あるい  

は多分野にまたがるものも多く，健康影響評価法の確立  

を目的とした基礎的な実験研究が多い。さらに，地球環  

境研究グループや地域環境研究グループの準構成員とし  

て研究推進に向けた協力も行われた。   

環境毒性学・環境生理学の分野からの基礎的研究とし  

ては，毒性発現機構を細胞レベ／レで解明しようとする試  

みとして，気管平滑筋細胞のヒスタミンによるカルシウ  

ムレベルへの影響，肺胞マクロファージの肺胞上皮細胞  

への接着現象および線維芽細胞の増殖に及ぼす影響，肺  

胞ⅠⅠ型上皮細胞の構造に及ぼす問質の影響，肥満細胞の  

走化性と神経伝達物質等の修飾因子による影響，免疫担  

当細胞に特異的な糖脂質の構造決定，神経毒性を神経細  

胞初代培養系を用いて検出する系の開発などの検討が行  

われた。臓器や個体レベルで解明しようとする試みとし  

て，大気汚染物質による酸素欠乏と心・循環機能への影  

響，分離した肺標本を用いた循環換気系と交感神経機  

能との関連，脳，肝，筋を対象としたど乃〃∫〃0状態での  

NMRによる機能測定法の開発と応用，温熱が肺の免疫  

機能におよぽす影響についての検討が行われた。さらに，  

毒性発現を遺伝子レベルで解明しようとする試みも行わ  

れ，遺伝子工学的手法の開発，重金属，有機塩素化合物，  

二酸化窒素により各々特異的に発現する遺伝子の検出が  

試みられ，一定の成果が得られた。また，各種の化学物  

質により発現する遺伝子を文献的に検索し体系化する試  

みも行われた。   

環境疫学・環境保健学の分野の研究としては，暴露と  

蓄積の評価を行う目的で粒子状物質の個人秦霞評価法，  

ヒト剖検肺を用い粒子状物質の個人暴露濃度値と肺内蓄  

積畳の推定が行われた。また，環境汚染による疾病を監  

視するための新たな保健指標の開発に向けアレルギ←性  

鼻炎を例に検討が行われた。大気汚染健康影響調査にお  

（4）大気圏環境部   

大気圏環境部では，地球温暖化，成層圏オゾン層破壊，  

酸性雨といった地球規模の環境問題や，都市の二酸化窒  

素問題に代表される地域的な嘩墳問題を解決するための  

基礎となる研究を推進している。本年度は17課題の経常  

研究と4課題の奨励研究，1課題の重点基礎研究が行わ  

れたほか，地球環境研究グループ（温暖化現象解明，オ  

ゾン層，酸性雨各チーム），地域環境研究グループ（郡市  

大気保全研究チ「ム）の準構成員として，さらには地球  

環境研究センターの併任または協力研究者としてプロ  

ジェクト研究の推進への協力も行われた。   

大気物理研究室では，流体力学を基礎とした大気運動  

の研究がその中心であり，熱帯域における積零対流活動  

と大気循環に関する研免成層や回転流の基礎方程式の  

数値解析法の研究，水循環や積雪活動の大気大循環モデ  

ルヘの導入の研究が行われた。またメソαスケール気象  

モデルの研究やロスピー波力芋の研究が奨励研究として  

行われた。   

大気反応研究室では，気相の化学反応論を基礎とした  

大気圏での物質の反応の研究が中心であり，気相の反応  

では光イオン化質量分析計を用いたフリ－ラジカル反応  

の研究，レーザー吸収法やケイ光法を用いた化学反応の  

研究が行われた。またエアロゾル化学に関連して，微粒  

子の動力学・光学的性質の研究が行われた。アルデヒド  

類の光分解によって生成するHCOラジカ′レの量子収率  

決定が重点基礎研究として行われた。   

高層大気研究室では，高層大気を対象とした遠隔計測  

の手法の開発が研究され，レーザーヘテロダイン分光法，  

ミ岬散乱レーザーレーダーの高度化とそれらのデーター  

解析手法，衛星搭載用の大気計測光学センサーの開発な  

どの基礎研究が行われた。また波長可変レーザーを用い  

た地上衛星間レーザー長光路吸収法の最適化および新し  

いヘテロダイン吸収分光測定手法の開発が奨励研究とし  

て行われた。   

大気動態研究室では，分光や化学分析を手法とした大  

気中成分の循環の解明を目的にして，大気中の不均一反  

応や大気中微義化学成分の長期簡測のための基礎研究が  

行われた。   
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（5）水土壌圏環境部   

水土壌圏環境部では海洋汚染，酸性雨，地球温暖化，  

砂漠化といった地球環境問題から湖沼・海域やバイオテ  

クノロジーを用いた水質改善など地域的な環境問題など  

に対して準構成員としてプロジェクト研究を行うととも  

に，その基礎的研究を行っている。本年度は経常研究17  

課題，特別経常研究2課題，奨励研究3課題，国立機関  

原子力試験研究による研究1課題，省際基礎研究1課題，  

地方公共団体公害研究機関との共同研究3課題を行っ  

た。   

水環境工学研究室では，河川への農薬流出過程，河川  

での付着生物膜と水質変化，湖水中の溶存フミン物質の  

挙動の研究が行われた。又，リマ∴一トセンシングを利用  

．した水文・土壌等の環境解析が行われた。   

水環境質研究室では，湖沼での藻類増殖促進・抑制物  

質についての研究及び有害化学物質の微生物による分解  

特性除去能の発現機構について研究を行った。   

土壌環境研究室では，土壌中での無機汚染物質・重金  

属や微生物の挙動についての基礎的研究を行った。又，  

地理情報システム（GIS）を用いた土壌分布特性について  

の研究を行った。   

地下環境研究室では，粘性土の圧縮性状，岩盤内の地  

下水の流動特性，地盤沈下観測システムの開発と観測に  

ついての研究を行った。  

か，生物圏環境部が主体となって湿原保全の特別研究を  

行い，高層湿原の植生と水分環境の関係，湿原生物ゐ多  

様性等生態系の構造と機能の解明に関する研究を進め  

た。また奥日光環境観測所を利用して，大気気象観測を  

行うとともに生物の生息状況を明らかにした。   

環境植物研究室では，植物による大気環境評価のため  

にフィルタードエアーチャンバー法の野外試験を行い，  

温度画像による樹木のガス交換機能及び気孔反応の診断  

法の検討等を行った。中国の砂漠地域に成育する植物の  

耐乾性の種間羞について検討した。またパルス振幅変調  

方式の蛍光解析法により，水ストレスが光合成機能に及  

ぼす影響を調べた。   

環境微生物研究室では，土壌の植物遺体のセルロース  

分解する酵素活性と，鋼やカドミウム等の重金属汚染と  

の関連を調べた。遺伝子資源としての微生物の分離培養，  

生活環の観察，分類に関する研究を行う一方，絶滅の危  

機にある車軸藻類の分布と培養の研究を進めた。また有  

毒アオコが生産する毒物質のミクロシスチンの生態影響  

を検討した。   

生態機構研究室では，水域の微生物を中心とした食物  

網の解明のため，野尻湖のベン毛藻及びノミン毛虫の動態  

を調べた。霞ヶ浦では生物の長期変動を調べると共に水  

生植物群落の波浪の緩衝作用に関する研究を行った。一  

方汽水域では塩分濃度と底生動物の分布との関係を調べ  

た。また渓流砂防工事における流路工法の違いが水生生  

物の定着に及ぼす影響を調べた。   

分子生物学研究室では，大気汚染や化学物質，イオン  

欠乏，水欠乏等種々の環境ストレス下における植物の耐  

性機構の解明の研究を行った。環境ストレス耐性に関与  

する遺伝子の単離を目的としたプループの作成を行い，  

これらの遺伝子や環境ストレスに鋭敏に応答する遺伝子  

の発現機構を調べた。グルタチオン還元酵素について遺  

伝子組換え植物を作り囁境ストレス耐性への軍与を検討  

した。．  

（6）生物圏環境部   

生物圏環境部では種々の環境ストレスが生物に及ぼす  

影響の機構解明，生物種の分布解明とその保存，生物を  

利用した環境計測手法の研究，生物間相互作用系の解明，  

自然環境保全研究等，分子レベルから生態系レベルまで  

の生軌こかかわる基礎・応用研究を推進している。本年  

度は奨励研究，特別経常研究を含めて14課題の経常研  

究，1課題の国立機関原子力試験研究費による研究，3課  

題の科学技術庁振興調整費による研究を行った。このほ  

－ 7 →   



2．2 プロジェクト研究  

2．2．1地球環境研究総合推進費による研究  

（1）オゾン層の破壊に関する研究  

〔研究担当〕オゾン層研究チーム  

衛星観測研究チーム  

〔研究概要〕成層圏オゾン層変動の総合的観測及び解  

析，衛星利用長光路吸収法による大気微量分子の測定手  

法の開発，衛星搭載レーザーレーダーによる地球大気環  

境の評価，オゾン濃度の減少による地上紫外線の増加が  

人体と生物に及ぼす影響，フロン代替物質の環境影響，  

フロン等対策技術の環境影響評価に関する研究を行って  

いる。   

本年度は，下部成層圏オゾンの高精度観測用レーザー  

レーダー，ミリ波によるClO測定手法の開発，エアロゾ  

ルがオゾン層に及ぼす影響の評価のための観測，実験，  

モデル研究，オゾン層変動の解析手法の高度化と極渦崩  

壊に関する数値モデル研究，地上衛星間レーザー長光路  

吸収測定のためのレーザー送受信光学システムの研究，  

衛星搭載レーザーレーダーの仕様の検討，UVB曝露に  

よる発ガン，免疫機能低下，白内障発症に関する研究，  

植物に対する波長域の異なる紫外線の作用に関する研  

究，代替ハロンのOHラジカルとの反応速度に関する研  

究，代替ハロンの毒性及び燃焼生成物に関する研究，フ  

ロン等対策技術に関する環境挙動モデルを用いた研究を  

行った。  

〔発 表〕K－46，63，67，k－1，A－35～39，54，55，F7～14，  

24～26，a－44～50，e－2，f20，21，23，25～27，40，53～57，62  

コア分析による温室効果気体の変動に関する予備的研  

究」を行った。この中で，シベリアにおいて，夏に航空  

機による大気微量成分の測定と気象の大規模な観測を行  

い，二酸化炭素やメタンの発生・呼吸を中心とした大気  

の動態の研究を推進するとともに，数値モデル計算との  

比較検討を行った。通年の二酸化炭素とメタンの観測を，  

東シベリアでの地上観測と，西シベリアでの航空機観測  

との二つの方向で開始した。また，シベリア凍土地帯に  

おける湿原，湖沼，凍土からのメタンの発生量に関する  

研究や，環境が森林形成に及ぼす影響などの研究を行っ  

た。「気候モデルによる気候変動に関する研究」では，熱  

暗射，エネルギーや運動量の輸送などを含んだ大気循環  

モデル（まだ，海洋大循環との結合や陸域生物圏との相  

互作用を含まない）を完成させた。「メタン・亜酸化窒素  

の放出源および放出量の解明に関する研究」の一部とし  

て「閉鎖性水域からのメタン放出量の解明に関する研究」  

を継続している。本年度から新たに「地球温暖化に係わ  

る二酸化炭素，炭素循環に関する研究」の一部として「温  

帯域における土壌圏微生物群集をめぐる炭素循環の定量  

的解析」や「地球温暖化に係わる対流圏大気化学の研究」  

を開始した。  

（3）地球温暖化の影響と防止対策に関する研究  

〔研究担当〕温暖化影響・対策研究チーム  

〔研究概要〕本研究は，温暖化を防止するための政策や  

技術の評価に関する研究と，温暖化が防止できなかった  

場合に生ずる自然環境や社会経済への影響に関する研究  

から構成されている。   

地球温暖化の防止対策についての研究については，5  

つの研究プロジェクトを実施している。まず，各種の政  

策や対策技術の効果をアジア太平洋地域の諸国を中心に  

分析することを目的として，計算機シミュレーションモ  

デル（AIM）を開発する「予測モデル開発研究」，および，  

温暖化防止の効果を総合的に評価する手法を開発して，  

民生部門を中心に各種技術の有効性を分析する「対策技  

術評価研究」の2つを平成2年度から実施している。こ  

れに加えて，平成3年度および4年度から温暖化対策に  

有効な3つの分野の技術をとりあげて，その普及のため  

の研究を開始している。電気自動車導入の効果を総合的  

（2）温室効果気体の増加による地球温暖化現象の機構  

解明に関する研究  

〔研究担当〕温暖化現象解明研究チーム  

〔研究概要〕本研究では，大気・海洋・生物圏を含めた  

地球環境中での二酸化炭素，メタン等の温室効果気体及  

び関連大気微量成分の動態研究，および，気候モデ／レの  

開発研究を行っている。   

「シベリア凍土地帯における温暖化フィードバックの  

評価に関する研究」とその関連予備研究として「定期航  

空機を利用したシベリアにおける二酸化炭素，メタンの  

高度分布の通年測定に関する予備的研究」，「シベリア凍  

土地帯における植生に関する予備的研究」，「北極アイス  
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（動地上モニタリング及び航空機観測のための微量酸   

性，酸化性物質計測システム及び構成システムの開  

発  

④酸性霧の生成と汚染物質の取り込みプロセスの研究   

2）酸性物質の生態系に与える影響に関する研究一酸   

性物質の植物環境系に与える影響に関する研究一   

①植物環境系変化の指標となる生物地球化学的分析手   

法の開発検討に関する研究   

②植物環境系における酸性雨関連化学種の挙動に関す  

る研究  

（卦自然酸性環境の生態系に関する研究   

④土壌一倍物系における臨海負荷真の評価に関する研  

究  

（3）東アジアにおける酸性雨原因物質の制御対策とそ  

の評価に関する研究  

〔発 表〕A－21～25，47～53，63～72，a－69～83，103，  

104，106′～116  

に評価して，普及促進のための各種方策を検討する「電  

気自動車普及研究」，断熱材，太陽エネルギー等の普及促  

進のための各種方策を検討する「家庭等の対策技術普及  

研究」，それに，廃棄物・汚泥処理・処分システムの構築  

及び対策手法の開発を日指した「汚水・廃棄物処理シス  

テム評価研究」である。   

一方，地球温暖化の影響に関する研究については平成  

2年度より3つの研究を継続中である。施設実験および  

予測モデルにより植物個体や自然植生への影響を解明す  

る「植物影響研究」，施設やフィールド調査などにより人  

の健康や生存環境への影響解明する「健康影響研究」，そ  

れに，都市のエネルギー利用，水利用，大気汚染，防災  

等への影響と適応策を分析する「都市影響研究」である。  

このうち，都市影響研究は平成4年度で一応終了し，ま  

た，健康影響研究においては平成3年度から，マラリア  

等の動物媒介感染症の拡大予測に関する研究を開始し  

た。   

以上の研究を実施して，地球温暖化の影響および対策  

に関する基礎的知見を得るとともに，政策の具体的展開  

に資する知見を提供している。  

〔発 表〕A－1～5，59，60，73～84，B－1～3，11～32，62  

～68，112～120，C－24，E35，H－12～25，45，ト1～11，a－3，  

4，117～134，b2，3，12～52，99，100，150～155，157～171，  

C3，24，e42～46，f9，12～15，h5～12，i－6～14  

（5）海洋汚染に関する研究  

〔研究担当〕海洋研究チーム  

〔研究概要〕′   

1）海洋物質循環の変動機構に関する研究   

海洋メゾコズムを用い，炭素を中心とする物質循環の  

経路と速度についての検討を行った。トレーサーとして  

与えた13Cの存在形態変化の追跡により，光合成によっ  

て粒子態へと変換された炭素は，表層から低層へと沈降  

する間に溶存有機態へと変換され，細菌同化を通じて再  

び粒子態へと変換されている可能性が示唆された。また，  

動物プランクトンによる捕食・排泄が，炭素の形態変化  

に大きな役割を果たしていることが明らかとなった。   

硫黄の物質循環に関して検討した結果，DMSの前駆  

体であるDMSPの生成には植物プランクトンが，DMS  

の生成にはバクテリアが大きく関与し，また温度や溶存  

酸素などの環境条件がその速度に大きな影響を与えてい  

．ることが明らかになった。   

2）海産藻類による物質循環機能のモデル化に関する  

研究   

円石藻E血混用由南山初の培養を行い，増殖に伴う栄  

養塩及び全炭酸の動態を計測した。窒素・リン欠乏とと  

もに増殖を停止し，その後炭酸カルシウム形成が活発に  

行われることが判明した。増殖停止後も全炭酸濃度は減  

少し続け，pHも8．9以上であることからHCO3▲が炭酸  

（4）酸性雨に関する研究  

〔研究担当〕酸性雨研究チーム  

（研究概要〕酸性物質の放出（生成）移流一降下・沈  

着の諸過程は，大気，森林，水，土壌などの自然生態系  

を構成する諸要素ならびにそこで行われる物質循環（代  

謝）に深く関係している。したがって，平成5年度では  

主として“大気’’に関係して放出（生成）移流一陣下・  

沈着の過程を課題（1）で取り上げ，生態系への影響を課  

題（2）で取り上げた。また，前年に引き続き酸性物質の  

発生及び対策について課題（3）で研究を行った。   

1）東アジアにおける酸性，酸化性物質の動態解明に  

関する研究   

①東アジアにおける酸性雨及び関連物質の動態解明の  

ための地上モニタリング及び東アジアからの酸性雨  

の影響を的確に評価するための地上モニタリング   

②東シナ海，黄海及び日本海上空での航空機観測と  

データの解析  
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大阪一別府航路では，2月と3月に回ずつ乗船調査を  

行い，モニタリングと平行して，プランクトンの同定，  

グラスファイバーを経由したレーザーによる植物プラン  

クトン粒子サイズ組成，海水溶存ノco2およびDOC，DIC  

の計測を行った。   

6）衛星リモートセンシングによる沿岸生態系のモニ  

タリングに関する研究   

クウェートからの流出原油や油田からの火災煙がペル  

シャ湾岸域の生態系にどのような影響を及ぼすかを評価  

することを目的として，人工衛星からのリモートセンシ  

ングデータを用し）て，影響の範囲と程度を計測すること  

を試みた。   

平成5年度は，高空間分解能画像データである  

LANDSAT TM画像データからの海面流出油の検出手  

法を開発し，サウジアラビア ジュペイユ地域において原  

油流出時に観測されたTM画像に適用することにより  

油汚染域の評価およびその拡散域の評価を行った。また，  

昨年度に引き続き，地上で収集した沿岸域の砂，土壌，  

植生等のスペクトルデータから流出油や火災煙による影  

響評価の可能性について検討を行った。  

〔発 表〕K」67，A9，10，56，57，a17～21，85～102，g  

－39，40  

カルシウム形成に使用されたことが示唆された。   

3）海底堆荷物を用いた長期海洋物質循環変動の推定  

手法に関する研究   

南極海域のユングピー沖海域より採集した柱状試料  

GClOO2について，分画した浮遊性有孔虫試料を用いて  

年代測定を行った。この結果，堆積物中深度10～13cm  

が23810±240year B．P．，20～23cmが30570±250year  

B．P．，30～33cmが36460±400yearB．P．を得た。平均堆  

積速度は1．7cm／1000年と推定された。   

4）海洋汚染物質の海洋生態系への取り込み，生物濃  

縮と物質循環に関する研究   

海洋の食物連鎖で重要な位置を占める動物プランクト  

ンは，海洋での汚染物質の循環に重要な役割を果たすと  

ともに，局所的海域の汚染状況もよく反映する。  

1986～1993年の夏に日本近海で採取した動物プランク  

トンの元素組成（最大32元素）を中性子放射化，ICPお  
よび原子吸光で分析した。その結果，Pなどの多量元素の  

濃度はプランクトンの大小に関係なく，ほぼ一定であっ  

たが．重金属濃度は，個体重量が小さくなるほど増加し  

た。また，食物連鎖において，プランクトンの直上位に  

位置する椎魚では，重金属などが動物プランクトンに比  

べて濃縮される傾向が見られた。この傾向は，魚類の卵  

ではさらに顕著で，卵などを通して重金属が排泄される  

過程が示唆された。   

外洋汚染の指標生物として注目されるイカの肝臓中に  

蓄積されてしユる重金属類，有機汚染物質類を高感度な手  

法によって分析し，イカを用いた外洋モニタリング（ス  

タイッドウオッチ）の対象にし得る環境化学物質の範囲  

を採ることを目的として，研究を行っている。石油起源  

有機化学物質である脂肪族・芳香族炭化水素について，  

分析前処理法の検討並びに検出範囲の探索を行った。B  

（a）Pはすぺての試料で検出されたが，海域によって大き  

な差が認められた。一方，種差による違いなど，結果の  

相互比較のために考慮すべきいくつかの問窓も浮かび上  

がってきた。   

5）衛星可視域のグローバ／レマッピングによる広域環  

境変動に関する研究   

日韓フェリー航路（神戸一釜山）が前年度で廃止になっ  

たため，新たに，フェリー航路の検討を行い，大阪沖  

縄航路，大阪一別府航路の2路線を選定して両船に適合  

したシステムの概念設計を行い，地球環境研究センター  

のモニタリングとして実行に移した。  

（6）熱帯林の減少に関する研究  

〔研究担当〕森林減少・砂漠化研究チーム  

野生生物保全研究チーム  

〔研究概要〕我々が推進している熱帯林の研究は，「1．  

熱帯林生態系の環境及び構造解析に関する研究」，「2．熱  

帯林生態系における野生生物種の多様性に関する研究」，  

「3．熱帯林の環境形成作用の解明に関する研究」，「4．  

熱帯林生態系の修復に関する研究」の各研究課題よりな  

り，国立環境研究所，森林総合研究所，国際農林水産業  

研究センターが中心となって推進している。また，一部  

の研究は北海道大学附属低温研究所，名古屋大学農学部，  

京都大学農学部，九州大学理学部，大阪市立大学理学部  

と自然環境研究センターの協力を得て行っている。  

1）熱帯林生態系の環境及び構造解析に関する研究   

近年における世界各地での森林の急速な減少は，森林  

資源の枯渇のみではなく，そこに生息する生物種の減少  

を招き，回復不可能の段階にあると危惧されている。特  

に，野生生物の宝庫でもある熱帯林の減少は大規模で，  

多くの野生生物種が消滅しているといわれている。今年  
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m以内には椎樹個体が全く存在しないことが分かった。   

また，椎樹の生存を追跡調査したところ，親木の際近  

隣域（0～2m）における実生個体の生存率は他のどの域  

（2m＞）における実生個体の生存率よりも有意に低い  

値を示した。また，親木からの拒離2～4mにおける生存  

率も4～6mのそれと比較すると有意に低い値となっ  

た。親木の周囲には50haのデータ解析結果で示された  

ような「一定範囲内での椎樹不在現象」は確認できなかっ  

たが実生の生存率は親木からの足巨離によって影響を何ら  

かの受けることが示唆された。一方，50haのデータを用  

いてペロングの椎樹が他の大径木（40cm＜）の近隣域に  

存在するかどうかという点について解析を行ったとこ  

ろ，ペロングの親木の近隣域で見られたような「椎樹不  

在現象」は確認できず他種の親木の直下ではペロングの  

椎樹は存在していることが分かった。   

以上のことから次の事が推察された。1）ペロングの実  

生の生存率には親木からの距離依存型の天敵（捕食者，  

病原菌）が関与している。2）これらの天敵の作用に加え  

て樹冠‾Fの光条件が生存率に強く影響を与える。3）また  

は，上記の要因が（親木からの足巨離と光要因）が複合し  

て作用する。その結果，実生個体はそのサイズが胸高直  

径が1cm程度になるまでに死亡し，親木の直下で椎樹  

が不在となる。   

3）熱帯林の環境形成作用の鮮明に関する研究   

熱帯林樹木の光合成による一次生産産物は木材・葉・  

花などの植物体となるが，やがてそれが枯死・落葉・倒  

木などの過程を通じて林床に供給される。熱帯域に生息  

するシロアリはその生息量が極めて高く，土壌に生息す  

る小動物の中ではアリと1，2位を争う生息虫を誇ってい  

る。そのシロアリが植物体分解に果たす役割は大きいと  

報告されてきた。そこで，表面積当たりの容積が大きく  

● シロアリによる物理的分解作用の効巣が大きいと考えら  

れる木材について実験的手法を用いて研究を進めてい  

る。クアラルンプー／レ郊外ケボンにあるマレーシア森林  

研究所構内植林地とパソ森林保護区との2カ所において  

実験・調査を行った。材の分解速度は，初期重が大きい  

ほど小さい傾向が認められた。これは研期重が大きいほ  

ど丸太の表面積当たりの重量が大きいので微生物による  

分解作用が及びにくいためであると考えられる。   

落葉は木材とは対照的に体積に対して表面積が大きい  

ことから微生物による分解作用を速やかに受けるものと  

考えられる。しかしながら一方では落葉を好んで採食す  

度は，複雑な階層構造で知られている熱帯林動物群集動  

態に関する基礎調査を行った。   

調査はマレーシア国のネグリ・センビラン州（マレー  

半島都南西部）にあるパソ保護林で行った。1992年2月  

から11月までの定期トラッピングでは5目7科14属  

18種の中・小型哺乳類が捕獲された。哺乳類督歯目はリ  

ス科7種，ネズミ科5種と最も優占する日であった。捕  

獲個体数での上位9種は，エビ坤OJゐ）り′5S〟∂β邦ま岱（ネズミ  

科；総捕獲個体数70）∴乃ゆ止り沼バツパイ目ツパイ科：  

46），エ〟γ由どヱば 7〃ぶなタ77s（リス科：34），Cα肋5CJ〟γ～‘∫  

禦払お（リス科：19），〟αβ，刀ツ55ヱ′7垂r（ネズミ科：15）・  

〟，7御ん（ネズミ科；15），〟∴両班扉肌涙（ネズミ科：  

12），月んf叩0ぶCgZ′7関ゎ′gcβZ〟ねね岱（リス科：9），Ecゐオ犯050γ－  

gズ紗ナ邦書i（γもIS（食虫目ジムヌラ科：S）であった。   

優占9種の捕獲個体数の季節的変動をみると，上．  

5〟∂〟タま捕，〟，S〟7′痺れ〟，7叩ゐ，〟，紺んオJβ毎〟d乙上．玩－  

∫な氾fぶ，凡由ffcβ〟血如（ネズミ科3種，リス科2種）で，  

7月に最大値，9月に最低値をもち，その後やや回復する  

という類似したパターンが認められた。   

このパターンは植物のフユノロジーの果実・種子の落  

下量の推移とよく一致していた。本研究では，捕獲個体  

数の増減が，移入移出によるものか，出生死亡によるも  

のかは明らかでない。しかし，捕獲個体数の増減の同調  

や非同調は，林冠と林床の飼の現存量の季節的な推移の  

違いに関係がありそうである。各々の動物種の食性と食  

物の現存虫をより詳しく把握する必要があろう。   

2）熱帯林生態系における野生生物種の多様性に関す  

る研究   

今年度は，生活史から見た動植物もしくは同一生物種  

間の相互，競争関係を明らかにするため，林冠構成樹種  

の稚樹の定着過程に及ぼす環境要因や動物や昆虫による  

被食や微生物による影響について調査を行った。   

調査対象としたペロング（Pelong）はウルシ科に屈し，  

マレー半島低地林に広く分布する。パソの保護林の中心  

部にはアメリカのスミソニアン研究所とマレーシア森林  

研究所が共同で設置した大規模面積（50ha）の調査区が  

あり，その調査区内で出現した胸高直径1cm以上のす  

べての植物個体の胸高直径と位置が記載されている。  

我々はこの中で出現した椎樹個体（直径1～2．5cm）の密  

度が近隣域にある同種の個体の大きさ（胸高直径）によっ  

てどのような影響をうけるかという解析を試みた。それ  

によると胸高直径が40ciⅥ以上の大径木の周囲半径6  
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るシロアリもいることからその影響も大きいと考えられ  

る。また樹種によって葉の厚み・堅さに違いがあるので  

落葉の分解過程はこれらの要素を考慮して調べる必要が  

ある。林床で集めた落葉を樹種別に分けてりターバッグ  

に詰めて林床に放置し，毎月1回いくつかのバッグを回  

収して中の落葉重量を測定した。落葉の重量減少を木材  

と同様に指数曲線で近似して減少率を求めた。その結果  

8種の減少率は0．78～2．63の範囲に納まり平均は1．31  

であった。今回の報告では同じ場所でも樹種によって減  

少率がかなり変化したので，今後葉の特徴と関連づiナて  

分解過程を明らかにする必要性が認められた。   

4）熱帯林生態系の修復に関する研究   

この研究で目指していることは，乱伐や開発によって  

破壊された森林の生物資源と生態系の機能を回復させる  

ためには，熱帯林生態系のもつ自己修復機能を利用して  

自然林の修復を図ることが重要であり，その機構を解明  

しこれらの知見に基づく熱帯林修復手法の開発が急務で  

ある。そこで，どのような機構で更新が進行するかを解  

明し，熱帯林修復に対して貢献できる知見を集積する。  

これらの研究によって得られた知見と技術は，荒廃した  

熱帯自然林生態系の効率的な修復に寄与するものと期待  

される。さらに，ここで得られた知見は，熱帯地域以外  

の自然林修復にも応用が可能である。   

5）NOAA－AVHRR（LAC）画像データを用いた東南  

アジア地域の植生指数国及び植生分布図作成に関す  

る研究   

本研究は，人工衛星NOAA搭載のセンサAVHRR（地  

上分解能1km）からの画像データを用いて，東南アジア  

地域の植生分布の現況及びその変化を調査することを目  

的としている。平成5年度は，1986年及び1990年の  

AVHRR画像から作成された対象地域（東経66～110  

● 度，北緯0～35度）のモザイク画像及び植生指数分布図  
の比較を行い，5年間における植生指数の変化を調べた。  

さらに，衛星画像から地表面の変化状況をより詳細に調  

べるためのスペクトル変化抽出手法を開発し，インド西  

部地域において収集された1986年，1992年の多時期  

AVHRR画像に適用し，土地被覆改変図を作成した。  

〔発 表〕KL47，kr2，A－7，31，41，a－2．5～10，13～15，  

37，41，43，53，57，C－26，28  

（7）野生生物種の減少に関する研究  

〔研究担当〕野生生物保全研究チーム  

【研究概要〕  

1）森林破壊が野生生物種の減少に及ぼす影響に関す  

る研究   

野生生物種の減少は熱帯地域をはじめとして地球上の  

あらゆる場所で生じている。そして，狩猟対象となる種  

の乱獲や環境汚染を除けば，野生生物種の減少の主な阪  

田は開発による森林，湿地，草原などの生息地の破壊に  

あるといわれている。この研究では森林破壊に伴う野生  

生物種の減少の機構解明をめざす。研究はマレーシア半  

島部の熱帯雨林で行っている。   

本研究は，森林総合研究所，自然環境研究センター，  

鹿児島経済大学との共同で行っている。マレーシア側の  

共同研究機関としてマレーシア森林研究所（Forest  

ResearchInstituteMalaysia），マレ←大学（University  

ofMalaya），マレーシア国立大学（UniversitiKebang－  

saanMalaysia）が本研究に参画している。   

研究調査地点はクアラルンプールの北方約10kmに  

位置するウルゴンバック（Hulu Gombak），東方的15  

kmのウルランガット（HuluLangat），南東約70kmの  

パソ（Pasoh）である。それぞれの地域は，森林の規模や  

標高，植生タイプなどが異なり，ウルゴンバック，パソ，  

ウルランガットの順に自然植生が残存している。野生動  

物の群集は自然植生の残存度が高いほどその多様性が高  

くなることが明らかになりつつある。また，森林の周辺  

部と中心部では動物種の組成が異なり，自然植生を好む  

動物は中心部でみられる傾向にある。繁殖状況や食性の  

調査などによって群集構造の異なる原因を解析する予定  

である。   

2）希少野生動物の遺伝子の多様性とその保存に関す  

る研究   

野生動物が絶滅に至る主要な原因は生息地の破墳・消  

失にあるが，野生動物がある程度の個体数まで減少して  

しまうと，種内の遺伝的多様性の低下により繁殖障害や  

生存率の低下がおこり，それが絶滅を加速している可能  

性が指摘されている。野生動物種の絶滅を防ぐには，希  

少野生動物の遺伝的多様性の実体を把捉し，監視する手  

法を開発するとともに，遺伝的多様性が低下するメカニ  

ズムと遺伝的多様性の低下が繁殖や生存に及ぼす影響を  

解明する必要がある。   

また，危機に頻した種の絶滅を防止するためには，生  
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息域内における保全施策に加え，生息域外で保存し増殖  

させることも必要となる。そのために家畜繁殖技術とし  

て発達した系統保存，人口受精，胚操作などの技術を野  

生動物に適用する技術を開発する。また，絶滅に頻した  

野生動物は生殖組織や遺伝子などを施設下でも保存し，  

それらを人口増殖などに活用する手法を開発する。  

〔発 表〕A31，33，34，41，42，a－5，37，39，40，42，51～57  

ド（ジョドプール・ジャイサルメール），中国（新蛮・蘭  

渓），カザフスタン，タイを考えている。さらにアフリカ  

からいくつかの地域を選び，アジア地域との比較を行う。  

本年度は，平成4年度に作成された比較指針にしたがっ  

て、インド・ジョドプール地区をモデルとして，現地調  

査および情報収集を行った。収集した情報は1）気候・気  

象，2）植生，3）水・土壌，4）土地利用，5）社会経済  

に関するものである。また，昨年度に引き続き砂漠化研  

究データベースの構築を行った。収集された砂漠化関係  

研究論文は2347編である。  

〔発 表〕c－26  

（8）砂漠化と人間活動の相互影響評価に関する研究  

〔研究担当〕森林減少・砂漠化研究チ←ム  

〔研究概要〕人為的な要因による砂漠化現象を制御し，  

砂漠化に伴う環境への影響を予測するためには，これら  

の地域の生態系の現状とその変化，土壌，水文特性等の  

環境容量を算出する手法の開発を行い，人間活動と砂漠  

化危険地域の環境容量の観点から人為的要因による砂漠  

化進行機構を解明し砂漠化危険地域を予測，抽出するこ  

とが急務である。本研究では，インド西部のタール砂漠  

の極乾燥地，乾燥地および半乾燥地域を対象に，1）乾  

燥・半乾燥地域における砂漠化に及ぼす人間活動の影響  

評価に関する研究を行った。この研究では，極乾燥地  

（チャンダン），半乾燥地（パリ）に設定した試験地にお  

いて，①植生を構成する植物の種組成や現存量およびそ  

の変化量を調査し，植生に関する環境容量の算出と植生  

回復手法の解明，②研究対象地域の水循環を流域水収支  
法およびェネ／レギー収支法により明らかにし，水資源の  

適正な利用可能量の推定，③人工衛星リモートセンシン  

グによる対象地域の植生，土壌，土地利用分類とその変  

化状況の抽出を行い，砂漠化進行の面的把捉に関する手  

法の開発，④砂漠化の人為的要因を明らかにするため，  

ジョドプール市近郊のカプラカラン村において砂漠化と  

人間活動に関する社会調査を実施した。さらに収集され  

た各種の資料，データ等を効率的に取り扱うための砂漠  

化地理情報システム（GIS）の構築を行った。2）砂漠化  

と人間活動の相互影響評価に関する国際比較研究。砂漠  

化のメカニズムは地域によって多様であり，地域的な固  

有性・特殊性を強くもつ。したがって，適切な砂漠化対  

策を講じるためには，その地域の固有性・特殊性と世界  

の砂漠化地域に共通してあらわれる共通性・普遍性を十  

分ふまえておく必要がある。このサブテーマでは，この  

ような砂漠化の共通性・普遍性と地域固有性・特殊性を  

国際比較を通じて明らかにすることを目的としている。  

比較の対象は主としてアジア地域とし，具体的にはイン  

（9）絵合化研究  

〔研究妻旦当〕地球環境研究センター  

〔研究概要〕総合化研究は，個々の分野にまたがる研究  

領域や共通する研究領域を集中的に解析する「横断的研  

究」，個々の研究プロジェクトの成果を総合的に集約し  

て政策の具体的な展開に資する「政策研翠」，個々の研究  

領域の重要性を地球環境問題の解決ヒいう観点から総合  

的に評価する「リサーチ・オン・リサーチ」の3つの役  

割を担うため，現在までに3つの研究プロジェクトを実  

施している。   

総合的な世界モデルの開発を目指した「持続的発展の  

ための世界モデルの開発に関する研究」（世界モデル研  

究，平成2年度～）においては，個々の研究プロジェク  

トの成果を活用しながら地球環境の変化を総合的に予測  

する「環境総合モデル」と，この環境変化に影響を及ぼ  

す経済活動を分析する「世界経済モデル」の2つを開発  

中である。   

地球環境問題に共通する社会経済システムの変革方向  

を探る「地球環境保全のための社会経済システムのあり  

方に関する国際比較研究」（社会システム研究，平成3年  

度～〉 においては，各種の地球環境問題の原因となって  

いる社会経済活動をより体系的に解明するため，これら  

の活動の基礎となる社会経済システムの基本構造を国際  

比較により明らかにしようとしている。   

環境と経済を統合する評価体系づくりを目指した「環  

境資源勘定体系の確立に関する研究」（環境勘定研究，平  

成4年度～）においては，環境資源や環境汚染物質のフ  

ローとストックに着目して，個々の地球環境問題を横断  

的に解析し，従来の国民経済計算体系に環境の大切さを  

反映した新たな評価方法を開発することをねらってい  
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〔研究担当〕温暖化現象解明研究チーム  

〔研究概要〕地球温暖化を引き起こす二酸化炭素やメタ  

ンなどの大気微量成分の観測は，GCMや発生源に関す  

る研究やデータベースとリンクして，それらの地球規模  

での循環を理解する上で大きな役割を果たしてきた。す  

でに地上での大気微量成分の連続的な観測は，WMOや  

各種研究機関が世界各地で実施している。しかしながら  

特に陸域生態系との相互作用を評価するための長期連続  

観測は，方法論的にも確立しておらず，各方面で試行錯  

誤が行われているのが現状である。その一つの試みは，  

陸域・海上を問わず温室効果ガスの高度分布を求めるこ  

とであり，すでに先進的な研究グループは組織的な観測  

を開始しつつある。シベリアは大きな自然湿原や森林を  

擁しており，大気＝陸域生態系の相互作用の観点から極  

めて重要な場所である。ここで高度分布の継続的な測定  

方法を検討し，試験的な観測を開始した。当初は旅客機  

を利用する予定であったが，高度に関する情報が得にく  

いことと，ジェット機は上昇速度が大きいため大気の取  

り込みから採取までの間に高度が変化するなどの問題が  

あり，チャーター機で採取を行うこととした。環境研か  

ら容器を送り，CAOが大気を採取し環境研に送り返し，  

環境研や東北大学で分析する体制を整えた。結果はまだ  

初歩的な段階であるが・夏期には低高度では数十pmも  

低かった二酸化炭素は11月から地表面の方が高くなっ  

てくるなど，興味あるデータが出つつある。  

る。  

〔発 表〕K－164，A【81，84，B－113，116，arl17，118，121，  

123，133，b150，151，1153，C4，22～24  

（10）オゾン層変動による植物影響の国際的モニタリン  

グ手法の確立に関する予備的研究  

〔研究担当〕新生生物評価研究チーム  

〔研究概要〕オゾン層破壊により増加すると予測されて  

いるUVBは生物に遺伝子損傷や様々な生理機能障害  

をもたらし，生態系に重大な影響を与えると考えられて  

いるが，UV－B増加の生態系影響を評価するための指  

標・手法は明らかでない。UV、Bにより遺伝子損傷産物  

のビリミジンニ重体が増加することが知られており，こ  

れを全球的に長期間にわたってモニタリングすることに  

よりUV－8増加の影響を評価することができると考え  

られる。本研究課題は，UV－Bによる植物のビリミジン  

ニ量体生成を測定する方法を検討し，ビリミジンニ畳体  

測定がオゾン層変動の生物影響を監視するための手段と  

して利用できるかどうかを明らかにすることを目的に計  

画された。この目的を達成するためには，我が国だけで  

なく，国際的に共通に使用できる手法を確立しなければ  

ならない。すなわち，植物のビリミジンニ量体の簡便で  

高感度の測定法を確立する必要がある。   

本研究により次のことが明らかになった。①野外や室  

内実験において，植物試料を採取後直ちに液体窒素など  

で凍結し，凍結乾燻してDNA抽出まで乾燥・暗所に保存  

することが重要である。②植物のビリミジンニ量体は，  

動物などで確立された単クローン性抗体を用いることに  

より定量的に測定できる。（診自然条件に近い量のUV－B  

を室内で植物に照射したところ，ビリミジンニ量体が生  

成し，UVB照射を停止すると退伝子損傷が部分的に回  

復した。   

これらの結果は，この研究で確立した方法を用いるこ  

とにより，太贋光中の紫外顔により生成した植物のビリ  

ミジンニ畳体の測定が可能であることを示しており，国  

際的に使用可能な植物種を選定することにより，紫外線  

増加の植物影響を国際的にモニタリングするためのシス  

テムを作り出すことが可能であると考えられる。  

（12）リモートセンシングおよび地上探査によるシベリ  

ア凍土地帯における植生調査手法に関する予備的研  

究  

〔研究担当〕社会環境システム部情報解析研究室  

温暖化現象解明研究チーム  

〔研究概要〕シベリアは二酸化炭素やメタンなど温室効  

果ガスの重要な発生・吸収源であると見られているが，  

定量的な解析を行うには科学的データが不足していた。  

そこで平成3年度より日露共同の航空機観測が開始さ  

れ，シベリアにおける温室効果ガスの動態が次第に明ら  

かにされつつある。これら温室効果ガスの発堂・吸収は  

地表面および植生の状態により大きな影響を受けるた  

め，その発生・吸収量を評価するには，地表面と植生の  

状態を把握する必要がある。シベリアのように広大な領  

域においてこれらの面的分布データを得るためには，航  

空機観測と地上探査に加えて衛星リモートセンシング画  

（11）定期航空便を利用したシベリアにおける二酸化炭   

素，メタンの高度分布の通年測定に関する予備的研   

究  

一・14 －   



〔研究概要〕温暖化ガスの大排出源としての都市におい  

て，どのような防止対策がありうるかを総合的に研究す  

るための基本的研究方向とフレーム，その具体的課題設  

定を行うことを目的とした予備研究である。   

そのための作業の第一段階として，内外の諸都市にお  

ける既存の対策事例を現地調査を行うことによって収集  

した。特にヨーロッパ諸国で先進的事例が多いことから，  

「環境科学会」に委託し，都市環境計画，交通計画，エ  

ネルギー，水循環などの専門家4名によるドイツ，スイ  

スを中心にした実状調査とデータ収集を実施した。一方，  

国内的にもエコロジカルな都市・地域づくりの事例が近  

年いくつか見られるようになってきたので，これについ  

ても並行して調査をし，得られたデータの分析・整理を  

した。これらは学会からの委託報告書としてまとめられ  

ている。   

このようなデータ収集と併行して，外部専門家も交え  

たワークショップを1回，検討会を2回開催し，都市レ  

ベルでの温暖化防止策の全体像とその問題点に関して活  

発な情報交流と討論を行った。これら成果もまた詳細な  

議事録としてまとめられている。   

以上のような内外の最新情報を基に，今後の都市にお  

ける総合的対策研究の方向性を考察した。その結果，温  

暖化防止をその主目的に据えつつ，同時に都市環境質全  

体を評価関数とし，エネルギー・物質循環，交通システ  

ムというハードな技術対策と土地利用やライフスタイル  

という地域計画的手法とを含めた都市環境対策に関する  

総合化研究を望ましい課題として描いた。  

像の利用が不可欠である。本研究の目的は，地表面およ  

び植生の状態の推定手法として，衛星リモートセンシン  

グ技術の有効性を検証すること，およびその推定結果と  

温室効果ガスの動態との関係を検討することである。   

本年度は，シベリアにおける観測フィールド（ハンティ  

マンシスク，チクシ，ヤクーツタ）を選定し，これらの  

地域において衛星画像（SPOT／HRVおよびJERS－1／  

SAR）を取得した。衛星画像を領域分類し，航空機観測  

による二酸化炭素とメタンのデータと比較したところ，  

地表面および植生の状態と温室効果ガス濃度の間に相関  

関係があることが明らかになった。今後は，この相関関  

係について詳しく分析するとともに，複数の衛星セン  

サーを組み合わせることにより観測手法の高度化を図る  

予定である。  

（13）アジア・太平洋地域における気候変動の影響評価  

ガイドラインの作成に関する研究  

〔研究担当〕地球環境研究センター  

〔研究概要〕気候変動に関する政府間バネ／レ（IPCC）が  

1990年に第1次評価報告書，1992年に補足報告書を作成  

したが，その際，気候変動の影響評価を実施する際のガ  

イドラインづくりの必要性が確認され，本センターと英  

国が中心となって F気候変動の影響評価の予備的ガイド  

ライン』が作成された。本研究は，英国，IPCC第2作業  

部会の影響評価担当者と作業チームを組織し，協力して  

本格的なガイドラインを作成し1IJCCへ貢献することを  

目的としている。新たに，1）統一した気候変動シナリオ，  

2）適応評価，3）マクロ経済的評価，4）海面上昇の影響  

評価，5）総合的な影響評価について項を設けること，ま  

たガイドラインは気候変動の影響評価に必要な最新の知  

見を簡潔にとりまとめた科学的な性格をもたせることと  

した。これを踏まえガイドラインの草稿を作成し，作業  

チームメンバーによる修正を経た上七，IPCC第2作業  

部会に提出された。ガイドラインは，IPCCの関連分野の  

執筆者や各国政府のレビューを経て，1994年IPCC報告  

および1995年の第2次評価報告書に盛り込まれる予定  

である。  

〔発 表〕K－134，137  

（15）北極アイスコア分析による地球環境変動研究の予  

備調査  

〔研究担当〕温暖化現象解明研究チーム  

〔研究概要〕大気中の二酸化炭素，メタン，亜健化窒素  

などのいわゆる温室効果ガスの濃度増加によってもたら  

される気候変動を予測する方法の一つとして，古気候と  

当時の大気組成を解析する手法がある。南極のいくつか  
の場所でサンプリングされたアイスコアに含まれる気泡  

中の二酸化炭素，メタン，亜酸化窒素，さらにはその同  

位体の分析の結果として，人間活動が活発化する以前の  

大気組成についてのデータや，さらに古い氷河期の大気  

組成と当時の気候との関連を明らかにするデータが得ら  

れている。南北半球の大気の混合はそれほど速くはない  

ため，南極のデータには，北半球の変動が直接反映され   

（14）都市における温暖化防止対策研究の総合化た関す   

る予備的研究  

〔研究担当〕交通公害対策チーム  
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成分の保存性が悪く（夏期の融解がある），地球環境の変  

動を測定するには不向きであるという判断に至った。し  

かしながら，この分野の研究が温暖化の研究に大きく寄  

与しており，現在の環境研の人材からこの分野に大きな  

貢献ができること，新しい分析項目も増やせる見通しが  

あることから，将来は本格的にこの研究に取り組むこと  

も十分に考えられる。  

ておらず，北極域ではグリーンランドやエレスメア島，  

デポン島に古い氷が残っており，我が国はグリーンラン  

ドでの氷床コアのポーリング計画に参加している。カナ  

ダNRCより提案のあったエレスメア，デポン両島で計  

画されているアイスコア研究に参加するかどうかを検討  
するために予備調査を行った。その結果バックグラウン  

ドとなるデータの解析・整備状況は良好であるが，大気  
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2．2．2 特別研究  

（1）水環境における化学物質の長期暴露による相乗的  

生態系影響に関する研究  

〔研究担当〕化学物質生態影響評価研究チーム  

〔研究期間〕平成元年～5年度（1989～1993年度）  

〔研究概要〕農薬類複合汚染が河川生態系に及ぼす影響  

評価に閲し，藻類やエビによる生物試験を行い，これら  

が著しい影響を被る時期には藻類生産や水生昆虫の感受  

性種も影響を受けることを示し，バイオモニタリングが  

化学物質複合汚染の生態影響評価に有効であることを示  

した。化学物質に対する感受性の種間差について，藻類  

に対しては除草剤，水生昆虫に対しては殺虫剤の生物試  

験を行い，広範囲な種間差（数千倍）が存在することを  

明らかにした。ユスリカ幼虫では種間差のみならず，殺  

虫剤汚染環境と感受性の系統間差の因果関係を明らかに  

した。農薬類の水系汚染は河川生態系に新たな影響を及  

ぼすだけでなく，生態系の回復を妨げ続けていることを  

明らかにした。実験生態系を殺虫剤や除草剤，または同  

時に暴露した実験結果から，動物プランクトン間の化学  

物質に対する感受性の種間羞と藻類を介した種間競争，  

これらの捕食者（フサカなど）やカイロモンの影響，動  

物～植物プランクトン間の相互関係など生態影響にかか  

わる様々な要因を総合的に解析し，湖沼生態系に対する  

化学物質の生態影響の主要な機構がほぼ明らかとなっ  

た。  

〔発 表〕A－30，B37，98～】02，H－2，b102，103，ユ36  

′「・一142  

を測定した。試水中のカロテノイド量を高速液体クロマ  

トグラフ法で測定し，植物プランクトン各綱に特有のカ  

ロテノイド量から当海域での綱別存在景を推定した。ま  

た，一部の試料につき検針こよる植物プランクトンの同  

定を行った結果，当海域で出現頻度・量共に多かったケ  

イ藻は，5暑gJeわ乃e∽〟CO5ぬJzJ椚，耶∽γ耶∫わざオ和げ占才氾α′d，  

州ぬ油壷如酢町刃亘り血臨晶ぬ等であった。また，  

海附こおける炭素循環を調べるために，2／」m以下の微  

小な植物プランクトン（APP）やバクテリアを基点とす  

る食物連鎖について実験的研究を行い，従属栄養性渦ベ  

ン毛虫（HDF）が従属栄養性微小ベン毛虫（HNF）の捕  

食者として重要な役割を果たしていることが示された。  

〔発 表）K－120，B75，91，b－85～88，110～113，121  

（3）環境保全のためのバイオテクノロジーの活用とそ   

の環境影響評価に関する研究  

〔研究担当〕新生生物評価研究チーム  

〔研究期間〕平成3～7年度（1991～1995年度）  

〔研究概要〕組換えDNA技術を用いて汚染環境の浄化  

などに有用な生物を作成すること，組換え体の環境中で  

の挙動及び環境への影響を解明すること，あるいはこれ  

らの手法を開発することを目的に研究を進めている。本  

年度に得られた成果は以下のとおりである。（1）植物の  

環境ストレス耐性に関与すると思われるグルタチオンレ  

ダクターゼ（GR）のcDNAをシロイヌナズナより単離  

し，その構造を決定した。また，酵母から単離したGRの  

cDNAの構造も決定した。（2）植物の環境ストレス耐性  

に関与すると思われるアスコルビン酸ペルオキシダーゼ  

（APX）のcDNAをベクターにつないでタバコに導入  

し，様々なAPX活性をもった組換え植物を作成した。  

（3）水銀化合物分解酵素遺伝子（水銀マーカー）をベク  

ターpSUPlO4に組み込んだ組換えプラスミドpSR134  

を電気パルス法により種々の微生物に導入した。得られ  

た各種組換え体およびその宿主の世代時間は，いずれの  

菌株においても組換え体の方が若干長くなることが認め  

られた。■さらにいずれの組換え体においても水銀分解酵  

素遺伝子が発現し，金属水銀が生成されていることを確  

認した。（4）水銀化合物分解組換え微生物を用いて，水  

系マイクロコズムにおける組換え微生物の生残性に及ぼ  

す接種濃度の影響を調べた。組換え体（P函南血  

PpYlOl／pSR134）及び非組換え体（PPulidaPpYlOl）  

いずれも103～107CFU／mlの濃度においても，培養一週  

（2）閉鎖性海域における水界生態系機構の解明及び保   

全に関する研究  

〔研究担当〕海域保全研究チーム  

〔研究期間〕平成3～6年度（1991～1994年度）  

〔研究概要〕閉鎖性海域における水質汚濁と水界生態系  

の構造・機構との関連を明らかにし，望ましい内湾環境  

の保全を図ることを目的として現場海域調査並びに室内  

実験を行った。   

東京湾の水界生態系を調べる上で，内部生産の評価手  

法として重要な有機物に関する指標（COD，クロロフィ  

ルα，全有機炭素等）相互の関係を明らかにする必要から  

本年度は植物プランクドンの変遷について検討した。本  

研究では東京湾北東部に4定点を設け，夏期は毎月，冬  

期は隔月に表層から底層まで採水し，試水中の有機物量  
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間後には102～103CFU／mlに低下したが，その後ほとん  

ど同数を維持した。また，組換え体の方が非組換え体に  

比べやや速い速度で死滅するものと考えられた。（5）組  

換え微生物の生残性に及ぼす土壌水分の影響を，土壌系  

マイクロコズムを用いて調べた。最大容水量の40％の水  

分含量のときに生残性が最も良く，20％では一週間目に  

菌数が大きく減少した。このように生残性は水分含量に  

より著しく影響を受けることが明らかになった。また接  

種菌濃度は生残性に大きな影響は与えなかったが，濃度  

の高い方がやや速い死滅速度を示した。（6）水田マイク  

ロコズムにおける組換え窒素固定菌∬，α町わcαの挙動  

を調べた。非組換え窒素固定菌NG13，組換え体R16及  

び水銀分解能を導入したR16／pSR134は，土壌相，湛水  

相ともに非組換え体NG13が最も生残性が良く，次いで  

R16，R16／pSR134の順であった。また，添加菌の生残  

性に及ぽす水稲の影響は認められなかった。（7）各種組  

換え体の菌濃度を変化させ，水及び土壌マイクロコズム  

に接種し，微生物生態系への影響について検討した。紐  

換え体，非組換え体いずれも一般細菌数，グラム陰性菌  

数及び糸状菌数への影響は認められなかった。（8）＆－  

ど加ゎcカ由c∂JオHBlOl／pIうR325の競争に及ぽす原生動物  

q′CJ～d∫〟∽g／α〟CO7乃〟および緑藻類C朗玩竹眈＝潤色剖壷の  

影響を検討した。微生物間相互作用の存在する生態系に  

おいては遺伝子組換え細菌は親株細菌を上回って増殖す  

ることはないことが示された。（9）緑藻類CJzわ柁J由び〟ノ  

g〟rオs，原生動物CγCJ7d才〟椚 gJα〟C〃椚α，細菌類  

魚紬毎秒粕＝加披からなる三種系モデルシステムを  

用いて且scカgわc力由co／オを添加した場合の挙動解析を試  

みた。マイクロコズムを構成する各種微生物の比増殖速  

度，最大個体数密度，収率などを解析することによりマ  

イクロコズムにおける各種微生物の動態や相互作用を説  

明することが可能であることが実験的に示された。（10）  

ホールシステムマイクロコズムを用いて生態系が変動期  

を経て安定期に至る過程を繰り返した場合における非土  

着細菌の挙動解析を行った。変動期の回数が多いほど非  

土着細菌の生残期間は短くなり，また土着細菌に近い種  

ほど長期にわたって系内に生残しやすい可能性が示され  

た。  

〔発 表〕B－8，33，34，G－42，b－54～57，g－37，38  

（4）湿原の環境変化に伴う生物群集の変遷と生態系の  

安定化維持機構に関する研究  

〔研究担当）生物圏環境部  

〔研究期間〕平成3～7年度（1991～1995年度）  

〔研究概要〕前年度に引き続き，宮床湿原，赤井谷地湿  

原における気象・地下水位等の物理環境要因の連続測定  

を行った。釧路湿原では赤沼から温根内川にかけての高  

層湿原部で，地温・地下水位の連続測定を開始した。宮  

床湿原では，前年度に引き続き，微地形，高等植物の分  

布および泥炭地の水理環境について調査を行った。   

宮床湿原全域及び周辺の山林において植生調査を行  

い，湿原の生物群集構造を明らかにした。湿原植生とし  

て11群落6群6小群，森林植生として8群落6群2小  

群，草原植生として2群落が確認された。高層湿原植生  

を主体に水生植物群落，中間湿原植生にあたる種々の植  

物群落が成立していた。これらのうち，最も広い両横を  

占めているのがヌマガヤーイボミズゴケ群落で，湿原北  

西～中央のやや盛り上がったドーム状の地域に発達して  

いた。連続写真撮影装置による観察の結果，ザゼンソウ，  

ミズバショウの種子は，成熟する前の6月に動物に食べ  

られ消失していることが分かった。また，ヒツジグサ，  

ゼンテイカ等の開花の日周リズムが明らかにされた。ゼ  

ンテイカおよびコバギポウシの開花個体に網袋をかけた  

ところゼンテイカの結実率が低下した。ゼンテイカは自  

殖を行わず結実をトラマルハナバチなどの昆虫による送  

粉に依存していることが示された。   

宮床湿原中央部において泥炭土壌を採取し，表層から  

300cmの深さにわたって試料を採取し，無機成分および  

有機物の分析を行った。40～70cm深さに不適水屑があ  

り，この層を境に無機成分に違いが見られた。無機成分  

は上部では深さとともに減少するのに対し，下部では深  

さとともに増加する傾向を示した。■深部に木質層が存在  

し，この地域がかつて一時的に森林であったことが考え  

られた。泥炭に埋め込んだセルロースろ紙の分解率は潅  

木地および一部の凸地で高かったが他の地点では低く，  

ろ紙の分解率と土壌中の微生物数および糸状菌現存量の  

間には相関関係は認められなかった。   

宮床湿原の高等植物はミズゴケ類7種，維管束植物が  

47種，計54種類が確認された。宮床湿原の池塘2ケ所に  

おける底生藻類は，ケイ藻類，鼓藻類を主要グループと  

して93種類及び67種類出現した。藻類の多様度は，池  

塘により，季節により変動した。宮床湿原内の水路，池  
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ならびに物質循環への影響を調べるため，他の条件は同  

じに魚の密度を3段階に変化させて，水質，生物量，沈  

降量，光合成量，呼吸量などを夏期約40日間にわたり測  

定し，炭素，窒素，リンの物質収支を調べた。魚密度が  

高い池では植物プランクトン，栄養塩濃度が高い，光合  

成量が多い，沈降量が少ないことなどが明らかになり，  

水質，物質循環に及ぼす生態系構造の影響が極めて大き  

いことが分かった。（2）屋外実験地の水，霞ヶ浦の湖水  

などゐ溶存態サンプ／レに対して生分解性試験を行い，易  

分解性と難分解性の成分への分画を行った。この結果，  

難分解性画分の一部は湖内生産により生じていることが  

分かった。また，ミニカートリッジを用いた分画から，  

こうしたカートリッジへの捕捉有機物比率と難分解性有  

機物比率が比例関係にあることが分かった。（3）2メイm以  

下の超微細藻であるピコプランクトンに関して，昨年度  

に引き続き野尻湖で観測を行った。また，それらの捕食  

者として黄金色ベン毛藻が重要であることが分かった。  

さらに，緑藻ピコプランクトンはアガロース包埋法で無  

菌化することが可能となり，培養実験での解析の基礎が  

できた。  

〔発 表〕K－55，104，118．119，121～127，B－109～11l，C  

5，6，D－2，G－1～5，17～23，40，H29，b－71，146ノ147，g－1  

～6，20～22，46，47，h－15～17，37，38  

塘，湧水等から4亜科38種類のユスリカが採取されたが  

貧栄養水域から富栄養湖水域に出現する種類が混在して  

いた。  

〔発 表）H－1，9，h－2，29，31，34  

（5）環境中の有機塩素化合物の暴露量評価と複合健康  

影響に関する研究  

〔研究担当〕化学物質健康リスク評価研究チーム  

〔研究期間〕平成4～8年度（1992～1996年度）  

〔研究概要〕化学物質の中でも塩素を含む有機化合物，  

有機塩素化合物は，化合物としての安定性，合成中間体  

としての有用性から，化学工業製品の中でもその種類，  

割合はきわだって多い。一方，化審法に基づいて規制が  

なされている化学物質のうち，第一種特定化芋物質9種  

類中8種に塩素が入っており，化合物の安定性，殺菌殺  

虫作用といった有機塩素化合物の有用性が難分解性，有  

毒性といった環境汚染につながっていると考えられる。  

本研究では，環境に存在する有機塩素化合物の健康影響  

を体系的に評価するための研究を行う。   

本年度は昨年度に引き続き，都市河川の河川水および  

河川底質中の有機塩素化合物と有機塩素長の調査を行  

い，それに関連して生活排水由来の有機塩素化合物と有  

機塩素量，塩素処理（パルプ漂白，下水処理場）により  

生成する有機塩素化合物の研究が行われた。また河川底  

質で検出された有機塩素化合物の玩乙磁化系システムに  

よる単独および複合暴露の毒性評価，コンフリクト試験  

を用いる揮発性有機塩素化合物の行動毒性試験が行われ  

た。  

〔発 表〕B－71，D－14，E－36，ト63，64，101，104，105，  

156，d37，e－1  

（7）都市型環境騒音・大気汚染による環境ストレスと  

健康影響に関する環境保健研究  

〔研究担当〕都市環境影響評価研究チーム  

〔研究期間〕平成4～7年度（1992～1995年度）  

〔研究概要〕超都市化の進行と相まって，道路交通に由  

来する騒音と大気汚染による環境ストレスや健康影響の  

評価が急務である。本年度は，ストレスの生物学的な（特  

に安静時心拍間隔変動の自己回帰スペクトル成分による  

交感・副交感神経活働の）評価法を実験的に検討し，職  

域健康診断へ適用を試みたほか，昨年度に引き続き夜間  

道路騒音による睡眠への影響評価を行うため，都内1地  

域で無作為に抽出した1245名の主婦を対象に国際診断  

基準に準じた不眠症症状調査を行った。716名の回答者  

のうち約7％が週2日以上不眠症状を訴え，また沿道ほ  

ど有症率が高いことが示された。さらにこれら不眠症者  

の夜間騒音暴露状況についてのcasepcontrol調査の準  

備を行った。一方，ディーゼル排ガスの影響が示唆され  

ているスギ花粉症の疫学調査としてこれまで行った東京   

（6）湖沼環境指標の開発と新たな湖沼環境問題の解明  

に関する研究  

（研究担当〕湖沼保全研究チーム  

〔研究期間〕平成4～8年度（1992～1996年度）  

〔研究概要〕湖沼環境は近年急激な勢いで変化してお  

り，特に藻類組成を含む生態系の変化が著しい。このよ  

うな変化は従来のCODを中心とする水質項目では的確  

に表現できないので，新たな湖沼環境指標の開発と湖沿  

環境問題の解決をめざして本研究を行っている。本年度  

得られた成果は以下のようである。（1）霞ヶ滴臨湖実験  

施設の6つの屋外実験地を用いて，生態系構造の水質，  
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都市圏内の3地域と茨城県内2地域（計5地域）の各約  

1000名を対象としたランダム調査結果を解析した結果，  

用いた調査表による診断は，血清中特異的IgE陽性に  

よってその正確性が確認され，また地域別有症率と平均  

スギ花粉飛散数との間には有意な正相関を認めたが，平  

均SPM濃度との関連は有意ではなかった。  

〔発 表）K18～27，54，B－39～48，94～97，b53，65  

～69，72～80，127～135，C－11  

実態調査と同時に文献および資料調査を行った。   

油分含有量の高いレストラン排水を対象として油分と  

同時に窒素，リンを高度に除去するシステム開発実験を  

行った。また，同時に各種油分含有排水の処理方式の特  

性についての調査も行った。さらに，各種排水の高度処  

理の効果を評価した。  

〔発 表〕B－14，15，17，22～27，30，114，115，117，119，  

120，F－4，5，b－13，20，23，59～62，154，155，157～171，f－5，  

6，12′－15  

（8）環境負荷の構造変化から見た都市の大気と水質問  

題の把捉とその対応策に関する研究  

〔研究担当〕都市大気保全研究チーム  

交通公害防止研究チーム  

水改善手法研究チーム  

【研究期間〕平成5～8年度（1993～1996年度）  

〔研究概要〕首都圏を中心とする都市域における環境負  

荷の構造変化の実態解明並びに環境要因の中でも特に緊  

急の対策を必要とする大気問題，水質問題の改善に関す  

る研究を行い，交通問題，都市大気環境問題，都市域の  

未規制排水問題に対する新たな対応策の検討とその評価  

を行うことを目的として研究を行った。   

本年度は大気問題に関しては東京首都圏地域と関西地  

域における過去15年間にわたっての大気汚染物質濃度  

の経年変化，地域分布変化を解析した。また三次元モデ  

ルを用いて東京首都圏地域における大気汚染物質発生源  

変化と環境濃度との関連性を予測計算し，光化学大気汚  

染の出現機構の変化を解析した。   

春季高濃度大気汚染生成機構に関する研究を実施し  

た。春季においては道路近傍においても高濃度NO2汚  

染が出現するため広域大気汚染と局地大気汚染を統一的  

に評価，解析するためのモデルフレームを検討するため  

に関西地域をフィールドとして大気汚染と気象の総合観  

測を実施した。   

沿道大気汚染生成機構に関する研究を実施した。沿道  

およぴその周辺地域において，NOがNO2に変化して行  

く様子をフィールド観測により明らかにした。さらに「広  

域交通公害シミュt／pションシステ．ム（RTPSS）」の機  

能改良を行った。   

水質問題に関しては，小規模排水の中で水質汚濁負荷  

真の高い業種である食品製造業に着日して検討を行い，  

特に第3次産業の増加に起因する水質問題に対する検討  

を行っていく上でのデータベースを整備した。これらの  

（9）ディーゼル排気による慢性呼吸器疾患発症機序の   

解明とリスク評価に関する研究  

〔研究担当〕大気影響評価研究チーム  

〔研究期間〕平成5～9年度（1993～1997年度）  

〔研究概要〕ディーゼル排気が発がんや気管支ぜん息等  

の慢性肺疾患の発症にかかわっている可能性は様々な疫  

学的研究から示唆されている。このうち，発がんについ  

ては実験的にその発症は証明され，両者の因果関係が認  

められている。しかし，気管支ぜん息等との因果関係に  

ついてはいまだ異論も多いところである。   

前年度は，ディーゼル排気の主成分であるディーゼル  

排気微粒子（DEP）が上記の気管支ぜん息を引き起こし  

得るかどうかを実験的に検討した。0．1mgあるいは0．2  

mgのDEPをマウスに1週間に1回ずつ，繰り返し16  

回投与したところ，ぜん息の基本病態の①血管透過性の  

冗進，②粘液の過剰分泌，③好酸球の浸潤を伴う気管支  

周囲の炎症等が明確に認められ，DEPがマウスにおいて  

ぜん息様の病態を引き起こし得ることを明らかにした。  

最終的に，ぜん息の基本病態には，④気道の過敏性も証  

明されなければならない。   

そこで本年度は，上記のようにDEPを繰り返し投与  

したマウスを使って，麻酔下でアセチルコリンを気道刺  

激薬として用い，その濃度を段階的に上げてゆき，どの  

濃度で気道抵抗が増加するかを調べたところ，0．1mg  

DEPを投与されたマウスの気道抵抗が1．5倍になるの  

は約200／‘g／mJであり，0．2mgDEP投与では約20〟g／  

m／となり，0．2mgでは100倍の差となり，充分に気道  

が過敏になっていることが示された。   

以上のように，DEPはぜん息様基本病態のすぺてを発  

現することが示された。今年は，これらの病態が吸入暴  

露によっても起こるかどうかを調べるための実験を開始  

した。   
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〔発 表）K－3，k－5，B－4，6～8，52，54～60，E－11，15  

～18，30，32，b－4～8，89～97，e10，12，24，27，32，34，38，  

39，41．  
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2．3 経常研究  

2．3．1地球環境研究グループ  

研究課題1）環境変動に関連する微量化学成分の天然  

水環境における挙動の研究  

〔担当者〕野尻幸宏  

〔期 間〕平成元年～5年度（1989～1993年度）  

〔内 容〕国内各地の水域のメタン濃度の測定を継続し  

た。霞ヶ浦において1990年以来の月例の測定を継続し，  

濃度変動，酸化活性変動を明らかにした。例年と同様な  

変動がみられ，夏から秋の初めの大きな生成量と，秋の  

大きな酸化分解量が得られた。特に，底泥のメタン含量  

の測定を行い，底泥表層でのメタン酸化活性の大きな季  

節変化が明らかになった。野尻湖においては，特に12～1  

月の湖水混合期のメタン濃度測定を行った。12月下旬の  

湖水混合とともに，底層水から供給されたメタンの濃度  

が湖内全層で急激に高まるが，混合の終了とともに急速  

に低い濃度に戻った。このことに関与する水面でのガス  

交換の寄与と微生物酸化分解の寄与を解析している。  

〔発 表〕A－44～46，a58～65，67，68  

研究課題 3）中層大気構造のレーザーレーダー観測に  

関する基礎的研究  

〔担当者〕中根英昭  

〔期 間〕平成2～6年度（1990～1994年度）  

〔内 容〕オゾンレーザーレーダーの非共鳴波長の受信  

信号を用いて成層圏，中間圏までの気温鉛直分布を導出  

し，その高度別の時間変化について検討した。  

〔発 表〕a45，46  

研究課題 4）成層圏エアロゾル層の地球環境に及ぼす  

影響に関する基礎的研究  

〔担当者〕林田佐智子  

〔期 間〕平成3～5年度（1991～1993年度）  

〔内 容）オゾン層破壊および地球熱収支に重大な影響  

を及ぼすと考えられている成層圏エアロゾル層の動態お  

よび形成過程を明らかにし，地球環境への影響を評価す  

る。   

本年度は，レーザーレーダーとオリオールメーターヒ  

の同時観測によって得られたエアロゾルの表面積に基づ  

き，オゾン破壊に関与すると考えられている不均一反応  

の速度を評価した。観測データから推定したエアロゾル  

表面積（高度20キロメートルで約50／‘m2／cm3）では，  

中緯度でも，かなりのオゾン減少が起こり得ることを示  

している。  

〔発 表〕A54，55  

研究課題 2）野生植物の形態と生態学的な挙動に関す  

る研究  

〔担当者〕竹中明夫  

〔期 間〕平成4～6年度（1992～1994年度）  

〔内 容〕（1）前年度に開発した，木の成長をシミュレー  

トする計算機モデルをさらに発展させた。このモデルの  

特徴は，枝のあいだの庇陰を考慮してそれぞれの枝の光  

環境を計算し，これに基づいてその枝の生存，成長を決  

定している点である。本年度は，このモデルを用いて森  

林内で一般に観察される樹形の変化が再現されることを  

示した。この結果は，隣接樹木個体間の相互作用が，樹  

木を構成する枝の間の相互作用に還元して解析可能であ  

ることを示唆する。  

（2）植物体を構成する基本単位であるシュートの受光効  

率が，葉の形とどのようにかかわっているのかを計算機  

シミュレーションを行って検討した。その結果，「葉の茎  

への付着点から葉面までの平均距離」がシュートの受光  

効率を決定する重要な要因であることが明らかになっ  

た。  

〔発 表〕a－38  

研究課題 5）自然動物群集における捕食者の役割に関  

する基礎的研究  

〔担当者〕高村健二  

（期 間〕平成2～6年度（1990～1994年度）  

〔内 容〕河川・池沼域の有力な捕食者であるトンボ目  

幼虫のうち，河川棲のハグロトンボの個体数変動・成長  

を季節を通じて追跡してきた。生活史は年一世代で，夏  

期のおよそ3カ月間は幼虫が河川に存在しない。この時  

期は高温・出水・農薬流入など様々な生息阻害要因が起  

きると考えられるが，このうち農薬について初期幼虫の  

感受性を測定した。その結果感受性はかなり高く認めら  

れたので，農薬流入期に水中に生息しないことによって  

悪条件からエスケープしている可能性が示唆された。  
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的に支配され，その遺伝子頻度が頻度依存選択によって  

維持されていると考えられる。橙色型はふつう縄張り型  

であり，透明型は非縄張り型で燈色の縄張りの近くにと  

まり，縄張りに飛来したメスを捕まえて交尾する。ただ  

し，密度によって奴燈色オスにも縄張りをもてないオス  

が生じる。今年度は燈色オスに注目してFluctuating  

Asymmetry（左右対称性からの変動，FAと略す）を測  

定し，縄張り所有との関係を解析した。その結果，縄張  

りを所有しているオスではFAが小さく，縄張りをも．て  

ない個体にFAの大きな個体が多いことが分かった。こ  

のことは，FAを小さくするような方向性淘汰が働いて  

おり，性淘汰の働きのひとつとして個体群から有害遺伝  

子を排除する機構があることが示唆された。  

〔発 表〕A－33，42，a40，42，56  

〔発 表〕A30，31  

研究課題 6）野生植物個体群の保全に関する基礎的研  

究  

〔担当者〕可知直毅・奥田敏統・竹中明夫  

〔期 間〕平成元年～6年度（1989～1994年度）  

〔内 容〕本研究の目的は，①野生植物種の個体群が自  

然生態系の中で存続していくありさまを把握するこ■と，  

②各植物種が示す生理的・生態学的諸特性が，その個体  

群の存続の上でどのような意義を持つかを探ること，の  

二点である。こうした研究は，自然生態系の基本的な理  

解を深めるためにも必要欠くべからざるものである。  

（1）茨城県阿字ケ浦において，コウポウムギとチガヤ  

のシュートの生存と成長を調査した。コウボウムギの娘  

シュートの数は，混生するチガヤの密度によらず1親  

シュートあたり平均1．5個であった。娘シュートは，親  

シュートの近くに形成される場合と，離れた場所に形成  

される場合があった。親から離れた場所にシュートが形  

成される割合は，混生するチガヤの密度が高まるほど減  

少した。これは，チガヤなどの他種が混生する場所では，  

コウボウムギは親シュートが枯れた後のギャップを利用  

・して娘シュートを形成する割合が高いことを意味する。  

（2）奥日光外山沢周辺域に生息する野生シカ（Cervus  

nippon）の採食活動，角こすり，樹木の皮剥（剥皮）が  

植生にどのような影響を与えるかを定量的に把握し，植  

生遷移の過程の中で草食動物がどのような役割を担って  

いるかを明らかにする目的で調査地内にシカの採食，角  

こすり，皮剥などの影響を阻止する防護珊（川×20m，  

5×5nl）を1992年6，7月に設置し，柵の内外に出現し  

た木本植物の実生個体の生存率の変化について調査を  

行った。また，柵の周辺域に分布する親木個体の毎木調  

査も行った。  

〔発 表）a11，12  

研究課題 8）人工衛星による大気計測データの情報処  

理に関する研究  

〔担当者〕横田達也  

〔期 間〕平成2～6年度（1990～1994年度）  

〔内 容〕地球大気に関する広域の情報を的確に把握す  

るために．人工衛星に搭載されたセンサーによって観測  

されたデータから，有用な情報を適切かつ有効に把捉す  

るためのデータ処理手法を研究開発することを目的とし  

ている。   

本年度は，大気中微量成分の高精度推定手法として用  

いるスペクトルフィッティング法をいくつかの赤外波長  

領域における各種ガス成分の導出に適用し，計算機シ  

ミュレーションを用いて推定精度とアルゴリズムの収束  

性について検討した。また，計算機システムについての  

検討も進めた。また，米国JPLのセンサーATMOSの  

データ処理手法を調査した。  

〔発 表〕A28，a25，26，30～32，34，35，138～140  

研究課題 9）衛星搭載大気センサーによる大気観測手  

法に関する基礎的研究  

〔担当者〕笹野泰弘・鈴木 陸・横田達也  

〔期 間〕平成4～6年度（1992～1994年度）  

〔内 容〕地球規模の大気環境監視における衛星利用の  

有効性は高いが，今後のわが国においてどの様な衛星観  

測を計画し実施して行くべきかについては十分な議論が  

なされていない。そこで将来の衛星大気観測計画の立案  

に必要な各種の情報を収集し，計画の検討を進める。衛  

研究課題 7）野生動物の個体群構造に関する基礎的研  

究  

（担当者〕椿 宜高・永田尚志  

〔期 間〕平成3～7年度（1991～1995年度）  

〔内 容〕昨年に引き続き茨城県中北部の河川でヒガシ  

カワトンポの個体群構造の調査を行った。ヒガシカワト  

ンポのオスには色彩多型があり，橙色超のオスと透明麹  

のオスがひとつの個体群内に共存する。この多型は遺伝  
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星利用の地球大気観測計画についての各省庁での検討状  

況について情報を収集するとともに，将来の観測技術の  

発展動向の調査を行った。  

〔発 表）A15，17，18，20，28，C－30，a28～30，32，34  

r、－36  

出力を正確に評価し，将来のデータ処理において不可欠  

なセンサー装置関数モデルの検証を行った。分光器光学  

系の収差・回折などの理論的特性をプログラムで表現し，  

分光器数値モデルに実験に用いた各種気体の様々な吸収  

パターンを与え，得られた数値実験結果を室内実験と比  

較し，装置関数モデルの改良・検証を行った。これまで  

に得られた装置関数モデルは，ILASのセンサー仕様で  

オゾン・その他について5％より十分に良い正確さを与  

えることが実証された。  

〔発 表）A16，18，19，26～29，a25，26，30，32～36，  

138，139  

研究課題10）衛星搭載大気計測用光学センサー高度化  

の研究  

【担当者〕鈴木 陸  

〔期 間）平成元年～5年度（1989～1993年度）  

〔内 容〕ADEOS衛星搭載大気センサー1LASの信号  
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2．3．2 地域環境研究グループ  

研究課題1）環境問題の変容に対応した新たな環境指  

榛の開発に関する研究  

〔担当者〕森口祐一・内藤正明  

〔期 間〕平成2～6年度（1990～1994年度）  

〔内 容〕地域環境の質を主たる評価対象としてきた従  

来の環境指標に加え，持続的発展といった地球規模での  

目標に対応したマクロ指標，地球規模環境問題の制約を  

考慮した地域環境指標，都市の自然との調和や物質代謝  

構造を計量する指標など，さまざまな地域スケールで新  

たな環境指標へのニーズが高まっている。本年度は，  

OECD環境政策委員会の「環境パフォーマンス指標」開  

発に関するワークショップおよび持続可能な発展の指標  

の開発に関するOECD／世界銀行非公式会合に出席する  

など，地球規模の環境指標開発に関する国際的活動に参  

加し，その動向を調査した。また，環境面からみた健全  

性という視点で都市を評価する指標として，都市環境質  

指標（UEQI）と地球環境負荷抑制指標（GISI）の二要素  

からなる都市エコ度指標（UEI）を提案し，これらの具体  

的な算定手法と算定事例をまとめた。  

（発 表〕B－78～81，113，116  

討を開始した。  

〔発 表〕K－7，65，b－59～62  

研究課題 4）微小プランクトンによる植物プランクト  

ン摂食過程の研究  

〔担当者〕中村泰男・木幡邦男・竹下俊二  

〔期 間）平成2～6年度（1990～1994年度）  

〔内 容〕1993年夏，瀬戸内海家島諸島において1ヶ月  

にわたる連続調査を行い，従属栄養性渦ベン毛虫仕IDF）  

および，これと競合関係にある繊毛虫の消長をモニター  

した。また，HDFの餌と考えられるナノサイズ（2～20  

〃m）のプランクトンの変動も追跡した。期間中4回の台  

風に見舞われ，海は著しいかく乱状態にあったため，  

HDFの消長をナノプランクトンの変化と結びつけるこ  

とは困難であった。しかしながら，HDF現存量は期間を  

通じて繊毛虫の現存量よりも大きく，HDFがいわゆる  

“MicrobialLoop”内で重要な役割を果たしている事が  

示唆された。また，HDFの中でも最も豊寓に存在してい  

たq珊ゐ擁仇血潮加邦の培養を確立し，現在，摂食・  

増殖速度のナノプランクトン濃度依存性を解析してい  

る。  

〔発 表〕B91，b121  

研究課題 2）都市域における大気汚染現象のモデル化  

に関する研究  

〔担当者〕若松伸司・鵜野伊津志  

〔期 間〕平成2～5年度（1990～1993年度）  

〔内 容〕都市域における二酸化窒素汚染，光化学大気  

汚染，エアロゾル汚染などの二次生成大気汚染の生成機  

構を解明するために三次元予測モデルを用いた研究を  

行った。本年度は各種の発生源条件に対する二次生成大  

気汚染物質の地域分布と時刻変化について解析した主に  

可視化の手法を用いて解析した。  

〔発 表〕K－7，k－4，B－120，b－166  

研究課題 5）水域における物質移動・変換過程の物理，  

化学，生物学的評価に関する研究  

〔担当者〕福島武彦・松重一夫・柏崎守弘＊1  

（－1水土壌圏環境部）  

〔期 間〕平成2～6年度（1990～1994年度）  

〔内 容）水中での光合成量，呼吸量，大気との交換量  

を連続的に測定することを目標として，水中にそのまま  

及び透明なボックス中にpH，DOのセンサーを設置し，  

それらの項目の計測を行った。また，従来のボトル法に  

よる測定を同時に行い，結果を比較した。この結果，セ  

ンサーによる測定で光合成，呼吸量を十分に推定可能な  

こと，開放系と閉鎖系の差から大気との交換量の推定が  

可能であることなどが分かった。また，酸素の生成と二  

酸化炭素の消費量の比を十分な精度で計測する手法につ  

いて検討を行った。  

〔発 表〕K123，124   

研究課題 3）風洞実験および野外観測における計測の  

自動化に関する研究  

〔担当者〕上原 清・若松伸司  

〔期 間〕平成2～5年度（1990～1993年度）  

〔内 容1昨年度までに開発してきた，熱線風速計デー  

タ収録処理システム，多点炭化水素分析計データ収録処  

理システムに加えて多点温度計測システムを開発し，複  

数のパーソナルコンピュータによる統合処理に関する検  
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研究課題 6）地域環境動態のモデリングと予測に関す  

る基礎的研究  

〔担当者〕福島武彦・内藤正明・天野耕二＝・原沢英夫事2  

（＊1社会環境システム部，  

＊Z地球環境研究センター）  

〔期 間〕平成4～6年度（1992～1994年度）  

〔内 容〕昨年度，首都圏を例に，20世紀初頭における  

水環境間魅を予測し，そのための対策，管理策を提案す  

ることを目標に，東京湾への汚濁負荷モデルと中小河川  

の水質予測モデルから構成される水環境管理システムの  

構築を図った。本年度はこうしたモデルあるいは他の方  

式で予測される，各種の水環境問題に対して，いかなる  

対策が必要であるかを議論し，整理した。次に，水の専  

門家十数人へのアンケート調査から，各対策案のフィジ  

ビリティと実施されたときの効果の程度を予測した。  

〔発 表〕B－109，C－8  

研究課題 9）土壌・地下水汚染浄化技術の評価に関す  

る研究  

〔担当者〕中杉修身・平田健正  

〔期 間〕平成5～9年度（1993～1997年度）  

〔内 容〕全国各地で揮発性有機塩素化合物による土  

壌・地下水汚染の浄化ヌ寸策が始まっているが，浄化対策  

にはかなりの経費がかかるため，汚染調査も含め効率よ  

く実施することが重要である。本研究ではわが国の汚染  

現地に実際に適用された浄化対策技術とその効果につい  

て資料収集を行い，浄化効果を評価するとともに，経済  

効率のよい浄化技術のあり方について提言を行う。   

本年度は，汚染源探査手法としての各種土壌ガス調査  

法の比較評価を行った。その結果，土壌ガスの採取法や  

分析方法が違っていても土壌ガス濃度については調査手  

法間で高い相関のあることが明らかになり，検出感度の  

高い技術ほど測定間隔が広く取れることも分かった。さ  

らに，浄化対策技術として土壌ガス吸引と地下水揚水を  

比較したところ1対策の初期には土壌ガス吸引の除去率  

は地下水揚水を上回っていたが，対策が進むにつれて逆  

転することが判明した。この結果は，一つの技術で対策  

の初期から最終段階まで浄化することは難しくご対策の  

進捗や汚染物質の存在状態の変化に応じて，効率的な浄  

化技術に切り替える必要のあることを示している。  

〔発 表〕B104，107，108，b－143  

研究課題 7）硝酸性窒素を含む地下水のアシフィル  

ターによる窒素除去能に関する研究  

〔担当者〕松重一夫  

〔期 間〕平成5～6年度（1993～1994年度）  

〔内 容〕表面流方式および浸透流方式の2種類の浸透  

方式のアシフィルターを用い，硝酸性窒素を添加した井  

水を負荷畳を変え流入させ各アシフィルターによる窒素  

除去能の違いの検討を行った。本年度の実験において浸  

透流方式の装置の表面土壌が閉塞のため所定の結果が得  

られず良好な窒素除去が行えなかった。  

研究課題10）森林域における物質循環の渓流水質に及  

ばす影響  

〔担当者〕平田健正  

〔期 間〕平成2～6年度（1990～1994年度）  

t内 容〕森林域では水も含め多様な物質が循環してお  

り，その物質循環特性の違いは土壌の物質含有率や土壌  

水質に反映され，土壌水の流出は渓流水質に大きく影響  

する。本研究では，筑波森林試験地で観測された森林内一  

物質循環克と渓流水質の関係を明らかにすることを目的  

とし，森林内水移動と水質変化を継続的に観測している。   

本年度は，降雨時に観測された渓流水質や土壌水質に  

ついてパターンダイアグラムを作成し，降雨から森林を  

経て渓流に流出するまでの水の移動経路を解析した。そ  

の結果，降雨時の渓流水質は表層土壌水の組成と合致し，  

表層土壌，とりわけ30cm以浅からの水の流出が渓流水  

を構成することが判明した。また降雨時の渓流水質は  

Na＋LHCO，．型からCa2＋－NO，▲型に変化し，降雨停  

研究課題 8）有害化学物質の管理手法に関する研究  

〔担当者〕中杉修身  

〔期 間〕平成2～6年度（1990～1994年度）  

〔内 容）本研究は有害化学物質による環境リスクを適  

切に管理するシステムの検討を行っている。   

本年度は，未然防止，被害防止，浄化及びモニタリン  

グからなる環境リスク総合管理システムの枠組みを提示  

するとともに，環境リスクを適正に管理するための環境  

基準や対策基準の設定手順を検討した。また，負荷の発  

生から影響までの環境リスクの伝播過程を整理し，環境  

リスクを総合的に評価する指標の考え方を明らかにし  

た。  

〔発 表〕B83，84，B－89，b－114，116，117  
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してメタノールに着目し，それらを水圏生態系マイクロ  

コズムに添加した場合の挙動解析および農薬濃度の経日  

変化を追うことで，農薬の生態系に及ぼす影響について  

検討を行った。その結果，農薬の種類で生態系の構成数  

掛こ及ぼす影響が異なることが分かり，環境基準値程度  

の濃度においては生態系に影響を与えない可能性が高い  

ことを示唆し，水圏生態系マイクロコズムは，生態系に  

対する農薬の影響の強さを順位づける有効手段として適  

切であることを明らかにした。  

〔発 表〕B－20，b－51  

止後には速やかにNa＋－HCO3▼塑に戻ることも明らか  

にした。  

【発 表〕B103  

研究課題11）大気試料中の微量元素とその環境化学的  

挙動に関する研究  

〔担当者〕西川雅高  

（期 間〕平成5～9年度（1993～1997）  

〔内 容〕日本および英国における大気エアロゾルと雨  

水中の微量元素（特に鉛）濃度の比較によって，その濃  

度および起源の推定を行った。その結果，英国における  

大気中の鉛の起源は，有鉛ガソリン由来である割合が非  

常に高いことが明らかとなった。また，日本の大気エア  

ロゾル中の自然起源の割合を把捉するために黄砂エアロ  

ゾルに着目して，その試料採取なども行った。  

〔発 表〕B－92，b－123～126  

研究課題14）埋立地浸出水の高度処理に関する研究  

〔手旦当者〕稲森悠平・高木博夫・水落元之  

〔期 間〕平成2～6年度（1990～1994年度）  

〔内 容〕難分解性有機物および高濃度のアンモニア性  

窒素を含有する廃棄物埋立地からの浸出水による湖沼，  

河川の有機物汚濁，富栄養化を防止するため，難分解性  

有機物および窒素を同時に除去する微生物活性炭流動床  

法に着目し，生分解の効率化，高度化を図るためオゾン  

酸化処理を組み込み，そのオゾン酸化位置の適正化に関  

しての実験的検討を行った。その結果，オゾン酸化の組  

み込みによって，有機物除去能が向上するとともに脱色  

が行われ，さらに，オゾン酸化中間処理微生物活性炭流  

動床法は，オゾン注入量の削減および処理時間の短縮を  

図る上で効果的であり。また，オゾン酸化前の微生物活  

‘性炭による生分解により，オゾンと難分解性有機物の効  

率的な反応がなされ，有機物除去能を向上させる有効な  

プロセスであることを明らかにした。  

〔発 表〕b－22，40，41  

研究課題12）生物・物理・化学的手法を活用した汚水  

及び汚泥処理に関する研究  

（担当者〕稲森悠平・高木博夫・水落元之  

〔期 間〕平成2～6年度（1990～1994年度）  

〔内 容〕富栄養化した汚濁湖沼で夏季を中心に異常増  

殖する藍藻類で，浄水課程における障害および有毒物質  

を持つことで問題となっている〟ブcγOq5J由〃オγfゐに着  

日し，この種の藻類の持つ有毒物質Microcystin RRの  

分解機構における微小動物の役割について静置および通  

気条件下での室内実験にて検討を行った。その結果，分  

解能を有する細菌添加が通気条件下において効果的であ  

り，このことから代謝系の変化，あるいは分解活性の高  

まりが示唆された。また，生物隈処理において微小動物  

の個体数を高く維持し，分解能を有する細菌群を接種す  

ることが有効な手段と示唆され，さらに，通気条件下に  

おいて，分解菌と微小動物を同時添加した場合にこの毒  

性物質の分解が促進されることを明らかにした。  

（発 表〕B19，b15，16，43  

研究課題15）水中微量化学物質の分析方法に関する研  

究  

〔担当者〕高木博夫・稲森悠平  

〔期 間〕平成4～5年度（1992～1993年度）  

〔内 容〕河川や湖沼等のけん濁物質の多い試料水につ  

いての固相抽出法としてフィルタータイプの固相を用い  

る前処理方法を検討した。フィルタータイプの固相は表  

面積が広いため詰まりにくいが，藻類のようなものが多  

動こ存在するとゲル状のものが表面に付着し試料水の処  

理速度は著しく減少した。この現象をさけるために同相  

フィルターの上にガラスビーズをのせ，処理を行った。  

ガラスビーズが厚みとして2cm以上あれば処理速度は  

研究課題13）水質改善効果の評価手法に関する研究  

〔担当者〕稲森悠平・高木博夫・水落元之  

（期 間〕平成2～6年度（1990～1994年度ト  

〔内 容〕自然界に人為的に投入され，かつ自然環境に  

生息する種々の生物に影響を及ぽす生理活性物質である  

農薬，とりわけ，シマジン，ベンチオカープ，溶剤とと  
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それほど落ちないことが分かった。しかし，抽出溶媒が  

ガラスビーズ中に残るために多量に必要になることと，  

抽出してでてきた溶媒の畳も増加するため，濃縮操作が  

必要となることから，回収率や操作の簡便性については  

さらに検討が必要と考えられた。  

割を持っていることも明らかとなりつつある。  

〔発 表〕K－115  

研究課題18）肺組織傷書の防御因子としてのMn  

－SODの誘導とその誘導メカニズムの解析  

について  

〔担当者〕熊谷嘉人・市瀬孝道・嵯峨井勝  

（期 間〕平成5～8年度（1993～1996年度）  

〔内 容〕環境汚染物質からの活性酸素産生に起因する  

肺傷害に対して，種々の抗酸化酵素群が重要な役割を演  

じている。我々はディーゼル排気微粒子を動物に気管内  
投与すると顕著な肺傷害を引き起こすが，事前にポリエ  

チレングリコールで修飾したSODを前投与しておく  

と，その急性肺傷害が抑制されることを見いだした。   

そこで，本年度は分子レベルで様々な環境因子による  

Mn．SODの質的・量的変動を知る手段として，本酵素の  

免疫化学的ならびに分子生物学的測定法の確立を試み  

た。すなわち，実験動物として使用しているICR系マウ  

スの臓器からMnSODならびにCu，Zn－SODをそれぞ  

れ単一に精製し，これらをウサギに感作させ，それぞれ  

のポリタロナール抗体を作成した。得られた抗血清を用  

いてウエスタンプロツティングを行っ′たところ，本抗体  

はマウスの種々の臓器に存在するそれぞれのSODを特  

異的に認識し，全く交差反応しなかった。また，両酵素  

のmRNA量を調べる目的で，ヒトのMn－SODおよび  

Cu，ZnSODのそれぞれのcDNAをブロープにした  

ノーザンプロット法を確立した。   

今後，これらの方法を用いて，様々な環境因子による  

SOD分子種の発現量ならびにタンパク質含量の変動を  

検討し，その誘導機構を明らかにし，様々な環境因子の  

毒性発現および毒性抑制にかかわるメカニズムの解明を  

行う。  

〔発 表〕B－6～8，52，54，56，57，b－5～8，91，92  

研究課題16）環境解析のための統計的手法に関する研  

究  

〔担当者〕松本幸雄  

〔期 間〕平成2～6年度（1990～1994年度）  

〔内 容〕本研究は環境データの特徴を考慮した統計解  

析手法の開発とその環境データヘの適用を目的としてい  

る。本年度は主として，都市空間における大気汚染濃度  

（NO2）の時間的，空間的な変動の統計的特徴を評価す  

るために調査データの解析を行った。対象は東京都世田  

谷区における3kmx4kmの領域での空間的に桐密な  

測定点での測定結果，および東京都板橋区における家屋  

内外濃度及び個人暴露濃度の調査結果である。ここでは，  

①1km間隔の空間濃度変動，②幹線道路周辺における  

数十m間隔での空間濃度変動，③家屋内外濃度と個人暴  

露濃度との関連，等を評価することに重点をおいた。ま  

た，大気汚染と健康との関係を検討するために，我が国  

における沿道ディーゼル大気汚染濃度と女性の肺がんに  

よる死亡率との関係を引続き検討した。  

〔発 表〕B111，b－73，148，155，e24  

研究課題17）霞ヶ浦の生物資源保護に果たす役割に関  

する研究  

〔担当者〕春日清→  

〔期 間〕平成3～7年度（1991～1995年度）  

〔内 容〕鳥類では日本では希少種であるクロハラアジ  

サシが多数越冬しており，日本で唯一の越冬地であるこ  

とが確認された。しかし，3年間の観察結果から，越冬状  

況に変化が見られ，霞ヶ浦の環境変化によっている可能  

性がある。さらに繁殖期にも滞在することが確認され，  

繁殖の可能性があり，調査．を続行する。   

霞ヶ浦は多くの渡り鳥のルートとなっており，ワシタ  

カ類，シギチドリ類，ツバメ類，ヒヨドリ等が確認され  

ている。これら渡り鳥は霞ヶ浦及びその周辺を餌場，休  

息場として利用しており，オーストラリア，ニュージー  

ランドから北極圏にまで移動する種も少なくなく，これ  

らの鳥にとって霞ヶ浦周辺の環境は地球規模で重要な役  

研究課題19）底質，土壌中の有機化合物の存在状態及  

び化学変化に関する研究  

〔担当者〕相馬悠子  

〔期 間〕平成元年～5年度（1989～1993年度）  

〔内 容〕本年度は，バイカル湖底質中の植物プランク  

トン由来の植物色素（カロチノイド，クロロフィル類及  

びその分解物）の鉛直分布を調べ，バイカル湖の過去の  

植物プランクトンの変化を推定した。分析に使用したコ   
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リッビング法を検討した。これは，水試料1⊥を用い，  

高気密性のポンプを用いヘッドスペースを2時間循環さ  

せ，1．5mgの活性炭フィルターに捕集し，約30／止の有  

機溶媒により溶出する方法で，容易に30000倍程度の濃  

縮が可能となる。炭化水素，脂肪酸エステル，ベンゼン  

誘導体など，前年度検討したパージトラップ法よりも揮  

発性の低い物質に適用できることが分かった。  

アは，バイカル湖の南西端に近い地点で水深100mから  

採取された35cm長であり，コアの末端で約1500年前  

と推定されるものである。クロロフィルは中心のMgが  

ぬけたフェオフイチンの形が大部分であるが1500年前  

までカロチノイドと共に検出されており，パイカル湖底  

質の保存性の良さを示している。また有機炭素量や底質  

の鉱物相は1500年間大きな変化は見られないが，植物プ  

ランクトン由来の色素はかなり大きな変動を示してい  

る。カロチノイドの分析からは，この地点では緑藻とケ  

イ藻が多いことが推定できた。  

〔発 表〕B－69，70，b－105  

研究課題 22）速度論的手法を用いた環境水中の重金属  

元素の化学種分別に関する研究  

〔担当者）稲葉一穂  

〔期 間〕平成5～8年度（1993～1996年度）  

（内 容〕界面活性剤ミセルの共存下における希土類元  

素のキレート錯体を異なる化学種として存在する重金属  

元素のモデルとして，ストップトフロー分光法により化  

学種分別についての速度論的な検討を加えた。ミセル相  

内に可溶化したキレート錯体とバルク水相中の金属イオ  

ンでは発色試薬との反応速度が大きく異なることが分  

かった．この結果を用いてミセルーバルク水相聞の分配  

平衡を求める新たな手法を作成し報告した。  

〔発 表〕B－9，b－9，10  

研究課題 20）環境化学物質の細胞分化に及ぽす影響に  

関する研究  

〔担当者〕米元純三  

〔期 間〕平成4～6年度（1992～1994年度）  

〔内 容〕細胞分化の過程において，環境化学物質への  

暴露により特異的に合成されるタンパク質，あるいは合  

成に影響を及ぼされるタンパク質を見いだすことは，環  

境化学物質への暴露による発生，分化への影響のメカニ  

ズムを知る上で重要である。ラット胎仔肢芽培養法は，  

肢芽の中胚葉性の細胞が軟骨細胞へと分化する系で，分  

化への影響を調べるのに有用な系と考えられる。培養胎  

仔肢芽細胞において新たに合成されたタンパク質を35  

Sメチオニンで標識し，SDSゲル電気泳動あるいは2次  

元ゲル電気泳動で分離し，フルオログラフイ一によって  

検出した。昨年のジブチルスズ（DBT）に引き続き，培  

養肢芽に影響のみられたメチル水銀（MMC），インジウ  

ム（In）について検討し，メチル水銀では発現の増加して  

いるタンパク質が見いだされた。これら，DBT，MMC  

で発現の増加の認められたタンパク質について同定を  

行っている。  

研究課題 23）実験小動物の飲水行動と摂食行動に及ぼ  

す大気汚染物質の影響  

〔担当者〕梅津豊司  

〔期 間〕平成4～6年度（1992～1994）  

〔内 容〕オゾン（0。）及び二酸化窒素（NO2）による  

実験小動物の飲水・摂食行動の抑制について，耐性及び  

交叉耐性の有無を明らかにする目的で，これらの間欠暴  

露の影響について検討した。0．4ppmO。に23時間暴露  

すると，ラットの飲水・摂食行動は明らかに抑制された。  

しかし，初回暴露から2，4あるいは7日後に同じ濃度の  

03暴露を行っても，ラットの飲水・摂食両行動は全く変  

化しないか，あるいはわずかに低下したにすぎなかった。  

マウスに0，4ppmO。を23時間，7日間隔で2回暴露し  

た場合も，2回目の春雷における飲水・摂食両行動の変化  

は軽微であった。  

12ppmNO2に7日間暴露したマウスに，10E］後，0．4  

ppmO。を23時間暴露したところ，飲水・摂食行動はほ  

とんど変化しなかった。   

以上の結果は，0。の暴露により，ラットとマウスの飲  

水・摂食行動において03に対する耐性が形成されるこ  

研究課題 21）ガスクロマトグラフー炭素安定同位体質  

量分析法の環境化学物質への応用  

〔担当者〕白石寛明  

〔期 間〕平成2～6年度（1990～1994）  

〔内 容〕環境中の微量の化学物質の起源を炭素同位体  

比を測定することにより推定することを目的に，キャピ  

ラリーカラムを用いたガスクロマトグラフー炭素安定同  

位体質屋分析法を試みている。本年度は，水中の中揮発  

性化合物を濃縮する手法として，クローズド／レープスト  
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研究課題 26）実験生物としての水生昆虫の大量飼育法  

の検討  

〔担当者〕菅谷芳雄  

〔期 間〕平成4～9年度（1992～1997年度）  

〔内 容〕・ヤモンユスリカの大量連続飼育を目的に関屋  

と初期死亡率との関係を2種類の底質で比較検討した。  

大量飼育には餌を余分に与えると必ず溶存酸素量の低下  

の問題が起こるものであるが，同種は野外では止水に大  

量に発生する種であるため生理的に低酸素環境にも強い  

と考えられた。実験の結果，底質として池底泥を用いる  

とガラスビーズ径0．2mmを用いた場合よりもより幅  

広い投餌（魚用飼料）量条件下で正常な生育がみられた  

のに対し，後者では適量よりわずかに多い量で酸欠を引  

き起こしその結果生長できた個体はわずかであった。  

〔発 表〕b103  

とを示している。また，03とNO2との間で交叉耐性が成  

立することも示している。  

〔発 表〕B36  

研究課題 24）水生生物による毒性試験法の検討  

（担当者）畠山成久  

〔期 間〕平成2～6年度（1990～1994）  

〔内 容〕河川生態系におけて1射肖費者として主要な  

役割を占めるカゲロウ頬は流速が早い環境に適応した種  

類が多い。したがって，化学物質の影響試験もこれらの  

種類に適応した流水式試験法が必要とされる。しかし，  

廃水処理の観点から流水量はかなり制限される。これら  

の条件を考慮して，低流量（200～800m／／min）の小型水  

路に水生昆虫用ケ←ジを設置した流水式小型暴露装置  

（12本）を作製した。装置は良好に作動し，流速を好む  

カゲロウの優占種やトビケラの試験にも使用可能であっ  

た。本年度，実験生物化されたイトトンボ（2種）の試験  

法について検討した。ふ化直後の幼虫から個別（1個体／  

容器）で暴露し，羽化・交尾（一対にする）～産卵まで  

の慢性影響試験を人工環境室で行うための様々な試験条  

件（生餌，繁殖ケ←ジなど）がほぼ確立された。  

〔発 表）b137  

研究課題 25）微細藻類の集団構造の解析に関する研究  

〔担当者〕笠井文絵  

〔期 間〕平成2～5年度（1990～1993年度）  

〔内 容〕ヘテロタリッタなミカヅキモCわざJgわ〟椚  

どゐ柁犯∂‘汀gオgのほとんどの交配群は水田などの高温や乾  

燥時期のある環境に生息し，接合による有性生殖過程を  

経て集団を維持している。これに対してP群は常に水の  

ある冷涼な流水域に分布し，もっぱら栄養増殖で集団を  

維持していると考えられる。日本では同一の生息場にプ  

ラスかマイナスのどちらかの交配型しか見つかっていな  

いがヨーロッパのいくつかの地点では両方の交配型が見  

っかっている。それらを用いた掛け合わせ実験の結果，  

P群のプラス株の中に発芽体の生存率を著しく低下させ  

る因子が見つかった。これはP群が有性生殖を経ずに栄  

養増殖で集団を維持できる環境に生息しているために集  

団中に蓄積されてきたものと考えられる。  

研究課題 27）湖の動物プランクトン群集に及ばす捕食  

者の直接および間接影響  

〔担当者〕花里孝幸  

〔期 間〕平成2～6年度（1990～1994年度）  

〔内 容〕カブトミジンコ（β郎／z〃才αgαJgα由）を魚（ブ  

ルーギル）の放出した化学物質（カイロモン）を含む水  

で飼育し，カイロモンのカブトミジンコに及ぼす影響を  

実験的に調べた。カイロモンにさらされたミジンコは，  

脱皮間隔を短縮し，抱卵数を上げ，一方で仔虫サイズ（＝  

卵サイズ）を小さくした。小さな仔虫は成熟するときの  

サイズが小さいことから，カイロモンにさらされたミジ  

ンコ個体群は次世代で成熟サイズの低下が生起すること  

になる。成熟サイズの低下や抱卵数の上昇は，ミジンコ  

個体群にとって魚の捕食圧を下げる効果があると考えら  

れており，魚に対する適応的な反応と考えられる。捕食  

者魚はカイロモンを介してミジンコに間接的に影響を与  

えるということができる。  

〔発 表〕B100，b138，140，142  

研究課題 28）植物の気孔開度に及ばす環境要因の受容  

と伝達に関する研究  

〔担当者〕近藤矩朗・佐治 光・中嶋信美  

（期 間〕平成3～7年度（1991～1995年度）  

〔内 容〕植物が乾燥等の水ストレスを受けると速やか  

に気孔を閉ざして障害を免れることができる。水ストレ  

スを受けた植物では植物ホルモンのアブシジン酸  
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（ABA）の合成が促進されるが，顕著なABA増大が始  

まる前に気孔閉鎖が起こることが知られており，水スト  

レスを感じて気孔が閉鎖するまでの速やかな反応の道筋  

については明らかでない。ABAは気孔を閉鎖する作用  

を有しているが，ABAに対する気孔の感受性は様々な  

要因で変動する。本年度はK＋やCa2＋濃度がABAによ  

る気孔閉鎖に影響するかどうか調べた。ソラマメ葉の表  

皮を用いて培養液のKClやCaC12とABAによる気孔  

閉鎖との関係を調べた。ABAによる気孔閉鎖はKCl濃  

度が比較的高い方が顕著であること，CaCl2濃度はあま  

り影響がないことが分かった。また，孔辺細胞の浸透圧  

を調節しているリンゴ酸の含有量はCaC12濃度が高い  

ほど顕著に減少することが明らかとなった。気孔の開閉  

におけるリンゴ酸の役割とCa2＋の影響の仕組みについ  

て今後検討を進める必要がある。  

また，マウス系統の退伝学的モニタリングを行い，  

DBA／2を除いて処分した。  

（2）ラット近交系のWistarを継代育種し，純化を進  

めた。なお，ラットの系統維持は本年度で終了した。  

〔発 表）B－74  

研究課題 31）環境科学研究用に開発した実験動物の有  

用性に関する研究  

〔担当者〕高橋慎司・高橋 弘  

〔期 間〕平成2～7年度（1990～1995年度）  

〔内 容〕環境汚染物質の生体影響研究用実験動物とし  

てウズラ及びハムスターを用いて開発してきたが，本年  

度は有用性についてさらに検討し，以下の結果を得た。   

（1）ニューカッスル病ウイルス不活化ワクチンにヌ寸  

する抗体産生能（NDV－Ⅰ・lI抗体産生能と略）の高及び低  

系ウズラの選抜系を46世代へと進め，両系ウズラを遺伝  

的に純化することができた。また，ハムスターでは兄妹  

交配による近交化を行い，これまでに3選抜系を6世代  

まで継代した。   

（2）環境中残留化合物の毒性試験手法の開発とし  

て，ウズラ発育卵を用いて検討した結果，自卵系ウズラ  

の雑種化により得られた種卵が最も適切であった。これ  

らの種卵は有機スズ類及び有機塩化物の毒性検定に有用  

であることが分かった。  

〔発 表〕B－72，73，E42，b106～109  

研究課題 29）芳香族化合物分解酵素遺伝子のクローニ  

㌢グに関する研究  

〔担当者〕岩崎一弘  

〔期 間〕平成2～6年度．（1990～1994年度）  

〔内 容〕これまでに塩素置換した芳香族化合物の分解  

菌魚紬ゐ微細鮎頭．Y5－21株を単離し，その遺伝学的な  

解析を行ってきた。その結果Y5－21株の染色体DNAに  

♪－タロロビフユニルの環開裂に関与する遺伝子群が  

コードされていること，またこの株の保持するプラスミ  

ドも分解に関与していることを明らかにした。本年度  

は，分解の発現に酵母エキスが高い効果を示すことから，  

酵母エキスの中の発現因子について検討を加えた。ピオ  

チン，チアミン，リボフラビン，VB．2，ビリドキシン等  

のどタミン類，また各種アミノ酸の分解発現効果を調べ  

たが，いずれも有意な効果が認められなかった。核酸あ  

るいはこれらの化合物の複合的効果が推測された。  

研究課題 32）汚染土壌中に含まれている水溶性有害金  

属の測定法に関する研究  

〔担当者】西川雅高  

〔期 間〕平成5年度（1993年）  

（内 容〕全国の複数の地点から採取した埋め立て地汚  

染土壌を用いて「埋め立て地汚染土壌模擬試料NO，1」を  

作成した。50g入りの試料ビンを120本作成し，全国の  

都道府県の研究者に無料配布した。分析データは，ICP／  

AES，XRF，ID／MS法など複数の分析方法により決定し  

た。現在もまだ分析結果の集計が続いているところであ  

る。  

（発 表〕B－93，b－122  

研究課題 30）環境指標動物の開発に関する研究  

〔担当者〕高橋 弘・高橋憤司  

〔期 間〕平成3～5年度（1991～1993年度）  

〔内 容〕各種公害及び末規制化学物質等の環填汚染物  

質が生体に及ぽす影響を解明するため，最も適切な実験  

動物を開発する。本年度は，マウス・ラットの遺伝学的  

純化を行い，以下の各種実験に供試した。  

（1）マウス近交系のC57BL／6，BALB／C，DBA／2，  

C3H／HeNを継代育種し，農薬の毒性試験等に供試した。  

研究課題 33）環境汚染指梗動物としてのウズラの国際  

標準化  

〔‡旦当者〕高橋憤司・三浦克洋＊1・小山卓美●1   
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（■1家衛試）  

〔期 間〕平成5年度（1993年度）  

（内 容〕環境汚染物質の生体影響解明のため，OECD  

では，テストガイドラインの鳥類食餌毒性試験（205項）  

及び鳥類繁殖試験（206項）を勧告しているが，必ずしも  

国際的に確立された手法とはなっていない。また，1992  

年11月にはド十ツ政府により上記OECDガイドライン  

の改訂版が提案され，日本政府（環境庁）は1994年4月  

までにOECD環境政策委員会（化学品グループ事務局）  

へコメントする必要が生じている。   

本施設で維持されているこホンウズラは3系統（H2，  

L2，WE系）で，さらに1991年度よりヨーロッパウズラ  

（Coturunixcoturnix coturnix）の2系統（F，E系）  

が加わり，国際的な比較試験がウズラを用いて可能な状  

況になっている。そこで，OECDガイドラインに準じて  

ウズラでの環境物質のリスク評価を行ったところ，1）ク  

ロルデン毒性試験について，革）トリプチル錫オキシド  

（TBTO）毒性試験について，3）ウズラ産卵での有機ス  

ズ頬毒性試験についての有用性が明らかとなった。  

〔発 表〕b107  

研究課題 35）精神的ストレス状態下での騒音刺激に対  

する自律神経反応に関する実験的研究  

【担当者〕影山隆之  

（期 間〕平成5年度（1993年度）  

〔内 容〕精神作業と騒音の複合負荷による自律神経系  

への影響を，健康な若年非喫煙者11名を対象として，心  

拍変動のスペクトル解析に基づき実験的に評価した。  

VDT作業90分間負荷後の交感神経系冗進は，静穏下休  

息によりすみやかに回復した。作業後に道路交通騒音  

（6070dB）を暴露すると同克進状態が高レベルで持続  

した（昔レベルー影響関係もみられた）が，同じ騒音を  

作業なしで単独暴露しても交感神経系への影響はみられ  

なかった。作業後に市販の「快適音楽」を同レベルで負  

荷しても交感神経系ぺの影響はほとんどみられなかっ  

た。いずれも，副交感神経系への影響はみられなかった。  

すなわち，音暴露による自律神経系への影響は音のレベ  

ル・種類だけでなく先行する精神ストレスによって異な  

ること，および交感神経系が特に鋭敏に影響されること  

が示唆された。  

〔発 表〕b－65～67，69，72，79，00  

研究課題 36）有機金属暴露による海馬障害の高感度検  

出法に関する内分泌学的研究  

〔担当者）今井秀樹・兜 真徳  

〔期 間〕平成5年度（1993年度）  

〔内 容〕ラットを3群に分け，それぞれ0，4，8mg／kg  

のdoseでトリメチルスズ（以下TMT）を1回経口投与  

した後，以下の2つの実験を行った。（1）ラットに拘束  

負荷を120分間与え，30分おきに尾静脈より採血し，血  

液中のコルチコステロン（Bk）濃度の変化を観察した。  

その結果，8mg／kg群においては他の2群に比較して高  

い血中Bk濃度が保持される傾向がみられた。（2）モリス  

水迷路試験を行い，学習・記憶障害の程度を観察した。  

いずれの群も，試行を繰り返すにつれて到達時間は短く  

なっていったが，すべての試行日において群間に到達時  

間の有意差はみられなかった。（1）の結果は，TMTに  

よって海馬が傷害され，グルココルチコイド受容体が減  

少することによりHPA－aXisのネガティプフィード  

バック機構の働きが衰えたことを示すものと考えられ  

る。このことと（2）の結果とから，学習・記憶障害がみ  

られない程度の海馬傷害でもHPAaXisの反応に影響  

を与えている可能性のあることが示唆された。  

研究課題 34）ガス状有機化合物の精神への影響に関す  

る実験的研究  

〔寺旦当考】梅津豊司・白石寛明  

〔期 間〕平成5年度（1993年）  

〔内 容〕大気中に含まれるガス状有機化合物が精神機  

能に及ぼす影響を検討するために，オペラント実験箱を  

組み込んだガス暴露装置を作成し，トリクロロエチレン，  

テトラクロロエチレン及びゲラニオールのガスを暴露し  

たときのマウスのコンフリクト行動の変化を観察した。  

約400ppm以上の濃度のトリクロロエチレンを暴露す  

ると抗コンフリクト作用が発現した。他方，100～800  

ppmのテトラクロロエチレンを暴露しても抗コンフリ  

クト作用は認められなかった。今回濃度は測定しなかっ  

たものの，グラニオー／レを暴露したところ抗コンフリク  

ト作用の発現が観察された。   

以上の結果は，トリクロロエチレンやゲラニオールの  

ガスを暴露すると，マウスにおいて抗コンフリクト作用  

が発現することを示している。動物における抗コンフリ  

クト作用は，人における抗不安作用を示唆するので，こ  

れらのガス状有機化合物を吸入すると抗不安作用といっ  

た向精神作用が現れるものと考えられる。  
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2．3．3 社会環境システム部  

研究課題1）環境問題の社会経済的側面の分析と環境  

保全施策に関する基礎的研究  

〔担当者〕後藤典弘・後藤則行・青柳みどり・日引 聡  

・‖l島康子・近藤美則・森田恒幸＝  

（－1地球環境研究グループ）  

〔期 間〕平成5～7年度（1993～1995年度）  

（内 容〕環境問題の社会経済的な側面の解明に関する  

基礎的な分野及び環境政策の評価に関する応用的な分野  

の2領域で，引き続き以下の具体的な課題について基際  

的な知見の蓄積と手法の適用，発展を図った。社会の主  

体別の環境保全行動等を規定する要因分析については，  

全国の主婦5千名を対象とするアンケート調査データを  

用い，その環境保全活動参加の有無と属性との相関から，  

比較的高所得世帯の幼児を有する高学歴主婦に参加か多  

いことが確かめられた。産業連関表を用いる環境負荷の  

算定では，自動車についてCOz排出構造を分析し，積み  

上げ法の結果との比較を試みた。政策研究分野では，土  

地利用規制の及ぼす経済分析を行った。また，土壌環境  

基準の設定が市街地土壌汚染問題に及ぼす影響を検討し  

た。さらに，ごみのリサイクルや減量化は環境負荷の低  

減に深く結びついているが，これらを推進するための処  

理費用の個別徴収方式（有料化）や他の経済的手法を実  

施した場合の課題の検討を行った。地球環境保全に関す  

る国際協調過程の分析では，代表的なオゾン層問題と温  

暖化問題を取り上げ，その解決に向けた条約交渉におけ  

る日米の政策決定の要因分析を行った。同時に，持続可  

能な発展のための社会システムに関する広範な検討を  

行った。  

〔発 表〕C－11，13，17，20，22～24，26，C－2～4，14，15，20  

（3）農地および農業用水システムにおける第一次産業  

系の栄養塩循環  

（4）各種の産業統計データによる第2・3次産業系の物  

質収支  

（5）住民参加型の河川環境モニタリング調査の有効性  

〔発 表〕C－5～8，27～29  

研究課題 3）資源の循環利用による廃棄物の減量化と  

その社会・環境影響に関する研究  

〔担当者〕後藤典弘・乙間末広・天野耕二・森 保文  

〔期 間〕平成4～8年度（1992～1996年度）  

〔内 容〕資源採取，生産，使用・消費，廃棄という製  

品の一生を通した環境負荷を評価するライフサイクルア  

セスメント手法の確立をめぎし，意志決定プロセスとし  

ての標準的な手法を示した。また，具体的な事例研究に  

も着手し，ヒヤリングと文献調査により基礎データを収  

集した。事例としては，素材の異なる飲料容器をとりあ  

げ，各過程でのエネルギー使用量，二酸化炭素排出量に  

ついて，容器のリサイクル効果，処理・処分方法の影響  

を定量的に解析，評価する基礎を得た。また，ごみエネ  

ルギーのポテンシャルを評価するため，ごわ発電を対象  

に，焼却・発電プラントの生産エネルギー，ごみ収集エ  

ネルギーおよび発電回収エネ／レギ一に関するデータを収  

集した。特に，メーカーの協力により，焼却・発電プラ  

ントの生産にかかわる詳細なデータが得られ，解析，検  

討した。  

〔発 表〕C12，13，21，C－19  

研究課題 4）環境計画にかかわる諸問題間の構造づけ  

に関する基礎的研究  

〔担当者〕大井 紘・近藤美則  

〔期◆間〕平成2～6年度（1990～1994年度）  

〔内 容〕意味論的環境観を環境計画に接続させる際  

に，計画者の取るべき考え方について検討し，一定の具  

体的なプログラム化された計画手続きは存在し得ず，計  

画者が自己の価値判断と考案，自己の責任と権限の自覚  

において計画を構成すべきことを明らかにした。また，  

機械論的環境観に基づく環境計画でも，不確実性の大き  

い予測のもとでは事情は同じであることを示した。意味  

論的立場からの考察が重要であるとの観点から，住工混  

在地域における住民の環境評価の具体事例として，堺市  

錦綾地区で，地区内の工場に関係者の多い戸建て住民  

研究課題 2）環境資源にかかわる種々の物質移動過程  

のシステム分析  

（旭当老〕乙間末広・天野耕二・森 保文  

〔期 間〕平成4～6年度（1992～1994年度）  

〔内 容〕人間活動に伴って環境に排出される各種の環  

境負荷に関する基礎データ（社会・経済パラメ「タ，原  

単位情報など）および環境中での物質移動過程に関して，  

以下のような統計的解析およびモデルの検討を行った。  

主として首都圏および水環境を対象とした。  

（1）市区町村データによる社会基盤情報の整理  

（2）界面活性剤を指標とした生活系汚魂物質の収支  
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植生と認識できる実った麦畑や水田，目陰で暗く見えて  

いる植物を「緑」として測定したものの方が関連が強い  

ことを示していた。   

また，年次の違う同じ地点のスライドを，当該地点を  

知っている被験者と知らない被験者に提示して，好まし  

さ評価を測定した。その結果，植生の成長により好まし  

い景観として評価された場所と，植生の繁茂によって眺  

めが妨げられた場所があることが分かった。  

〔発 表〕C－1～4  

（Gl）と地区外通勤者の多いマンション住民（G2）に  

対して，地区の住みよさ及び音についての自由記述式調  

査を実施した。住みやすさについての記述はGl，G2は  

ほぼ同じであるのに対して，工場音と高速道路音につい  

て，Glでは音としてこれらを区別する傾向が強く，G2  

ではこの道であった。また，風景の計画における計画主  

体のあり方を検討した。  

〔発 表〕K－18，C－9，C－9～11  

研究課題 5）環境意識の調査と比較分析及びそのため  

の方法の体系的整備に関する研究  

〔担当者〕大井 紘・近藤美則・須賀伸介  

〔期 間〕平成2～6年度（1990～1994年摩）  

〔内 容〕湖沼に対する自由連想法による住民意識調査  

データの2元クラスター分析によって，連想する概念に  

基づいて住民を分離し，水辺環境の保全の方向づけに示  

唆を与えた。また，特に霞ヶ浦周辺の2箇町村での自由  

連想法による意識調査データの連想語を出現の頻度分析  

とクラスター分析により検討し，水辺及び身近な固有の  

湖沼に対する住民の連想構造を明らかにした。なかでも，  

「あおこ」からの連想において「汚れ」や「悪臭」にか  

かわることのみならず「死のイメージ」が濃厚であるこ  

とを見いだした。   

一方，環境意識調査の方法論について検討し，選択肢  

式，自由記述式，ライフヒストリー研究の諸方法の特徴  

を検討し，それらの方法から得られる調査結果の質的な  

相違，調査目的による適合性の比較を行った。特に意味  

論的な環境意識を調査するときの自由記述式調査法の利  

点を明らかにした。  

〔発 表〕K－18～う2，54，C－9～11  

研究課題 7）地理・画像情報の処理解析システムに関  

する研究  

〔担当者〕安岡善文・田村正行・須賀伸介・清水 明・  

乙間末広・宮崎忠国書1・恒川篤史群2  

（事1地球環境研究グループ，  

＊2水土壌圏環境部）  

〔期 間〕平成2～6年度（1990～1994年度）  

〔内 容〕環境問題は，今日，極めて多様化，広域化，  

複雑化しつつある。このような環境対象を解析し評価す  

るためには，従来の測定点における汚染濃度などの数値  

情報に加えて，画像情報などの多次元情報を有効に活用  

することが必要である。本研究では，人工衛星デ←タ，  

地図データ，景観写真データなどの画像情報を利用して，  

環境を解析し評価するための手法及びシステムを開発す  

ることを目的とした。特に，本年度は，①米国人工衛星  

NOAAからのAVHRR信号受信及びデータ処理システ  

ムの設計・構築，②人工衛星データからの大都市圏にお  

ける土地利用変化の計測・評価手法の開発，③景観画像  

のシミュレーション手法及びその良し慈しの評価手法の  

開発を行った。  

〔発 表〕C－30～32，C－25～33  

研究課題 6）被験老の心理的反応に基づく環境評価手  

法の開発  

〔担当者〕青木陽二  

〔期 間〕平成2～7年度（1990～1995年度）  

〔内 容〕景観写真間の類似性の記述を分析したとこ  

ろ，植生を指示する単語として「緑」の使用頻度と，植  

生と認識されるものが画面に占める被率とが関連してい  

ることが分かった。このとき被率は，画像の色情報をも  

たらしている3原色（赤，緑，青）の各波長帯の強度や  

画像の濃淡を左右する陰影など，他の多くの画像情報よ  

り有効であることが分かった。すなわち，人々が一般に  

研究課題 8）環境評価のためのモデリングとシミュ  

レーシヲン手法に関する研究  

〔担当者〕須賀伸介・安岡善文・田村正行・清水 明・  

山形与志樹  

〔期 間〕平成2～6年度（1990～1994年度）  

〔内 容〕環境を定量的に評価する立場から，種々の環  

境現象に対するモデルの構築及びそのシミュレーション  

に関する基礎研究を行った。環境現象のモデ′レ解析でし  

ばしば現れる数値解析手法，特に線形計算手法について  

検討した。また，現象を離散化する手法として，近年注  
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職業，居住地域の気候等が有意な変数として取り上げら  

れた。これは生活時間調査の結果と突き合わせると在宅  

時間の差であると考えられる。また，所得階層があがる  

に従って電気への依存度が高まるが，それは電化製品の  

保有率が高まるためと説明された。電化製品の数だけで  

なく大型のものの所有が顕著に高まる。また，近藤らが  

算出した製品部門別の二酸化炭素排出強度を用いて，そ  

れぞれの家計の支出額から二酸化炭素排出量を算出し同  

様の分析を試みた。エネルギー支出の場合と同様の変数  

が有意な変数として取り上げられた上に，高校大学程度  

の子どもの有無がここでは特に取り上げられ，共働き世  

帯か否かは取り上げられなかった。  

〔発 表〕C－3，4  

日されているウエーブレット変換が有効であることが分  

かった。さらに，シミュレーション結果を三次元コン  

ピュータグラフイクを用いて可視化するためのシステム  

を作成した。  

〔発 表〕C－25  

研究課題 9）家計の消費および生活行動の実態からみ  

たエネルギー消費の解明  

（担当者〕青柳みどり  

【期 間〕平成5年度（1993年度）  

（内 容〕総務庁統計局調査の全国消費実態調査を用い  

て家計のエネルギー支出についての要因の分析を行っ  

た。その結果，世帯収入だけでなく，世帯人員，世帯主  
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2．3．4 化学環境部  

研究課題1）バイカル湖の湖底泥を用いる長期環境変  

動の解析に関する国際共同研究  

〔担当者〕河合崇欣・相馬光之・田中 敦・森田昌敏・  

高松武次郎＝（＊1二水土壌圏環境部）  

〔期 間〕平成5～8年度（1993～1996年度）  

〔内 容〕平成5年2～3月にバイカル湖内プグルジェ  

イカの沖合い5kmの水深360m地点で採取した100m  

不かく乱柱状試料No．1の国際共同分析を行った。国立  

環境研究所としては，放射化分析による34元素の鉛直分  

布を測定したほかICPMSを用いた微量元素の同位体  

比測定を試みた。国内の大学等の分担者によって行われ  

た，粒度，含水率，有機炭素，有機N，C含量，N／C比，  

炭素14年代，古地磁気等の測定結果と合わせて，9月に  

国際的な結果の突き合わせと分析技術のクロスチェック  

を行った（イルクーツク）。これらの結果は，日米ロの共  

同調査結果として発表された。   

7月には，バイカル湖表層堆積物の試料（0，5，8m）  

を湖内の19地点で行い，含有有機色素の測定を行ったほ  

か，炭素14年代が表層で0（現代）にならないことに関  

連して，表層炭素14年代の分布測定に充てた。  

〔発 表〕D－9，11，12，14，32，d－19，20，38，39，A－61，62  

研究課題 3）塩素系有機化合物の新しい測定法の開  

発：超音速自由噴流の利用  

〔担当者〕藤井敏博  

〔期 間〕平成2～7年度（1990～1995年度）  

〔内 容〕（1）超音速自由噴流法で高速化されたアル  

コール等の分子の表面散乱の際のイオン化を確認し，そ  

の過程を検討した。（2）同時に熱エネルギー状態の多く  

の医薬品の表面電離マススペクトルを測定した。  

〔発 表〕D－12  

ゝ研究課題 4）有害物貿分析法の標準化に関する研究  

〔担当者〕森田昌敏・安原昭夫・伊藤裕康・山本黄土  

〔期 間〕平成2～6年度（1990～1994年度）  

〔内 容〕牛乳および母乳中のダイオキシン類とコプラ  

ナPCBを系統的に分析するためのマニュアルを作成し  

て，クロスチェックを行った。分析法を標準化するため  

に，クリーンアップとして，硝酸銀シリカゲル，硫酸シ  

リカゲル，水酸化カリウムシリカゲルからなる積層カラ  

ムクロマトグラフィを採用した結果，分析値の相対標準  

偏差を10％程度に抑えることに成功した。コプラナ  

ーPCBを分離するために，活性炭埋蔵シリカゲルを使用  

して，その再現性と問題点を調べた。塩素数の多いダイ  

オキシン頼は活性炭から溶出しにくい傾向があった。ま  

た，低濃度試料を分析する際には，活性炭からのコンタ  

ミが問題となる場合があることも判明した。平均回収率  

は90％程度となり，クロスチェックでのバラツキも小さ  

く，実用的な分析マニュアルを作成することができた。  

〔発 表）D14，d32，37  

研究課窺 2）環境汚染物質の測定技術および測定手法  

に関する研究  

〔担当者〕藤井敏博・河合崇欣・田辺 潔・横内陽子  

古田直紀■l・向井人史■Z  

（＊1地球環境研究センター，  

＊2地球環境研究グルハプ）  

〔期 間〕平成2～6年度（1990～1994年度）  

（内 容〕（1）Liイオン付加反応を利用した新しいラジ  

カルの検出法のための，最適Li＋イオンエミッターの開  

発を行った。（2）大気中の鉛同位体比の変動と大気の流  

跡線解析を組み合わすことによって，日本に長距離輸送  

されるアジア大陸（特に，韓国，北部中国，ロシアなど）  

からの大気汚染に関して，鉛同位体比が有効な指標とな  

ることが明らかになった。（3）レーザーアプレーション  

法を用いたICP－MSへの試料導入法を環境試料に応用  

し，鉛同位体比の測定を行った。（4）尿中に排泄される  

変異原を指標と、して，日常生活における発がん物質への  

暴露を評価する計測手法を開発・検討した。（5）大気中  

HCFC22等低沸点有機化合物のキャピラリーGC／MS  

分析法について検討を行った。  

研究課題 5）加熱によって発生する臭気成分の分析化  

学的研究  

〔担当者〕安原昭夫  

〔期 間〕平成4～8年度（1992～1996年度）  

〔内 容〕脂肪族飽和ア／レデヒド類の新分析法として開  

発したシステアミン法を用いて，魚を加熱した時に発生  

する脂肪族飽和ア／レデヒド類を測定した。使用した魚は，  

さば，わかさぎ，あじ，いしもち等10種類で，2000Cで  

約20分間焼いて，発生したアルデヒド類（Cl～9）をシ  

ステアミンで誘導体（チアゾリジン類）化した。発生す  

るアルデヒド類は魚の種顆によって大きな善があった。   
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アルデヒドの発生量は，いわし＞にしん＞べきさけ＞さ  

んま＞さば＞いしもち＞わかさぎの順に多かった。また，  

アルデヒド発生量の少ないのは，あじ，ぶり，いかであっ  

た。脂肪含有量とアルデヒドの発生量は必ずしも比例し  

ておらず，肉類の場合と違っていた。各アルデヒド類の  

分布パターンは大きく3種類に分けられた。共通してい  

るのはC3アルデヒドが比較的多く発生すること及び  

C4とC5アルデヒドではイソ体がノルマ／レ体より多い  

ことであった。  

〔発 表〕D－28  

ら有害元素への暴露の時間変化を知るために，ICP－MS  

を用いた手法開発を行った。一本の毛髪を5mmずつ根  

元から切断して酸分解し，その中の水銀濃度の変化を調  

べたところ，食生活の変化に対応して明確な濃度変化を  

検出することができた。約2週間で毛髪は5mm伸びる  

ため，この手法で1本の毛髪から2週間の時間分解能で  

元素に対する暴露量の変動を追跡できることが分かっ  

た。また，表面分析手法による環境試料，生物試料の分  

析を継続し，酸による影響，有機スズ化合物との相互作  

用などを明らかにした。  

〔諸表〕K－8～15，D7，8，29，d－10～15  

研究課題 6）環境モニタリングのための計測管理に関  

する研究  

〔担当者〕森田昌敏・伊藤裕康・西川雅高書1・  

吉永 淳・山本黄土・安原昭夫  

（■l地域環境研究グループ）  

〔期 間〕平成2～6年度（1990～1994年度）  

〔内 容〕同位体希釈プラズマ質量分析法を用いて，環  

境試料中の微量元素を正確に測定できる分析法の開発を  
行った。また，簡便でかつ高感度な分析法として，固体  

サンプリング法と原子吸光法の組み合わせを検討した。   

パージトラップ法による水中のトリクロロエチレン等  

の揮発性有機塩素化合物の精度管理の手法について，い  

くつかの実験を行った。その結果，サンプルをパ←ジト  

ラップ装置にセットする部分で，パラツキが発生するこ  

とが判明した。これらをチェックするための方法を検討  

した。   

水道水および環境水中に含まれる揮発性有害化学物質  

および難揮発性化学物質をGC／MSでモニタリングす  

るための複数の手法を比較検討し，その有用性と今後改  

善すべき問題点を明らかにした。  

〔発 表〕D－26，29，30，d31，43，44  

研究課題 8）環境中化学物質に対する生態化学的アプ  

ローチに関する基礎的研究  

〔担当者〕堀口敏宏・柴田康行  

〔期 間〕平成5～9年度（1993～1997年度）  

〔内 容〕三浦半島（油壷）及び那珂湊（平磯）をフィー  

ルドとして，現地における巻貝類の生態調査並びに環境  

中の有機スズ濃度の変化を追跡した。その結果，油壷に  

おいては海水中のトリプチルスズ（TBT）濃度が依然と  

して高く，巻貝（イボニシニ新腹足目アクキガイ科）体  

内のTBT濃度の推移もほぼ横ばいであった。また採集  

された個体の40～80％が産卵不能個体であり，湾奥部で  

は産卵行動や卵嚢が全く観察されなかった。さらにその  

生息密度がマリーナの近くの定点で著しく低く，椎貝や  

小型個体が全く採集されなかった。ふ化直後の幼生に対  

するTBTの急性毒性試験の結果から，湾内のTBT汚  

染による幼生のへい死の可能性が示唆され，imposexに  

伴う産卵障害と湾内の汚染による幼生の加入阻害がこう  

した状況の原因であると考えられた。これに対して平磯  

においては環境中のTBT濃度が油壷よりも低く，また  

産卵不能個体は見いだされなかった。さらに産卵行動や  

卵嚢が観察されたほか，椎貝や小型個体も採集され，油  

壷における結果とは異なっていた。  

〔発 表〕d－22～24，26  

研究課題 7）環境中の元素，分子の存在状態とその変  

化に関する研究  

〔担当者〕柴田康行・瀬山春彦・相馬光之・田中 敦・  

堀口敏宏・吉永 淳  

〔期 間〕平成2～7年度（1990～1997年度）  

〔内 容）環境中，特に水，土壌，生体中の元素，分子  

の詳細分布，化学形態，それらの変化を明らかにするた  

めの方法論の開発とその応用を目的とし，種々の分析法  

を中心とした研究を行っている。毛髪中の元素の分布か  

研究課題 9）環境汚染物質の毒性評価手法に関する研  

究  

〔担当者〕彼谷邦光・白石不二雄・佐野友春・  

宇野由利子  

〔期 間〕平成元年～6年度（1989～1994年度）  

〔内 容〕環境汚染物質のバイオアッセイ系の一環とし  
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に収集可能な試料として注目される鳥の羽毛について，  

前処理を中心とする検討を継続した。  

〔発 表〕  

て，ほ乳動物由来の培養細胞に環境汚染物質を溶液，あ  

るいはガスのまま暴露することにより，簡便にかつ鋭敏  

に毒性を評価する手法の開発を試みている。今年度は近  

年，その環境汚染が問題視されている有機ハロゲン化合  

物の毒性評価手法を検討した。有機ハロゲン化合物の多  

くは水に難溶あるいは不溶性であるため，それらの毒性  

がわー〃か0で検出される比較的高濃度領域を定量的に培  

養細胞に暴露することはこれまで不可能であった。そこ  

で，我々は生物学的界面活性剤である胆汁酸の一種を用  

いることにより，難溶あるいは不溶性の有機化合物を培  

養液中に乳濁化する手法により試料を調整して，乳濁化  

した状態で培養細胞（CHL細胞）に暴露することによ  

り，毒性評価ができることを明らかにした。  

〔発 表〕E130，d9  

研究課題12）バックグラウンド地域における環境汚染  

物質の長期変動に関する研究  

（担当者〕相馬光之・田中 敦・瀬山春彦・河合崇欣・  

向井人史■l・野尻幸宏♯1・白石寛明－2  

（■1地球環境研究グループ，  

書2地域環境研究グルプ）  

〔期 間〕平成元年～5年度（1989～1993年度）  

〔内 容〕主として大気経由で湖沼にもたらされる汚染  

のバックプラケンドレベルの長期的な変動を明らかにす  

る目的で摩周湖における特定汚染物質のモニタリングを  

継続した。本年度は研究の最終年度に当たり，この研究  

計画にさきだつ二期にわたる特別研究期間に行われた調  

査も含め，1980年以来の調査結果をまとめて資料として  

刊行した。また摩周湖を起点とする大気の流跡線解析を  

行い資料に加えた。摩周湖がGEMS／WATER計画の  

ベースラインステーションに指定されたことに伴い，  

1992年度の調査結果をGEMSへ報告した。化学成分の  

調香結果から見ても，摩周湖が現在なお世界有数のきれ  

いな湖であることが確かめられたが，北半球中緯度域に  

おけるバックグラウンドレベルの人為的汚染は当然なが  

らまぬがれていないことも明らかとなり，今後もモニタ  

リングの継続が必要である。平成6年度からは，モニタ  

リングは地球環境研究センターにガけるGEMS／  

WATERプログラムの一環として行われる予定である。  

〔発 表〕K106  

研究課題10）化学形態分析のための環境標準試料の作  

製と評価に関する研究  

〔担当者〕森田昌敏・田辺 潔・吉永 淳・柴田康行・  

堀口敏宏  

〔期 間〕平成2～6年度（1990～1994年度）  

〔内 容〕（1）NIES標準試料No．14「ヒジキ」の調製  

を完了し，全ヒ素，無機ヒ素及び各種微量元素に関する  

共同分析を行い，保証値の決定作業に入った。（2）NIES  

標準試料No．15「ホタテガイ」の調製を行った。（3）NIES  

標準試料No．16の候補として「河口域底質」のPAHに  

ついて作製及び保証値決定の可能性を検討した。  

〔発 表〕d－41  

研究課題11）スペシメンバンキングによる環境の時系  

列変化の保存並びに復元に関する研究  

〔担当者〕森田昌敏・向井人史・吉永 淳・柴田康行・  

田中 敦・植弘崇嗣・田辺 潔  

〔期 間〕平成2～6年度（1990～1994年度）  

〔内 容〕環境質を代表する試料の収集並びに保存とし  

て，ムラサキイガイ等の二枚貝，ヒト組織，イカ，大気  

粉じん，海鳥，耳石等の収集・保存を継続した。二枚貝  

については，日本海岸を中心として全国10数箇所，及び  

海外試料（オーストラリア西オーストラリア州）から試  

料を収集し，将来に備えての保存を行った。また，外洋  

汚染の指標生物としてのイカについては，本年度は北太  

平洋を中心に日本沿岸近くから北米大陸にかけての範囲  

で採取した試料を収集，保存した。また，生物を殺さず  

研究課題13）化学物質同定のためのデータ収集とデー  

タベース化  

〔担当者〕安原昭夫・伊藤裕康・中杉修身■1  

（＊1地域環境研究グループ）  

〔期 間〕平成2～5年度（1990～1993年度）  

〔内 容〕新規スペクトルとして約200スペクトルを登  

録し，現在登録スペクトル総数は約3100に達した。環境  

庁保健調査室の作成したプライオリティリスト記載の物  

質数の5割以上をカバーしている。大型電算機でのマス  

スペクトルデータベース作成及び既知／未知スペクトル  

検索をパソコン上でも可能とするために，新たに新シス  

テムの構築を開始した。現在，データベース作成及び既  
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ら直接無機ヒ素を取り込んで蓄積することを示唆する結  

果が得られた。（4）食物連鎖過程の追跡のために分析法  

の改良を行い，魚を食べた人の血液中からアルセノベタ  

インの検出に成功した。  

〔発 表〕d8  

知スペクト／レ検索ができるところまで完成した。従来の  

検索システムに比べて，部分検索機能を強化したために，  

未知スペクトルのフラグメンテーション解析が一部可能  

となるなど，未知物質同定における大幅を前進が見られ  

た。  

〔発 表〕D－22，23，d－29，33，36  

研究課題15）廃棄物埋立処分に起因するリスクの評価  

手法に関する予備的検討  

〔担当者〕植弘崇嗣・中杉修身・平田健正・西川椎高  

安原昭夫事1・伊藤裕康■l・国本 学◆2  

（＝化学環境部，■2環境健康部）  

〔期 間〕平成5年度（1993年度）  

〔内 容〕廃棄物の埋立処分に伴う有害物質の環境に対  

する影響を評価する上で，廃棄物埋立処分場からの浸出  

水中の有害物質等の濃度は基礎的なデータとして必要で  

ある。このため，測定法についてGC／MSやLC／MSを  

検討するとともに，この分野を専門とする地方公害研究  

所等の研究者を集めて研究会を開催し，アンケート調査  

を行った。この成果として，平成6年度から開始される  

特別研究において共通試料の共同分析プログラムを実施  

することとなった。また，他の負荷過程である廃棄物埋  

立処分場から大気に放出される有害物質についても，そ  

の測定法を中心に予備的な検討を加えた。  

〔発 表〕D－23～25，d－29，31，33～35  

研究課題14）植物プランクトン中のヒ素の化学形態に  

関する研究  

〔担当者〕柴田康行・吉永淳・堀口敏宏  

〔期 間〕平成5年度（1993年度）  

〔内 容〕（1）海洋汚染に関連する植物プランクトンを  

培養し，その体内に蓄積されるヒ素化合物を抽出・精製  

して，化学形態の同定を行った。ヒ素糖（アルセノシュ  

ガー）化合物を含むものばかりでなく，構造未知の新た  

なじ素化合物をもつものが見つかった。（2）プランクト  

ンを餌とする二枚貝の中のヒ素化合物の季節変動を平  

磯，油壷の2カ所で調べた。アルセノベタイン，ヒ素糖  

2種が同定され，その変動パターンが明らかにされたが，  

以前の北海道試料のように，季節によって構成ヒ素化学  

種が変わるような大きな変動は認められなかった。（3）  

食物連鎖過程でのヒ素化合物の変化，蓄積を調べるため，  

植物プランクトンと動物プランクトンの系でのヒ素化合  

物の変化を調べたところ，動物プランクトンで海水中か  
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2．3．5 環境健康部  

研究課題1）環境ストレスの遺伝子レベルでの評価手  

法に関する研究  

〔担当者〕三浦 卓  

〔期 間）平成5年度（1993年度）  

（内 容）培養細胞を用いた化学物質の毒性評価法の体  

系化を行うために文献的検討を行ってきた。平成5年度  

は，収集した文献の中から有機化合物や紫外線処理に  

よって遺伝子発現が誘導されたという研究結果を整理  

し，発現される遺伝子を分類し整理した。その結果，有  

機化合物や紫外線処理によりヒトを含むほ乳類の培養細  

胞では，細胞増殖の開始期に発現するガン遺伝子群と温  

熱などのストレスにより誘導されるストレスたんばく質  

遺伝子群が早期に発現することが判明した。そこで，こ  

れら遺伝子群の発現について物理的あるいは化学的スト  

レスに対する生体反応としての意義を考察した。  

〔発 表〕e－19，20  

注入し，また高濃度のNO2（80ppm）を麻酔下ラットに  

吸入して，それらの濃度変化とpH，血液酸素分圧，炭酸  

ガス分圧を測定した。注入された染色物質は，肺静脈か  

ら心臓の左心房，左心室を経て大動脈に到る，この間，  

その物質は血掛こよって薄められた。しかし，心臓の冠  

動脈では，他の動脈血と比較して濃度が高かった  

（ユ80％）。そのため，心臓は，酸素や炭酸ガスそしてpH  

の変化に敏感で，その変化は，異常心電図や血圧の変化  

などの循環機能変化として容易に検出できることが判明  

した。NO2吸入では，冠動脈のpHを低下させ酸素分圧  

を下げた。この時，房室ブロックが観察された。また，  

NO2吸入は自律神経系のバランスを崩し，交感神経系の  

優位な相が多くなった。この事はNO2はストレス因子  

であることを示した。  

〔発 表〕e16，17  

研究課題 4）家畜と野生動物の接触による共通伝染病  

のリスクについて  

〔担当者〕鈴木 明・高橋憤司●1  

（り地域環境研究グループ）  

（期 間〕平成5～8年度（1993～1996年度）  

〔内 容〕今年度は，ザンビア共和国で飲用されている  

サワーミルクの衛生対策をはかる研究の一環として，ま  

ず，人畜共通感染症であるSalmone11a，Yersinia，  

CampylobacterおよびListerLaの4菌属を選び，サワー  

ミルクにおけるこれらの汚染状況を調べた。1）pH：供  

試材料のpHは4．0～6．6の間に分布しており，平均±標  

準偏差は4．8±0．8であった。2）人畜共通感染症起因菌  

の分離状況：Salmonella，Yersinia，Campylobacterお  

よぴListeriaは今回供試した26検体いずれからも分離  

されなかった。3）大腸菌群：供試した15検体いずれか  

らも大腸菌群は検出されなかった。4）総菌数：供試15  

検体の総菌数は，8．2～10．4（対数，9．4±0．5）の間に分  

布した。検査した4菌属がいずれもマイナスであったの  

は，pHの低下と乳酸菌の殺菌作用が考えられた。しか  

し，ザンビアでは結核に確患した牛が多く，結核菌は4以  

下のphで生存が可能なことから，サワーミルクに本菌  

が混入した場合，人へ感染する危険性は極めて高いと考  

えられた。今後の早急な調査が望まれる。  

〔発 表〕e－18  

研究課題 2）化学伝達物質の気管平滑筋細胞の細胞内  

カルシウム動態に及ぼす影響  

〔担当者〕小林隆弘  

〔期 間〕平成3～5年度（1991～1993年度）  

〔内 容〕大気汚染物質が呼吸機能に及ぼす影響を検討  

する一環として，気管平滑筋の収縮と密接な関係のある  

細胞内カルシウムの動態を検討することを目的とした。  

これまでに，気管平滑筋を用いた細胞内カルシウムイオ  

ンの測定系の作成，単離した気管平滑筋細胞が平滑筋細  

胞であるかどうかの確認とセスタミンを作用させたとき  

細胞内かレシウムイオンの動態の検討を行った。本年度  

は，ヒスタミンを作用させたときの気管平滑筋細胞の細  

俺内カルシウムイオン上昇の濃度依存性および個々の細  

胞による細胞内カルシウムイオンの動態の違いについて  

検討した。ヒスタミンの濃度に依存して細胞内カルシウ  

ムイオンが上昇すること，平滑筋細胞によっては周期的  

なカルシウムイオンの増減を繰り返すものがあることが  

見いだされた。  

〔発 表〕e－13  

研究課題 3）酸素欠乏と心・循環機能について  

〔担当者〕鈴木 明  

〔期 間〕平成5～7年度（1993～1995年度）  

〔内 容〕今年度は，メテレンブルー染色液を肺静脈に  
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〔内 容〕昨年度の研究結果から，抗酸化性因子として  

重要なグ／レタチオi／の代謝に関与するgammaglutamyl  

transferase（GGT）は二酸化窒素の暴露により酵素活性  

が2倍に上昇することを明らかにした。本年は，その酵  

素活性の上昇の過程を解析するため，GGTの伝令RNA  

の量をノーザンプロツティング法を用いて検討した。  

ラット肺のGGT伝令RNA量は10ppm NO2暴露1か  

ら3日目に対照動物の3倍に増加した。このことから，  

酵素活性の増加は，伝令RNAの増加によるタンパク質  

量の増加を反映しているものと考えられた。今後，GGT  

伝令RNAの誘導様式を明らかにすることによって  

NO2の主要な毒性機構が解明されるものと予想される。  

〔発 表〕e－19，20，E19  

研究課題 5）肺胞マクロファージと肺繊維芽細胞の相  

互作用に関する研究  

〔担当者〕持立克身  

（期 間〕平成5～9年度（1993～1997年度）  

〔内 容〕Ⅰ型コラーゲンゲル内で包埋培養した肺繰維  

芽細胞は，細胞伸展する過程で接着しているコラーゲン  

線維を引き寄せる結果，張力が発生しコラーゲンゲルは  

収縮する。しかし，肺胞マクロファージを添加すると，  

マクロファージは線維芽細胞に接着し，細胞数に比例し  

てゲル収縮を阻害した。また，ゲル内に包理した繊維芽  

細胞単独では，ゲルが十分収縮した後増殖を開始する。  

しかし，肺胞マクロファージが共存すると，細胞数に比  

例して線維芽細胞の増殖が阻害された。  

〔発．表）E－41，e55～58  

研究課題 8）肺血管を調節する交感神経の機能に関す  

る研究  

〔担当者〕山根一祐  

〔期 間〕平成3～7年度（1991～1995年度）  

〔内 容〕本年度はモ／レモット潅流肺標本の安定性に関  

する検討を行った。さらに肺標本からのノルアドレナリ  

ン放出に及ぼす換気方法および海流速度の影響について  

検討した。肺湿乾重量比（W／D），潅流圧（Pa）および  

換気圧（Ptr）から肺標本の安定性を検討したところ，  

W／Dは5．87±0．19，Paは10．8±0．6cmH20とほぼ正  

常値であったが，Ptrは21．4±1．3cm H20と生体の値  

に比べ高かった。解析の結果，Ptr上昇は摘出による肺弾 ∠一′‾‾  
性の低下が原因であることが分かった。   

交感神経刺激時（20Hz，400パルス／分）の肺標本から  

のノルアドレナリン放出を種々の実験条件で観察したと  

ころ，定量換気と定圧換気の間で遠いはみられなかった  

が，潅流速度を高くすると肺静脈側に現れるノルアドレ  

ナリン量が増加することが分かった。  

〔発 表〕e－59  

研究課題 6）リンパ球の糖脂質成分に関する基礎的研  

究  

〔担当者）野原恵子  

〔期 間〕平成3～5年度  

〔内 容〕細胞膜の糖脂質がリンパ球の要集団を識別す  

るマーカーとなることや，その機能に関与することが示  

唆されていることから，これまでラットリンパ球に特異  

的な糖脂質を検索しその構造決定を行ってきた。今年度  

は，ラット膵臓より調製したリンパ球をナイロンウール  

カラム法によってT細胞とB細胞に分画し，両者のガ  

ングリオシドおよび中性糖脂質組成の差を明らかにし  

た。すなわち，T細胞ではアシアロGMl→GMlb→  

GDIcまたはGDlαの経路で合成される糖脂質が主要  

成分であり，特にアシアロGMlと先に胸腺より単離，構  

造決定したGDIcが多量に存在することが明らかとなっ  

た。一方B細胞ではGM3，GMlが主要成分で，他に先  

に牌臓より発見したαGalLacNAcGMll，αGal  

－（LacNAc）2－GMl，SialyトLacNAc－GMlが存在し，  

すなわちGM3→GMlの経路を経てさらに糖鎖が伸長  

する合成系が特徴的に存在することが分かった。  

〔発 表〕e26  

研究課題 9）環境汚染物質による専性発現機構の解明  

並びにその検出手法の開発  

〔担当者〕遠山千春・青木康展・平野靖史郎・石堂正美  

〔期 間〕平成4～8年度（1992～1996年度）  

〔内 容〕環境汚染物質が生体に取り込まれた場合に生  

じる毒性発現機構の解明並びにその検出手法の開発は，  

環境汚染の健康リスク評価と健康影響の早期スクリーニ  

ングのために不可欠の研究である。本研究においては，  

研究課題 7）酸化性大気汚染ガス暴露による抗酸化系  

酵素に関する研究の誘導機構の解析に関す  

る研究  

〔担当者〕高橋勇二  

〔期 間〕平成4～6年度（1992～1994年度）  
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重金属・有害化学物質などを実験動物や培養細胞に暴露  

させ予ことにより生体が示す反応機構を解明し，併せて  

毒性の検出手法の開発を行っている。本年度は，カドミ  

ウムの標的臓器であるラット精巣及び前立腺において，  

カドミウムの毒性の減弱に働いている可能性があるメタ  

ロチオネインの遺伝子および蛋白の発現をテストステロ  

ンレベルとの関係を調べた。鋼の代謝については，自然  

発症肝がんの実験動物モデルであるLECラットを用い  

て，銅の肝臓への取り込みと排せつの機構についての解  

析を行った。また，鋼の毒性発現機構，並びに半導体な  

どに用いられるガリウム，ヒ素，インジウムによるスト  

レス蛋白の誘導についてレビューを行った。  

【発 表〕E1，4，5，22，23，25，e－3，4，47  

ン，ラミニン，ファイブロネタチンなどの基質をコート  

したメンプレン上で増殖したが，コラーゲンゲル上での  

増殖には血清成分を必要とした。細胞は，Tightjunction  

を形成し，1型肺胞上皮様の扁平上皮の形態を示した。  

しかし，Ⅰ型肺胞上皮細胞の表面マーカーであるRCAⅠ  

レクチンに反応する糖鎖の発現は弱く，ll型肺胞上皮細  

胞のマーカ←のMPAレクチンが結合する糖鎖が発現し  

ていた。さらに，SV40－T2単独では軟コラーゲンゲル上  

で基底膜を形成する能力が弱いが，コラーゲンゲル中に  

線維芽細胞を包埋して共培養する，または線推芽細胞の  

順化培地を添加けることにより，基底膜形成が促進され  

るという結果が得られた。  

t発 表〕e－55～58，E41  

研究課題10）気道の炎症反応解明のための基礎的研究  

〔担当者〕藤巻秀和  

〔期 間〕平成3～7年度（1991（、－1995年度）  

〔内 容〕気道における炎症反応の誘導や増強には，リ  

ンパ球，好酸球，好中球，肥満周胞など多くの細胞の集  

積・活性化が関与しているが，その機序において肥満細  

胞の集積，活性化がどのように結びつくのか未だ不明で  

ある。今年度は，BALtう／cマウスの骨髄細胞をインター  

ロイキン3の存在下で5～6週培養し，増殖・分化したア  

ルシアン・ブルー陽性肥満細胞を活性化したときの走化  

性の変化について検討した。走化性は，ケモタキシスチャ  

ンバーを用いて測定した。その結果，培養週令をおって  

走化性を比較すると成熟度に依存した走化性の増加がみ  

られたが，15週培養のものでは低下がみられた。カルシ  

ウムイオノフォアA23187により活性化した肥満細胞  

では，濃度に依存した走化性の増強がみられた。一方，  

走化性誘発因子としてのサブスタンスPや神経成長因  

子は軽度の走化性を誘導した。  

〔発 表）e▼37  

研究課題12）肺沈着物の分析知見による粒子状物質吸  

入のりスク因子検討に関する研究  

〔書旦当考〕太田庸起子  

〔期 間〕平成4～5年度（1992－、）1993年度）  

（内 容〕浮遊粒子状物質と健康に係る研究をすすめて  

釆たが，粒子状物質吸入によるリスク因子として沈着量  

及び有害物質（元素）を対象に検討した。本年度は本研  

究に用いるモニタリング試料としてヒト試料よりも入手  

容易な動物試料，特にイヌ肺を使用した場合，ヒトとイ  

ヌとの知見の差を知る必要があることから，Y肺で捕獲  

した10匹のイヌ剖検肺について研究を行った。ヒト肺試  

料と全く同一方法で処理して黒色粉体として得られた沈  

着物をⅩ線解析で分析し，結晶性物質を同定した。その  

結果，土壌由来の粘土鉱物が多く検出された。ヒト肺の  

場合はα石英がすべてに検出され，粘土鉱物は検出さ  

れなかった。NBSの大気粉塵標準試料中の結晶性物質  

とヒト肺沈着物中の知見とは一致したが，イヌについて  

は異なっていた。したがって，イヌ剖検肺による知見か  

ら大気環境中物質のヒトヘの影響評価をする場合には注  

意が必要であることが示唆された。  

〔発 表〕E－7～9，e5～8  研究課題11）ⅠⅠ型肺胞上皮の構造に及ばす問質の影響  

〔担当者〕古山昭子・持立克身◆  

〔期 間〕平成5～7年度（1993～1995年度）  

（内 容〕ラットII型肺胞上皮細胞に，SV40－LargeT  

抗原を組み込んで不死化した細胞株（SV40－T2）を使い，  

血清濃度・培養皿を紙胞外基質でコートするなどの培養  

条件の違いによる細胞の増殖・形態および基底膜形成へ  

の影響についての検討を行った。SV40－T2は，コラーゲ  

研究課題13）環境一健康系における新しい保健指標開  

発に関する研究  

〔担当者〕三森文行・国本 学・松本 理・山元昭二・  

太田庸起子  

〔期 間〕平成2へ一6年度（1990～1994年度）  

〔内 容〕健康の客観的な評価手法を確立するために  
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状物質調査において大気浮遊粒子の変異原性の粒径別の  

分析を行い，変異原活性の粒径による分布や季節差を明  

らかにした。また浮遊粒子状物質中の直接変異原物質は  

多環芳香族炭化水素と同様に分布していることを示し  

た。   

一方，ラット初代培養肝細胞を用いて，発がん性や変  

異原性を示す有機塩素化合物の毒性発現の機構につい  

て，検討を行った。低塩素化ジベンゾフランはコプラナー  

多塩素化ビフェニルと同様に肝がんのマーカー酵素であ  

るグルタチオンSトランスフエラーゼーPを誘導するこ  

と，グルココ／レチコイドは塩素化多環芳香族化合物によ  

るこの酵素の誘導を阻害するが，チトクロムP450の誘  

執こは作用しないこと，この酵素の誘導には転写調節因  

子AP－1の関与が示唆されることを明らかにした。  

〔発 表〕E－35，36，e48  

は，普遍的な分子レベルで健康状態の記述を行い得る測  

定手法を開発する必要がある。このような観点から，環  

境に対応した健康状態の変化をわ7最M㌧ わり山九 で測  

定・解析するための新しい指標，毒性試験法の開発を行  

い次の成果を得た。（1）運動員荷状態にあるラット筋の  

31P NMRの測定より玩耕加で評価できる高エネル  

ギーのクレアチンリン酸の定常濃度レベルを用いて，筋  

の酸化的リン酸化機能の容量を相対的に数値化する試み  

を行った。持久的トレーニングによる筋の機能向上をこ  

の方法で推定した結果は筋摘出後のコハク酸脱水素酵素  

の増加量と良い一致を示した。（2）ラット神経細胞初代  

培養系において，神経軸索に局在する蛋白質をマーカー  

として用いることにより，亜致死濃度の毒物暴露による  

影響を評価できる可能性が示された。  

〔発 表〕E38，e52  

研究課題16）温熱と環境汚染物質の複合暴露が免疫系  

に及ばす影響に関する研究  

〔担当者〕山元昭二・太田庸起子・持立克身・  

安藤 満■1（＊1地域環境研究グループ）  

〔期 間）平成5～8年度（1993～1996年度）  

〔内 容〕環境汚染物質の健康影響を考える場合，生活  

環境における気候因子の大きな変化は，環境汚染物質の  

生体影響を修飾する重要な要素の一つとなることが予想  

される。本年度は，環境制御飼育装置を用いてマウスを  

温熱暴露し，温熱処理マウスのHVJウイ／レス（不括化）  

抗原蛋白に対する一次免疫応答抗体IgM型，IgG型の産  

生能における影響について検討した。熱ストレス処理マ  

ウスのgrossな剖検観察では温熱処理35．50C群で胸腺  

の重量減少が顕著であった。HVJ不活化抗原に対する液  

性免疫応答の初期ステージ（免疫後13日まで）では，IgG  

型抗原産生の抑制傾向が見られた。IgM塑I抗体産生では  

温熱処理との間で差がなかった。以上の変化により，免  

疫系に対する熱ストレスの影響が示唆された。  

〔発 表〕E42  

研究課題14）NMRによる生体機能診断法の研究  

〔担当者〕三森文行  

〔期 間〕平成4～7年度（1992～1995年度）  

〔内 容〕わzむ南川での代謝を指標とする生体機能診断  

を実現するためにラットの脳，肝，ゝ筋を対象としてNMR  

を用いた研究を行った。脳においては完全に無侵襲で脳  

内のN－アセテルアスパラギン酸（NAA），乳酸，コリン，  

クレアチン等をその存在部位も含めて測定できるように  

なった。メチル水銀と相同性が高い傷害を脳に与えると  

いわれる低酸素状態で，可逆的なNAAの低下，乳酸の  

増大を観測することができた。また肝を対象とした研究  

では，塩化カドミウム急性暴露肝において31Ⅰ）NMRの  

連続測定を行い，暴露開始後徐々に肝のATPおよび無  

機リン共鳴線が減少することを明らかにした。フリーズ  

クランプによる肝抽出液からの知見も合わせて，この現  

象がカドミウムイオンによる肝ミトコンドリアの酸化約  

リン酸化反応のアンカップリングによるものであると結  

論した。  

〔発 表〕E39，40，e49，51，53  

研究課題17）環境保健指標の開発に関する研究  

〔担当者〕小野雅司・閏村憲治・本国 靖  

〔期 間）平成5～9年度（1993～1997年度）  

〔内 容〕環境汚染による非特異的あるいは遅発的な疾  

病の発生を監視する，新たな環境保健指標の開発に向け，  

患者調査，国保傷病統計データを収集し，その利用可能  

研究課題15）環境変異原の生体に対するリスクに関す  

る研究  

〔妻旦当者）松本 理  

〔期 間〕平成3～6年度（1991～1994年度）  

〔内 容〕Amesテストの高感度法であるmicrosuspen  

－Sion法により，多段型のサンプラーを用いた浮遊粒子  
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性に関する検討を行った。   

茨城県の1980年～92年の国保データの分析から，ア  

レルギー性鼻炎の年齢調整受療率をスギ花粉の年間飛散  

量で予測する回帰式を求めた。この式で93年の花粉飛散  

数から受療率を求めたところ実際の受療率とよく一致す  

ることも確認された。地域的には，市町村で受療率の経  

年パターンが異なること，スギ林の多さと受療率が逆相  

関していることなど明らかになった。   

このことから，アレルギー性疾患への都市化因子の関  

与が示唆され，今後さらに他の疾患群についても検討を  

進める必要が示された。   

また，茨城県内の花粉飛散数に関するデータが不足す  

るので，94年1月から新たに県内5カ所に花粉採取を依  

頼し，飛散数の測定を開始した。  

〔発 表〕E10，e9，23  

〔内 容〕地域特性，家屋構造，生活パターンなどの条  

件の異なる地区のSPM曝露データを蓄積するため，大  

阪市東成区今里筋の9家屋を対象として，93年11月の  

連続する6日間，家犀内外SPM濃度および住民の個人  

暴露濃度を測定し，生活行室臥 家屋構造等を併せて調査  

した。   

今回の調査地点は前年度と同じであり，屋外環境の変  

化によるSPM家屋内外濃度の関連について検討した。  

家屋内外のサンプリングは2日ごとで昼夜を分け，夜間  

における屋外濃度に対応した屋内濃度の低下が確認され  

た。   

さらに今回は個人暴露調査に併せ，対象者に携帯させ  

る個人サンプラーを家屋内外にも設置し，家屋内外に設  

置した小型サンプラーの捕集特性との比較を行った。大  

気測定局で行った並行測定では両者の特性に大きな違い  

はなかったが，沿道家屋内外の測定では，2Jエmのカット  

特性などに違いがみられ，両サンプラーを併用した調査  

における濃度補正の必要性が示された。  

〔発 表〕e21，22，24  

研究課題18）大気汚染健康影響調査における交給費因  

の検討  

〔担当者〕小野雅司・新田裕史＊1  

（＊1地域環境研究グループ）  

〔期 間〕平成5～7年度（1993～1995年度）  

〔内 容〕K県下6小学校の学童を対象にした呼吸器  

症状に関する質問票調査結果につtlて，呼吸器症状に影  

響を及ぼすと考えられる大気汚染以外の様々な要因につ  

いて検討を加えた。   

呼吸器症状の中で代表的な「ぜん息様症状」有症率に  

ついてみると，同有症率に最も大きく寄与している要因  

はアレルギー素因であることが明らかになった。本人の  

アレルギー歴とともに家族のアレルギー歴も学童の「ぜ  

ん息様症状」有症率に寄与しており，また，両者は相乗  

的に働いていることが明らかになった。さらに，アレ／レ  

ギー素因は「ぜん息様症状」の新規発症にも大きく寄与  

していることが明らかになった。   

6年間の継続調査結果から，学童の加齢による変化に  

ついても検討したが，従来見られていた高学年になるに  

従って有症率が低下する，といった傾向は認められな  

かった。  

研究課題 20）大気汚染物質に暴露したマクロファージ  

の肺胞上皮表面における接着現象の機構解  

明  

〔担当者〕平野靖史郎  

〔期 間〕平成5年度（1993年度）  

〔内 容〕継代培養したラット由来の樹立株化肺胞Il型  

上皮細胞（SV40T2）と，ラットの肺を洗浄することによ  

り得た肺胞マクロファージとの共同培養系を確立し，リ  

ボポリサッカライドで活性化した肺胞マクロファージの  

肺胞上皮への接着現象，ならびに接着に引き続いて起こ  

る上皮細胞の障害過程を調べた。接着に関しては，遠心  

法を改良することにより，肺胞マクロファージの上皮細  

胞への接着強度を定量的に評価した。さらに，リボポリ  

サッカライドと接着強度との用量影響関係を求めた。障  

害過程に関しては，肺胞上皮細胞層間の電気抵抗値の変  

化や，上皮細胞の形態学的変化を調べることにより評価  

した。無処理のマクロファージは全く変化を起こさない  

のに対し，リボポリサッカライドで刺激したマクロ  

ファージを用いた場合は，肺胞上皮細胞への強い接着に  

引き続き，肺胞上皮細胞層間のイオン透過性の昂進や上  

皮細胞の傷害がみられた。  

〔発 表〕E－26～28，e28～31  

研究課題19）SPMの個人暴露評価法に関する研究  

〔担当者〕田村憲治・小野雅司・安藤 満－1  

（■1地域環境研究グループ）  

（期 間）平成5～7年度（1993～1995年度）  
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2．3、6 大気圏環境部  

研究課題1）光イオン化質量分析法によるクラスター  

分子及びフリーラジカルの研究  

〔担当者】常田伸明  

〔期 間〕昭和60年度～平成5年度（1985～1993年度）  

〔内 容〕大気中でのラジカル反応やエアロゾル生成と  

関連ある課題として，有機・無機化合物のクラスター生  

成とそのイオン反応，またフリーラジカルの反応の光イ  

オン化質量分析計を用いての研究が行われた。本年度は  

CH2X（X＝NH2，OCH，，Cl，Br，1，C3H，，CN）などのフ  

リーラジカルと酸素分子との反応速度の決定の研究が行  

われ，ラジカル＋02の反応の一般則を抽出することが試  

みられた。また新しく製作された高感度光イオン化クラ  

スター装置でアンモニアクラスターの光イオン化とイオ  

ン反応が研究された。  

〔発 表〕F－24，28～30，ト59～61，63  

研究課題 3）植生，水分過程を含んだ陸面一大気相互  

作用に関する1次元モデルを用いた研究  

〔担当者〕光本茂記  

（期 間〕平成4～6年度（1992～1994年度）  

〔内 容〕東京大学気候システム研究センターと共同で  

開発中の3次元気候モデルで用いられている放射過程，  

大気境界層乱流スキームなどの諸物理過程を基本的にそ  

のまま利用して単純な鉛直1次元モデル（地中を含む）  

を作り，まず第一段階として，陸地内部（土壌，氷床な  

ど）での熱，水分の輸送過程を導入した。土壌中での熟，  
水分輸送を表現するパラメタリゼーションの方法やパラ  

メーターの値が，最終的に地面と大気との間のエネル  

ギー，水分量の交換に及ぽす影響についてsensitivity  

checkを行った。  

〔発 表〕ト50～52  

研究課題 4）熱帯域における積雲対流活動と大規模循  

環との相互作用に関する研究  

〔担当者〕高薮 緑  

〔期 間〕昭和63年度～平成6年度（1988～i994年度）  

〔内 容〕10年間の気象衛星観測による赤外放射デー  

タの解析により，赤道域海洋上における横雲対流活動の  

大規模組織化の気候値を求めた。本年度は，時空間スペ  

クトル解析により，数千kmスケールの雲組織が結合し  

ている大気の赤道波モードを固定し，その特性値を定量  

化した。東進モードとしてはケルビン波，n＝0重量波，  

西進モードとしてはn＝1およびn＝2慣性重力波，混合  

口女ピー重力波，n＝1ロスピー波が気候値的に雲活動と  

結合していることが示された。また，赤道波から見た大  

気の安定度を示す等価深度がそれらのモード間で共通に  

15～30mと見積もられた。つまり，赤道域の雲活動の大  

規模組織化は対流圏の赤道波との相互作用によって説明  

され，それはひとつの共有のパラメータ（等価深度）を  

実現する機構であることが結論された。  

〔発 表〕F16，f30～32  

研究課題 2）複雑地形上での大気境界層の発達過程と  

乱流拡散に関する研究  

〔担当者〕鵜野伊津志  

〔期 間〕平成5～8年度（1993～1996年度）  

〔内 容〕大気境界層の発達過程は境界層内での熱・水  

蒸気の輸送，汚染物質の拡散の問題地密接に関連して重  

要である。平坦地上の比較的単純な条件での大気境界層  

の発達過程については多くの知見が蓄積されているが，  

複雑地形上（植生の分布，都市域，海陸の分布，山岳地）  

での大気境界層の構造は十分に把捉されていない。特に，  

熟的内部境界層の発達過程および夜間の安定層の構造が  

物質輸送と乱流拡散に重要である。本研究では，野外観  

測結果をもとに大気境界層の発達過程とそのなかでの乱  

流拡散構造の変化を検討する。また，その結果をもとに，  

精密な乱流拡散モデルにょる数値シミュレーション化の  

検討を行う。   

今年度は，海岸域で観測された海風侵入時の熟的な内  

部囁界層の発達過程とその大気境界層全体に及ぼす効果  

を解析した。特に，海風の侵入は物質の輸送の問題と密  

接に関係することから大気汚染物質の濃度変化をトレー  

サーとして用いて，大気境界層中での乱流拡散を追跡し  

た。  

〔発 表〕ト6～10，12，13  

研究課題 5）成層及び回転流体に関する数値的研究  

〔担当者〕花崎秀史  

〔期 間）平成2～6年度（1990～1994年度）  

〔内 容〕大気あるいは海洋は，成層および回転流体の  

代表例であるが，その流れのパターンを支配している内  

部重力波および慣性波の解析を，非線形理論から得られ  
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る近似方程式の解，および厳密な支配方程式の教値解を  

求めることにより行った。本年度は，鉛直成層状態の違  

いによる内部重力波生成のメカニズムの差異を調べた。  

その結果，従来の理論で調べられてきたのは，非常に特  

殊な場合であることが分かった。  

〔発 表〕f－19～21，40～44  

研究課題 8）微粒子の生成とその物理的および化学的  

挙動の研究  

〔担当者）福山 力  

〔期 間〕平成4～8年度（1992～1996年度）  

〔内 容〕従来の熱線式液滴径測定装置に，主としてパ  

ソコンによるコントロト一ルプログラムの面で改良を加え  

て，2チャネルの信号処理が可能な測定系を作成した。こ  

れを用いて滑昇霧に関する野外観測を行い，霧満濃度お  

よび霧滴径分布の高さに対する依存性を調べた。地上60  

cmと180cmにおける水滴個数濃度の時間相関はあま  

り大きくなく，霧がかなり小さい（1m程度）空間スケー  

ルの構造を持つことが裏付けられた。このような局所構  

造を平均化して高さ方向の特性を把握するために，約一  

週間にわたる積算粒径分布を調べたところ，地上60cm  

の高さにおいては180cmの高さに比べていくらか大粒  

径側の分布が大きくなることが認められた。そこで，霧  

滴の沈着を支配する3つの過程である拡散，移流，重力  

沈降を取り入れたモデルを作成してi観測された傾向を  

再現することを試みた。  

〔発 表〕F－22，ト58  

研究課題 6）湿潤大気の大規模循環の力学構造に関す  

る研究  

〔担当者〕沼口 敦  

〔期 間〕平成4～6年度（1992′、1994年度）  

（内 容〕比較的簡単な大気大循環モデル（GCM）を用  

い下端境界条件として単純な海面温度分布を固定して与  

えた状況での大気大循環モデルによる数値実験を行い，  

熱帯の東西平均降水分布を支配するメカニズムについて  

議論した。その結果，地表面温度分布による大気境界層  

の流れ，蒸発によるエネ′レギー供給と大気の成層構造Ⅰ子  

依存するエネルギ⊥収支の重要性が明らかとなった。ま  

た，これらの点について，．観測データによる検討を行っ  

た。  

〔発 表〕F－17，f－33，36  

研究課題 9）大気化学に係わる気相化学反応の速度論  

的研究  

〔担当者）今村隆史  

〔期 間〕平成4～8年度（1992～1996年度）  

〔内 容）大気化学に係わる素反応ノ特にラジカル反応  

－の反応速度定数を決定すると共に；類似のラジカル反  

応の速度定数との比較より，反応速度を支配している因  

子を明らかにすることを目的とした。本研究では不飽和  

アルデヒド・ケトンの光分解によって生成するHCCCO  

ラジカルと酸素分子の反応速度定数を決定するととも  

に，等電子ラジカルNCCOと酸素分子の反応速度も測  

定した。また関連するHCO，HCCOラジカルの反応速度  

と比較した。その結果，HCCCO十02の反応速度は  

HCO＋02と同程度であること，NCCO＋02の反応速度  

定数はHCCCO＋02に比べ約工桁小さいことが明らか  

となった。反応速度は不付電子を面内に有するHCO，  

rICCCOラジカルの反応速度が面外に有するHCCOに  

比べ速いことが認められ，電子状態と反応速度との間に  

関連があることが示された。  

〔発 表〕F2，3，f2，3  

研究課題 7）回転系における熟対流の理論的数値実験  

的研究  

〔担当者〕菅田誠治  

（期 間）平成5年度く1993年度）  

〔内 容〕水平加熱を加えた同軸円筒内の定常波動流  

で，流体粒子を長時間にわたりラグランジュ的に追跡し  

た。そして，追跡粒子の温度変化を調べた。その結果，  

軌跡が示す運動の特徴に基づいて，流れの空間的構造は  

7つの領域に分類できた。それらの領域の遷移を調べる  

ことによって卓越するパターンが見いだされ，波動流中  

の熱輸送は次のような粒子のラグランジュ的領域遷移に  

よって記述できることが分かった。温壁側の境界層領域  

での上昇運動により熱を獲得→上層のジェット額域に入  

り，熱を保持したまま蛇行しつつ容器を約一周→冷壁仰  

の境界層領域に入り，下降運動により熱を放出→下層の  

ジェット領域に入り，熟を保持したまま蛇行しつつ容器  

を約二周→温壁例の境界層領域に戻る。この卓越パター  

ンは，ラグランジュ平均子午面循環が1セル型であるこ  

とを示唆している。  

〔発 表〕f－19  
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研究課題10）大気成分気体の光化学に関する研究  

〔担当者〕緬 金一  

〔期 間〕平成5年度（1993年度）  

〔内 容〕大気成分気体の光化学について，反応に関与  

するラジカルの検出法の開発及び，反応機構やエネル  

ギー移動機構の解明を目的とした。本年度は特に以下に  

述べる研究を行った。（1）大気中で重要なHO2ラジカル  

を酸素分子存在下でのNH。レーザー光分解によって生  

成（NH3＋hLI→H＋NH2，H＋02→rIO2）させ，時間分  

解赤外ダイオードレーザー分光法によって検出を試み  

た。さらにその検出感度を見積もった。（2）Cl2／NO混合  

系における真空紫外光照射による光化学反応，エネル  

ギー移動過程について発光スペクトルの測定を通して 

べた。その結果，真空紫外光を吸収したC12分子（リード  

ベリー状態）からNO分子のE状態への選択的なエネル  

ギー移動が起こっていることが明らかになった。  

〔発 表〕F15，f28，29  

研究課腐13）大気境界層観測用ミー散乱レーザーレー  

ダーの高度化に関する研究  

〔担当者〕松井一郎  

〔期 間〕平成5～6年度（1993～1994年度）  

〔内 容）散乱レーザーレーダーはエアロゾルをトレー  

サーとして，大気汚染現象と密接に関係する大気境界層  

の構造を連続的に観測することができる。したがって，  

レーザーレーダーデータは大気汚染の監視や予測におい  

て非常に有効である。本研究はこのような観測を目的と  

する小型で，安全かつ取扱の容易なレーザーレーダーの  

開発に関する研究を行うとともに，大気汚染現象解明や  

予測に有効に利用する手法を確立すること目的とする。  

平成5年度は，パルスエネルギーが小さく高繰り返しの  

半導体励起固体レーザーを光源とするレーザーレーダー  

を試作し，大気観測を行い，その性能評価を行った。こ  

の結果，この手法によって日に安全かつ維持の容易な  

レーザーレーダーシステムが実現できることが示され  

た。  

〔発 表〕F－23，ト48，49  研究課題11）分光法を用いた化学反応動力学の研究  

〔担当者〕盛島泰正  

〔期 間）平成4～5年度（1992～1993年度）  

〔内 容〕本研究の目的は反応の内部エネ／レギー，衝突  

エネ／レギー，及び電子状態依存性を調べることにより，  

反応の微視的機構を明らかにする点にある。本年度は，  

気相と液相の接点として，あるいは反応の半衝突状態と  

して位置づけられるクラスターについて，クラスター内  

の化学反応一特にクラスター内イオン分子反応一を，光  

イオン化質量分析法を用いて調べた。系としてアンモニ  

アやメタノールクラスターに対■して実験を行いイオン化  

光の波長及びクラスターサイズ依存性について調べた。  

研究課題14）大気微量分子の測定を目的とした長光路  

吸収測定におけるデータ解析手法の基礎的  

研究  

〔担当者〕湊  淳  

〔期 間〕平成4～5年摩（1992～1993年度）  

〔内 容〕レーザー長光路吸収法は，大気微呆分子の最  

も高感度な遠隔計測手法の一つである。本研究では，レ←  

ザー長光路吸収法の測定データの解析手法の最適化に関  

する基礎研究を行った。光パラメトリック発振器等の赤  

外の連続波長可変レーザー光源を用いた場合の，測定波  

長の最適化に関して検討を行い，測定によって得られる  

分子濃度の単位時間当たりの誤差を最小にする波長の決  

定方法を明らかにした。また，大気の高分解能吸収スペ  

クトルモデルを用いたシミュレーションにより，この手  

法の有効性を明らかにした。  

研究課題12）ヘテロダイン分光法を用いた大気微量分  

子のレーザー長光路吸収測定手法の研究  

〔担当者〕杉本伸夫  

〔期 間〕平成4～5年度（1992～1993年度）  

〔内 容〕レーザー長光路吸収法による大気微量分子の  

測定では大気の揺らぎなどの影響を受けにくい分光計測  

手法が要求される。ヘテロダイン検波は赤外領域の微弱  

光の検出技術としてレーザーレーダー等に利用されてい  

るが，大気の揺らぎの影響を受けやすい欠点がある。本  

研究では，複数の波長で同時に測定を行う手法について  

理論的な検討を行った。  

研究課題15）大気中の液滴及び不均一相反応に関する  

研究  

〔担当者〕泉 克幸  

〔期 間〕平成2～6年度（1990～1994年度）  

（内 容〕気相均一反応による汚染質の変質過程はかな  

りよく理解されるようになったが，雲水や粒子状物質が  
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関与する不均一反応過程はまだ解明が進んでいない。本  

研究では高湿度下で液滴化させた湿潤エアロゾルを雲  

水・雨滴の代わりに用い，大気汚染質の不均一相反応過  

程を調べる。前年度に引き続き，海塩エアロゾル中の  

SO2の酸化過程を調べるため，NaClエアロゾルから発  

生させた湿潤エアロゾ）L／を用い，SO2濃度を100ppm程  

度にした高濃度実験を行った。その結果，硫酸の生成量  

はClarkeらの報告に比べ，はるかに少ないことが確認  

された。また，類似条件下でのビーカー実験も行われ，  

湿潤エアロゾルを用いた場合と同様な結果が得られた。  

エアロゾル濃度と試験的に得られたCH小CO2濃度の変  

動を検討したところこれら濃度の間に良い相関が見られ  

波照間ステーションでベイスライ大気の測定が可能であ  

ることが分かった。  

研究課題18）4次元データ同化手法のメソαスケー  

ル気象モデルヘの応用  

〔担当者〕鵜野伊津志  

〔期 間〕平成5年度（1993年度）  

〔内 容〕数百kmから二千km程度（メソαスケール  

と言われる）大気の流れをシミュレートする気象モデル  

は，我が国内の大気汚染物質の移流・拡散に重要である  

のみならず，多国間の越境大気汚染の問題解明にも重要  

な役割を占める。本研究では，静力学的平衡・プシネス  

ク近似の数値予報気象モデルをベースとした4次元デー  

タ同化（FDDA）モジュールを開発した。特に，本手法  

により，気圧傾度力，地衡風の時間変化，水蒸気の変化  

を外部条件としてメソαスケール気象モデ／レヘ取り込  

み，数値計算の時間スケールと計算領域を拡大と発展さ  

せるとともに，計算結果の定量的評価を行った。   

評価のヌ寸象は大規模立体観測データベースの利用可能  

な南関東地域を中心とし，FDDAの有無によるモデルの  

予報精度とその最適化の検討，時間スケールの上限等を  

観測データをもとに定量的な評価を行った。また，FDDA  

手法適用の問題点についても検討を加えた。  

〔発 表〕f11  

研究課題16）反応性大気微量成分の動態に係わる生  

成・変換過程の研究  

〔担当者〕酒巻史郎  

〔期 間〕平成5～9年度（1993～1997年度）  

【内 容〕対流圏大気中の反応性気体である炭化水素の  

測定データを解析し，その発生源分布の推定と発生源に  

おける各炭化水素の放出量比について検討した。また，  

炭化水素の液相から大気への自然発生量評価のために液  

相に溶解している炭化水素の測定方法について検討し，  

ヘリウムガスによるパージ・アンド・トラップ方式の溶  

存炭化水素測定システムを試作した。  

〔発 表〕f－18  

研究課題17）大気中の微量化学成分の長期観測に関す  

る研究  

〔担当者〕内山政弘  

〔期 間〕平成2～6年度（1990～1994年度）  

〔内 容〕地球環境研究に必須であるバックグラウンド  

地域での長期観測を実施する際の問題点の一つは観測業  

務にかかわる人員の確保が困難な点にある。そこで，遠  

隔地の無人・観測ステーションでの使用を目的として，  

既存の分析機器の自動化および電話回線を利用したリ  

モートコントロールシステムの開発を行っている。この  

目的に沿って制作した大気中のCO2（非分散赤外）及び  

CH4（GC－FID）測定システムを実際に波照間モニタリン  

グステーションに設置して試験的な測定を開始した。メ  

タン計については電話回線を利用して環境研からガスタ  

ロマトグラフの設定条件の変更，起動，停止，及び標準  

試料一大気試料導入のタイミングの変更が可能となっ  

た。また測定中での環境研へのデータの送信の評価を  

行った。波照間ステーションで既に稼働しているラドン，  

研究課題19）高緯度におけるロスピー波の力学に関す  

る理論的研究  

〔担当者〕花崎秀史  

〔期 間〕平成5年度（1993年度）  

〔内 容〕大気や海洋の全球規模の流れを支配するの  

が，地球の自転により生じるロスピー波である。ロスピー  

波の理論は，従来，コリオリカの効果をβ平面近似と呼  

ばれる近似で取り込んできた。しかし，高緯度では，β平  

面近似で無視した高次の曲面効果が重要となる。本研究  

では，♂曲面効果をロスピー波の理論に導入し，（1）大規  

模山岳などの地形による線形及び非線形ロスピー波の励  

起とその伝播の時間発展を記述する理論を導出した。（2）  

種々の東西風速の緯度分布に対して波形の時間発展を求  

めた。（3）その結果を，高緯度特有の現象である高気圧  

のブロッキング（停滞）に適用し，従来の理論との定量  
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的な違いを明らかにした。  長光路吸収測定に有効であることが示された。  

（発 表〕ト22，24  

研究課題 20）人工衛星を利用した能動的大気リモート  

センシングのための新しいヘテロダイン吸  

収分光測定手法の研究  

〔担当者〕杉本伸夫・湊  淳  

〔期 間〕平成5年度（1993年度）  

〔内 容〕人工衛星を利用した大気微量分子のレーザー  

長光路吸収測定やレーザーレーダー測定を目的とする新  

しいヘテロダイン分光測定手法の基礎的研究を行った。  

この手法は波長幅の広いパルスレーザーを光源とし，広  

帯域のヘテロダイン分光法により測定対象分子のスペク  

トルを瞬時に測定するものである。本研究では，この測  

定手法の原理および応用に関する理論的研究を行うとと  

もに，測定原理の実験的検証を行った。実験では，単一  

周波数HeNeレーザーをEOモジュレーターで切り出  

したパルスを用い，マイケルソン干渉計を模擬的測定対  

象として，そのスペクトルの測定を行った。この結果，  

理論通りにレーザーのスペクトル幅内の測定対象の吸収  

スペクトルが測定できることが検証された。一方，この  

測定手法を実大気中の微量分子の測定に応用するための′  

理論的な検討を行った。その結果，測定の帯域が数GHz  

に拡張されれば実大気中の微量分子の赤外領域における  

研究課題 21）波長可変レーザーを用いた地上衛星間  

レーザー長光路吸収測定の最適化に関する  

研究  

〔担当者〕湊  淳，杉本伸夫  

〔期 間〕平成5年度（1993年度）  

〔内 容〕地上衛星間レーザー長光路吸収測定は，地上  

一衛星間でレーザー光を伝搬させ，吸収スペクトルを測  

定することにより，光路上のオゾン，メタン等の大気微  

量分子の濃度を高精度で測定する方法である。本研究で  

は，レーザー光源に波長可変レーザーを用いた場合の地  

上衛星間レーザー長光路吸収測定の最適化に関する研究  

を行った。HITRANデータベースに含まれるすべての  

分子について500～10000cm1の波長範囲において  

0．001cm】の波長間隔で鉛直方向の大気の吸収スペク  

トルを計算し，濃度の高度分布測定及びカラム濃度測定  

の可能性の調査を行った。この結果，各分子の最適な測  

定波長範囲，及び現実的システムにより期待される測定  

精度を明らかにした。  

〔発 表〕f－56，57  
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2．3，7 水土壌圏環境部  

研究課題1）霞ヶ浦の環境に関する基礎的研究  

〔担当者〕柏崎守弘  

〔期 間〕平成4～7年度（1992～1995年度）  

〔内 容〕霞ヶ涌の水質浄化を目的として，本年度は  

霞ヶ浦浄化センターにおいてカラーチルドシナという植  

物を用いた水耕栽培による水質浄化実験を行った。水路  

は2本作成し，片方には下水処理放流水を毎分6Jづつ  

掛け流し，他方には滞留時間を10日に設定したタンクを  

通過後の放流水を掛け流した。両水路の水質変化を調べ  

た。カラーは冬期には雪や霜の影響で叫郡枯死したが，  

100C以上の水温ではよく生育し，放流水中の窒素をよく  

除去した。カラーを植栽した水路では，滞留時間2時間  

程匿で約3mg／Jの窒素を除去する能力を示した。リン  

も同様に濃度が低下した。タンクを併設することによっ  

て除去能はかなり向上した。  

〔発 表〕G2，5，g2  

研究課題 3）水環境中における環境汚染物実の挙動に  

関する基礎的研究  

（担当者）矢木修身・内山裕夫・岩崎→弘書1  

（＊1地域環境研究グループ）  

（期 間〕平成2～6年度（1990～1994年度）  

〔内 容〕テトラクロロエチレン（PCE）の土壌への吸  

脱着について検討を加えた。PCEの土壌への吸着は土壌  

の有機物含量により大きな影響を受けた。吸着平衡は24  

時間でほぼ達成された。また，PCEの吸脱着反応は  

Freundrichの吸着等温式で表示された。PCEの土壌へ  

の吸脱着特性は，トリクロロエチレン（TCE）に類似し  

ていた。   

TCE及び1，1，トトリタロロエタン（TCA）で汚染し  

た土壌・地下水環境を微生物を用いて環境修復するバイ  

オレメディエーション技術の基礎的検討を行った。汚染  

土壌よりTCA分解菌の検索を行ったところ，エタン資  

化性のTCA分解細菌が2株分離できた。TCAを唯一の  

炭素源として増殖できないが，エタン共存下で60ppm  

のTCAを分解することができた。  

〔発 表〕G－11，12，36～38，G41，g－41，42，44，45  

研究課題 2）湖沼における藻類増殖促進および抑制物  

質の解明に関する研究  

〔担当者〕矢木修身・富岡典子・内山裕未  

〔期 間〕平成2～6年度（1990～1994年度）  

〔内 容〕霞ヶ浦湖心および高浜入りにおいて，優占藻  

類の変遷を調べると共に藻類増殖の制限物質について検  

討を加えた。湖心における優占種は7月は．0ぶCfJ払わrは  

および月わ用品旅仰，8月はA那血㍑削，9月は〟オ  

CrOCyStis，10月はMicrocyslis，Oscillatoria，Merosila，  

11月は05C才JJαわ膏dおよびf翫関前九仰で月によりか  

なり変化した。湖心の制限栄養物質は使用藻類により異  

なり0ざC7JJαわγ∽ではリン，窒素であるのに対し〟オー  

c和¢5ぬ，A刀α∂αg彿αおよび月毎椚循ば転用ではリン，窒素  

以外にキレート物質の存在が増殖に必要であった。霞ケ  

浦の底泥から腐植物質を分離した。腐植物質はキレート  

物質と同様な作用を示した。   

霞ヶ浦から分離し，無菌化したカビ臭を生成する  

月な0〃湘オdオ〝肌Jβ〃〟g郁一1株，および0∫Cざ／わわナⅦJg〃〟ざs  

を用いて温度，照度の増殖およびカビ臭生成に及ぼす影  

響について検討を加えた。カビ臭物質はガズクロマト分  
析によりいずれの藻においても，2一メチルイソボルネ  

オール（2－MIB）と同定された。Cし ね椚ぬの増殖には  

300C，5001uxが最適であり，2MIBが生成された。  

〔発 表〕G－39，40，43，b11，g43，46，47  

研究課題 4）水環境中における界面活性剤の挙動に関  

する研究  

〔担当者〕矢木修身・冨岡典子・内山裕夫・稲葉一穂＊1  

（＋1地域環境研究グループ）  

〔期 間〕平成4～6年度（1992～1994年度）  

（内 容〕霞ヶ浦から分離した腑伽叩祓s 郎準面撒  

K－5，A乃αあαe柁αゆiγD∫dβ5KS－1，05CゴJJdわ宛α如ブイすsKS  

1，月わⅢ正敏備り∽灘KS1株を用しゝてポリオキシュチ  

レンラウリルエーテル（POE）の増殖に及ぼす影響につ  

いて検討を加えた。POEのA．頭れ流転KS－1，0．紋服ぬ  

KS－1および♪．ねm照 KS－1株の比増殖速度に対する  

50％阻害濃度（EC5。）は，3．5，12．0，7．2mg／Jであっ  

た。M・aeruginosaK－5は，50mg／lでも比増殖速度の  

低下は認められなかった。POEのEC5。は，いずれの藻  

類に対してLASよりも高い値であった。LASの場合と  

同様にA那血拡削が4種の藻類の中では最も影響を受  

けやすかった。  

研究課題 5）耕地や芝地からの農薬の流出過程に関す  

る研究  

〔担当者〕海老瀬潜一・井上隆信  
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研究課題 7）衛星リモートセンシングによる蒸発量の  

広域測定手法の開発に関する研究  

〔担当者〕宇都宮陽二朗・藤沼康芙＊1  

（■1生物圏環境部）  

〔期 間）平成2～5年度（1990～1993年度）  

〔内 容〕時間変化の著しい環境事象の解明には広域・  

同時の情報を取得するリモートセンシングが不可欠であ  

る。本年度は，広域蒸発量の衛星リモートセンシング手  

法の開発のためのNOAAデータの処理システムを構築  

した。  

〔発 表〕G－14  

〔期 間）平成2～6年度（1990～1994年度）  

【内 容〕今年度も前年に引き続き恋瀬川およぴその支  

川で4月下旬から水田散布農薬の流出負荷量の詳密調査  

を降雨時流出調査も含めて実施した他，水田における濃  

度変化調査を実施した。水田の濃度変化は，農薬の特性  

によって異なり，水溶解度の高いBPMCは検出期間が  

短かったが，土壌吸着性の高いIBPは長期間検出され  

た。散布後の河川での農薬濃度の縫目変化は，排出源た  

る水田における散布後の時間経過による濃度減少と，降  

雨時流出による流出量に大きく支配されることが明らか  

となった。また，降雨時の濃度変化は，散布後の当該降  

雨までの期間や先行降雨の規模と時期等によって当喜亥降  

雨の初期条件が規定され，当該降雨の規模・降雨強度等  

がdrivingforceとなって決まるものと推定できた。さら  

に，農薬の種類による流出パターンの違いは，農薬の分  

解・吸着特性，散布時期の集中度，散布回数が大きく影  

響していることも調査結果から推定できた。  

〔発 表〕K－36，43，G21，g8，9，22，23  

研究課題 8）リモートセンシング及び地理情報システ  

ムによる水文・土壌等の環境解析に関する  

研究  

〔担当者〕宇都宮陽二朗・藤沼康実－1  

（■1生物圏環境部）  

〔期 間〕平成2～5年度（1990～1993年度）  

（内 容〕環境事象（水質及び地表温度，土壌水分，土  

地利用など）は時間変化が著しく，その解明には短期間  

で広域・同時の情報を取得するリモートセンシングの手  

法が不可欠である。本年度は，広域・大量腎報を含む  

NOAA衛星による地球観測データをもとに地表温度及  

び気温の推定モデルの開発と図化表示システムを開発し  

た。また，地理空間／環境観に関する基礎情報を調査する  

とともに地理情報に係る博物館事業への協力と土壌水分  

のリモートセンシング及び地理情報システムに関する書  

籍の訳出などを行った。なお，実験圃場における微気象  

観測を継続した。  

〔発 表〕G14，15，g－12～19  

研究課題 6）河川流下過程の水質変化と河床付着生物  

膜の関係についての研究  

〔担当者〕海老瀬潜一・井上隆信  

〔期 間〕昭和62年度～平成5年度（1987～1993年度）  

〔内 容〕（1ト洞沼川での調査結果をもとに作成した  

河床付着生物膜現存量変化モデル式を用い，川幅10m，  

河床が礫である比率が0．5，距離10kmのモデル区間で  

の栄養塩の変化をシミュレートした結果，年間平均で，  

溶存態の窒素で0．6％，リンで6．7％が河床付着生物膜に  

取り込まれて一時貯留され，流量増大暗に懸濁態として  

流出していることとなった。河床付着生物膜の増加量は  

水温の高い低流菜時に大きいので，この時期の生物膜に  

よる河川水中の箔存態栄養塩の取り込み量はさらに大き  

くなる。   

（2）降雨に伴う流量増大時の河川水中のChl－α濃  

度の変化は，前回の流量増大暗からの日数が長いと上昇  

し，短いと低‾Fする傾向が観測された。河川水中のChl」（7  

には流域内の停滞水域で増殖した藻類も含まれるが，流  

量安定時に増殖した河床付着藻類が降雨に伴う韓量増大  

時に剥離流出するとしたモデル式と河川水中のChl－〟  

濃度変化は一致した。  

〔発 表〕G6，7，g6，7  

研究課題 9）自然水系中における溶存フミン物質に関  

する研究  

〔担当者〕今井章雄  

〔期 間〕平成5～8年度（1993～1996年度）  

〔内 容〕湖水からのフミン物質抽出・精製法及び濃度  

測定法として，ⅩAD8（非イオン性マクロポーラス）樹  

脂吸着法を確立した。この方法を霞ヶ滴湖水に適用した  

ところ，霞ヶ満潮水中の溶存フミン物質濃度は約1mg／J  

（DOCとして）程度であり，湖水有機物の約16～30％を  

占めた。溶存フミン物質はフミン酸（高分子分画）とフ  

ルボ酸（低分子分画）より成る。霞ヶ涌湖水においては，  
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低分子フミン物質，フルボ酸が溶存フミン物質の約90％  

を占め卓越していることが明らかとなった。  

258Cの暗所で20週間培養した。その結果，（》砂壌土では  

細毛管孔隙（15過生残）の方が粗毛管孔隙（10週生残）  

よりも生残性が高いが，軽埴土では粗毛管孔隙での生残  

性が高まり綿毛管孔隙（12過生残）でのそれに接近して  

くること，②化学肥料の連用は，砂壌土の両孔隙での生  

残性（4または5過生残）を大きく低下するが，軽埴土の  

両孔隙での生残性を殆ど低下しないこと，（診稲わら堆肥  

の連用は，化学肥料連用の場合と比較すると，砂壌土で  

は両孔隙での生残性（8または10週生残）を著しく高め  

ることなどが認められた。  

〔発 表〕G－35  

研究課庵10）浸透ユニットプロセスによる都市域での  

雨水流出制御に関する研究  

〔担当者〕原田茂樹・海老瀬潜一  

〔期 間〕平成3～5年度（1991～1993年度）  

〔内 容〕透水性アスファルト・礫層・排水管によって  

構成される浸透ユニットプロセスによる雨水流出抑制効  

果について，前年度に引き続き検討を行った。（1）排水  

による貯留能力の向上と雨水流出強度の低減の機構を二  

次元数値モデルで表した。（2）数値モデルに東京都の計  

画降雨波形を適用し，浸透ユニットプロセスの構造設計  

についての知見を得た。（3）流出抑制効果を初期流出遅  

延，ピーク流出遅延，ピーク強度低減，総流出低減の4つ  

の指標で表し，個々に統計的な解析を行った。  

〔発 表〕a98  

研究課題13）土壌中における重金属の挙動と生物影響  

に関する研究  

〔担当者〕服部浩之  

〔期 間）平成5～7年度（1993～1995年度）  

〔内 容〕土壌中の重金属が生物活性に影響を及ぼす場  

合，量よりもその形態が重要である。土壌中での重金属  

の形態変化を明らかにするため，無機塩の形態で土壌に  

添加した重金属の形態を追跡した。クロム，鉛は添加直  

後でも水溶性の形態のものはほとんど検出されなかっ  

た。ニッケル，カドミウム，亜鉛，鋼は添加直後に水溶  

性の形態のものが検出されたが，時間の経過とともに減  

少し，4週後には1／5～1／10まで減少した。塩化かレンウ  

ムで抽出される交換性の金属も，いずれの金属でも4週  

間で約1／2～1／10に減少した。一方，比較的難溶性の重  

金属量は増加した。  

研究課題11）土壌中における無機汚染物質の挙動に関  

する研究  

〔担当者〕高松武次郎・土井妙子  

〔期 間〕平成3～7年度’（1991～1995年度）  

〔内 容）既に確立した金属元素の全分析法ヒ形態分別  

定量法を琵琶湖のフェロマンガン酸化物試料に適用し  

た。その結果，Ba，Ni，Cs，Sr，Coなどはマンガン酸  

化物相に，P，B，Asなどのアニオン性元素は鉄酸化物相  

に蓄積していることが明らかとなった。また，イオウの  

形態分析法を用いて琵琶湖底質の腐植物質を分析した結  

果，還元層でイオウ，特に炭素鎖結合イオウが富化され  

ていること，そのイオウは硫酸還元ではなく，生物遺骸  

の分解に起因するものであることが明らかとなった。  

研究課題14）降水・大気中の天然放射性核種の挙動に  

関する研究  

〔担当者〕土井妙子  

（期 間）平成5～7年（1993～1995年度）  

〔内 容）大気中の7Beと21DPb濃度を測定した。大気  

中の両核種濃度は各々0．2～0．8mBq／m3と1～6  

mBq／m3の範囲であった。21OPb濃度の季節変化は7Ⅰ∋e  

濃度の季節変化と類似し，春季と秋季に高濃度を示す「二  

山型」で，同期間に筑波山山頂で測定した大気中のオゾ  

ン濃度の季節変化とも類似していた。このため，筑波山  

山頂のオゾンは，主に成層圏を起源とする7Beの季節変  

化との類似から，成層圏起源のオゾンの割合が多いと考  

えられる。一方，21DPbは表層大気中の222Rnの一部分  

が，大気中を上に拡散して低層成層圏で21DPbとなり，こ  

研究課題12）土壌中における微生物の挙動に関する研  

究  

〔担当者〕向井 哲・服部浩之  

〔期 間〕平成3～7年度（1991／、、／1995年度）  

〔内 容〕土壌孔隙に着目して，BHC分解菌の土壌中  

における生残性およびそれに及ぼす施肥来歴の影響を調  

べた。106セル／g乾土オーダーの菌を土壌の粗毛管孔隙  

（平均直径：3～48〟m），細毛管孔隙（同：0．19～3／‘m）  

に入るような方法で添加し，土壌水分量を砂壌土で最大  

容水量の83～88％，軽埴土で同91～93％に調整した後，  
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れが春季や秋季の圏界面のブレークを通って，7Beと共  

に対流圏に降下してくると考えた。1991年の冬季から  

1992年5月に，210Pb濃度と210Pb／7Be放射能比の一時  

的な増加が観測された。これはフィリピン，ピナツポ火  

山の1991年6月の噴火に由来する210Pbフォー／レアウ  

トの一部分による可能性が考えられる。  

〔発 表）G－26，g－26～28  

越市に設置し，観測を行った。  

〔発 表〕g35  

研究課題18）割れ目性岩盤内の地下水の流動特性  

〔担当者〕木村 強・陶野郁雄  

〔期 間〕平成4～8年度（1992～1996年度）  

〔内 容〕岩盤中には多くの割れ目が存在しており，地  

下水の流動はこの割れ目の性質に支配される。本年度は，  

弾性波の振幅減衰に注目することによって割れ目の接触  

状態を調べる手法を開発した。従来の接触面積を求める  

方法としては，感圧シートを挿入する方法や樹脂を注入  

する方法があったが，これらは垂直荷重の増大に伴う接  

触面積の変化を連続的にモニターすることができなかっ  

た。これに対して，本方法では垂直荷重をゼロまで除荷  

することなく接触面積が推定できることに最大の特徴が  

ある。人工的に作成した引張り性割れ目を用いて本方法  

の妥当性を検討したところ，割れ目両面のかみ合わせに  

よって接触面積が異なること，また垂直荷重の依存性に  

ついても従来と矛盾のない結果が得られた。  

研究課題15）地理情報システム（GIS）を用いた土壌分  

布特性の把捉  

〔担当者〕恒川篤史・安岡善文■1  

（■1社会環境システム部）  

〔期 間〕平成2～6年度（1990～1994年度）  

【内 容〕前年度に引き続き，地理情報の図化および解  

析のために，パーソナルコンピュータをペースとした小  

規模な地理情報システムを一部開発した。環境庁の作成  

した全国植生データを利用して，日本全国の植生タイプ  

を気象条件で説明するモデルを作成した。手法としては，  

ロジットモデルとファジーモデルの両者を試みた。また，  

細密数値情報を利用して土地利用混在を定量化する手法  

を開発したが，本年度はベクトルデータを用いた土地利  

用混在の定量化手法について検討を行った。  

研究課題19）霞ヶ浦の環境変化に伴う水質・生物相変  

動に関する研究  

〔担当者〕海老瀬潜一・相崎守弘・岩熊敏夫●1・  

高村典子書1・春日清一★2・福島武彦＊2・  

稲葉一穂■2・花里孝幸＊2・河合崇欣＊3・  

野尻幸宏－3  

（＊1生物圏環境部，■2地域環境研究グループ，  

■3地球環境研究グループ）  

〔期 間〕平成4～8年度（1992～1996年度）  

〔内 容〕利根川・那珂川からの導水事業と農業用水，  

工業用水及び水道用水等の利水事業，霞ヶ浦流域下水道  

事業の進展等の環境変化に対し，霞ヶ浦（西浦）湖水水  

質と生物相がどのように変化するかの観測を継続してい  

る。導水がまだ始まっていない状態下の湖内10地点で，  

毎月1回の定期的な調査を実施し，一般項目，主要陽・  

陰イオン，微量重金属元素，栄養塩（全リン，オルソリ  

ン，全窒素，アンモニア，亜硝酸，硝酸），COD，TOCの  

濃度を測定し，細菌，嘩物・動物プランクトン，底生動  

物，魚類の現存量と種組成を調べた。メタンの生成フラッ  

クスも測定した。1993年の夏季は降雨の日が多く，低温，  

日照不足の異常な気象状況となり，アオコの発生は少な  

かった。帰化魚類の調査を実施し，ブルーギル，オオク  

研究課題16）繰返し応力を受けた粘性土の圧縮性状に  

関する研究  

〔担当者）陶野郁雄・木村 強  

〔期 間）平成元年～5年度（1989～1993年度）  

〔内 容〕地下水位が季節的に変動する地域の地盤沈下  

は，単に沈下量が大きいだけでなく，長期間にわたって  

進行する特徴がある。そこで，いままで行ってきた不か  

く乱土試料の標準圧密試験と繰返し圧密試験の結果を整  

理し，地盤沈下機構の考察を行った。  

研究課題17）地盤沈下観測システムの開発と観測に関  

する研究  

〔担当者）陶野郁雄・木村 強  

（期、間）平成3～5年度（1991～1993年度）  

〔内 容〕佐賀県有明町で行っている観測装置を用いて  

経常的な観測を続け，データの蓄積をはかり，その観測  

データを分析し，装置の測定精度，長期安定性等の検証  

を行った。また，現在のシステムを手軽に持ち運びでき  

るようにさらに簡便化させた。その観測装置を新潟県上  
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研究課題 22）溶存フミン物質の藻類増殖に及ばす影響  

〔手旦当者〕今井章雄  

〔期 間〕平成5年度（1993年度）  

〔内■容〕霞ヶ浦優占藍藻類が鉄制限状態において，鉄  

を特異的に錯化し体内に取り込む役割を担うシデロフォ  

アと呼ばれるキレート物質を放出するか，フラスコレベ  

ル培養実験により確かめた。霞ヶ浦の水の華より分離し  

たMtcroqsめflosaquaeは鉄制限下において，ヒドロ  

キサム懐タイプのシデロフォアを放出し増殖を維持する  

ことが確認された。   

溶存フミン物質の藻類増殖に与える影響を把握するた  

めに，霞ヶ浦湖水から抽出したフルポ酸（低分子分画）  

を培地に添加し，M，flosaquaeの無菌的培養実験を  

行った。鉄制限下及び鉄非制限下のどちらの条件におい  

ても，〟．flos－aquae増殖は著しく抑制された。添加フ  

ルポ酸濃度は霞ヶ滴湖水中のフルボ酸濃度に匹敵し，こ  

の結果は何故フ／レポ酸の抑制効果が霞ヶ浦では顕著では  

ないのかという新たな問題点を提起した。  

チバスに加えて，南米産のペヘレイの増加が明かとなっ  

た。1990～1992年の調査データを，過去17年間の経年変  

化グラフとともに示した調査資料集をE「J刷し，公表した。  

〔発 表〕K108，G17，23  

研究課題 20）地盤沈下地域の地盤調査  

〔担当者〕陶野郁雄・木村 強  

〔期 間〕平成2～12年度（1990～2000年度）  

〔内 容〕著しい地盤沈下地域の地盤構成および地下水  

の実態を把捉する目的でポーリングを行う調査である。  

この調査は隔年で行うため，本年度はポーリング調査を  

実施しておらず，過去の調査結果の整理を行った。  

〔発 表〕G－29  

研究課題 21）微生物のセシウム蓄積機構の解明に関す  

る研究  

〔担当者〕冨岡典子  

〔期 間〕平成5年度（1993年度）  

〔内 容〕これまでの研究の結果，セシウム蓄積菌  

斤んodococc〝5叩′んγ坤OJぬCS98によるセシウムの蓄積  

が培地へのカリウム添加によって阻害されることが明ら  

かになった。そこで本年度はカリウムによるセシウムの  

取り込み阻害について，その機構の解明，ならびにカリ  

ウムによってセシウムの取り込みを阻害されない変異株  

の取得を目的として研究を行った。その結果，カリウム  

によるセシウム取り込み阻害は括抗阻害であることが明  

らかとなり，セシウムとカリウムは同一の経路で菌体内  

に取り込まれていることが示唆された。さらに化学変異  

剤（NTG）を用いて変異原処理した菌体について変異株  

刀選抜を行い，変異株HCSl，rICS2株を取得した。  

HCSl，HCS2株を環境濃度のセシウム（0．17nM）及び  

高濃度（1mM）のカリウムが存在する条件下で培養した  

場合，CS98株の8倍及び10倍の濃縮係数を示した。  

〔発 表〕g36  

研究課題 23）土壌中での重金属の移動機構に関する研  

究  

〔担当者〕服部浩之  

〔期 間〕平成5年度（1993年度）  

〔内 容〕土壌に施用された汚泥中の重金属の溶出，移  

動について検討した。汚泥からの重金属の溶出はpHの  

影響を受け，亜鉛はpH5．5以下，嗣は4以下で溶出量が  

大きく増加した。汚泥を施用した土壌でも同様の結果が  

得られ，土壌の陽イオン交換容量等の性質の影響は小さ  

かった。汚泥施用後10年経過した土壌でも同様の結果が  

得られ，施用後長期間経過した土壌でも重金属は土壌に  

強く固定されないことが示唆された。各種土壌を用いた  

カラム試験でも，亜鉛の溶出量は土壌pHと最も高い相  

関がみられた。また，土壌中での重金属の移動速度，移  

動量を明らかにするため，汚泥を施用した大型ライン  

メーターでの重金属の垂直分布を経時的に調べた。  
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2．3．8 生物圏環境部  

研究課題1）植物による大気環境評価手法の開発に関  

する研究－FAC法の検討－  

〔担当者〕清水英幸・藤沼康実  

〔期 間〕平成4～5年度（1992～1993年度）  

〔内 容〕大気汚染の植物影響を把握し，また，植物反  

応から大気環境を評価するため，フィルタードエアー  

チャンバー（FAC）を開発・改良し，その実用性を検討  

した。   

（1）FAC内での植物栽培用液耕装置を開発し，また  

前年度に開発したFACに改良を加えた。FAC内の植物  

管理が簡便になり，室内・野外で実用化に有効であった。   

（2）ハッカダイコン，アサガオ，ポプラを入れた  

FACを環境制御室内で4時間／日，0．07ppmオゾン  

（0。）に暴露した。浄化区と比較し，非浄化区では可視障  

害発現，乾物生長抑制が認められた。また，両区間でポ  

プラの落葉率は顕著に異なり，評価指標として有効で  

あった。   

（3）FAC法の野外実証試験を5～8月に行った。  

0．07ppm4時間の0。添加実験で，可視障害・生育抑制が  

認められた。   

以上より，本研究で開発したFAC法による野外レベ  

ルの大気汚染環境評価の有効性が示された。  

〔発 表〕rl－27，28  

日本産の2株はC．g轡椚gわぶと同定さた。また，UTEX  

lO32・“C．oJ∫ぴオgわ”は同定ミスであることが判明した。   

福島県より採取したの泥より分離・クローン培養した  

単細胞緑藻類のC柚郡卵液㈹の形態と有性生殖を培  

養条件下で詳細に観察した。本藻の栄養細胞は両端が鋭  

く突出せず，収縮胞が細胞表面に散在する点はC．邸γわ飾  

と類似するが，葉緑体の形態が異なるので新種と考えら  

れる。有性生殖はホモタリッタあり，親の細胞壁の中で  

細かく分裂した原形質体は2本のベン毛を生じた後，隣  

同士の2個で細胞質融合をして，4ベン毛の動接合子と  

なる。勤接合子は親の細胞壁から放出され，不動接合子  

に発達する。接合子発芽時には4個の等長2ペン毛型の  

発芽細胞が接合子の壁より放出される。今回のような，  

配偶子が放出されないで親の細胞壁の中で接合する有性  

生殖（ペドガミー）は緑藻類では今までにほとんどど報  

告がないものと思われる。  

〔発 表）H36～39，46，47～50，h－26～30，37～39  

研究課題 3）海域および湖沼におけるマイクロビアル  

ループに関する基礎的研究  

〔担当者〕高村典子・渡辺 信・野崎久義  

‘〔期 間〕平成5～8年度（1993～1996年度）  

〔内 容〕まず，初年度は成層する中栄養湖（長野県野  

尻湖）で，ベン毛藻およびベン毛虫の垂直分布の季節変  

化を調べた。葉緑体を持つベン毛藻はいずれの時期も水  

深10m以浅の有効層で多く，2000～8000細胞／mJ存在  

した。季節的には7月，9月，11月に多かった。ベン毛  

虫の垂直分布はベン毛藻に比べ真直に均一で，全層1000  

細胞／m／前後であった。しかし8月のみ表層で6000細  

胞／mJになりベン毛藻の分布パターンとはかなり異  

なっていた。  

研究課題 2）遺伝子資源としての環境微生物の保存と  

機能評価に関する研究  

〔担当者〕渡辺 信・高村典子・野崎久義・広木幹也  

〔期 間〕平成2～5年度（1990～1993年度）  

（内 容〕単細胞緑藻類のG∽励磁の系統微生物棟  

（NIES）に保存されている4株と最近採取された日本  

産の2株及びテキサス大学（UTEX）の藻類カルチャー  

コレクションの保存株5株，合計11株の正確な種レベル  

の同定を走査型と透過型の電子顕微鏡をも用いた比較形  

態学的研究を基に実施した。その結果，新しい種レベル  

の分類基準を見いだすことができ，これらの株は4種に  

識別された。NIESでC．才〃〃e朽〟と同定されていた4株  

中2株は新種と判明した。本新種は茨城県から採集され  

ており，先があまり突出していない十字形のパピラ（ベ  

ン毛の根元の細胞壁の隆起）と球形の細胞をもつことで  

他の今までに記載された種と識別される。原記載の材料  

を起源としているUTEX233との形態的類似性により，  

研究課題 4）土壌有機物分解についての酵素学的測定  

手法に関する研究  

〔担当者〕広木幹也・渡辺 信  

〔期 間〕平成5～8年度（1993～1996年度）  

〔内 容〕土壌に供給される有機物源である植物遺体の  

主要な構成成分の一つであるセルロースを分解する酵素  

晴性に注目し，土壌中の有機物分解活性を評価する事を  

目的としている。国内3ヵ所の重金属汚染地域から採取  

した28点の土壌についてそのエキソセルラーゼ活性と  

重金属含量などとの関係を検討した。その結果，高濃度  
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銅汚染地域においては土壌中の炭素含量とユキソセル  

ラーゼ活性の間には正の相関関係が認められたが，土壌  

中の重金属含量とユキソセルラーゼ活性の間には負の相  

関関係が認められた。カドミウム汚染地域（2地域）にお  

いては，土壌中の重金属含量とユキソセルラーゼ活性の  

間に有意な相関関係は認められなかった。以上の結果は，  

高濃度の鋼で汚染された土壌では土壌中の有機物分解が  

汚染により阻害される事を示唆している。  

〔発 表〕H－44  

た。昨年末に工事が完了した，下流からみてコンクリー  

ト三面張り（A），練り素石積み（B）および捨て石透水  

型（C）の異なる工法で行われた砂防流路工が約300mの  

間に連続する筑波山麓のある渓流において底生生物相を  

調べた結果，A8（4），B8（5），C19（18）種類が生息  

しており，その上流の自然の渓流（D）では26（23）種  

類が確認された く括弧内はユスリカを除く種数）。なお，  

Dとの共通種はA2種，B4種，C14種であった。河床  

が砂と轢から成るCでは，通水約1月後にもかかわら  

ず，流下によると推定される生物相の急速な回復が認め  

られたが，河床がコンクリートで固められたその下流の  

A，Bではユスリカなどの極めて限られた種しか生息し  

ていなかった。生物の生息する自然環境に配慮した砂防  

工事の工法の改良・評価に，河床形態を直接反映する底  

生生物相の調査は有効と考えられる。  

研究課題 5）淡水生物群集における食物網と生物間相  

互作用  

〔担当者〕岩熊敏夫  

〔期 間〕平成5～8年度（1993～1996年度）  

〔内 容〕淡水生物群集の中で，無脊椎動物の捕食者が  

どのような生態的役割を果たしているかを明らかにする  

ため，肉食性底生動物とされているユスリカ科カユスリ  

カ亜科の幼虫の食性を調べた。   

宮床湿原の浅い泥炭地沼に高密度で生息するfシロー  

沈成描闘政所椚ぬ幼虫が食べている個別ま，他種のユス  

リカの3令までの幼虫か同種の2令幼虫までであった。  
閉となっているユスリカ幼虫の頭幅は，PγDCgβdざ揖4令  

幼虫の場合77～230／‘m，3令幼虫の場合に75～140／‘m  

であった。   

肪㍍ゆ由匝属は山地河川の緩流部に出現する。ロシ  

ア極東部のケドロバヤ自然保護区の河川から得られた4  

令幼虫44個体について消化管内容物を調べた。画幅350  

〃mまでの－ユスリカ幼虫，水生昆虫，ミズダニなどを捕食  

していた。PγOCわ血5が他のユスリカ幼虫を背後からの  

′、捕食していたのに対し，〟αCγ坤gわpねでは背後からよ  

りも，正面から捕食している例が多かった。   

9月に浅い湖沼の中国湖北省の東湖および漸江省の西  

湖で底生動物の採取を行ったが，いずれの湖沼もPro一  

読感触が優占していた。  

〔発 表〕H4，5，6，h1，3  

研究課題 7）環境ストレスが移行帯植物群落に及ばす  

影響に関する基礎研究  

〔担当者〕野原精一  

〔期 間〕平成5～8年度（1993～1996年度）  

〔内 容〕8月に霞ヶ浦において絶滅危倶植物であるア  

サザの生育状況とその環境を調べた。アサザ群落ヒ数百  

m離れた植生のない場所で水位変動（波）の自動記録を  

行った。夜には穏やかで差がないが，日中にはアサザ群  

落内の水位変動は植生のない場所より小さく，群落によ  

る波の緩和作用が認められた。   

尾瀬沼のコカナダモの生育状況を9月に調査した。  

1993年の現存量は19～446gm2（平均241gm‾2）と推定  

された。  

研究課題 8）汽水域に生息する底生動物の生態学的特  

性に関する研究  

〔担当者）上野隆平・岩熊敏夫  

〔期 間〕平成4～6年度（1992～1994年度）  

〔内 容〕瀾沼の沿岸部3地点および沖合4地点におい  

て底生動物・ヨシ付着動物の調査を行った。沖合の調査  

では上流部から中央部にかけてはオオユスリカやイトミ  

ミズが多く，下流部ではヨコエビ，等脚類や多毛類が多  

くユスリカはほとんど採集されなかった。また，クマ目  

（甲殻綱）の仲間が中央から下流で採集したサンプル中  

に見られた。すなわち，淡水域に近い底生動物相が見ら  

れる上流部から汽水域に特徴的な底生動物相が見られる  

研究誅毘 6）環境指標生物としてのホタルの現況とそ  

の保全に関する研究  

〔担当者〕宮下 衛  

〔期 間〕平成4～7年度（1992～1995年度）  

〔内 容）渓流砂防工事における流路工法の違いがホタ  

ルをはじめとした水生生物に及ぼす影響について調べ  

ー56一   



る曇天，微風の状態で樹木温度の計測を行えば，気孔反  

応や蒸散，光合成に関係するガス交換機能などを診断で  

きるごとが分かった。その際，300～500JLmOlphotons  

m2s1程度の光条件下で計測を行えば，光による気孔開  

度への影響や直連日射の温度への影響を避けることがで  

きた。また，ヘリコプターからの個々の樹木の機能診断  

では，サーモグラフィ装置の空間解像度の問題で，  

300～500m以下の高度で計測を行う必要があることが  

分かった。  

【発 表〕H17，24，h－11  

下流部への勾配が存在しており，これは湖水底層への海  

水の侵入の程度を反映してりるものと考えられた。また，  

沿岸部の調査では最も上流側の地点（上流端から25％程  

度）から最下流の地点（下流端）まで一様にフジツボ科  

の一毯とコップムシ科の甲殻類が多かった。すなわち，  

沿岸部では広い範囲に一様な，汽水～海水性の動物相が  

見られた。  

研究課題 9）植物の新しい活性酸素毒性防御過伝子の  

クローニングとその発現機構の解明  

〔担当者〕田中 浄・久保明弘・青野光子  

〔期 間〕平成5～9年度（1993～1997年度）  

〔内 容〕この研究は環境ストレスに鋭敏に応答する遺  

伝子と耐性に関与する遺伝子の単離，その発現機構につ  

いて検討することを目的とする。今年度得られた主な成  

果は次の2点である。   

（1）植物体内の活性酸素生成を高める操作（マグネ  

シウム欠乏水耕液で植物を栽培する）を行ったときに，  

グ／レタチオン還元酵素等の活性，タンパク質，mRNAが  

増加することを確認した。この時，13種のペプチドが増  

加することを二次元電気泳動で確認した。この中に未知  

のタンパク質と思われるチトクロムー1ikeペプチドが存  

在した。   

（2）植物の低温凍結耐性能を高める効果が期待され  

るマンガンカタラーゼの遺伝子を単離するためのプルー  

プの作成を行った。マンガンカタラーゼを乳酸菌から単  

離し，プロテアーゼ処理により，2種類のペプチド断片を  

調製し，アミノ酸配列を決定しそれぞれのオリゴヌクレ  

オチドを設計した。同時に乳酸菌のゲノムライブラリー  

を調製した。  

〔発 表〕H－11，26，30～33，h13，14，20～25  

研究課題11）奥日光地域の環境の長期変動及び生物に  

関する研究  

〔担当者〕岩熊敏夫・多田 満・上野隆平・野原精一t  

清水英幸・藤沼康実  

〔期 間）平成2～5年度（1990～1993年度）  

〔内 容〕（1）過去6年間（1988～1993年）の年間平  

均気温，最高気温，最低気温はそれぞれ，6．30C，29，4qC  

及び17．7qCであった。年間降水日数は約150日で年間降  

水量は約2000mmに達し，1990年8月10日には1日で  

238mmの豪雨を記録した。標高1440mに位置する奥日  

光地域は，関東地方でも最も冷涼な地域の一つであるこ  

と，及び山岳地帯特有の変動が大きい気象であることが  

分かった。CO2濃度の年間平均値は約365ppmであっ  

た。その日変動は，冬期間には濃度の変動は少なく，安  

定しているのに対して，夏期間には昼間に低下し，夜間  

に上昇し，その濃度差は100ppmにも達していた。   

（2）奥日光環境観測所周辺地域の植物相の調査を行  

い，35科88属144種の真菌顆と6科11属13種の変形  

菌類を確認した。本地域には極めて希少な種としてニオ  

イカワキタケも観察された。   

（3）外山山麓のカラマツ植林に落葉広葉樹の混在す  

る林道に沿って，11月に非繁殖期の鳥頬群集相を調べ，  

13科19種の鳥類を観察した。種類数は繁殖期に比べて  

少なく，カラ類やキツツキ類で占められた。   

（4）外山沢川の河辺に沿った落葉広葉樹林とカラマ  

ツの人工林で，9綱21日の大・中形土壌動物が採集され  

た。亡axa数は落葉広葉樹林で多く，カラマツ林で少なく，  

ツルグレン法で抽出された動物ではダ千，トビムシ，ユ  

スリカなどの個体数が多かった。ベールマン法による抽  

出では，個体数の80％以上を線虫とヒメミミズが占め，  

他にガガンボ，ユスリカがみられた。  

研究課題10）環境評価および環境浄化に有用な植物の  

環境反応性に関する研究  

〔担当者〕大政謙次・藤沼康実・名取俊樹・清水英幸・  

戸部和夫  

〔期 間〕平成2～6年度（1990～1994年度）  

〔内 容〕本研究の一っの課題である樹木の不可視障害  

や環境改善機能の診断法を開発する目的で，埼玉県の寺  

社林を対象として，サーモグラフィ装置を用いた地上調  

査とヘリコプターからのリモートセンシングによる調査  

を行った。その結果，比較的，熟環境状態が安定してい  
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（5）奥日光外山沢沿いにシカの採食，角こすり，皮  

剥などの影響を阻止する防護柵を設置した。彿の周辺に  

分布する親木のウラジロモミのほとんどにシカの皮剥の  

被害の跡がみられたが，他の広葉樹では皮剥の被害は軽  

微であった。梯の内外にコードラートを設置し，出現し  

た木本植物の実生個体の生存率を調べた。実生の主要構  

成種はサワグルミ，ハルニレ，コバノトネリコ，イタヤ  

カエデ等で，高木層で優占するウラジロモミの実生個体  

数の全体に占める割合は2％程度であった。シカの食害  

による被害を受けたと思われる実生はほとんどなく，シ  

カは食物源としてこれら林冠構成種の実生を利用してい  

ないことが推察された。   

（6）外山沢川・湧水部に生息するウエノマルツツト  

ビケラは秋期にふ化し，2年後の夏期に羽化する2年1  

化性の生活環を持つことが明らかになった。若令期には  

辞苔類群落内に高密度で生息し，成長すると流下し3令  

以降の幼虫は礫底でも辞苔類群落内と同等の密度で出現  

した。ウエノマルツツトビケラの2令以上の幼虫の消化  

管内容物は主に辞苔類の破片で占められ，その他デトリ  

タス，藻類，り夕一，ユスリカ幼虫などが確認された。  

〔発 表〕H－3，8  

シャジクモは絶滅している可能性が高いことが明らかに  

なった。   

既に絶滅したと思われる野尻湖産のホシツリモは微生  

物保存棟で培養を始めている。この材料を用いて細胞学  

的基礎データを出すためにまず細胞核と葉緑体DNAを  

染色する基本的方法論を検討した。その結果，DAP1  

2FEg／mlをSrbufferに溶かした溶液とグルタルアルデ  

ヒド1％となるようにS－bufferに希釈した溶液及びホ  

シツリモの細胞の入っている培養液の三点を等量に混合  

し，5分間室温に放置し，押しつぶし法でプレパラートを  

作成し，落射蛍光顕微鏡のUV励起で観察すると適切な  

蛍光像が得られる事が判明し，ホシツリモ属で初めて，  

細胞核と葉緑体核様体（DNA）の形態が明らかになった。  

すなわち，細胞核は球形ではなく偏平なラグビーボール  

状であり，成熟するに従って，細長くなる。葉緑体核様  

体は未成熟の時は，チラコイドラメラに沿って直線的に  

平行に配列するが，成熟すると緑色植物に典型的な“分  

散型’’となる。  

研究課題13）．ユスリカ類の分布特性に基づく汽水域の  

環境評価  

〔担当者〕上野隆平  

〔期 間〕平成5年度（1993年度）  

〔内 容〕（1）宍道湖岸でライトトラップによる調査  

を行い，28種のユスリカが採集され，多産種の構成や発  

生時期は過去に報告されているデータにほぼ一致し，  

Cぬdo′α町血相揖，オオユスリカ，ヤハズユスリカが多く  

採取された。過去の調査に比べ今回はツヤユスリカ属の  

個体が非常に少なかった。特にオオユスリカについては，  

トラップ設置直前に大発生が確認されており，その後，  

湖底付近の塩分濃度の上昇が観測されていることから，  

生息条件の感化により個体数が減少したものと考えられ  

た。   

（2）滑沼の沖帯から4種のユスリカが採集され，オ  

オユスリカおよびヤハズユスリカが優占種だった。これ  

ら2種の個体数は最上流でオオユスリカの比率が最も高  

く，下流側でヤハズユスリカの比率が高かった。また，  

最下流の地点ではユスリカはほとんど見られなかった。  

潤沼の下流部では，海水の滞留する時間が上流に比べて  

長いことから．上記2種の構成比の違いは，各水域の平  

均的塩分濃度の遠いを反映したものと考えられた。  

研究課題12）緊急に保護を必要とする車軸藻類の分布  

と培養の研究  

（担当者〕野崎久義  

〔期 間〕平成5年度（1993年度）  

〔内 容〕神奈川県芦ノ湖において絶滅の危機にある  

相似埴廠＝加肌（ホシツリモ）とこの湖だけに生育し  

ているいう日本固有変種C／∽和 gJβみ〟肋γね var．／昭一  

カの乃β乃5ね（ハコネシヤジクモ）の生育と分布の現地調査を  

行った。その結果，芦ノ湖においてはC．わ闇路漬（シヤ  

ジクモ）が湖全体にかなりの量で繁茂している事が判明  

し，他には西岸において少量のC．が油壷赤 var．  

gわぁ〟由ぬ（カタシヤジクモ）と州ぬ侮ガ壷壷（ヒメフ  

ラスコモ）が採集された。ハコネシヤジクモとホシツリ  

モは確認できなかった。日本におけるホシツリモの他の  

産地とされている山梨県山中湖と河口湖については既に  

前年度の調査でホシツリモが発見されていなかった。ま  

た，もう一つの産地である野尻湖については1978年11  

月に水草除去を目的にソウギョ（草魚）が放流された結  

果，沈水・浮水の水草が完全に消滅したとされている。  

したがって，日本の自然環境下ではホシツリモとハコネ  
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（1）ホウレンソウGRのCDNA断片の塩基配列を  

決定し，このcDNA断片がGRのものである事を確認し  

た。   

（2）このGRcDNA断片を用いて，アンチセンス  

RNA法により，コントロ㌧一ルよりもGR活性の低い遺  

伝子組換え植物（タバコ）を作出した。   

（3）得られた遺伝子組換えタバコの除草剤パラコー  

トに対する耐性がコントロー／レよりも低いことを確認し  

た。  

研究課題14）植物の環境ストレス耐性機構の解明一活  

性酸素消去系酵素の遺伝子操作による改変  

〔担当者）青野光子  

〔期 間〕平成5年度（1993年度）  

〔内 容〕大気汚染や除草剤などの環境ストレスに対す  

る植物の耐性には，活性酸素消去系が関与してい’ると考  

えられている。この系の酵素の一つであるグルタチオン  

レダクターゼ（GR）の遺伝子操作によって，活性酸素消  

去系がストレス耐性にどのような役割を果たしているか  

を解明する事を目的として，以下の成果を得た。  
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2．3．9 地球環境研究センター  

研究課題1）地球環境研究のあり方に関する基礎的研  

究  

〔担当者〕西岡秀三・中島興基・大坪園暇・古田直紀・  

原沢英夫・神沢 博  

〔期 間〕平成3～8年度（1991～1996年度）  

〔内 容〕地球環境研究センターは，地球環境問題解決  

に対してモニタリング，研究支援，総合化研究の面から  

貢献するべく使命づけられているが，これらの業務を全  

体的に整合させて方向づけを行うため，常時地球環境問  

題の構造を解明し，研究の状況を把握する必要がある。  

このような，いわば地球環境研究に関するリサーチ・オ  

ン・リサーチを行った。   

具体的には次のことを検討した。   

（1）問題が生じる構造を文献，研究者の交流集会出  

席等により明らかにする。  

（2）研究，モニタリングの世界的進行状況を分析的  

に把握する。  

（3）与えられた業務遂行のための基本方針を検討す  

る。  

〔発 表〕B－82，ト3～7，ト8  
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2．4 開発途上国環境技術共同研究、  

2．4．1開発途上国環境技術共同研究（フィジビ  

リティー研究）  

〔担当者〕地域環境研究グループ：中島興基  

〔期 間〕平成5年度（1993年度）  

〔内 容〕開発途上国においては，近年，人口の増加と  

経済の急成長等により都市を中心に大気や水の環境は極  

めて深刻な状況にある。開発途上国における適正な環境  

保全・対策技術の普及を図るために，我が国の研究協力，  

技術移転が期待されているが，この協力に当たっては，  

当該開発途上国の大気汚染，水質汚濁等の囁境公害問題  

の実態，気候，風土，資源等の自然特性，技術レベル，  

経猟 行政体制等の社会的条件等を総合的に把握すると  

ともにこれらの諸条件を考慮した環境保全技術の選択あ  

るいは研究開発が必要である。   

このため，国立環境研究所はその一環として平成5年  

度において，開発途上国それぞれに適した環境保全技術  

を開発するための共同研究の可能性を模索する研究に着  

手した。本研究は大別して開発途上国の環境特性と社会  

的自然的条件を把捉する研究，適用可能な公害防止・環  

境保全技術を選定する研究及び実施可能な共同研究課題  

を抽出する研究により実施された。これらの研究にあ  

たっては，国内の大学，地方環境研，JICA，UNCRD等  

の研究者等による「環境技術分野における途上国との共  

同研究に関するセミナー」等を8回開催して，環境の現  

状，研究ニーズについて討論した。一方，関連する既存  

の耳献を収集し，具体的なサブジェクトを選定する際の  

要件となるパックブランドとしての途上国の複雑な環境  

問題の因果関係，人材も含めた研究環境，持続可能な開  

発と環境影響予測・公害防除などの環境技術の考え方な  

どについて吟味検討した。さらに，関連分野の外国人研  

究者に対して共同研究ニーズ等に関するアンケート調査  

を行うとともにタイなど6ヵ国から9名の研究者を招へ  

いして，意見交換を行った。   

これらの結果から当面の研究領域としては，環境汚染  

因子の実態の把握とその計測技術，気候風土の自然的条  

件を生かした現実的な公害防止技術，汚染と健康影響等  

が挙げられた。なお，今後これらの議論を深めて，各分  

野における研究のこ－ズの発掘や内容の充実を斑る必要  

がある。  
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2．5 国立機関公害防止等試験研究  

2．5．1多雪地域における地下水の汚染機構の解  

明及び滴毒手法の開発に関する研究  

〔担当者〕地域環境研究グループ：平田健正・西川雅高・  

植弘崇嗣・中杉修身  

〔期 間〕平成5～7年度（1993～1995年度）  

〔内 容〕硝酸性窒素は揮発性有機塩素化合物と並んで  

高頻度，高濃度で地下水から検出される物質である。硝  

酸性窒素の汚染源は農地への過剰な施肥や生活排水・工  

場排水の地下浸透処理などであるが，本研究ではこれら  

の要因別窒素負荷量を明らかにする。また，土地利用特  

性の地下水質に及ぼす影響を調べるとともに，窒素安定  

同位体比や一般水質項目の統計解析から地下水中におけ  

る硝酸性窒素の起源解明を目的としている。   

本年度は，畑地への窒素施肥量と地下水への溶脱量に  

ついて整理した。これによると，・窒素施肥量が200kg／  

ha／yまでは降水負荷量10kg／ha／yと大差ないが，200  

kg／ha／yを超える付近から急激に溶脱量が増加し，施肥  

量の約半量が地下浸透することが明らかになった。さら  

に，ニンジンへの過剰な施肥によって引き起こされた各  

務原市の地下水汚染について，窒素安定同位体比を求め  

たところ，硝酸性窒素濃度が10mg／～を超えると安定同  

位体比が約4．6～7．3‰となり，無機化学肥料の溶脱に  

よって地下水汚染の引き起こされている可能性を示し  

た。また，山形県内の畑地試験地では深度97，40，32，  

10mの4本の観測井を建設し，地下水が畑地を通過する  

ことによって生じる水質変化の観測も開始した。  

〔発 表〕B105  
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2．6 環境保全総合調査研究促進調整費による研究  

属等のグラム陽性菌であることも判明し，これらの細菌  

類は細胞壁が弱く崩壊しやすいという性質が汚泥発生の  

少ない理由ではないかと考えられた。   

以上のことから高濃度有機廃液は高温好気発酵法によ  

り高度処理できることが分かり，性能的にもコスト的に  

も実用可能であるものと考えられた。  

〔発 表〕B－15，26，b－32  

2．6．1未規制i夜状高濃度有機廃棄物の処理処分  

資源化プロセスの開発  

〔担当者〕地域環境研究グループ：稲森悠平・高木博夫・  

水落元之  

（期 間〕平成5年度（1993年度）  

〔内 容〕都市，地域において食品加工産業から排出さ  

れる焼酎廃液や製あん廃液，畜産業ふらの家畜糞尿，小  

規模処理施設から排出される汚泥等の未規制を含む高濃  

度有機廃棄物の多くは海洋投棄に依存しているのが現状  

である。1990年のLDC（ロンドンダンピング条約）第13  

回締約国会議において採択された産業廃棄物海洋投棄禁  

止決議における1995年からの海洋投棄禁止に抵触する  

ものも多く，その処理処分資源化技術の開発は緊急を要  

するものである。本研究では，高濃度有機廃液の処理処  

分資源化手法としてコンポスト化法の原理を応用した高  

温好気発酵法において焼酎廃液，家畜糞尿等の高度処理  

を行うための操作条件を明らかにすることを目的として  

検討を行った。その結果，保水性の高い木チップ等の多  

孔質資材を充てんしたリアクターにBOD負荷3，0～5．O  

kg／m3／day程度に調整した廃液をしみこませリアク  

ター下部から50～150J／m3程度の通気および適度なか  

くはんを行うという比較的単純な操作で発酵温度は  

700C程度に上昇し有機物のほとんどはCO2まで分解し  

発酵熱により処理水をすべて蒸発させることができた。  

また，余剰汚泥の発生はほとんど認められなかった。こ  

れらの操作条件および処理特性は廃液の性状によって若  

干異なるが，．発酵温度を上昇させ有機物分解と水分蒸発  

を効果的に行うためには廃液のC／W比（カロリー／水比）  

をそれぞれの適正値に調整することが重要であるごとが  

分かった。すなわち，廃液が熱量不足の場合は食用廃油  

等の高熱量廃液との混合処理が最も有効であることが分  

かった。   

有機物分解に頁献する微生物の多くは好熱性ββCオJ／猥  

2．6．2 メタン放出量測定の較正システムの確立  

に関する調査研究  

〔担当者）地球環境研究グループ：安野正之・井上 元・  

マタシュトフ  

〔期 間〕平成5年度（1993年度）  

〔内 容〕地球温暖化の原因物質である二酸化炭素とメ  

タンの大気中濃度は，この2年間，従来の傾向をそのま  

ま外挿した値と著しく異なってきた。メタン濃度は従来  

1％近い増加率であったものが，北半球では増加が停止し  

（増加率0％）南半球では0．4％に低下してきた。その原  

因としては（1）ピナツボ火山の爆発により太陽光が遮へ  

㌧）され気温が下がり，北域の湿地でのメタン発生量が  

減ったため（2）エルニーニョによる海洋循環や気温の変  

化が陸域生態影響を与えたため（3）ロシア，東欧の経済  

活動の低下により天然ガスや石炭採掘の際のメタンの漏  

れが減った，などが考えられる。   

前二者の理由が当たっているとすれば，温室効果気体  

の増加量が気温の変化に左右されることを実証するもの  

で貴重な研究の機会となっている。そのため，ある地域  

の平均した発生虫を大気側から測定するため，大気の乱  

流理論を利用した測定器（コンディショナルサンプリン  

グによる渦相関フラックス測定装置）を開発した。これ  

の高精度の校正実験を行う準備として，国立環境研究所  

の別団地圃場を整地・整備し，ここにメタンの標準発生  

場を作る準備，評価・検討を行った。   

ー63  



2・7 国立機関原子力試験研究費による研究  

2・7・1遺伝子レベルでの環境汚染の生体影響の  

高感度検出法の開発に関する研究  

（1）植物影響関係  

〔担当者〕生物圏環境部：久保明弘・青野光子  

地域環境研究グループ：近藤矩朗・佐治 光・  

中嶋信美  

〔期 間〕平成元年～5年度（1989～1993年度）  

〔内 容〕植物を大気汚染ガスにさらしたり，乾燥状態  

に置くなどのストレスを与えると，孔辺細胞のイオン環  

境が変化し気孔が閉じることが知られている。本研究で  

は環境汚染の気孔に対する影響を詳しく解析するため，  

孔辺細胞のイオン環境の調節に重要な役割を果たしてい  

ると考えられる，細胞膜に局在するイオン輸送性ATP  

アpゼのcDNAのクローン化を行い，その発現と構造を  

調べ以下の結果を得た。   

1）細胞膜に局在するイオン輸送性ATPアーゼに共  

通して存在する塩基配列をプロープとして孔辺細胞の  

cDNAライブラリーを選抜したところ23個の陽性ク  

ローンを得た。   

2）これらのクローンのうち最も長いクローン（HAP  

入4）の塩基配列を決定した。その結果，HAP14は956  

偶のアミノ酸をコードしており，シロイメナズナの細胞  

膜局在性H十ATPアーゼとのアミノ酸レベルの相同性  

は鋸．7％であった。以上の結果から，クローン化された  

cDNAは細胞膜局在性H＋ATPアーゼであると考えら  

れる。   

3）この遺伝子の発現をクローン化されたcDNAを  

ブロープとして調べた結果，孔辺細胞及び葉肉細胞の両  

方で発現していた。   

今後はこのタンパク質に対する抗体を作成して，環境  

ストレスを受けた時の発現について調べる予定である。  

の，また神経毒性が疑われているのもが数多く存在し，  

これらを評価しうる簡便，迅速かつ信頼性の高い方法の  

開発は緊急の課題である。しかも，昨今の動物愛護運動  

の高まりから動物実験に代替しうる方法の開発が望まれ  

ている。本研究では、神経毒性の検出，評価を培養神経  

細胞を用い，亜致死濃度の化学物質暴渾による，神経細  

胞に特異的蛋白質の発現への影響を指標として行うこと  

を試みた。   

神経細胞培養系としては，ヒト由来の神経芽細胞腫細  

胞NB1を用いた。この細胞は，培養中にCAMPのアナ  

ログであるdibutyrylcAMPを添加することによって，  

神経細胞の分化の一過程と考えられる神経突起伸展の誘  

導が可能である。神経細胞に特異的な蛋白質マーカーと  

しては，細胞膜裏打ち蛋白質の一種であり，神経細胞の  

中でも神経軸索にのみ局在する分子量44万の脳アンキ  

リン（440kDankyrinB）を用い，既知神経毒であるメチ  

）L／水銀への暴露による影響の評価を試みた。dibutyryl  

CAMP存在下で5日間培養したNB1は，著しい神経突  

起の伸展を示し神経回路網様の構造を形成するが，亜致  

死濃度のメチル水銀（1／JM）に48時間暴露することによ  

り，細胞の生存率が殆ど影響を受けない状態で，神経突  

起の有意な縮退，消失が認められた。この時，NB1細胞  

における440kDankyrinBの発現量は，蛋白質レベル，  

mRNAレベルで有意に低下していた。以上の結果から，  

440kD ankyrinBが神経細胞における神経突起の伸展，  

維持に重要な役割を果たしているとともに，神経毒性検  

出ためのマーカーとしても有用であることが示された。  

2．7．、2 有毒アオコが生産する毒物質の標識化と  

その生体影響作用機構に関する研究  

〔担当者〕化学環境部：彼谷邦光・佐野友春  

生物圏環境部：渡辺 信・高村典子  

〔期 間〕平成2～6年度（1990～1994年卑）  

〔内 容〕富栄養化の進んだ我が国の湖沼で有毒アオコ  

が大発生していることが明らかにされている。最近，有  

毒アオコの毒成分の化学構造が明らかにされたが，これ  

らの毒物質の毒性発現機構についてはまだ十分に解明さ  

れていない。本研究では，有毒アオコの毒成分の生物影  

響を定性的に把握するために，毒成分をラジオアイソ   

（2）動物影響関係  

〔担当者〕環 境 健 康 部：固本 学・青木康展・  

高橋勇二・遠山千春・  

持立克身  

地域環境研究グループ：米元純三  

〔期 間〕平成元年～5年度（1989～1993年度）  

〔内 容〕環境汚染物質の中には神経毒性を有するも  
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トープ標識し，毒性発現機構を解明することを目的とし  

ている。昨年度までにアオコ寿ミクロシスチンのラジオ  

アイソトープ標識するために，分子内の遊離カルポキシ  

ル基やメトキシ基の標識化を行ったが，成功しなかった。  

本年度は分子を構成しているN－メチルデヒドロアラニ  

ンのα，β不飽和かレポニルに注目し，これにSHを付加  

させた。反応は定量的に進んだ。この反応を応用し，［13C］  

システイン付加させた。［13C］システイン付加ミクロシス  

チンRRの毒性は幾分弱くなったが，致死能力は十分に  

あり，ミクロシステンの毒性発現メカニズム解明に用い  

ることができると期待される。   

ミクロシスチンの毒性として，ほ乳動物では肝臓が標  

的臓器であるが，免疫担当細胞が関与する炎症反応も毒  

性発現に重要な役割を果していると考えられている。一  

方，鳥類のウズラでもミクロシスチンによって死亡する  

が，その症状はマウスヒ大きく異なっていた。ウズラで  

は肝臓が標的臓器ではなく，免疫担当細胞が関与する炎  

症反応が毒性発現の主反応であることを示す結果を得  

た。このことは，ミクロシスチンによる炎症反応だけで  

も致死的影響が現れることを示すものであり，ほ乳動物  

における毒性発現機構を考える上で重要な示唆を与える  

ものと考えられた。なお，ウズラに関する実験は地域環  

境研究グループの高橋慎司主任研究員と共同で行ったも  

のである。  

〔発 表〕B－73，d3  

はメタンによって誘導され，Cu濃度が低いほど分解能の  

向上が認められた。また，Feが40／‘M以上存在し通気が  

十分であれば高い分解能が誘導され，高濃度硝酸態窒素  

′及びアミノ酸・酵母エキスは分解菌の増殖を阻害した。  

分解菌培養初期にCO2を供給すると，誘導期の短縮が観  

察された。   

2）Methyloqstis sp，Strain Mより揮発性有機塩素  

化合物分解酵素であるメタンモノオキシゲナーゼを単  

離・精製し，その諸性質を検討した。メタンモノオキシ  

ゲナーゼはヒドロキシラーゼ・レダクターゼ及び調節タ   

ンパクからなるマルチコンポーネントェンザイムである  

が，本年度はこれまで未解明であった調節タンパクにつ  

いて検討した。調節タンパクはレダクターゼからヒドロ  

キシラーゼヘの電子伝達に関与していることが推定され  

ているが，イオン交換クロマトおよびゲルろ過のわずか  

二段階のクロマトによって電気泳動的に単一にまで精製   

された。分子量は15，000のモノマー酵素で，金属を含ま  

ない等電点4，4の酸性タンパクであった。N末端アミノ  

酸部分配列を決定した結果，他2株メタン賓化性菌の調  

節タンパクと非常に高い相同性を示した。また，調節タ   

ンパク精製中に低分子化し失活する現象が認められた  

が，この原因を検討した結果，N末端より30アミノ酸残  

塞が限定分解を受けたことが明らかとなった。  

（発 表〕G－11～13，36～38，41，42，gJO，11，41，42，44，   

45  

2．7．3 微生物における有害化学物質分解・除去  

能の発現機構の解明とその活用に関する研  

究  

〔担当者〕水土壌圏環境部：矢木修身・内山裕夫・  

冨岡典子・向井 哲・  

服部浩之  

地域環境研究グループ：岩崎一弘  

〔期 間〕平成5～9年度（1993～1997年度）  

〔内 容〕微生物を用いて有害化学物質を分解・除去す  

るために，分解菌の分解能発現に関与する物理化学的要  

因の検索及び検討を行った。また，分解酵素を単離・精  

製し，その詔性質を明らかにした。  

1）揮発性有機塩素化合物分解菌である臓物舟耶－  

めsp▲StrainMを用いて，分解能の発現に影響を及ぼす  

国子について検討した。この績私生育炭素源の種猥と  

培養液中のCu濃度が非常に重要な因子であり，分解能  

2．7．4 水界生態系由来の気候変動気体の循環機  

構解明に関する基礎的研究  

〔担当者〕地球環境研究グループ：原田茂樹  

水土壌圏環境部：土井妙子・渡辺正孝  

地域環境研究グループニ稲森悠平  

〔期 間〕平成5～9年度（1993～1997年度）  

〔内 容〕地球規模の気候変動に影響を与える気体とし  

て，二酸化炭素とジメチルサルファイドが注目を集めて  

いる。前者は温室効果気体と呼ばれるものであり，後者  

は大気の熱収支に影響を与えるものである。これら2つ  

の気体の消長は，水界生態系における物質循環に影響を  

受けるといわれている。すなわち，水界生態系の物質循  

環を構成する様々な生物化学的反応を通じ，2つの気体  

の生成・吸収が起こっている。そのため，水界生態系に  

おける物質の形態変化および栄養塩など環境条件の影響  

を明らかにする必要がある。本研究では動物プランタト   
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ン・植物プランクトン・バクテリアによって構成される  

水界マイクロコズムシステムにおける物質の形態変化  

を，安定同位体及び放射性同位体トレーサーを用いて解  

析することを目的としている。本年度は以下の検討を  

行った。  

1）炭素の形態変化を追跡するため，POCの形態で存  

在する炭素の安定同位体比計測手法について検討した。  

試料を封管燃焼法でガス化した後に低温精製によって純  

粋な二酸化炭素を抽出することにより，実サンプルに対  

して0．05～0．10‰の十分な計測精度を得た。またPIC・  

DICの形態で存在する炭素の安定同位体比計測手法に  

ついて，主にガス化についての基礎的な検討を行った。   

2）安定同位体および放射性同位体の収支式を用い，  

生態系コンパートメント間の物質移動フラックスを定量  

する手法について検討を行った。   

3）生産者として緑藻類・ラン藻類，捕食者として繊  

毛虫類・輪虫類，分解者として数種類の細菌，の3者に  

よって構成されるマイク白コズムシステムを構築し，非  

定常状態から定常状態にいたる過程での構成員の挙動お  

よびシステムの標準化についての検討を行った。  

〔発 表〕a99，101，b－17，27，48～52  
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2．8 科学技術振興調整費による研究  

2．8．1総合研究  

（1）生体の分子レベルにおける高感度・高分解能非破   

壊計測技術の開発に関する研究   

一生体物質の構造・代謝の解明のためのNMR技術の  

高度化に関する研究（安定同位体利用高感度NMR技術  

の開発）生体用NMR測定技術の高度化及び生体内物  

質代謝・機能等の解析技術の開発－Bl磁場勾配法による  

高分解能・高感度局在化技術の開発  

〔担当者〕環境健康部：三森文行  

〔期 間〕昭和63年度～平成5ヰ度（1988～1993年度）  

〔内 容）生体の組織や物質が，物質・エネルギー代謝，  

情報処理機能等において示す高度な生命活動の機構を解  

明するためには，生体の分子レベ／レにおける非破壊的計  

測・解析を可能とする新たな技術の開発が求められてい  

る。本研究ではこうした要請に答えるべく，NMR測定技  

術の高度化を図り，丸ごとの個体を生きた状態のまま計  

測し，その特定臓器の特定領域より代謝に関する情報を  

選択的に測定・解析する手法の実現を目的としてNMR  

スペクトルの局在化測定法の開発を行った。   

本年度は，勾配磁場駆動装置としてTechroム7780を  

導入することにより，局在化性能を制限しているB。磁  

場勾配パルスの最大勾配強度及び勾配パ／レスの立ち上が  

り時間をそれぞれ100mTesla／m，0．5ミリ秒へと強化，  

高速化した。これを利用して2方向に位置分解を行える  

2次元化学シフトイメージング法を実現し，・代謝物の画  

像化への道をひらいた。また雑音変調ラジオ波パルスと  
B。磁場勾配を組み合わせる局在化法を用いて，関心領域  

の磁場均一度の向上を図る局所シミング法を考案し，筋  

や脳の測定におけるスペクトル線の線形向上を実現し  

た。  

〔発 表〕E37，e50，54  

〔内 容〕本研究は，当研究所の生物環境実験施設を用  

いて，中国科学院との共同で，地球規模の環境問題の一  

つである砂漠化の機構解明を目的としてし、）る。本年度も  

前年度に引き続き，砂漠植物を実験植物化するために，  

中国から本年度までに導入した内モンゴル自治区と新顔  

ウイグル自治区の砂浜化地域に生育する植物の繁殖法を  

検討した。また，内モンゴル自治区等の砂浜植生の最前  

部で，植生調査と生育環境調査を行った。さらに，中国  

科学院の植物研究所と新彊生物土壌砂漠研究所の研究者  

を招へいし，砂漠植物としての代表的なタマリクス等中  

国の砂漠化地域に生育する植物の生理生態機能を調べ  

た。得られた成果を要約すると以下のとおりである。（D  

昨年度までに繁殖法を確立した草本植物に加えて，本年  

度は，数種木本植物の繁殖法を確立した。②砂漠植生の  

最前部の一つである移動砂丘地とその背後の場所の土壌  

水分量を比べると，移動砂丘他の方が高いことが分かっ  

た。③タマリクスは，水ストレスに対する抵抗性が高く，  

葉の水ポテンシヤ／レが約3．OMPaになるチで光合成速  

度が低下しないことが分かった。  

（D砂漠化機構解明のためのシミュレーションの検討   

一橋物群落帯での微気象，環境のパラメーター化  

〔担当者〕大気圏環境部：鵜野伊津志・花崎秀史・  

光本茂記  

〔期 間1平成3～4年度（1991～1992年度）  

〔内 容〕本研究の目的は，（∋砂漠域での植物群落の環  

境緩衡機能を評価できる群落帯周辺の微気象数理モデル  

の作成，②緩衡機能のシミュレーションの実行，画その  

結果をワークステーション等上で可視化するシステムの  

開発である。   

昨年度までに開発された数値モデルをもとに地表面で  

の熟収支モデルの改良を行うとともに，複雑地形上での  

陸両過程を含む高次の乱流タロージャーモデルである  

I・IOTMAC（Higher Order Turbu】ence Modelfor  

Atmospheric Circulation）を利用し，ワークステーショ  

ン上でシミュレーションを行い以下の点について検討を  

した。第1に，葉面積密度と風速・温度プロファイルの  

関係を，植生分布密度く葉面積密度LAl，Leaf Area  

Index）を変化させて，LAIと群落内外での風速・温度プ  

（2）砂漠化機構の解明に関する国際共同研究   

①半乾燥地での生態系維持機構および回復機構の解明  

、人工環境下での植物の環境耐性反応及び生理生態機  

能の実験的解明－  

〔担当者〕生物圏環境部：大政謙次・名取俊樹・  

戸部和夫・田中 浄  

〔期 間〕平成元年～6年度（1989～1994年度）  
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ロファイルの関係を検討した。第2に，植物群落上流部  

から発達する内部境界層が局所的気象条件に大きな効果  

を持つことから，砂漠域での内部境界層の発達過程の解  

析を継続した。  

〔発 表）f－50，52  

減少時には，臭素原子との反応がオゾンやトリクロロエ  

チレンの急激な減少を引き起こしている可能性の高いこ  

とを明らかにした。また，大気反応モデル構築のための  

基本的プログラムを整備した。  

〔発 表〕D32，d－40  

（3）新しい植物実験系開発のための基盤技術に関する  

研究   

環境応答機構解明のための実験系の開発一環境耐性  

解析用実験系の開発と環境耐性機構の解析  

（担当者〕地域環境研究グループニ近藤炬朗・佐治 光・  

中嶋信美  

一 生物圏環境部：久保明弘・青野光子  

〔期 間〕平成5～ア年度（1993～1995年度）  

〔内 容〕大気汚染ガスをはじめ様々な原因によって生  

じる植物の傷害には活性酸素が関与しでいると考えら  

れ，この活性酸素の消去系酵素が楷物の生存に重要な役  

割を果た㌧ている可能性がある。そのような酵素の役割  

を解明するため，遺伝子レベルでの研究を行っている。   

以前我々は，活性酸素消去系酵素の一つであるアスコ  

ルビン酸ペルオキシダーゼ（APX）の遺伝子をシロイメ  

ナズナから単離した。本年度はこの遺伝子をタバコに導  

入し，遺伝子紐換え植物を作成した。得られた絶換え借  

物の葉中において，導入された遺伝子が発現しているの  

が確認され，個体によりAPX活性が様々な程度に異  

なっていることが分かった。  

〔発 表〕B8  

（5）ファジィシステムとその人間・自然系への通用に  

関する研究   

自然現象・社会現象のモデル化・解析計画：広域大気  

汚染予測シミュレータの開発  

〔担当者〕地球環境研究グループ：森田恒幸  

甲斐沼美紀子  

〔期 間〕平成4～5年度（1992～1993年度）  

〔内 容〕本研究はファジィシステムとその人間・自然  

系への適用に関する研究のサブテーマである自然現象・  

社会現象の解明のうち，広域大気汚染予測シミュレータ  

の開発に関するもので，ファジィ理論を適用した体系的  

予測支援システムを開発することを目的とする。近年，  

急速な都市化による広域的な環境変化や地球規模の環境  

変動が世界的な間額となっているが，この種の変化は気  

圏，水圏，地圏，生物圏，社会経済等の広範囲な領域に  

またがった複雑な現象であり，本質的にあいまいな要素  

を含んでいる。このため，広範囲な環境の変化の予測に  

は，広範囲の領域の数値データや専門的知見を体系的に・  

解析するとともに，予測モデ／レの作成・運用の過程でファ  

ジィ理論を導入することが必要となる。   

本年度は，ファジィモデリングを支援するため，広域  

大気汚染予測シミュレータの構成要素である，プラン  

ナー，シナリオ設定エージェント，シナリオ分析エージェ  

ント，．シミュレーション・エージェント，モデル修正・  

構築エージェント，予測・分析エージェント，分析結果  

表示エージェントの7つのエージェントの改良を行い，  

構築した各種エージェントを組み合わせて，首都圏の環  

境変化の状態を分析・予測できるシナリオ分析システム  

を構築した。また，地球規模の環境問題の予測を行うた  

め，これまでに地球温暖化に関して提案された各種シナ  

リオを収集・分析し，社会・経済条件および自然環境条  

件等の不確実な要素を分析し，ファジィ理論を適用して  

数値化するとともに，気候変動が植生分布に与える影響  

ポテンシャルのファジィ推定を行った。  

〔発 表〕A－1，2，4，a3，124  

（4）北極域における気圏・水圏・生物圏の変動及びそ  

れらの相互作用に関する国際共同研究  

〔担当者）化学環境部：横内陽子  

〔期 間〕平成2～6年度（1990～1994年度）  

〔内 容）（9アラートにおいて1週間ごとの大気サンプ  

リングを実施し（1992年4月～，カナダAES担当），大  

気中ハロカーボン類（トリクロロエチレン，テトラクロ  

ロエチレン，プロモホルム等）の季節変動測定を実施し  

た。大部分の化合物は夏に低くなる傾向を示し，特にト  

リクロロエチレン濃度は冬季には約6ppt，夏季には0．1  

ppt前後と50倍以上の違いを示した。夏季の低濃度は日  

射によって増加するOHラジカルとの反応が原因であ  

ると考えられる。   

②第1期における大気観測結果を解析し，春季オゾン  
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②熱帯地域の環境変動に関する国際共同研究   

熱帯生態系変動の把握方法の開発一現存植生分布の変  

動把捉手法に関する研究  

〔担当者〕社会環境システム部：安岡善文・田村正行・  

山形与志樹  

地球環境研究グループ：宮崎 忠国  

〔期 間〕平成4～6年度（1992～1994年度）  

〔内 容）人工衛星EERS，）－ERSに搭載されている  

マイクロ波センサ（SAR）及び高分解能光学センサ  

（OPS）等を主に利用して熱帯地域における地表面特  

性，特に現存植生の現況とその変化を把握するための手  

法の開発を行うことを目的とし，以下の成果を得た。  

1）釧路湿原地区において現存植生，ERS1，JERS1  

のSAR画像，及びLANDSATTM画像を重ね合わせ，  

植生等の地表面特性がSAR画像に及ぼす影響を定量的  

に評価した。   

2）タイ プケ島，バンコク，コンケン，プラチョキリ  

カン（湿地）においてフィールド実験を行い，これらの  

実験から得られたJERS1SAR，MOS MESSR，LAN－  

DSATTMデータ及び地上データを基に，植生分布を計  

測する手法を検討した。  

〔発 表〕cZ5，Z8，3l～33  

（6）創造的研究開発支援のための自己組織型情報ペー   

スシステムの構築に関する研究   

情報ベースとその高度利用に関する研究一地球観測  

データによる熟収支情報ベースの構築と利用の研究一  

（担当者）水土壌困環境部：宇都宮陽二朗・恒川篤史  

（期 間）平成3～5年度（1991～1993年度）  

〔内 容〕地球環境の解明には基礎情報の取得が重要で  

ある。本研究は水温情報ファイル等の地上観測と衛星観  

測データをもとに，日本とその周辺，東アジアをカバー  

する広域の熱収支情報ベースの構築とそれに基づく熱環  

境解析を目的とする。本年度は日本における水温観測と  

地点の情報及び実測値の検索・地図化システムとNOAA  

衛星補正システム及びAMeDAS気温データ等とのリン  

クにより地表温度と気温推定システムを開発し，マルチ  

ソース情報ベースを構築した。  

〔発 表〕g13～19  

（7）マイクロ波センサデータ利用等によるリモートセ  

ンシング高度化のための基盤技術開発   

①リモートセンシングデータの複合利用技術の開発   

複合センサによる物理量の高精度測定手法の開発一大  

気物理量の高精度測定手法の開発オゾン層変動の解明  

のための大気センサデータの複合利用技術の開発  

〔担当者〕地球環境研究グループ：笹野泰弘・鈴木 陸・  

横田達也・中根英昭  

大気圏環境部：杉本伸夫  

〔期ノ 間〕平成4～6年度（1992～1994年度）  

【内 容）ADEOS搭載の大気センサ（ILAS，RIS，  

IMG，TOMS，POLDER）から得られるオゾン，エアロ  

ゾル等の大気微量成分データを複合的に用いて地球規模  

大気環境動態，特にオゾン層の変動現象を総合的に解明  

するのに必要な基盤技術の開発を目的とする。ADEOS  

搭載の各種センサデータ及び関連データ（気象データ，  

地上ベース観測データ等）の複合利用を可能にするため，  

高次データ作成用アルゴリズムの開発，データベース化  

の検討，関連データの検索・複合分布図の作成等のオゾ  

ン層解析支援システムの構築を行うために必要な基礎調  

査を行い，プロトタイプのテストプログラムを開発 

【発 表〕A－25，a－30  

（8）極限量子センシング技術の開発及びその利用のた  

めの基盤技術開発  

1）極限量子センシングのための全固体化レーザー   

技術に関する研究全団体化レーザーによる極限大気  

計測技術の研究  

〔担当者〕大気圏環境部：杉本伸夫・松井一郎・  

湊  浮  

〔期 間〕平成5～7年度（1993～1995年度）  

〔内 容〕全固体化レーザーは高効率，高出力でしかも  

小型，軽量，耐環境性を兼ね備えた将来最も有望なレー  

ザー光源として衛星搭載レーザーレーダーなどの開発の  

鍵となっている技術である。本研究課題「極限量子セン  

シングのための全固体化レーザー技術に関する研究」は，  

全団体レーザーの高出力化，波長可変技術，単一周波数  

化などに閲す，る要素技術の開発に関する4つのサブテー  

マと大気計測技術に関する本サブテーマから構成され  

る。本サブテーマでは，要素技術の開発のサブテーマと  

連携をとりつつ，人工衛星などを利用した将来の大気環  

境遠隔計測システムをにらんで全団体化レーザーの特性  
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を最大限に利用する大気遠隔計測技術の研究を行い，ま  

た，研究成果を要素技術の開発にフィードバックするこ  

とをねらいとしている。従来のレーザー技術との比較に  

おいて全固体化レーザーの最も特長ある点のひとつは赤  

外波長レーザー技術であることに注目し，本研究では赤  

外領域の差分吸収レーザーレーダー技術の開発を目標と  

して選んだ。具体的には光パラメトリック発振器を中心  

とする全固体赤外波長可変レーザーを開発し，これを光  

源として赤外差分吸収レーザーレーダーシステムを試作  

し実験的評価を行う。平成5年度は，赤外波長可変レー  

ザーを用いた大気微量分子の差分吸収測定の最適化に関  

する理論的研究を行うとともに，光パラメトリック発振  

器および励起用Y工．Fレーザーの開発を行った。理論的  

研究ではHITRANデータベース等を用いて測定のシ  

ミュレーシヨンを行い，実大気中のメタンなどの測定を  

目標として測定波長等の最適化を行った。一方，この結  

果に基づいて3ミクロン帯の光パラメトリック発振器と  

励起用の半導体レーザー励起YLFレーザーを製作し  

た。製作したレーザーについて基礎的な特性を測定した。  

また，差分吸収用レーザー光源とするとき必要となる波  

長同調機構などの検討を行った。次年度以降，開発した  

光源を用いて赤外差分吸収レーザーレーダーの実験的研  

究を行う。  

〔発 表〕F－10，12，f－27  

に，背景画像に対して臨場感を損なうことのないCG画  

像を作成する基本的なシステムを開発した。  

〔発 表〕c1，30  

2．8．2 国際流動基礎研究（省際基礎研究）  

（1）海洋円石藻の炭酸塩鉱物形成と海洋炭素循環機能  

に関する基礎研究  

（担当者〕水土壌圏環境部：渡辺正孝・高松武次郎  

地球環境研究グループ：原田茂樹  

地域環境研究グループ：木幡邦男  

〔期 間〕平成4～6年度（1992～1994年度）  

〔内 容〕大型純粋培養装置を用いて海産円石藻  

g沼〟由〃お力∽二物ノ～の培養を行い，炭穀カ／レンウム形成と  

環境条件の関係について検討を行った。  

1）窒素・リン濃度が増殖を制限しない対数増殖期に  

おいては，細胞当たりのCa量は0．5～0．95pg／cell程度  

であった。明期に細胞当たり炭酸カルシウム含量は増加  

し，暗期細胞分裂によりその含量は減少する。   

2）リン濃度が増殖に対して欠乏状態となった後，細  

胞平均径は直線的に増加し，細胞当たりのCa畳も直線  

的に増加し，平均5～12pg／cell程度にまで達する。この  

期間栄養塩欠乏により細胞分裂はおこらず，形成した炭  

酸かレシウムは蓄積され続けるため細胞当たり含有量は  

増加し続ける。このことから炭酸カルシウム形成はリン  

欠乏状態により励起されることが判明した。   

3）Ca量が直線的に増加している期間においては，細  

胞当たりのCa量は明斯においては約8．3pg／cell程度  

であったが暗期に入るとともに増加し，暗期4時頃には  

12pg／cellとなった。嗜期に細胞分裂がおこらないため  

暗期においても細胞当たりの炭酸カルシウム含墓は増大  

し続ける。明期においては炭酸カルシウム片はく離等に  

より，細胞当たり炭酸かレシウム含量は増加しない。こ  

のことから炭酸カルシウムは暗期に形成・蓄積されるこ  

とが明らかになった。   

4）純粋培養により増殖させた細胞から炭酸カルシウ  

ムを分離・精製し，炭素・酸素安定同位体比測定のため  

の前処理について検討を行った。  

（9）システムと人間との調和のための人間特性に関す  

る基礎的・基盤的研究   

一景観の解析・評価のための画像シミュレーション技  

法及びその適用手法に関する研究  

〔担当者〕社会環境システム部：安岡善文・大井 紘・  

須賀伸介・清水 明・  

青木陽二・近藤美則  

〔期 間〕平成5～7年度（1993～1995年度）  

〔内 容】都市の再開発や，大型リゾート開発は地域の  

景観を著しく変化させてしまう場合が多く，地域住民の  

意向を十分考慮した計画の作成が必要である。本研究で  

は開発によって変化する景観を住民が的確に評価できる  

ような景観画像を画像処理手法とコンピュータグラ  

フィックスの技法を用いて作成することである。本年度  

は，①従来の画像処理手法をグラフィックワークステー  

ションにおいて実現するためのシステム開発，②現場写  

真等による背景画像データの性質を抽出し，それをもと  

2．8．3 重点基礎研究  

（1）生物試料中のアルミニウムの精密高感度分析法に  

関する研究  
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（2）遺伝子工学手法を用いた組織及び細胞内mRNA   

の高感度定量技術の確立とその応用に関する研究  

〔担当者〕環境健康部：高橋勇二・野原恵子・  

遠山千春  

〔期 間〕平成5年度（1993年度）  

〔内 容〕環境汚染物質の生体影響は，汚染物質による  

細胞及び組織傷害とその修復の蓄積作用として魂れる。  

ストレス蛋白やサイトカインは，細胞及び組織の傷害と  

その修復課程に重要な役割を演じており，それら因子を  

コードするmRNAの発現を解析することが環境汚染物  

質の生体影響を解析する上で重要となっている。本研究  

では，酸化ストレスに応答する因子としてgamma  

－glutamyltransferase（GGT）に注目し，その組織細胞内  

mRNAの高感度検出及び定量を目的として実験を行  

い，以下の結果を得た。   

1）GGTのCDNAをプラスミッドベクターpBlue－  

scriptに組み込み，GGTの遺伝子断片を調整した。その  

一定量をPCR（ポリメレース連鎖反応）法を用いて増幅  

した。連鎖反応の増幅回数が15回目から2増幅反応ごと  

に反応生成物の一部を定量することによって，105から  

108分子のGGTcDNAを定量することの可能性が示さ  

れた。   

2）ラット肺組織からmRNAを調整し，その一部を  

cDNAに逆転写した。その試料を用いてラット肺の  

GGTmRNA量を推定した。逆転写反応の効率は80％以  

上でありラット肺には，およそ1010分子／gの  

GGTmRNAが存在するものと推定された。   

3）ラットに10ppmの二酸化窒素を1日から7日間  

暴露し，GGTmRNAを発現蓋を検討した。二酸化窒素暴  

露により，GGTmRNAは清浄空素群のおよそ3倍に増  

加した。増加したmRNAの分子種はGGTmRNAI及び  

1ⅠⅠであった。   

4）GGTmRNAを発現する細胞を同定するため  

ISH（インシチュハイプリグイゼーション）を行った。清  

浄空気下に飼育した対照ラットでは，末梢気道上皮細胞  

であるクララ細胞と，肺胞ⅠⅠ型上皮細胞に陽性像が認め  

られた。またクララ細胞のシグナル強度はtl型紙胞のお  

よそ15倍であった。   

5）二酸化窒素を暴露したラット肺を用いて  

GGTmRNAの分布をISH法を用いて検討した。二酸化  

窒素暴露によりGGTmRNAを有するクララ細胞とII  

型紙胞の細胞数の増加沖ゞ認められた。  

〔担当者〕化学環境部：植弘崇嗣・吉永 淳・  

柴田康行・瀬山春彦  

〔期 間〕平成5年度（1993年度）  

〔内 容〕アルミニウム脳症，アルツハイマー病との関  

連，さらには湖沼・河川の酸性化によるアルミニウムの  

溶解と水生生物への影響等，アルミニウムの毒性による  

影響が懸念されている。これらの実態把捉・早期暫報の  

ためには正確な分析法が必要であるが，アルミニウキは  

生体中の存在量が少なく，既存の分析法では低濃度の分  

析が極めて難しい。また，生体・生態毒性の研究のため  

には蓄積部位の解明が極めて重要で，そのための手法開  

発が急務である。本研究では，生物試料中の低濃度アル  

ミニウムの高精度定量法の開発，および生物試料中のア  

ルミニウムの局所分析手法の開発を行った。   

1）ICP▼高分解能MSによって，分子イオンによる  

妨害を排除しながら高い精度で血清中のア／レミニウム濃  

度を測定する手法開発を行った。血清に含まれる有機物  

由来の分光干渉を除去するためには分解能1500が必要  

とされた。血清中のアルミニウム濃度レベルが極めて低  

いため，分析の精度・感度を決定する最も重要な要因は  

汚染であった。試料の酸分解は酸由来，及び操作中の汚  

染を避けることができないことが判明し，血清試料は水  

で希釈するだけで分析を行った。検出下限は10pptで，  

血清中アルミニウムの分析に十分な感度であった。血清  

標準試料（保証値：3．5ppb）の分析値は保証値と良く一  

致し，測定の正確さも確認できた。   

2）生体中の元素の局在をミクロンレベル以下の高い  

精度で明らかにできる手法開発を目指し，生物試料の前  

処理法の開発を行った。生体試料を急速凍結一低温下ア  

セトン置換一樹脂包埋してグリセリン上で超薄切し，前  

処理操作中の元素の移動を最小限に抑えた。平均28ppm  

（湿重量ペース）のアルミニウムを含むヒジキを透過型  

分析電子顕微鏡で調べた結果，表層細胞の細胞壁の外側  

に画した部分にアルミニウムが局在していることが明ら  

かになった。内側の細胞側にはアルミニウムが検出され  

ない。鉄，臭素，ヨウ素も同様の琴横パターンを示した  

が，カルシウムや硫黄は細胞壁全体にわたって存在し，  

元素により蓄積パターンに違いのあることも明らかに  

なった。  
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（3）アルデヒド類の光分解によって生成する日原子・  

HCOラジカル・CO分子の絶対収率決売  

〔担当者〕大気圏環境部二今村隆史・関 金一・  

盛島秦正  

〔期 間〕平成5年度（1993年度）  

〔内 容）炭化水素類の大気光酸化過程における代表的  

な二次生成物であるアルデヒド類の光分解過程につい  

て，波長可変レーザー光分解一光イオン化質量分析装置  

を作製し，生成するHCbラジカルの絶対収率の決定を  

試みた。本研究のポイントはラジカルの直接検出・定量  

を行うことにより，二次反応等を考慮す名ことなしにラ  

ジカル生成収率決定を行うことにある。光分解用光源と  

してはYAGレーザー励起（532nm）の色素レーザーの  

二倍波を用いた。波長領域としては280～340nmであ  

る。実験で特にポイントとなる点はHCOラジカルの定  

量である。そ．のためまずHCOラジカルの検出感度の決  

定を行った。決定法は（A）放電フロニ法を用いH十  

H2CO→H2＋HCO（1），H＋HCO→H2十CO（2）反応系で  

のHCOラジカルの定常濃度（反応（1），（2）の速度定数と  

H2CO濃度から決定）の測定，（B）C12のレーザー光分解に  

ょって生成するC】原子との反応Cl＋H2CO→HCl＋  

HCO（3）を用いてCl原子の初期濃度とHCOラジカル濃  

度との比の測定の2つの方法を用いた。その結果，HCO  

ラジカルの（対NO相対）検出感度はA，Bいずれの決  

定方法によっても2．1であった。（B）の決定法はCH。ラ  

ジカルの検出感度の決定にも用いられ，その結果1．6の  

値を得た。   

決定された検出感度等を用いアセトアルデヒド（CH3  

CHO）の光分解によって生成するHCOラジカルの絶対  

収率（や）決定を試みた。その結果，入＝280～340nmの  

波長領域で◎（HCO）＝◎（CH。）であることが確認され  

た。このことは二次的なラジカル生成の影響は除去され  

ていることを意味している。◎（HCO）は320nmより長  

波長域で急激な減少が認められ，320nm付近にラジカル  

生成のしきい値が存在することが分かった。また300nm  

付近での光分解ではHCOラジカル（及びCH3ラジカ  

ル）の生成が主であることが明らかとなった。  

〔発 表〕f－l，63  

〔担当者〕地域環境研究グループ：若松伸司・上原 帝  

大気圏環境部：鵜野伊津志  

（期 間〕平成5年度（1993年度）  

〔内 容〕本研究課題は日本とインドとの間の科学技術  

協定に基づく協力研究課題：Air quality sirrlulation  

modellingbasedontracergasdiffusionandairtracer  

Studies：の推進のために行われたものである。   

本研究においては日本・インド双方で大気拡散のシ  

ミュレーションに関する研究，並びに大気中成分の観測  

とデータ解析を実施し，モデルの適用範囲の検討並びに  

問題点の抽出を行って，大気拡散現象に関する理解を深  

めるとともに，より適用範囲の広いモデルの確率を目指  

すことを目的としている。大気成分の動態に最も大きな  

影響を持つ気象条件は，気候区により大きく異なる。こ  

れまでの大気拡散の研究はヨーロッパ，アメリカ，日本  

等の北半球のそれも比較的緯度の高い地域で主に行われ  

ており，これらの結果に基づVlて捏案されているモデル  

が，世界の他の地域に適用可能かどうかの検証は殆ど行  

われていない。特に低緯度のモンスーン地帯に位置する  

インドは我が国と大きく異なる気象条件を持ち，モデル  

の適用性の検討を行う場としてふさわしい。また，大気  

汚染問題は世界各地で発生しており，その対策のための  

基礎的知見として，より汎用性の高いシミュレーション  

モデルの確立が必要であり，そのためにも多様な気象条  

件下での大気拡散の観測と，それらに基づく現在の大気  

拡散モデルの検討が急務である。このような観点から大  

気汚染の現状評価並びに大気拡散モデルの適用性評価検  

討を中心とした比較研究を実施した。大気汚染のレベル  

に関してはイ・ンド（カルカッタ，デリー）におけるspm  

（粒子状物質）濃度やSO2濃度は日本（東京，大阪）に比  

べて非常に高く，NO2に関しても今後増大の傾向にあ  

る。特に自動車からの大気汚染物質排出が大きな問題で  

あることが分かった。大気拡散パラメーターに関しては  

風速，大気安定度，混合層高度の地域分布と季節変化に  

ついて調査した。解析の結果，インド内陸地風では接地  

逆転層の出現頻度が高く，沿岸地域では上層逆転層の出  

現頻度が高いことが分かった。我が国との大きな違いは  

亜熱帯高気圧圏内で発達する沈降性逆転が存在すること  

である。また大気の拡散の程度を示す換気係数を調べた  

ところインド北部においてその値が非常に小さくなるこ  

とが分かった。このような気象条件下での大気拡散モデ  

ルの評価を行うために，現在広く円いられているプルー  

2．8．4 個別重要国際共同研究  

（1）トレーサーガス実験による大気拡散シミュレー  

ションモデルの汎用化に関する研究  
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cぬd∫捕が多い点は日本での結果に類似していたが，泥炭  

地底生動物については過去の研究例が少ないことから，  

今後も引き続き情報交換及び共同研究を行うこととし  

た。、  

ムモデル，パフモデル，ボックスモデル，ガウス型流跡  

モデ／レ，渦拡散モデル，ラグランジュ型粒子モデル，セ  

ル内粒子モデル，2次のタロージャーモデル等について  

の基本的な検討を実施した。  

2．8．5 生活・地域流動研究  

（1）植物の耐乾機能解明と砂漠緑化への応用に関する  

研究   

一細胞機能の計測手法に関する研究「  

〔担当者〕生物圏環境部：大政謙次・名取俊樹・  

戸部和夫  

〔期 間〕平成3～5年度（1991～1993年度）  

〔内 容〕光合成は植物の生育を左右する重要な生理機  

能であるため，植物の耐乾機能を解明するためには，水  

ストレスと光合成機能の関連性を検討することが必要と  

なる。そこで，本年度は，パルス振幅変調（PAM）方式  

の蛍光解析法により，水ストレスが植物葉の光合成器官  

の機能に及ぼす影響を調べた。これと合わせて，植物葉  

のCO2吸収速度と気孔開度の変化を測定した。その結  

果，植物葉のCO2吸収速度は水ストレスの増加とともに  

急激に低下し最終的には見かけ上0となるが，電子伝達  

系の機能やATPおよびNADPHの消耗反応は水スト  

レスによりさはど大きな影響を受けないことが分かつ  

た。このことから，水ストレス下での植物の光合成速度  

の低下は，主として，気孔の閉孔に伴って光合成器官へ  

のCO2供給速度が減少することによって引き起こされ  

ることが示唆された。さらに，水ストレス下での光合成  

機能の変化が，植物種や植物葉の菓齢により異なること  

が明らかとなった。  

〔発 表〕H－15，16，18，19，21，23，h7，8  

（2）湖沼・湿原生態系における生物相互作用の解明に   

関する基礎的研究  

〔担当者）生物圏環境部：岩熊敏夫・上野隆平  

地域環境研究グループ：花里孝幸  

〔期 間〕平成5年度（1993年度）  

〔内 容〕1993年10月にノルウェー自然研究所（トロ  

ンハイム及びオスロ）及びノルウェー水質研究所（オス  

ロ）を訪問し日本とノルウェーにおける湖沼研究の情報  

交換を行った。現地調査は，トロンハイム周辺の質栄養  

湖，ラングバッテン湖，ヨンスバットネット湖，セルブ  

スヨン湖，ハンメルバットネット湖，3つの実験湖沼，及  

びオスロ市内の浅い富栄養湖オステンヨーバネット湖で  

行った。1994年2月にはノルウェー自然研究所の研究者  

とともに霞ヶ浦のプラン・クトン，底生動物調査を行った。   

日本とノルウェーの湖沼のプランクトン群集は無脊椎  

動物柄食者相が異なる。ノルウェーの湖沼では本来はサ  

ケ科魚類の餌として放流された淡水アミ頬の坤5た  

柁Jgc由が，発電用の水路を通ドて多くの湖軌こ分布して  

いる。枝角類を捕食するため，動物プランクトン群集の  

現存量とサイズ構成決定に大きく寄与している。日本で  

は小型で汽水性の川柳町通わ油川臓ぬが霞ヶ浦に分布  

しているが個体群密度の年変動が大きいためその影響は  

年により異なる。ユスリカ類底生動物は〃e′eγ♂′γば50－  

cJαd才〟5，S～言cわCカブ和郎0椚猥，Sg曙g習ぬ，Cんfγ0犯0椚捕が  

ノルウェーにおける指標種で，貧栄養から富栄養湖にな  

るに従い前者から後者に優占種が移行する。日本では貧  

栄養，極貧栄養湖沼の底生動物の情報が少ないため，今  

後は打efgγ∂よγk5DCJβdf鮎の分布状況を調べていく必要が  

ある。一方日本の富栄養から過栄養の湖ではアカムシュ  

スリカが優占するが，本種はヨーロッパには分布してい  

ない。深い極貧栄養湖から浅い過栄養湖までの比較から，  

主要な食物網がプランクトンから底生動物に拡大するこ  

とが示された。今後は魚類群集も含めた比較を行う必要  

がある。   

トロンハイム西のトウトラ地区で泥炭地湿原の底生動  

物調査を行った結果，優占種はユスリカ類のPγロー  

cわdオ〟5，〟オcγ0如d如5幼虫であった。雑食性のPrロー  

（2）水質のリモートセンシングと流動場の診断に関す  

る研究  

〔担当者〕地球環境研究グループ：原島 省  

〔期 間】平成3～5年度（1991～1993年度）  

〔内 容〕琵琶湖に這いて，平成4年度に引き続き，遠  

隔計測手法を用いて，環境項目をモニターする技術を進  

展させるため，滋賀大字，滋賀県琵琶湖研究所との共同  

により，ヘリコプター登載の赤外線ビデオカメラと，航  

空機登載のMSSにより，表面水温分布と，湖水のクロロ  

フィル，SS分布を計測する実験を行った。本研究は，琵  

琶湖国際共同観測（BITEX）の一環として行ったもので  
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ある。また，赤外線ビデオカメラをヘリコプターのほか，  

湖面に面した高層ビルに設置して，湖面の変化をモニ  

ターする実験も行った。  

〔発 表〕A56，a－93  

2－2）上記の系を用いテルペンアルコールの一つであ  

るゲラニオールおよび青葉アルコールに関して検討し  

た。ゲラー型ではゲラニオールに抗コンフリクト作用の  

あることが見しゝだされた。一方，青葉アルコールについ  

ては，抗コンフリクト作用は見いだされなかった。フォー  

ゲル型の方法を用いた場合も，ゲラニオールでは抗コン  

フリクト作用が認められ，青葉アルコールでは見いだせ  

なかった。   

3）マクロファージの機能に及ぼす影響   

肺胞マクロファージのスーパ」オキンド産生量および  

ⅠⅠ型肺胞上皮細胞への傷害に対する青葉アルコー／レの  

影響を検討し，スーパーオキンド産生は変化しなかった  

がⅠⅠ塑肺胞上皮細胞の密着結合は傷害されることが見  

いだされた。  

〔発 表〕e11，e13～15，E－14  

（3）宮山の自然生態からの／くイオテクノロジーを用い  

た有用資源開発等に関する研究   

一葉用植物由来の生理・生物活性および検索法に関す  

る基礎研究－  

〔担当者〕環 境 健 康 部：小林隆弘・持立克身  

地域環境研究グループ：梅津豊司  

〔期 間〕平成4～6年度（1992～1994）  

（内 容〕植物由来物質群の生理活性として，呼吸器系  

ではぜん息症状の一つである気管の収縮反応に及ぼす作  

用，脳神経系では向精神作用，特に抗不安・精神安定作  

用に閲しで，免疫系ではマクロフア、ジの機能に与える  

影響の観点から検討すること，およびそれらの作用機構  

を検討することを目的とする。これまでに，植物由来の  

のアルコール類がヒスタミン，メタコリン等により収縮  

した気管平滑筋を弛摂する作用，収縮反応を抑制する作  

用のあることが見いだされた。また，ゲラニオールが抗  

不安・精神安定作用を有する可能性も見いだされた。  

今年度は呼吸器系ではアレルギー反応による収縮反応お  

よぴその原因となる肥満細胞からのヒスタミンの放出に  

及ぽす影響，脳神経系では引き続き抗不安作用に関して  

検討し，以下の結果を得た。   

1）呼吸器系への影響  

11）植物由来のアルコール類は抗原抗体反応により  

収縮した気管および肺実質を弛緩させることおよび抗原  

抗体反応による気管および肺実質の収縮反応を抑制する  

ことを見いだし，その作用はアルコールの疎水性が高い  

ほど強いことが見いだされた。   

卜2）抗原抗体反応を抑制する原因として，抗原抗体反  

応による肥満細胞からのヒスタミンの放出が抑制される  

ことが見いだされた。   

Z）脳神経系への影響   

2－1）マウスの抗不安作用を抗コンフリクト（葛藤）作  

用を指標にし検討した。抗コンフリクト作用の検出系ヒ  

してゲラー型（レバー押し）とフォーゲ／レ型（飲水）の  

実験系を作成した。既知の抗不安薬であるジアゼパムを  

用い，これらの系において抗不安作用が検出できること  

を確認した。  

（4）生活用水等を中心とした都市環境の浄化に関する  

研究   

①流動床法ばっ気ろ過法の基礎的応用的研究  

〔担当者〕地域環境研究グループ：稲森悠平・高木博夫・  

水落元之・松垂一夫  

〔期 間〕平成4～6年度（1992～1994年度）  

〔内 容〕本研究では発生源対策のための技術開発と同  

時に，汚濁湖沼の低濃度汚濁水を対象とし，障害藻類と  

してのアオコ等を高度に除去できる水改善手法開発に関  

する基礎的応用的検討を行った。本年度は従来のベンチ  

スケール生物活性炭流動床を約25倍スケールアップし，  

パイロットスケールの実験を行った。なお，ペンチスケー  

ル生物活性炭流動床で自己造粒した生物活性炭の方が他  

の条件より処理能が高かったことから，自己造粒が起  

こったカラムの条件でパイロットスケール生物活性炭流  

動床を運転した。運転開始後約1週間でパイロットス  

ケール生物活性炭流動床の活性炭がHRTの違いにもか  

かわらず自己造粒が起こったが，その条件としては活性  

炭の膨張率と反応槽に存在している微生物の種類が関与  

しているのではないかと考えられた。なお，自己造粒が  

起こる過程と除去能との関係を観察したところ自己造粒  

が起こった場合，クロロフィルa，SS，TOC等の除去能  

が高まることが分かり，自己造粒の形成機構を解明する  

ことの重要性が示唆された。このことより，パイロット  

スケー／レ生物活性炭流動床で最も多く出現した微小動物  

の中で〟0〃が属，1心痛α地属ノ勒物品那属と3種の細  
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た。また，処理後のアオコの分解実験を行ったところ，  

栄養塩類の回帰が見られなかった。  

〔発 表〕g3  

菌を用いて現場におけるパイロットスケール生物活性炭  

流動床と同様の運転条件に設定した室内における生物活  

性炭流動床実験を行った。その結果，3種の細菌の存在下  

でも自己造粒が形成されるもののP（明粛椚妨如如血Ⅷ  

が存在することによってさらに生物膜の増加すなわち自  

己造粒化の促進が認められ，DOC除去率は活性炭＋細  

菌＋P eり級明地仏拍郁の系で83％と高い性能が得ら  

れた。これらのことから，生物活性炭処理法の高度化の  

ためには，自己造粒化が極めて重要であり，とくに微小  

動物のなかでも輪虫類君ビ秒兢γ郎如／∽Jタ叩αが造粒化に，  

また細菌類が基質分解に大きな役割を果たしていること  

が示唆された。  

【発 表〕E－10，B13，18，23，b－14，19，35   

（5）白山山系における高山植物の多様性の解明と生物   

工学的手法を用いた遺伝子資源の保全法の確立に関  

する研究   

水・低温ストレス耐性株の検出に関する研究  

〔担当者〕地域環境研究グループ：近藤短朗  

生物圏環境部：藤沼康実  

〔期 間〕平成5～7年度（1993～1995年度）  

〔内 容〕自然環境の保全を最終目的とし，ストレス耐  

性植物を作製するための基礎として，紫外線，乾燥，低  

温等の環境ストレスに耐性の植物種を選抜することを目  

的として研究を進めている。本年度は野生イネおよび栽  

培イネを用いて紫外線に対する感受性を比較した。野外  

に紫外線照射装置をセットし，1日当たり14時間紫外線  

を照射して成長（草丈，乾物重量），可視障害を測定・観  

察した。紫外線照射による可視障害の程度は系統により  

大きく異なった。一般的に可視障害の著しいものは乾物  

成長も顕著に阻害される傾向が認められた。ブータンの  

標高の異なる地域で栽培されているイネについては，紫  

外線が最も強いと思われる最も棟高の高い地域で栽培さ  

れているイネが紫外線に最も高い抵抗性を示した。これ  

らの結果を辛がかりに紫外線抵抗性・感受性を決めてい  

る要因を明らかにしていきたいと考えている。  

②水分離剤の有効性及び安全性の研究  

〔担当者〕水土壌圏環境部：柏崎守弘  

地域環境研究グループ：福島武彦・松真一夫  

〔期 間〕平成4～6年度（1992～1994年度）  

〔内 容〕底泥の没深や，余剰汚泥の増加に伴い，これ  

らの汚泥や泥から水を安全に，安価に，また迅速に分離  

する技術の開発が望まれてきた。神奈川県工業試験所の  

グループは新たな発想に基づく水分離剤の開発に近年成  

功した。本年は，この水分離剤がアオコ処理に応用が可  

能かどうか検討した。アオコが発生している湖水を採取  

し，水分離剤を用いて処理したところ，多孔質粘度鉱物  

を合わせて使用することによって良好な結果が得られ  
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2．9 海洋開発および地球科学技術調査研究促進費による研究  

2．9．1地球環境遠隔探査技術等の研究  

（1）サンゴ礁生態系モニタリングにおける遠隔探査技  

術の研究  

〔担当者〕地球環境研究グループ：原島 省・宮崎忠国  

社会環境システム部：安岡善文  

水土壌圏環境部：渡辺正孝  

生物圏環境部：岩熊敏夫・渡辺 信  

〔期 間〕平成3～5年虔（1991～1993年度）  

〔内 容〕地球環境の構成要素としての重要性から，サ  

ンゴ礁生態系のモニタリング技術を開発する必要性が認  

識されはじめている。本研究では，サンゴ礁海域におい  

て，個々のサンゴ種について，水中の輝度スペクトルを  

計測し，データベース化することを目的とする。平成4年  

に引き続き，平成5年10月に，八重山諸島黒島のサンゴ  

礁海域において，約20種のサンゴを採集し，海中公園セ  

ンター八重山研究所の実験室内において，人工光のもと  

で分光輝度計により，輝度スペクトルを計測した。また，  

人工光の照度スペクトルとの演算により，サンゴのリフ  

レクタンススペクトルを計測した。採集したサンゴの中  

に，片面が正常で，他の面が白化（共生藻類が何らかの  

環境ストレスによりサンゴ体からぬけだす現象）したも  

のがあった。両面の輝度スペクトルの比較により，白化  

面では可視域全体にわたって輝度があがること，両者の  

差が，植物プランクトンの光合成色素の吸収スペクトル  

に類似していることが見いだされた。  

〔発 表〕a93，102  

する方法は，地上の衛星追尾装置が小型化されるなどの  

特長があり，将来性が高い手法である。本研究では，ま  

ず，吸収繰データベースHITRANを用いてシミュレー  

ションによる測定の評価を行った。この結果，赤外領域  

におけるスペクトル測定よりCO2，HzO，03，CH。，N2  

0，COの高度分布が導出できること，また，NO，NO2，  

HNO。，HF，HC2，OCS，C2H2，C2H6，NH，，H2CO，  

HOC．などのカラム真の測定が可能であることが示され  

た。この他，可視紫外領域でNO2，SO2，OHなどの測定  

の可能性があることが示された。赤外領域のカラム量の  

測定については，最適レーザー波長および最適なスキャ  

ン幅について検討し，大気中の測定対象の測定精度を評  

価した。この結果，現実的な出力のレーザニを用いて精  

度の良い測定が可能であることが示された。一方，この  

ようなシステムを実現するための技術的課題のひとつで  

あるレーザーのポインティング技術について実験的研究  

を行い，地上の一地点から複数のビームを送信し，衛星  

の相対的な位置を検出する手法を開発した。この手法に  

より，送信ビームを確実に衛星にポインティングするこ  

とが可能となることが示された。本研究課題では今後，  

衛星搭載分光計システムの光学系およびデータ伝送技術  

に関する研究を行い，観測システムの概念的設計を行う  

ことを目標としている。  

〔発 表〕F10，f－27，56  

（3）アレー検出器回折格子分光計を用いた大気微量成  

分の高精度観測に関する研究  

〔担当者〕地球環境研究グループ：鈴木 陸・笹野孝弘・  

横田達也  

化 学 環 境 部：古田直紀  

〔期 間〕平成5～7年度（1993～1995年度）  

（内 容〕衛星からの大気微量成分の測定には，スペク  

トル情報の豊富な赤外領域での観測と，自己較正能力ザ  

あるため，高精度観測が安定して実施可能である太陽掩  

蔽法が大きな利点を持っ。このような装置の例として  

ADEOS衛星搭載用のILASがあるが，将来型のセン  

サーに必要なさらに高感度で分光分解能の高い分光計  

を，一次元・二次元赤外検出器を用いて試作し，室内実  

験，美大陽光を用いた地上からの試験的大気観測，アル  

（2）大気分光観測システムの研究  

（担当者〕大気圏環境部：杉本伸夫・湊 淳  

〔期 間〕平成5～7年度 り993～1995年度）  

〔内 容〕人工衛星に搭載した分光計と地上から発射す  

るレーザー光を用いたレーザー長光路吸収法による大気  

観測システムに関する基礎的研究を行うとともに，受動  

方式光学センサーと組み合わせた利用の有効性に関する  

検討を行うことを目的とする。地上から発射するレー  

ザーを用いる能動的分光観測手法は特に対流圏の微量分  

子の観測において，他の手法では得られない高い測定感  

度，測定精度が得られる特長がある。また，衛星搭載レ  

トロリフレクターではなく分光計システムを衛星に搭載  
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ゴリズム検討研究および理論シミュレーションによりそ  

の評価を行う。また，衛星搭載サンサーとして開発を進  

める上で必要な各種の基礎的データの収集を行う。   

既に開発を行ってきた3～5ミクロン帯で動作可能な  

アレー検出器エシュレ型分光計について，分光特性の実  

験的評価，校正実験による評価を引き続き行い，0．1cm‾1  

程度の非常に高い分解能で大気の吸収スペクトルを太陽  

を光源として高いSN比で測定できることを実証した。  

太陽掩蔽法大気センサーの各種アルゴリズムについて，  

シミュレーションデータを入力して模擬動作試験を行  

い，温度・圧力・微量成分濃度などの解がセンサー仕様  

から受ける感度解析を行った。またシミュレーション  

データの基礎となる大気分光データベースの高度化を行  

うと共に，各種吸収線形高速計算ルーチンと大気分光  

データベースの組み合わせを，室内での超高分解能フー  

リエ変換分光計による実測完結果と比較検討した。  
）  

〔発 表〕K－68，A16，19，26，29，a－33  

ロゾル鉛直分布のモデル化を行い，気候モデル入力のた  

めのデータベースを作成する。  
1991年にはフィリピンのピナツボ火山が大爆発を起  

こし，大量の火山灰及びガスを成層圏に注入した。その  

後の変化を監視するため，特に成層圏の観測を強化した。  

サンフォトメータの観測を大型レーザーレーダーの観測  

に合わせて実施した。  

〔発 表〕A54，55，a－24，27   

②大気微量気体とエアロゾル濃度の将来予測およぴ，  

それらが地球温暖化に及ぼす影響解明のためのモデル開  

発研究  

〔担当者〕地球環境研究グループ：林田佐智子・笹野泰弘  

〔期 間〕平成3～6年度（1991～1994年度）  

〔内 容〕本研究では大気エアロゾル濃度分布を計算す  

るための一次元数値モデルを開発することを目標とす  

る。このためにエアロゾルの発生，成長，消滅を支配す  

る様々な因子を整理し，各過程ごとのサブモデルを開発  

する。完成した一次元モデルの結果を過去の観測結果と  

比較，検討し，モデルに含まれる物理，化学過程や，パ  
ラメタリゼーションの妥当性を検討する。   

平成5年度には，粒子の成長に関する主要過程のひと  

つである凝集過程を表現する数値モデルを，確率モデル  

の考え方により作成した。粒径分布を与えて，粒子同士  

の衝突を計算し，粒径分布の変化を時間発展的に求めた。  

このモデルの特徴は粒子と核とを区別し，内部に核を  

持っている粒子についても，衝突による内部核の成長を  

併せて計算するものである。Turcoら（1979）のアルゴ  

リズムでは，implicit法では質量保存則が成り立たない  

ことが分かったので，eXplicit法を採用した。ま’た，衝突  

確率係数のデータはFuchs（1964）のデータを内外挿し  

て求めた。   

作成したモデルを用いていくつかの粒径分布を与えて  

粒径分布の変化を時間発展的に計算し，妥当な結果を得  

た。アルゴリズムについて考察した結果，Turcoらの定  

式にいくつかの問題があることが明らかになり，これら  

を改良した。特に質量保存則が成立するように，eXplicit  

法を採用するなどの工夫を行った。   

2．9．2 地球科学技術特定調査研究  

（1）地球温囁化の原因物質の全球的挙動とその影響等  

に関する観測研究   

①大気微量気体とエアロゾルの濃度・組成の変動に関  

する観測的研究   

－エアロゾルの大気中濃度・組成の変動に関する観測  

的研究一陸上からの観測的研究  

〔担当者）地球環境研究グループ：笹野泰弘・林田佐智子  

大気圏環境部：松井一郎  

〔期 間）平成2～11年度（1990～1999年度）．  

〔内 容〕大気中のエアロゾル（成層圏・対流圏）濃度  

の長期的変動の把握を目的としたレーザーレーダー観測  

を実施する。このため，大型レーザーレーダー（地上設  

置固定型，掃引測定可能型，単一波長），多波長レーザー  

レーダー（地上設置固定型，鉛直上方のみ，3波長，偏  

光成分）による定時観測を実施する。さらに，流跡線解  

析による気団分類を行った上で，レーザーレーダーデー  

タをもとにエアロゾルの粒径分布情報の抽出，放射収支  

に影響するエアロゾルの光学的性質の推定，エアロゾル  

型の分類，エアロゾル濃度の長期変動傾向の把握，エア  
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2．10 地方公共団体公害研究機関と国立環境研究所との共同研究  

研究課題1）無酸素水塊動態に関する調査研究  

（担当者〕地域環境研究グループ：竹下俊二  

千葉県水質保全研究所：小倉久子  

（期 間】平成5年度（1993年度）  

〔内 容〕閉鎖性水域の底層貧（無）酸素化は底生生物  

に致命的な影響を与えるほか，底泥中の栄養塩類の溶出  

速度に影響を及ぼすとともに青潮発生の要因ともなって  

いる。   

本研究は，千葉県環境部所有の調査船“きよすみ”を  

用いて定期（毎月1回）及び青潮発生時に東京湾北東部  

水域の4定点で水質調査を行い，無（貧）酸素水塊の発  

生・消滅時期，存在場所・規模の把握をすることによっ  

て海域の水環境に与える影響の評価を行っている。  

〔発 表〕b－110  

ために神戸市におけるスギ花粉症の有症率を質問票によ  

る調査を実施した。調査地域は市街部と農村部から選び，  

スギ花粉飛散状況と大気汚染状況の異なる両地域の比較  

によって，検討を加えた。  

〔発 表〕b－128  

研究課題 4）ピコプランクトンの異常発生機構に関す  

る研究  

〔担当者〕生物圏環境部：渡辺 信・高村典子  

化 学 環 境 部：彼谷邦光  

北海道環境科学研究センター：日野修次  

長野県衛生公害研究所：樋口澄男・川村 実・  

松井優実  

滋賀県衛生環境センター：野村 潔・一瀬 諭・  

若林徹哉  

〔期 間〕平成5年度（1993年度）  

〔内 容〕ピコ植物プランクトンの異常発生機構を把握  

するため，阿寒パンケ湖，野尻湖，琵琶湖においてピコ  

植物プランクトン，水質や従属栄養ベン毛虫，繊毛虫，  

動物プランクトン等の生態系構成要素の分布と季節的変  

動をしらべた。ピコ植物プランクトンの大部分を占める  

ラン藻ピコプランクトンの無菌化は極めて困難であった  

が，アガロース包埋法をつかうことにより可能となった。  

ラン藻ピコプランクトン劫乃gCんロビocc捕Sp．が生産する  

有毒物質の抽出・純化及び構造決定を行い，Thionsuト  

folipidと命名した。この毒物質には細胞毒性及び魚毒性  

が確認された。  

〔発 表〕D2，a－135，h39  

研究課題 2）アオコ指標の作成に関する研究  

（担当者〕水土壌圏環境部：柏崎守弘・矢木修身  

地域環境研究グループ：福島武彦・松重一夫  

生物圏環境部：高村典子  

北海道環境科学研究センター：日野修次  

仙台市衛生研究所：田口早智子  

鳥取県衛生研究所二田中賓之介  

〔期 間）平成5年度（1993年度）  

〔内 容〕北海道，仙台市，茨城県，鳥取県および岡山  

県で行った「見た目アオコ指標」のアンケート結果の解  

析を行った。その結果，見た目アオコ指標は地域差や年  

齢差などがほとんど見られず，景観指標として有効であ  

ること，またアオコと呼ぶのは指標のレベル3ぐらいか  

らが適当で，ミクロキスティスが少量発生していてもア  

オコとは呼ばない方がよいこと，湖沼の水質管理目標と  

してはレベル2程度を目指すべきこと等が明らかになっ  

た。  

研究課題 5）高濃度大気汚染生成機構の解明に関する  

研究  

〔担当者〕地域環境研究グループ：若松伸司・上原 清  

大気圏環境部：鵜野伊津志  

東京都環境科学研究所：渡辺武春・鎌滝裕輝  

大阪市立環境科学研究所：田中正宣・神浦俊一  

神馴憬環境科芋センター：阿相敏明・須山芳明・  

牧野 宏  

〔期 間〕平成5年度（1993年度）  

〔内 容〕①都市及び郊外地域におけるエアロゾル濃度  

研究課題 3）スギ花粉アレルギー症と都市大気汚染質  

との相互機序に関する研究  

〔担当者〕地域環境研究グループニ兜 真徳  

神戸市環境保健研究所二鈴木行夫  

〔期 間〕平成5年度（1993年度）  

〔内 容〕スギ花粉症と大気汚染との関連性を検討する  
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研究課題 7）環境大気における植物起源有機物質の役  

割の解明  

〔担当者〕化 学 環 境 部：横内陽子  

長野県衛生公害研究所：薩摩林光  

〔期 間）平成5年度（1993年度）  

〔内 容〕植物起源のテルペン類は大気反応の結果，オ  

ゾン，一酸化炭素，有機過酸化物等を生成し，対流圏大  

気に種々のインパクトを与えている。特に近年の窒素酸  

化物の増加に伴いテルペン起源のオゾン増加が予想され  

ている。そのため，日本の森林内におけるテルペン起源  

オゾンの寄与を評価することを目的として長野県内の森  

林地域におけるオゾン濃度のモニタリングを開始した。  

また，つくば地域で観測したイソプレンとその反応生成  

物であるメタグロレイン，メチルビニルケトンの日変動  

デ岬夕を解析し，イソプレンの反応機構として日中の  

OHラジカル反応と共に夜間のNO。ラジカ／レ反応も重  

要であることを明らかにした。  

〔発 表）d－38，39  

の測定データを解析し，日本の都市に及ぼす広域的エア  

ロゾルの影響を検討した。またエアロゾルの組成分布と  

発生源との関連性を調査，解析した。（診関西地域におけ  

る春季の高濃度大気汚染機構を明らかにするために大気  

汚染と気象の総合観測を実施した。これとともに炭化水  

素成分の通年観測を行い得られたデータの解析を行っ  

た。③冬季におけるNO2汚染と夏季における光化学大  

気汚染を解明するためにヘリコプターを用いた観測を実  

施した。特に今年度は関東西部山岳地域における大気汚  

染機構を明らかにするために，神奈川県，山梨県，静岡  

県との共同解析を開始した。  

〔発 表〕b161，163，165，167～171  

研究課題 6）生活排水，汚濁湖沼水等の有用生物を活  

．用した水質改善技術の開発と高度化および  

その評価に関する研究  

〔担当者〕地域環境研究グループ：稲森悠平・高木博夫・  

水落元之  

千葉県水質保全研究所：中島 浮  

東京都環境科学研究所：木村賢史㌧紺野良子・  

嶋津嘩之・三好康彦  

神奈川県環境科学センター：井上 充  

石川県保健環境センター：小西秀則  

兵庫県立公害研究所：赤壁哲朗  

和歌山県衛生公害センター：上平修司・谷口泰崇  

大阪市立環境科学研究所：福永 勲  

岡山県環境保健センター：山本 淳  

広島県保健環境センター：橋本敏子  

大分県衛生環境研究センターニ有田 等・浜内正博  

鹿児島県環境センター：奥江 砺・国生 保  

〔期 間〕平成5年度（1993年度）  

〔内 容〕生活排水，小規模事業場排水による河川，湖  

沼，海域等の公共用水域の汚濁負荷の占める割合が70％  

程度を占めることからその発生源対策は重要であるが，  

この点を鑑み高度合併処理浄化槽，高度事業場排水処理  

施設のあり方について検討すると同時に，汚濁湖沼水等  

の有用生物を活用した水質改善手法についての検討なら  

びに大型マイクロコズムを用いた解析，評価検討を行っ  

た。  

〔発 表〕B－11，12，14，22，24，27，30，b13，18，20，22，  

23，41，47  

研究課題 8）東アジアにおける酸性，酸化性物質の動  

態解明に関する研究  

〔手旦当者〕地球環境研究グループ：村野健太郎・畠山史郎  

青森県環境保健センター：早狩 進  

新潟県衛生公害研究所：福崎紀夫  

山梨県衛生公害研究所：清水源治  

静岡県衛生環境センター：久米一成  

長野県衛生公害研究所二太田宗康  

富山県公害センター：安念 清  

福岡県保健環境研究所：宇都宮彬  

長崎県衛生公害研究所：森 淳子  

鹿児島県環境センター：宝釆俊一  

沖縄県公害衛生研究所：金城義勝  

〔期 間〕平成5年度（1993年度）  

〔内 容〕東アジアにおける酸性，酸化性物質の動態解  

明に関する研究の一環として，総合的な共同観測を実施  

した。山岳地帯で降‾F物を採取，分析し降下量特性を明  

らかにした。九州地方では航空機観測の期間の前後を含  

む期間に雨水，エアロゾルの採取，分析を行った。また，  

乾性降下物量の測定のために，1～2週間の楠集による大  

気汚染物質濃度の測定を行った。  

〔発 表〕a107～11】  
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研究課題 9）全国の河川・湖沼における陰イオン系界  

面活性剤の動態に関する研究  

〔担当者〕社会環境システム部：天野桝二  

兵庫県立公害研究所：古武家喜成  

福岡県衛生公害センター：桜木建治  

岡山県環境保護センター：荻野春夫  

埼玉県公害センター：五井邦宏  

〔期 間〕平成5年度（1993年度）  

〔内 容〕陰イオン系界活性剤の指標として全国の公共  

用水域で測定されているメチレンブルー活性物質  

（MBAS）濃度の測定結果を詳しく解析することによ  

り，（1）全国的にみたMBAS汚染の現況とその要因，（2）  

特定水域における汚染の長期的トレンドとその背景，（3）  

水中のMBAS濃度の時間的・空間的変動のモデル化な  

どの項目について検討した。国環研測の分担内容として  

は，大型計算機を活用した全国データの整理と解析ソフ  

トウエアの開発を行った。  

〔発 表）c－5～8  

研究課題11）GC／MSを用いた未知物質の検索に関す  

る研究  

【担当者〕地域環境研究グループ：伊藤裕康・安原昭夫  

岡山県環境保健センター：小田淳子  

〔期 間〕平成5年度（1993年度）  

〔内 容〕大気中に比較的多く存在する多環芳香族炭化  

水素に着日して，その酸化生成物の有無の検索を試みた。  

ビレンの酸化生成物としてケトン体に注目し，標晶を合  

成して，GC／MSで岡山県の大気粉じん中から検出を試  

みた。現在のところ，検出するには至っていない。現在，  

多環芳香族化合物の酸化生成物をディーゼル排ガス中か  

ら検出すべく準備を進めている。  

研究課題12）河川における農薬流出量の定量評価の研  

究  

〔担当者〕水土壌国環境部：海老瀬清一・井上隆信  

北海道別科学研究センター：沼辺明博  

神馴順環鯛学センター：伏脇裕一  

長野県衛生公害研究所：清水重徳・佐々木一敏・  

月岡 忠  

福岡県保健環境研究所：永淵 修  

（期 間〕平成5年度（1993年度）  

〔内 容）水田・畑地tゴルフ場で施用され，河川に排  

出される農薬の流出特性を明らかにするとともに，農薬  

の生態系への影響評価等が可能なように流出濃度・負荷  

量を正確に定量評価できる調査方法の確立をめざし，降  

雨時流出を含めた詳細な実態調査を実施した。どの  

フィールドとも，農薬散布後の降雨に伴う流量増大時に  

高濃度かつ帝負荷量で流出する特性が確認された。これ  

らの研究成果を研究報告としてまとめて，印刷し公表し  

た。  

〔発 表〕K35，36，43，44，G21，g－8，9，22，23  

研究課題10）リモートセンシングによる環境評価・管  

理手法の基礎的研究  

〔担当者〕社会環境システム部：安岡善文  

福岡県保健環境研究所：大久保彰人  

横浜市環境科学研究所：水尾寛己  

岡山県環境保健センターニ鷹野 洋  

〔期 間〕平成5年度（1993年度）  

〔内 容〕人工衛星からのリモートセンシングデータ及  

び地図等の地理情報を用いて，それぞれの地域に特有な  

環境問題に対処するためのデータ処理手法，システムの  

開発を行った。福岡県とは，大都市圏の環境保全行政を  

支援するためのリモートセンシング・地理情報システム  

を構築し，リモートセンシングデータからの土地被覆変  

化図等を作成した。横浜市とは，人工衛星LANDSAT等  

からのリモートセンシング画像データを用いて東京湾の  

水質，特にクロロフィル分布を調査する手法を開発し，  

東京湾での実験で得られた各種水質データ及び水面での  

分光スペクトルデータに基づき，クロロフィル濃度分布  

等を推定した。また，岡山県とは，瀬戸内海（児島湾）  

の水質を調査するための衛星リモートセンシング手法に  

ついて検討を行った。  

研究課題13）樹木による大気汚染物質吸収能に関する  

研究  

〔担当者〕生物圏環境部：大政謙次・名取俊樹・  

戸部和夫  

富山県環境科学センター．：近藤隆之  

〔期 間〕平成5年度（1993年度）  

〔内 容〕従来から，植物による大気汚染物質の吸収速  

度を測定する方法は幾つかあるものの，高価な計測機器  

や複雑な手法が用いられており，これら方法の利用は限  
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られていた。そこで，本研究では，簡便かつ安価であり  

適用範囲が広い方法を検討している。本年度は，樹木を  

封入した同化箱の入口と出口のNO2濃度をNO∬サン  

プラ一法で測定し，樹木のNO2の吸収速度を測定する  

装置を完成させた。  

環 境 健 康 部：藤巻秀和  

・鹿児島県環境センター：宝来俊→  

〔期 間〕平成5年度（1993年度）  

〔内 容〕多くの大気粉じんが存在するが，自然起源と  

しては火山灰，黄砂などが知られている。今回，大気粉  

じんの一種として火山灰を取り上げ，培養細胞を用いた  

毒性評価法により，その遺伝毒性を検討した。火山灰粒  

子は溶液にi容けないことから，会食能を持つCHL細胞  

に暴露して，細胞毒性と姉妹染色分体交換（SCE）によ  

る遺伝毒性を検索した。検索した火山灰粒子の遺伝毒性  

は極めて弱いことが明らかになった。  

〔発 表〕d9  

研究課窺14）植物による大気環境評価手法に関する研  

究  

〔担当者〕生物圏環境部：清水英幸・藤沼康実  

神奈川県環境科学センター：相原敬次  

福岡県保健環境研究所：須田隆一  

〔期 間〕平成5年度（1993年度）  

〔内 容〕植物による大気環境評価のためのフィルター  

ドエアーチャンバー（FAC）法の野外実証試験を，つく  

ば，平塚，太宰府で5～8月に行った。新たに開発した植  

物栽培用液耕装置は野外実用化に有効であった。なお，  

本年は異常冷夏で光化学オキシダントの発生も少なく，  

浄化区・非浄化区で可視障害・生育に差は認められなかっ  

たが，野外での0．07ppm4時間の0。．添加実験では影響  

が認められた。本研究で用いたFAC法の野外大気環境  

評価の有効性が示された。  

〔発 表〕H27，28  

研究課題17）微生物分解を活用した土壌および地下水  

浄化に関する研究  

〔担当者〕水土壌圏環境部：矢木修身  

名古屋市環境科学研究所：朝日教智  

〔期 間〕平成5年度（1993年度）  

〔内 容）テトラクロロエチレン（PCE）の土壌への吸  

脱着について検討を加えた。TCEの土壌への吸着は土壌  

の有機物含量により大きな影響を受けた。PCEの吸脱着  

反応はFreundrichの吸着等温式で表示された。吸着平  

衡は24時間でほぼ達成された。PCEの土壌への吸脱着  

特性は，トリクロロエチレン（TCE）に類似していた。  

またテトラクロロエチレンを分解できる嫌気混合培養系  

を作成した。  

〔発 表〕G－38  

研究課題15）沿道周辺住宅の室内空気汚染  

〔担当者〕環 境 健 康 部：田村意治・小野雅司  

地域環境研究グループ：安藤 満  

大阪市環境科学研究所：宮崎竹二  

〔期 間〕平成5年度（1993年度）  

（内 容）大阪市東成区今皇筋の9家屋を対象として，  

1993年11月の連続する6日間，家屋内外SPM濃度お  

よび住民の個人暴露濃度を測定し，生酒行動，家屋構造  

等を併せて調査した結果，夜間における屋外濃度に対応  

した屋内濃度の低下が確認された。   

また個人サンプラーと家屋内外測定用小型サンプラー  
の栴集特性に若干違いがみられ，濃度補正の必要性が示  

された。  

〔発 表〕e－21，22，24  

研究課泡18）リモートセンシンク技術の大気環境モニ  

タリングヘの応用に関する研究  

〔担当者〕大気圏環境部：松井一郎  

大阪府公害監視センターニ山口泰正  

〔期 間〕平成5年度（1993年度）  

〔内 容〕ミ一散乱レーザーレーダーを用いた大気構造  

の観測結果をもとに，大阪府域の大気汚染濃度との関係  

について調査を行い，レーザーレーダー観測の大気環境  

モニ．タリングヘの応用の可能性について検討を行う。平  

成5年度は，関西地域における広域大気汚染機構解明調  

査との共同観測として，大阪府公寄監視センター内で，  

レーザーレーダー観測を行い，大気構造の日変化を明瞭  

にとらえることができた。  

〔発 表〕b161，167，f－48  

研究課題16）人為起源，自然起源の大気粉じんの物理  

的・化学的性状と遺伝毒性並びに免疫毒性  

に関する研究  

〔担当者〕化 学 環 境 部：白石不二雄  
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新潟県衛生公害研究所：大関正春・関谷一義  

（期 間〕平成5年度（1993年度）  

（内 容〕上越市では冬期に降った雪を地下水を利用し  

て消雪している。これは，地下水の熱を利用して降った  

雪を直ちに溶かす方法である。このため，地下水を短時  

間に極めて多量に揚水することになり，地下水位が急激  

に大きく低下する。地下水位が急激に低下することに  

ょって生じる地盤沈下特性を解明し，地盤沈下の将来予  

測を行うため，本年度から研究を開始した。本年度は地  

盤沈下の実態を把握するための調査を行い，併せてボー  

リング孔を利用した簡便な観測装置を用いて，地盤沈下  

観測を開始した。  

研究課題19）住工混在地域における居住環境に関する  

社会調査  

〔担当者〕社会環境システム部：大井 拡  

大阪府公害監視センター：厚井弘志■・奥田孝史・  

金城 巌  

（期 間〕平成5年度（1993年度）  

（内 容〕住工混在地域である堺市錦綾地区で，地区内  

の工場に関係者の多い戸建て住民（Gl）と地区外通勤者  

の多いマンション住民（G2）に対して，地区の住みよさ  

及び音についての自由記述式調査を実施した。住みやす  

さについての記述はGl，2はほぼ同じであった。エ場音  

と高速道路昔について，Glでは記述者が別である傾向  

が強く，G2では明瞭にこの道であった。また，騒音レベ  

ルと音の描写語の発生の間に興味深い偏りを見いだし  

た。  

研究課題 21）クロム化合物の安定性に関する研究  

〔担当者〕化 学 環 境 部：森田昌敏  

■ 徳島県環境保健センター：伊沢茂樹  

〔期 間〕平成5年度（1993年度）  

〔内 容〕クロム化合物の溶出，安定性，分析法に関す  

る検討を行った。  

研究課題 20）新潟県上越市における消雪用地下水の揚  

水による地盤沈下特性  

〔担当者〕水土壌圏環境部：陶野郁雄  
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2．11衛星観測プロジェクト  

（2）ADEOS衛星搭載用地上衛星間レーザー長光路吸   

収測定用りトロリフレクター（RIS）による大気観測  

に関する研究  

〔担当者〕地球環境研究グループ：笹野泰弘・中根英昭  

大気圏環境部：杉本伸夫・湊 淳  

地球環境研究センター：古田直紀・神沢 博  

〔期 間〕平成2～10年度（1990年～1998年）  

〔内 容〕1996年2月に打ち上げが予定されている地  

球観プラットフォーム技術衛星（ADEOS）に，環境庁は  

高層大気中の微量成分の観測のための「地上衛星間レー  

ザー長光路吸収測定用リトロリフレクター（RIS）」を搭  

載することとし，搭載機器および地上設備（レーザー送  

受信装置）の開発を進めている。これに対応して，機器  

設計，性能評価試験の支援，データ処理運用システムの  

開発に関する調査研究，検証実験計画立案，データ利用  

研究計画立案など，衛星観測プロジェクトの科学的側面  

の推進を当研究所が担当している。内容が広範にわたる  

ことから，所内外の研究者を含めたサイエンスチームを  

組織し，これらの研究の推進に当たった。   

平成5年度は，検証実験の基本計画を立案するため所  

内外の関連研究者から情報を収集し，計画素案を策定し  

た。また，データ利用に関しては宇宙開発事業団，通産  

省との共同で一般研究公募を行い，研究課題を選定した。  

RISを利用する観測技術の開発研究は，地球環境研究総  

合推進費により別途進められている。一方，共同研究と  

して郵政省通信総合研究所により，衛星追尾技術の開発  

研究が行われている。   

なお，データ処理運用システムの開発が地球環境研究  

センターの業務の一環として，実施された。  

〔発 表〕K－67，F－8，9，13，14，a－2，28，ト20，21，23，25  

～27，53～55，57  

（1）ADEOS衛星搭載印改良型大気周縁赤外分光計   

（lLAS）によるオゾン層観測に関する研究  

【担当者〕地球環境研究グループ：笹野泰弘・鈴木 睦・  

横田達也・林田佐智子  

地球環境研究センター：古田直紀・神沢 博  

〔期 間〕平成2～10年度（1990年～1998年）  

〔内 容〕1996年2月に打ち上げが予定されている地  

球観測プラットフォーム技術衛星（ADEOS）に，環境庁  

はオゾン層観測センサー「改良型大気周縁赤外分光計  

（ILAS）」を搭載することとし，搭載機器の開発を進め  

ている。これに対応して，機器開発・性能評価試験の支  

援，データ処理アルゴリズムの開発研究，データ処理運  

用システムの開発に関する調査研究，検証実験計画立案，  

データ利用研究計画立案など，衛星観測プロジェクトの  

科学的側面の推進を当研究所が担当している。内容が広  

範にわたることから，所内外の研究者を含めたサイエン  

スチームを組織し，これらの研究の推進に当たった。   

平成5年度は，搭載機器の地上試験用モデ／レ（エンジ  

ニアリングモデル）を用いた光学性能評価試験を，ガス  

セルを用いて実施した。また，定常的なデータ処理運用  

システムのための，高速・高精度データ解析アルゴリズ  

ムの検討を行った。検証実験については，国内外の関連  

研究者からの情報を収集し，計画素案を策定した。デー  

タ利用研究に関しては，サイエンスチームメンバーによ  

る研究課題を募集した他，宇宙開発事業団，通産省との  

共同で一般研究公募を行い，研究課題を選定した。   

なお，データ処理運用システムの開発は地球環境研究  

センターの業務の一環として，実施された。  

〔発 表〕K－70，72，157，158，A－15，16，18，20，27～29；Ⅰ  

2，a25，26，28－、－36，i－2，4，5  
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3．環境情報センター＊   

環境情報センターは，平成2年7月，国立公害研究所  

が国立環境研究所に改組されたのに伴い新たに設置され  

た業務部門であり，旧環境情報部が行ってきた環境情報  

の収集・整備・提供と大型電子計算機を中心としたシス  

テムの管理・運営などの業務を引き継ぐとともに，今日  

の環境情報に対する広範な需要に応じるため「環境デー  

タベース」を整備し，当研究所内のみならず広く環境研  

究，環境保全行政に提供し，環境情報整備のより一層の  

充実を図ることとしている。   

平成5年度は，旧環境情報部から引き継いだ大気質，  

水質に係る数値情報ファイルの作成，図書賓料を始めと  

する文献情報など国内及び国外の環境に関する情報の収  

集に努めたほか，前年度に引き続き，自然環境のメッシュ  

情報を一元的に整理し，検索・表示できる自然環境保全  

総合データベースシステムをより高度に進めるととも  

に，環境庁行政部局の行った調査研究に関する成果物の  

収集及びそのデータベース化に取り組んだ。また，環境  

情報の提供に対するニーズの高まりのなか，環境基本法  

の主旨を踏まえて，環境情報に関する情報源情報データ  

ベースを整備し，環境情報ガイドブック及び環境情報ガ  

イドディスクとして刊行し，関係機関に配布した。さら  

に民間をも対象とした環境データベ←スの磁気テープコ  

ピーサービスのほか，環境庁公表資料情報データー覧及  

び公表資料に係る提供体制を確立した。（現在，環境情報  

ヤンタ一に整備されている環境データベースの構成を図  

3．1に示す。）   

図書室においては，「逐次刊行物所蔵リスト1993年」  

を刊行するとともに，蔵書（単行本）の検索システムの  

構築作業を進めるなど，利用環境の充実に努めた。   

平成3年7月から，当ヤンターと地方公害試験研究機  

開との間でデータ通信回線を利用したパソコン通信シス  

テム（環境情報ネットワーク）の運用を開始しているが，  

その充実に努め，より一層の情報交換の緊密化，迅速化  
を図った。  

また，当研究所の活動内容及び研究成果に関する情報  

提供として，「平成4年度国立環境研究所年報」等各種研  

究報告書を刊行した。   

このほか，当センターは，国連環境計画（UNEP）の  

運営する国際環境情報源照会システム（fNFOTERRA）  

の我が国の代表機関（NationalForcalPoint）としての  

役割を担っており，情報源照会に対する回答等の通常業  

務を実施するほか，国立環境研究所ネットワーク上で，  

これらの情報を検索するシステムを構築し，利用環境の  

充実を図った。   

電子計算機関連業務については，各毯情報の処理・解  

析及び各種シミュレーション計算に利用される大型電子  

計算機システムのほか，地球環境に係る研究を推進する  

ため，平成3年度に導入されたスーパーコンピュータシ  

ステムに加えて，・これらの効率的な利用を図るための国  

立環境研究所ネットワーク等の運用・管理体制の一層の  

整備を行った。特に，国立環境研究所ネットワークにつ  

いては，補正予算によりネットワーク計算機を導入し，  

より高い機能を目指すネットワークへの拡充・強化を図  

るなど，利用環境の整備を行った。  

3．1環境数値データファイルの整備と提供  

3．1．1データファイルの整備   

環境行政及び環境研究において必要とされる環境数値  

データを広く収集・整理し，電子計算機によるアクセス  

が可能な形で蓄積し，提供することば，環境情報センター  

の主要な任務の一つである。平成5年度においては，前  

年度に引き続き大気環境≠一夕及び水質環境データを収  

集してデータファイルの整備を行った。  

（1）大気環境データファイル   

大気環境データファイルは，①大気環境時間値データ  

ファイル，②大気環境月間値・年間値データファイル，  

（多大気測定局属性情報ファイルの3つで構成されてい  

る。本年度もこれらのファイ／レに平成4年度データを収  

録した。  

（D大気環境時間値データファイル   

大気環境時間値データファイ／レは，自治体が各測定局  

＊〔発表〕に記載された記号は，第7章成果発表一覧の記号に  

対応する。  

－－ 84－   



環境データベース  

大気環境時間値データファイル  ○－一  

大気環境月間値・年間値データファイル ◎り  

数値情報  環境庁  大気環境  

大気環境測定局属性情報ファイル  △◆2◆4  

◎
 
△
 
◎
 
 

水質環境  公共用水域水質データファイル  

公共用水域水質データ年間値ファイル  

公共用水域水質マスターファイル  

自然環傾トー自然環境保全総合データベース  △
 
▲
 
▲
 
▲
 
 
 

自然環境保全基礎調査  

国土数値情報（国土地理院）  

メッシュ気候値（気象庁）  

関連統計一工業統計（通商産業省との情報交換）  

NIES－BOOK（単行本所蔵目録）  

NtESSC（逐次刊行物所蔵日録）   

NIESMF（マイクロフィッシュ所蔵目録）  

NIES．REPORT（研究報告論文）  

NIESPAPERS（発表研究論文）  

NIES－SCIENTIST．（研究括動調査）  

NIES－NEWS（新聞記事）  

EA－RESEARCH（環境庁委託等調査報告書）（整備中）＊5  

EAPRESS（環境庁公表資料情報）  

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
△
 
○
 
 

、二’・  

INFOTERRA（国際環境情報源照会システム：UNEP）◎●3  

環境情報源情報  El－GUIDE（環境情報源情報）  ◎＊2■3   

◎ 一般へ提供  
○ 行政機関・研究者等へ捷供  
△ 所内・庁内利用に限定  
▲ 利用システム上での利用に限定  
＊1大型電子計算機システムで利用可能  

■2 パーソナルコンピュータシステムで利用可能・  

■3国立環境研究所ネットワークで利用可能  

－4 国立環境研究所ネットワークでも制限的に利用可能  

義5 一部は所内・庁内で利用可能  

図3．1環境データベースの構成  
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の1時間ごとの測定値をテレメータ等により収集記録し  

た磁気テープを，各自治体から直接提供を受け，昭和52  

年度より継続して編集・作成しているものである。磁気  

テープの仕様や測定項目の配列順序は自治体ごとに異な  

るため，当研究所で定めた「標準磁気テープフォーマッ  

ト」に変換・編集して収録している。平成5年度に収録  

した対象地域は，関束・愛知・近畿・中国・北九州地方  

であり，収録対象となった測定局数は，和歌山市，下関  

市及び大牟田市の管理する測定局を新たに加え，1，153  

局である（立体局測定点を含む，移動測定車による測定  

局は除外）。本年度収録した項目別の測定局数は表3，1  

に示すと，おりである。   

また，同ファイルに収録している測定地域，測定月日  

及び測定項目を指定することにより必要な箇所のデータ  

を抽出し，フロッピーディスク等での提供を可能とする  

ため，メディア変換装置を搭載したネットワーク計算機  

システム（6、1、16情報関連施設（3）を参照）を滴用した  

「データ抽出プログラム」を整備した。  

（多大気環境月間値・年間値データファイ／レ   

大気環境月間値・年間値データファイルは，環境庁大  

気保全局が年に1回発表する「一般環境大気測定局測定  

結果報告」及び「自動車排出ガス測定局測定結果報告」  

に記載されるデータに対応するもので，昭和45年度測定  

結果から収録されており，現在，全国的かつ経年的に我  

が国の大気汚染状況を評価することができる唯一の資料  

となっている。このデータファイルは，環境庁大気保全  

局が各自治体からの測定結果の報告により作成したデー  

タの提供を受けて整備したものである。なお，平成5年  

度も，大気保全局が平成4年度測定結果に関する月間  

値・年間値データファイル及び対応する報告書を作成す  

るのに支援を行った。本年度収録された項目別の測定局  

数は，表3．1に示すとおりである。   

③大気測定局属性情報ファイ／レ   

大気測定局属性情報ファイルは，全国の一般環境大気  

測定局及び自動車排出ガス測定局等について，その名称，  

住所，測定局コード，地図情報，周辺状況，測定項目，  

測定機の型式及び保守管理状況等を記録している。全国  

の測定局については，経年的な位置の把握・管理が重要  

であるが，本ファイルの更新・運用により位置の変更，  

新設廃止などに適切に対応して全国的な一意のコード付  

け，位置等の追跡などが可能となっている。本ファイル  

については，平成3年度からパーソナルコンピュータ  

（PC）によるデータの管理システムに切り替えている。  

本年度においては前年度と同様にデータの追加・修正を  

行うとともに，システムの操作性の向上を図るため，デー  

タの蓄積方法をこれまでの大型電子計算機を利用した磁  

気テープから光磁気ディスク（PC版）に切り替えた。  

表3．1大気環境データファイル項目別局数（平成4年度測定データ）  

測 定 項 目   
大気環境時間値   大気環境月間値・年間値  
データファイル   デ ー タ フ ァ イ ル   

二酸化硫黄   855   1，701   

窒素酸化物   973   1，765   

一酸化窒素   973   1，765   

二酸化窒素   973   1，765   

一酸化炭素   366   534  

オゾン   
オキシダント   674   1，132  

全炭化水素   360   522   

非メタン炭化水素   359   522   

メタン   359   522   

浮遊粉じん   48   112   

浮遊粒子状物質   889   1，609   

塩化水素   5   

硫化水素   2   

その他－   2，722   

合  計   9，567   11，949   

■：気象要素及び交通量を含む。  
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年間の測定結果について，最高値，最低値，平均値，  

測定回数及び環境基準達成回数等を測定点毎に集計し，  

生活環境項目，健康項目等の項目別に年間値ファイルを  

作成した。  

（勤公共用水域水質マスターファイル   

水質マスターファイルは公共用水域の水質測定点に関  

する情報を収録したファイルであり，データの検索や環  

境基準適合の判定などに用いる基礎的情報を持ってい  

る。本年度は，前年度に引き続き，変更地点等の調査結  

果に基づいて，地点統一番号，地点名称，指定類型，達  

成期間，緯度，経度などをマスターファイルに収録した。   

（2）水質環境データファイル   

水質汚濁防止法に基づき，昭和46年度から全国公共用  

水域水質調査が実施されている。この調査結果をデータ  

ファイルに収録する作業は昭和51年度より開始し，収録  

項目を逐次充実してきたところである。平成5年度は，  

前年度と同様に水質環境データファイルの作成を行っ  

た。   

水質環境データファイルは，①公共用水域水質データ  

ファイル，②公共用水域水質データ年間値ファイル，③  

公共用水域水質マスターファイルにより構成されてお  

り，その内容は以下のとおりである。   

①公共用水域水質データファイル   

本年度は平成4年度測定に係る全国公共用水域の全測  

定点（8，540地点，延べ117，292測定）について，生活環  

境項目（pH，DO，BOD，COD，SS，大腸菌群数，n－ヘ  

キサン抽出物質，全窒素，全リン）及び健康項目（カド  

ミウム，シアン，有機リン，鉛，クロム（6価），ヒ素，  

総水銀，アルキル水銀，PCB，トリクロロエチレン，テ  

トラクロロエチレン）等の各測定結果データを収録した。  

収録件数の詳細は表3，2のとおりである。   

②公共用水域水質データ年間値ファイル  

以上のファイルは，環境庁水質保全局の行う公共用水  

域水質測定結果調査と密接な関係にあり，同調査によっ  

て得られた内容を当センターで収録・集計等の業務を行  

う過程で作成されたものである。環境庁水質保全局が平  

成5年11月に発表した「平成4年度公共用水域水質測定  

結果について」及び同局監修の「全国公共用水域水質年  

鑑」の内容は，この作業結果を基礎としている。  

表3．2 水質データファイル収録件数（平成4年度測定データ）  

項自名   河 川   湖 沼   海 域   合 計   

pll   74，372   7．115   30，858   112，345   

DO   71，238   7，502   30，645   109．385   

BOD   71，525   4，041   93   75，659   

COD   53，419   7，282   31，509   92，210   

SS   71，446   6．89〔）   8，877   87，213   

大腸菌群数   49．544   4，572   12，427   66，543   

油分   4，137   185   10，043   14，365   

全窒素   22，700   5，799   8，346   36，845   

全リン   23，302   6，045   9，418   38，765   

カドミウム   19，769   1，129   4，444   25，342   

シアン   17，239   909   3，677   21，825   

有機リン   5！534   510   1，282   7，326   

鉛   19，769   1，129   4，448   25．346   

6価クロム   17，329   953   4，189   22，471   

批素   18，103   l，029   4，148   23，280   

総水銀   21，014   1，204   5．552   27，770   

アルキル水銀   3．936   304   2，015   6，255   

PCB   2、809   183   3，803   

トリクロロエチレン   10，282   381   1，190   11．853   

テトラクロロエチレン  10，287   382   l，190   11，859   

収録レコード件数   76，390   7，767   33，135   117，292   
測定地点数   5，746   501   2，293   8，540   
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3．2 研究情報の整備と提供  

3．2，1環境文献データファイルの整備と提供   

環境研究や環境行政に関する文献情報の収集とその  

データベース化を推進するとともに，CD－ROMの導入を  

行うなど，国内外のデータベースのオンライン検索の活  

用の効果的利用体制の充実を図っている。平成4年度か  

らは，EIENERGYANDENVIRONMENTファイル（CD  

－ROM版）及びENVIRONMENTALLIBRARYファイル  

（CDROM版）を導入し，地球環境問題，自然環境問題  

等を始めとする研究テーマの多様化に対応できる機能を  

整備している。また，科学技術分野の主要な雑誌の日次  

速報誌であるCCOD（カレントコンテンツのフロッピー  

ディスク版）痘購入し，最新の情報をより速く入手する  

ことも可能となった。   

所内で利用できる各ファイル名等の内容及びシステム  

の概要を表3．4に示す。  

3．1．2 データファイルの提供  

（1）利用体制の整備   

①貸出による提供   

数値データファイルは，「環境データベース磁気テープ  

貸出規程」に基づき，従来より所内及び研究機関等への  

提供業務を行っており，平成5年度の提供実績は，表3，3  

に示すとおりである。   

②コピーサービスによる提供   

環境情報源へのニーズの高まり，収集したデータの有  

効利用を図るペきであるとの社会的認識の深まり等の背  

景を踏まえて，環境データファイ／レが環境研究及び環境  

行政にとどまらず，民間機関を含め広く社会的に利用さ  

れるよう情報提供の体制の整備を進めてきており，平成  

4年10月から（財）環境情報普及センターを通じて，大気  

環境月間値・年間値データファイル（昭和45年度から平  

成3年度測定データ），公共用水域水質データファイ／レ及  

び公共用水域水質マスターファイル（昭和46年度から平  

成3年度測定データ）の3種類のデータファイルについ  

て，磁気テープコピーサービスによる有償提供を開始し  

ている。   

③他機関との情報交換   

当研究所所長と通商産業大臣官房長との覚書交換（昭  

和56年3月30日）に基づいて，昭和55年度より，大気  

環境月間値・年間値データファイルと工業統計との磁気  

テーープによる交換が行われており，本年度についてもこ  

れに基づき情報交換が行われた。  

（1）内部システム   

①NIESBOOK   

収集した単行本の所蔵目録データベースとして，昭和  

58年度から入力を開始したもので，書名，著者名，出版  

年，出版社，配架先等を入力している。このファイルの  

利用によって，各研究郡等に分散所蔵された単行本の集  

中管理と有効利用が進められる。   

②NIES－SC   

収集した逐次刊行物の所蔵目録データベースとして作  

成しているもので，入手形態，配架場所，所蔵巻号，所  

蔵年等のデータを入力している。このファイルの利用に  

よって，雑誌管理の省力化とともに，逐次刊行物リスト  

の発行，雑誌架の見出し作成等を容易にするなど，図書  

室サービスを強化する手段になっている。  

（2）利用説明書の整備   

表3，3に示したファイルについては，各ファイルごと  

に利用説明書を整備しており，所要の見直しを行った。  

表3．3 データファイルの提供数  

提 供 実 績  
ファイル名   貸出による  

データ整備対象年度   提供ファイル数   
提供ファイル教 

大気環境時間値データファイル   昭和51～平成3年度   2Z   －＊   

大気環境月間倍・年間値データファイル  昭和45・～平成3年度   24   5   

大気測定局属性情報ファイル   昭和52～平成3年度   3   ーー＊   

公共用水域水質データファイル   昭和46～平成3年度   14   22   

公共用水域水質マスターファイル   昭和46～平成3年度   2   

計  65   29   

＊：提供対象外－  
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所属学会，研究課題，主要論文等の現在をベースとする  

データファイルである。   

⑦NIES－NEWS   

環境公害に関する新聞の記事について，昭和57年度に  

開発に着手し，昭和62年度までに6，593件を入力してい  

る（以降は中止）。収録の対象は，朝日新聞，毎日新聞，  

読売新聞，日本経済新聞，産経新聞，日本工業新聞，茨  

城及び常陽新聞の8紙であり，日本経済新聞社の  

NEEDSIRが開始される前の昭和48年1月から昭和  

52年9月までのものが収録されている。なお，現在は，  

商用データベースのGSearch等を中）いこ利用してい  

る。  

（参NIESMF   

主として1976年以前に発行された当所所蔵のマイク  

ロフィッシュについて，書誌事項を入力してデータベー  

ス化したものである。   

④NIES－REPORT   

これまで刊行された国立環境研究所研究報告（Rシ  

リーズ）及び国立環境研究所資料（Fシリーズ）等に掲載  

された内容について，シリーズごとに論文タイトル別の  

表題，著者，ページ，刊行年等を記録しているデータベー  

スである。  

（9NIESpPAPERS   

国立環境研究所職員の誌上（所外の印刷物）発表論文  

等及び口頭発表（講演等）に閲し，発表者，題目，掲載  

誌（学会等名称），巻号・ページ（開催年）及び刊行年（発  

表年月）について，年度ごとにとりまとめ，データベー  

スとしているものである。   

⑥NIESSCIENTIST   

国立環境研究所研究職職員を対象とする研究活動調査  

（年2回更新）に基づいて作成された研究者の専門分野，  

（2）CD－ROMシステム  

（∋NTIS   

NTIS（NationalTechnicalInformationService一米  

国国立技術情報サービス）作成の米国政府関連技術報告  

書を収録しているデータベースであり，従来，内部作成  

していたNIES－EPAファイルは，本ファイルを部分的  

表3．4 国立環境研究所の研究情報検索システム  

フ ァ イ ル名 等  端末操作者   備   考   

収録件数等  
NIES－BOOK◆1  （単行本所蔵目録）   11．541＊ヨ  

内  部  （逐次刊行物所蔵目録）  2，649  

NIES－MF■1  （マイクロフィツシュ所蔵目録）  11，026  

NIES－REPORT■2  （研究報告論文）  167  

システム  （発表研究論文）  1，067  

NIES－SCIENTIST＊2  （研究活動調査）  179  

NIES－NEWS●1  利 用 者  

NTIS  （米国技術情報関連文献）  1980最新（年4回更新）  

CD－ROM  （医学関連文献）  1966一最新（月1回更新）  

EIENERGYANDENVTRONMENT   1984－最新（年4回更新）  

システム  （エネルギー・環境関連文献）  

ENVIRONMENTALLIBRARY（環境文献曽誌）  1980一最新（年1回更新）   

Fl〕システム  CCOD  （雑誌目次）  1991最新（年52回更新）   

JOIS  （文献等）   

データベース  センター内  
オンライン検索  STNInternational  （同 上）  担 当 者  

G－S6arch  （新聞記事等）  

ASSIST  （社会情報等）   

事1：大型電子計算機システム  

●2：パーソナルコンピュータシステム  

■3：昭和58年度購入分より累計  
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に抽出加工していたものである。平成2年度から，CD  

ⅠそOM版の借上を実現し，米国環境保護庁（EPA）関連  

レポートのみでなく，環境科学及び周辺科学全般のより  

広範な報告書を検索することが可能となった。また，原  

典については，EPA及び環境科学関連の技術報告書をマ  

イクロフィッシュで収集しているので，即時に利用でき  

る体制になっている。  

（診MEDLINE   

米国国立医学図書館（NLM：NationalLibrary of  

Medicine）作成の医学文献データベースで，利用者が外  

部システムによらず，直接必要文献を検索することが可  

能である。  

（卦EIENERGYANDENVJRONMENT   

環境及びエネルギーに関する文献データベースで，主  

に，環境工学，石油・石炭技術，水源生態系，大気汚染，  

水質汚染，酸性雨関連の文献について，1984年から約70  

万件が収録されている。   

④ENVIRONMENTAL LIBRARY   

OCLCOn］ineUnionCatalog（OLUC）から環境関係の  

刊行物を抽出したデータベースである。現在，約30万件  

のデータが収録されている。  

あるp また，科学技術情報だけでなく社会情報の検索に  

も有用である。  

（卦STN－International   

米国化学会のChemicalAbstracts Service（CAS）と  

ドイツFIZ Karlsruhe及び日本科学技術情報センター  

が共同で提供する国際的オンラインネットワークデータ  

ベースサービスであり，科学技術関係の多数の有用な  

ファイルを含んでいる。オフライン回答は，国内で出力  

しているため，比較的速く入手することができる。   

④G－Search   

く株）ジーーサーチのオンライン検索システムであり，  

朝日新聞，読売新聞，日本経済新聞及び日経産業新聞等  

の新聞情報，産業技術情報の検索に利用している。また，  

同システムのゲートウェイサービスの1つであるNト  

CHIGAIASSIST（（株）日外アソシエーツ）に接続して，  

人物・人材情報，企業数向情報，図書内容情報等の検索  

に利用している。   

また，所外文献の原典コピー入手については，国立大  

学附属図書館（筑波大学，東京工業大学，東京大学），  

JICST，国立国会図書館を利用しており，さらに，国外  

所蔵文献に関しては，DIALOG代理店（紀伊国屋書店）  

よ り海外情報サービス，米国のCAS（Chemical  

Abstracts Service）社の原報複写サービスを利用するこ  

とにより，原報提供体制の強化を図っている。特に，  

JICSTへの複写依頼については，∴オンラインによる発注  

の他に，ファクシミリによる原報の即日提供も可能であ  

る。   

前述のように，複数のデータベースを利用する方法と  

並行して，日独科学技術協力協定に基づく情報交換等国  

際協力による研究情報の整衛を図っている。  

（3）FDシステム  

（DCCOI〕   

米国ISl社（Institute for ScientificInformation，  

lnc．）作成の目次速報誌であるカレントコンテンツのFD  

版であり，科学技術分野の主要な雑誌の目次情報を検索  

することができる。  

（4）データベースのオンライン検索  

（DJOIS   

日本科学技術情報センター（JICST）のオンライン文  

献検索システム（漢字データベースであるJICST系  

ファイルを含む。）データベースである。また，オンライ  

ン発注による原報複写サービスが利用できる利点があ  

る。なお，JICSTファイルには，国内の環境公害関連の  

研究報告を含めて科学技術文献が毎年数万件入力されて  

いる。  

（参DIALOG   

米国ダイアログ・インフォメーションサービス社の検  

索システムであり，利用できるファイル数が多い（約400  

種のデータベース，蓄積情報景は世界最大）のが特色で  

3．2．2 図書関係業務   

図書関係業務については，環境情報の収集，整理及び  

提供に関連する業務の一部として図書館業務を行ってい  

る。図書等の整理及び研究情報の提供については，特に  

データ入力にパーソナルコンピュータを利用し，事務の  

合理化を進めるとともに，所内の利用者がオンライン検  

索できるよう整備してしゝる。   

平成5年度においては，地方公共団体環境・公害関係  

部局・機関から送付された資料について所蔵データの整  

備を行うとともに，所蔵管理ファイルを作成した。さら  

に，環境庁長官官房環境情報企画官室を通じて送付され  
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した。この人退室管理システムは，磁気カードの使用者  

及び使用時間の記録を自動的に保存するため，図書室へ  

の入退室者の把握を容易に行うことができる。表3．5に  

平成6年3月現在の蔵書数等を示す。  

る“環境庁公表資料”及び“環境庁委託等調査報告書’’  

の2種類の資料と環境庁各課重から直接送付される資料  

等を一元的に管理・把握するため環境庁資料管理ファイ  

ルを作成し，管理体制の整備を図った。  

図書関係施設としては，平成4年度に電動書架2システ  

ムを導入し雑誌収納量の拡充を図ったが，平成5年度に  

おいては，単行本及び報告書顆の配架レイアウトの変更  

を行い，図書室をより効率的に利用できる体制を整える  

とともに，利用に当たって図書室利用説明会を開催し約  

60人の参加が得られた。   

図書関係の設備については，雑誌閲覧室（旧バックナ  

ンバー書庫）は棚数2，664棚，雑誌展示書架840誌分，  

204m2，単行本閲覧室（旧図書閲覧室）は棚数708棚，雑  

誌展示書架280誌分，194mヱ，索引・抄録誌閲覧室（旧新  

着雑誌室）は椰数480棚，80m2，報告書閲覧室（旧電動  

書架）は，棚数918棚，74m2であり，その他情報検索室  

（旧雑誌閲覧室，50m2），地図・マイクロ資料閲覧室（101  

m2），及び複写室（17m2）となっている。   

なお，平成4年度より図書室の有効，適切な利用及び  

勤務時間外の利用の一層の適正化を図るため，「国立環境  

研究所図書室利用要領細則」を定め，出入口のドアに設  

置する磁気カード方式による入退室管理システムを導入  

3．2．3 編集・刊行業務   

当研究所の各部，各グループ，各センターの活動状況  

及び研究成果等については，刊行物として関係各方面に  

広く提供している。   

平成5年度においては，年報（1件），特別研究年報（1  

件），地球環境研究年報（1件），特別研究報告（5件），  

研究報告（3件），資料（15件），地球環境研究センター  

報告（9件），ニュース（6件）を刊行した（成果発表一  

覧参照）。   

なお，これらの刊行物は，その種類によって，国立国  

会図書館，環境関係試験研究機関，各省庁及び地方公共  

団体環境担当部局等に寄贈交換諒として配布した。・  

3．3 機関情報りNFOTERRA）の整備と提供   

環境情報センターは，国連環境計画（UNEP）の運  

する国際環境情報源照会システム（INFOTERRA）にお  

ける我が国の代表機関（ナショナル・フォーカルボイン  

表3．5 蔵 書 数 等  

資料形態   内  容   4年度末  5年度末  増加数等   

単行本   30，946冊  32，141冊  1，195冊  

外国資料類  1，662冊  36冊  

国内資料類  
継続資料  373誌   382誌  9誌  

冊子体  
単発資料   10，558冊  11，228冊   670冊  

購入洋雑誌   448誌   467誌   19誌  

購入和雑誌   116誌   173誌   7誌  

（寄贈交換）   （541誌）   （541誌）   

地方図（国土地理院，50万分の1）   8枚   8枚  

地勢図（国土地理院，20万分の1）   130枚   130枚  

地形図（国土地理院，5万分の1）   1，249枚  1，249枚  

地  図  
地形図（国土地理院，2万5千分のl）   4，429枚  4．429枚  

地形図（国土地理院，1万分の1）   ・319杖   319枚  

湖沿図（国土地理院，1万分のl）   112枚   112枚  

土地利用図（国土地理院，2万5千分の1）   1，269枚  1．269枚  

その他の図薬（地質図等）   978枚   978枚   

マイクロ  EPA及びその他のNTISフィッシュ   85，Z14件  88，961件  3，747件   

フイルム  EICフィッシュ（昭和49年度）   5，507件  5，507件   

そ の他  新聞切り抜き（昭和55年1月～平成元年3月）  31，104件  31，104件  

（地図については発行図面数）  
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ト）として，以下に述べる業務を行った。なお，1994年  

3月現在，lNFOTERRAへの参加国数は155か国であ  

り，登録されている情報源数は，129の国際機閑を含毒，  

約6，500となっている（日本国内登録機関数508件）。   

①情報源の登録と更新   

本年度は，UNEPの本部（PAC，ProgTarnmeActivity  

Centre）の要請に基づき，環境経済分野における国内登  

録機関の拡充を図るため，関連機関の新規登録等の作業  

を行った。  

（勤惰報源の検索照会及び回答   

国内外からの依頼に対して，情報源照会回答業務を  

行った。本年度（平成5年1～12月）は，56件の照会が  

あった（国外からの照会数53件）。  

（卦ネットワーク上での検索システムの開発   

平成5年度は，平成4年度に構築されたネットワーク  

上で利用する検索システムの改良を行い，新しく導入さ  

れたネットワーク計算機システムによる検索システムに  

移行した。また，本年度は，国内登録機関に追加して，  

UNEPから提供を受けた国際情報源情報について整備  

を行い，これらの機関を機関特性（コード）及び検索用  

語（コード）により検索するシステムを構築した。   

④国内利用普及のためのJICSTとの協力   

国内利用の普及を図るために，日本科学技術情報セン  

ター（JICST）に対する情報源データベースの提供など  

の協力を行った。JOISを通してのオンライン利用件数  

は，本年度（平成5年1～12月）は135件であった。   

⑤広報活動   

情報源及び利用者への広報資料として，「情報源情報ガ  

イドディスク93年版」の作成に当たり，INFOTERRA  

国内登録機関情報を含めて作成し，国内の関係機関に配  

布した。  

また，電子計算機の勤務時間外における利用体制を確  

立し，電算機周辺装置室及びスーパ岬コンピュータ端末  

室の共通の出入口のドアに設置する磁気カード方式によ  

る入退室管理システムの管理を行うとともに，利用に  

あっては「国立環境研究所電子計算機室利用要領」及び  

「国立環境研究所電子計算機室利用要領細則」を定めて  

運用を行っている。  

（1）大型電子計算機システム管理業務   

大型電子計算機システム（環境情報システム）は，環  

境分野のシミュレーション計算，各実験施設やリモートゝ  

センシング等における測定データの解析及びそれらの画  

像・図形処理に利用されるとともに，各種データベース  

等の業務処理に使用された。   

本年度は，地球規模での環境問題に関する研究への取  

り組みが本格化したことを背景として，大規模なメモリ  

空間や長時間の計算を必要とするシミュレーション計算  

が引き続き行われた。電子計算機の性能に依存するこれ  

らのジョブは，一般に，相当程度のCPUを費やし，場合  

によっては数日から10数日の期間を要するため，特に大  

型のジョブを実行する場合にあっては，システム運転時  

間を最長翌日の7時30分まで自動的に延長するなどの  

処置を講じた（平日の通常運転終了時間は22時00分。）。  

また，「国立環境研究所電子計算機処理管理規程」に基づ  

き，年度初めに実施した全利用者に対する利用予定調査  

をもとに，年間利用計画を作成したほか，個別のジョブ  

につt）ては，プログラムサイズ32メガバイトまでを一般  

ジョブ，それ以上のサイズのものを大型ジョブとし，実  

行クラスを分けてスケジューリングを行うなど，システ  

ムの円滑な運用に努めている。また，シミュレーション  

計算及び大量のデータを扱う計算を対象とする利用のほ  

か，大型電子計算機システムに付属する豊富なライブラ  

リプログラムを晴用する例も多く，それらの適切な利用  

に当たって，利用者の要請に対応した。   

なお，5年度における本システムの利用登録者は，延べ  

163名であった。利用状況を年平均CPU使用率及び月平  

均実行ジョブ本数でみると，それぞれ69％，3，457本で  

あった。  

3．4 電子計算機管理業務   

環境情報センターは，電子計算機管理業務として大型  

電子計算機システム，スーパーコンピュータシズテム及  

び国立環境研究所ネットワークに関する管理，運用等業  

務を所掌している。大型電子計算機システム及びスー  

パーコンピュータシステムの管理，運用を行うため，「国  

立環境研究所電子計算機処理管理規程」を定めるほか，  

平成3年度に構築した国立環境研究所ネットワークの適  

正な管理，運用を行うため，「国立環境研究所ネットワー  

ク管理規程」を定めて管理，運用等を行っている。  

（2）スーパーコンピュータシステム管理業務   

平成3年度，新規に導入されたスーパーコンピュータ  

システムは，その利用に係る調整にあっては地球環境研  
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究センターが，システムの管理及び運用にあっては環境  

情報センターが行うこととされている。   

本システムの運転時間は，その処理業務の性格上，夜  

間及び閉庁日を含めて24時間連続運転を行い，原則とし  

て月に1度，第4土曜日に4時間程度，保守作業のため  

計画的に停止することとしている。   

本システムは，オペレーティングシステム（OS）とし  

てSUPER－UX（UNIX準拠）を採用し，地球環境問題  

を扱う大規模なFFORTRANプログラムを効率よく作  

成・編集し，また実行するために，デバッグ機能，最適  

化機能や高水準の自動ベクトル化機能などをもつFOR－  

TRANコンパイラ及び各種支援ツールを備えている。ま  

た，地球環境研究では，計算結果を可視化することが現  

象解明並びに影響評価及び予測を行う上で非常に重要な  

役割を果たすため，計算結果を動画として表示する高速  

画像表示装置を始め，三次元グラフィック処理装置及び  

二次元画像処理装置等を備えている。   

なお，5年度における本システムの利用登録者は，共同  

研究員等を含めて，延べ103名であった。利用状況を年  

平均CPU使用率及び月平均実行ジョブ本数でみると，  

それぞれ91％，1，702本であった。今後，運用の面では，  

本格的な利用に伴う長時間ジョブの増大に対応するた  

め，計算時聞及びメモリサイズ等によるジョブのクラス  

分けのスケジューリングや，各利用者のプログラムの  

チューニングによる効率化等について検討を行うなど，  

更に効率的な利用環境の整備を目指すこととしている。  

簡易操作型の電子メーJレ機能として，NetWareサーバ  

に「CC：Mail」を導入し，試験的な運用を実施するほか，  

地方公共団体及びその他の公的組織・機関との閏に比較  

的低価格で高い機能を得るネットワーク環境を実現する  

ための各種の試験を行うなど，利用拡大に向けた基盤整  

備を行った。  

3．5 国立環境研究所環境情報ネットワーク   

平成5年度には，前年度に引き続き「匡】立環境研究所  

環境情報ネットワーク研究会（第6匝】）」を平成6年2月  

16，17日に開催し，地方公害試験研究機関等から約40機  

関（約60名）の参加を得た。ここでは，パソコン通信シ  

ステムの整備とともに，平成5年11月に制定された環境  

基本法を契機として，今後の環境情報の提供等のあり方  

に関する検討を加えるなど，所要の検討を行った。   

これらの研究会の実績や全国公害研協議会から国に対  

する要望を踏まえて，当研究所では「環境情報ネットワー  

ク（パソコン通信システム）」の本格運用を平成3年7月  

1日から開始したところであるが，平成5年度において  

は，本システムの情報交換の内容を拡充するなど，地方  

公害試験研究機関との協力関係をより緊密に深めること  

に努めた（平成5年度末の加入者数は，約160名）。情報  

交換の内容等の概要については，表3．6に示すとおりで  

ある。なお，電子会議では，多数の利用者が定められた  

テーマについて，意見交換や議論を行うことができる  

（SIG：SpecialInterestGroup）。また，特定の利用者  

の間で，例えば共同研究に関する情報交換，事務打合せ  

等を行うほか，ある課題に関する報告書の作成等を共同  

で執筆することができる（CUG：ClosedUserGroup）。  

また，電子メールは，各利用者間において研究情報の交  

換や事務的連絡を行うことができる。  

〔発 表〕J－1  

（3）国立環境研究所ネットワーク管理業務   

平成3年度に構築された国立環境研究所ネットワーク  

は，平成4年5月にNTT専用回線（64Kbps）により国  

際理学ネットワーク（TISN，東京大学理学部）と接続さ  

れ，所外との通信利用が可能となったことに伴い，本格  

的な利用が開始された。代表的な利用例は，各研究室に  

配竃されたワークステーション又はパーソナルコン  

ピュータにより，研究室からの大型電子計算機及びスー  

パーコンピュータの利用及び国外を含む所外の関連研究  

者との電子メールの交換である。   

本年度は，補正予算により，ネットワーク計算機シス  

テムを導入し，ネットワーク上で利用可能なデータベー  

スシステム「ORACLE7」を備えるなど，情報源情報，  

図書及び発表研究論文に係る検索システムを新たに開発  

するほか，各種のデータ提供機能の充実を図った。また，  

3．6 各種情報の収集及び整備等に関する業務  

3．6．1自然環境保全総合データベースの開発   

近年，人間活動の規模の拡大に伴い，地球的規模での  

自然環境の改変が深刻な問題になっており，また，国内  

的にも自然環境保全に対する関心が高まっている。自然  

環境を適切に保全するためには，その硯況を把握し，人  

間活動の影響による変動の予測，評価を行うことが不可  

欠である。しかし，国内の自然環境に関する情報は，量  

的には一応整備されているものの，計量手法に検討が必  
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表3，6 環境情報ネットワーク  

環境情報ネットワーク（EトNET）  

一屯子掲示板  システムからのお知らせ  システムからのお栗］らせ  
」オンラインマニュアル  

）  

墓要（各号）  

ンタ＿ニュ＿ス   

ニュース（環境研．地理環境研究センター  

環境研行事予定表（お知らせ）  
鞘境庁行事予定表（お知らせ）   
全公協行事予定表（お知らせ）  
全国行政行事予定表（お菊1らせ）  
環境関係学会・研究集会  

地球環境問題  
酸性雨問題  
富栄養化問題  
化芋物質問題  
ゴルフ場農薬問題  
リモートセンシング  
EI－NETの広場  
全国  
北海道・東北  
関東・甲信・静  
東海・近畿・北陸  
巾匡い四国  
九州  
気象データ利用G  
広域大気汚染動態  
都市域NOx汚染  
その他課題  
地球環境問題  
海外技術協力  
LANWG報告歪  
その他課題  

SIGフォーラム  電子会議室  

‾1  
CUG全公協フォーラム  

1  
CUG共同研究  「  
筆     ＋巨  

CUG共同執  

大型電子計宴‡機  
スーパーコンピュータ  
国立環境研究所ネットワーク   

環．暁研究所職員  
人事異動情報  
全国公害研協議会会員機関名詞  
全公協機関プロフィール  
環境公害年表  
環境庁公表資料  

大型電子計算機・スーパーコンビュータ・所内  
ネットワーク（お知らせ）   

環境情報センターからのお知らせ  
職員名滞  

全公協機関名簿  

環境庁データベース  

環境研デ‾夕べース（数値情報）   † 
「  霊芝品壬警讐慌言り言㌶ 

「  雷買震誕皇歪  環境情報源国内台帳  環境研データベース（文献情報）  

」  （lNFOTERRA）  逐，欠刊行物所蔵リ  スト  

1 蓋買警蔓団体逐刑行物  
環境研年報  
環境研特別研究年報  
環境研特別研究報告  
環境研研究報告  
環境研資料  
地球環！菟研究センター報告  
環項研地球瑚牒研究年報  
環境研指定刊行物所蔵リスト（残部数情報）  

環境研データベース（刊行物情報）  

1  
昭和63年度  
平成元年度  
平成2年度  
平成3年度  
平成4年度  
昭利63年度  
平成元年度  
平成2年度  
平成3年度  
平成4年り安  
平成2年度  
平成3年康  
平成4年擾  

機関別所蔵リスト  
外匡l推誌  
国卜勺雑誌  

誌＿ヒ発表  環境研研究発表一覧  

「   
「  

】「  口元発表  
地方公害研所報  

逐次刊行物所蔵リ   

地方公害研データベース  

「  
「  

スト‾‾1  
査DB  

「 冠喜彗雷雲  
CU（；環境研各種事務連絡肇頂  

電子メール チャット（会話 

）  

電報機能  
プログラム（OSL）コーナー  
質問コーナー  
自動ダウンロード，新アーティクル探索，電報機能，アクセス状況通知機私 利用者名軌 端末環境変更機能  
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要であったり，各省庁が別々に所管しているなど，総合  

的に把握することが困難な面がある。   

そこで，これら既存の自然環境情報を整理し，3次メッ  

シュ単位で地域固有の自然環境データを数値及び文字情  

報として検索・表示できるシステムを構築することによ  

り，環境保全にかかわる研究及び行政に幅広く活用され  

ることを目的として，平成3年度より3か年計画で本開  

発業務を開始した。   

当初計画の最終年度にあたる平成5年度は，前年度ま  

でに整備した機能及びデータによる暫定版での運用を行  

うとともに，機能の増強及び関連データの収録を実施し  

た。これまでに収録したデータを表3．7に示す。なお，  

このデータベースは大型電子計算機上に構築しており，  

所内や庁内の端末機から利用が可能である。その利用方  

法については，ユーザーズガイドを作成するとともに，  

説明会を開催した。   

また，データベースシステムの構築に当たり，所内外  

の委員による自然環境保全総合データベース研究会を設  

置し，当データベースに閲し整備すべきデータや利用の  

問題点等についての検討を行った。  

3．6．3 環境庁公表資料情報データ一覧及び公表資料の  

境供   

環境庁は，広報室を通じて年間300件以上の資料，調  

査結果等の公表を行っている。これらの情報を民間の機  

関等が把握するためには，新聞等を毎日精査するなど，  

大きな労力が必要となる。これを軽減し，環境庁の公表  

資料の普及に努めることは，環境行政の推進の観点から  

も重要なことである。   

このため，環境庁行政部局の協力を得て，平成3年度  

分からの環境庁公表資料データ一覧並びに公表資料及び  

添付資料の一般利用者への提供体制について検討を行っ  

た。環境庁公表資料データー覧は，公表年月日，件名，  

概要，キーワード，添付資料名，担当課室等を含み，帳  

票（コピー用紙）のほか，パーソナルコンピュータによ  

る検索等の処理の便を考慮してフロツピーディスクによ  

る提供を，また，公表資料及び添付資料については，（財）  

環境情報普及センターを通じてコピーによる提供を行っ  

ている。   

一方，同データー覧は，環境情報ネットワーク（EI  

NET）にアップロードし，別途，地方公害研究機関等へ  

の提供体制も確立している。  

3．6．2 環境庁委託等調査報告書の収集   

環境庁行政部局が委託等により実施した調査研究の成  

果は，研究者や一般の国民にとっても貴重なものであり，  

研究所の改編の際にも情報センターの役割としてこのよ  

うなGrey Literatureの整備の必要性が指摘されてい  

る。   

このため，平成2年度までの環境庁の委託等の調査研  

究について，環境庁行政部局の協力を得て，名称や成果  

物の特定，キーワードや対象地域などの検索用のデータ  

の付加を行い，データベ 

り報告書等の成果物を収集・整理する作業を平成3年度  

より実施している。平成5年虔については，引き続き大  

気保全局，水質保全局等の調査研究等の収集，整備を行っ  

た。   

なお，平成3年度以降の報告書については，環境庁長  

官官房環境情報企画官が平成3年度以降より成果物及び  

概要の収集・整理，データベースの作成を開始しており，  

毎年度作業完了後に当センターに移管されることとなっ  
ている。  

3．6．4 環境情報源情報の整備調査   

環境情報センターは，環境庁における環境の保全に関  

する国内外の資料の収集，整理及び提供を行う中心的組  

織として，環境情報の充実に現在取り組んでいるところ  

であるが，その整備に当たり環境情報の体系的把握が重  

要である。   

また，1992年6月の地球サミットで採択されたリオ宣  

言では，環境情報に対する適切なアクセスの提供がうた  

われているほか，環境基本法においても，国民に対する  

環境情報の適切な提供が国の貢務として規定されてい  

る。   

これまで環境庁を始め，政府磯関等において多種多様  

な環境情報が集積され，環境白普などの形で公開されて  

いるが，これらの情報は必ずしも体系的な収集・整備が  

行われているわけではない。このため，環境情報の全体  

像とそれらの情報の所在（情報源情報）について明らか  

にし，環境に関連する情報へのアクセスを容易にするこ  

とが必要となっている。   

このため，どのような環境情報がどこにどのような形  

態で集積されているかに関する情報（環境情報源情報）  
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表3．7 自然環境保全総合データベース収録データー覧  

デ ー タ 名 称  データ年度   デ ー タ 名 称  データ年度   

植物群落（767分類）  2，3回調査   平均   昭和58年  

植生自然度（13区分）  標  

自  3回調査  高  
然  

哺乳類（105種）  〃  起伏量   
環  

墳  島類（236種）  
最大傾斜角度   昭和58年  

保  〃  傾  

全  〃  国  斜  

基  〃  ノ／ 方向   

礎  〃  土  3次メッシュ面積   平成3年  
調  

環境指標種（70種）  田   
査  
＊自然景観資源（14934件）  3回調査  数  

自然公園・保全地域（402地域）    2，3回調査  果樹園   
値  

平成3年  その他の樹木畑   ＊日本の絶滅のおそれのある、  

野生生物（全種調査該当401種）  
地  
情  森林   

＊自然地名（22160件）  平成4年度  利  

森林地域  〃  報  

都市計画区域   その他の用地   
都  面  
市  内水地   

計  横  
指  
土  市街化調整区域   〃  、海水域   〃  
定  
普通地域   〟  計   〃  

数  自  
地  〟  表層地質  昭和54年  

〃  地形分類  〃  
値  
情  海中公園地区   〃  土壌  〝  
面  

報  
原生自然環境保全地域   〝   ＊平年気温（最高，最低，平均）   昭和61年  

気  横  立入制限地区   〃  ＊平年年間降水量  昭和60年  
自  
然   
環  

＊平年最深積雪  昭和63年  

境 保  〃   ＊各3次メッシュの緯度経度  

全  そ  
野生動植物保護地区   〃  の  平成2年度  

他  
海中特別地区   ＊1／5万地図名称  

（＊平成5年度収録データ）   

環境庁：自然環境基礎調査，図土地理院：国土数値情報，気象庁：メッシュ気候値による  
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を整備し，環境情報の全体像を明らかにするとともに，  

外部提供可能な情報源情報について，広く一般に利用可  

能な形で提供するため，平成4年度より環境情報に関す  

る調査を行っているが，平成5年度においては，その結  

果を資料（環境情報ガイドブック）及び電子メディア（環  

境情報ガイドディスク）の形にとりまとめ，関係機関等  

に配布した。ガイドディスクは，ガイドプックの内容を  

1枚のフロッピーディスクに収録し，検索などが簡単に  

できるようにしたものであり，（財）環境情報普及セン  

ターを通じて一般への配布も行っている。本ディスクに  

ついては，複写・譲渡を自由にすることにより，より広  

く活用されることを考えている。   

環境情報ガイドに収録している案内情報としては，以  

下のようなものがある。  

の調査，観測監視結果  

・環境保全対策＝・計画書，地域指定図，専業の統計，  

人材データベース等  

・環境研究等・・・研究成果集，研究用データベース等  

・環境への負荷・・・廃棄物，エネルギー等に関する調査，  

統計等  

○環境情報扱い機関情報   

（国の組織，公益法人，NGOなど 約160件）   

名称，所在，連絡先，扱う環境情報の概要，主要成果，   

定期刊行物 などを収録  

○匡】際環境情報源照会システム（UNEP／INFOTER・   

RA）の国内登録機関情報   

（国や地方自治体の組織，研究所，大学など約500件）   

名称，連絡先，扱う環境分野（キーワード方式）など   

を収録   

○環境情報情報源情報   

（国や主要NGO等の持つ環境情報 約370件）   

情報の概要，収録内容，保有機関，整備期間，対象地   

域，入手方法 などを収録  

・環境の現況‥・自然環境の状況や水質，大気汚染等  

今後は，さらに収録範囲・対象を拡大・充実し，現在  

計画中の環境情報提供システムによるオンライン提供を  

行うことも予定している。  
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4．地球環境研究センター   

近年，地球温暖化，成層圏オゾン層の破壌，酸性降下  

物，海洋汚染，熱帯林の破壊，砂漠化，野生生物種の減  

少等の地球規模での環境問題が顕在化し，人類の生存基  

盤に深刻な影響を与えている。このような事態に対して  

実効ある取り組みを行うためには，地球環境に関する観  

測・監視と調査研究を抜本的に強化し，人類の諸活動が  

地球環境に及ぼす影響を科学的に解明する基礎作りを進  

めることが不可欠であるという認識が世界的に広まって  

いる。とりわけ，高度な経済活動を営み，優れた技術力  

を有する我が国としては，「世界に貢献する日本」の立場  

から，国際的地位に応じた役割を積極的に果たしていく  

ことが必要である。   

以上のような背景の下，地球環境研究センターは平成  

2年1n月1日に発足した。当センターの基本的任務は，  

地球環境研究を国際的，学際的，更には省際的な観点か  

ら総合的に推進することにあり，この実施のため地球環  

境研究の総合化，地球環境研究の支援及び地球環境のモ  

ニタリングを業務の「3つの柱」として据えている。   

平成5年度には，平成4年度までに築き上げた基盤を  

更に発展させるべく業務を実施した。具体的には，内外  

の研究者の参加による各種研究交流会議を開催して研究  

者間の交流を促進するとともに，総合化研究の継続的推  

進，スーパーコンピュータシステムの積極的な運用，  

UNEP／GRIDのセンターとしてのサービス提供，落石岬  

一地球環境モニタリングステーションの建設などによる  

地球環境モニタリング業務のより具体的推進を図ってき  

た。   

このほかにも国際研究協力の観点から，IPCC（気候変  

動に関する政府間パネル）活動への参加，APN（アジア  

太平洋地球変動研究ネットワーク）立ち上げのための支  

援，ENRICH（地球変動研究における欧州ネットワーク）  

及びIAI（汎アメリカ研究所）との連携等の活動を行っ  

た。  

及び急速な技術進歩等，人間活動が複雑に関連し合って  

生じている。地球環境研究の総合化においては，地球環  

境保全に向けて各分野の研究者の総力を結集して効果的  

に研究を進めるため，研究の有機的連携を図るとともに，  

こうした社会事象や環境破壊に至る現象を総合的に把捉  

し，相互作用を解明することにより，地球環境研究の方  

向付けを行うことを目的としている。  

（1）研究交流   

1）地球環境研究者交流会議   

平成5年度は，第4回を平成6年2月16日～18日に，  

第5回を3月14日及び15日に開催した。   

第4回地球環境研究者交流会議（つくばオゾンワーク  

ショップ）は，6か国，120人以上のオゾン層破壊関連研  

究者の参加により，地球環境研究総合推進費による「オ  

ゾン層破壊」分野の研究，地球環境研究センターの成層  

圏モニタリング，国内外において実施されているオゾン  

層関連研究の間の情報交換を準じて，1990年代のオゾン  

層関連研究の目標を明確にすることを目的として開催し  

た。   

第5回地球環境研究者交流会議（地球環境研究総合推  

進費平成4年度終了研究発表会）は，平成2年度より開  

始した同推進費による研究の初めての研究成果発表会で  

あり，平成4年度末に終了した24課題の研究のうち「地  

球の温暖化」，「酸性雨」及び「海洋汚染」の3分野につ  

いて，その研究成果を広く公表する場を設け，地球環境  

研究に携わる研究者間の情報，意見交換を図ることを目  

的として開催した。   

2）東アジア地域における地球変動研究の地域ネット  

ワーク  

IGBP（地球圏生物圏国際共同研究計画）において，  

地球規模の変動に関する地域研究所のネットワークづく  

りを行うためSTART（地球規模変動に関する解析・研  

究・訓練のためのシステム）が進められているが，この  

一つとして東アジア地域における地球変動研究の地域  

ネットワーク（TEACOM）が創設された。この第1回会  

合が関係諸国の研究者等の参加により平成6年1月16  

4．1業務概要  

4．1．1地球環境研究の総合化   

地球環境問題は，発展途上国における人口増加や貧困，  

農業用地の乱開発，先進国の都市化，高度な生活の要求  
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日及び17日に東京で開催され，当センター長が議長を務  

めるとともに，当センターは事務局の一員として準備段  

階から積極的に参加した。会議においては，メンバー構  

成，資金等について議論が行われ，TEACOMの活動計  

画が承認された。   

のもと，つくばにおいて開催された。当センター内に事  

務局が設置され，会議の運営，議論等に積極的に参加し  

た。今回のテーマは「政策手段とその影響」であったが，  

この会議の成功は，lPCC本部からも日本のリーダー  

シップとして高い評価を受けた。  

（2）地球環境研究総合推進費関連   

分野内の研究者間の交流と情報交換を目的として，分  

野別研究発表会を開催しており，5年度は熱帯林の減少  

の分野について発表会（平成6年1月）を開催したb   

また，3月には平成4年度終了研究の発表会として，第  

5回地球環境研究者交流会議を開催した（1）1）参照。  

3）炭素循環研究会   

地球温暖化の不確定要因のlつである人為起源二酸化  

炭素のmissingsink（収支の不明）の解明を目指し，大  

気，海洋及び陸上生態系の関連研究者が共同で炭素循環  

の全体像を構築するため，平成5年8月23日及び24日  

に東京大学気候システム研究センターと共催で炭素循環  

研究会を開催した。国内の約40名の研究者が参加し，大  

気，海洋及び陸上生態系の各分野についての議論が行わ  

れたが，この分野の会合としては本研究会は我国唯一と  

言ってよいものであり，今後とも研究会を継続すること  

とされた。   

（3）地球環境研究総合推進費一総合化研究   

推進費の中の「総合化研究」については当センターが  

中心となって進めており，平成5年度は，4年度に引き続  

き「持続的発展のための世界モデルに関する研究」，「地  

球環境保全のための社会経済システムのあり方に関する  

国際比較研究」及び「環境資源勘定体系の確立に関する  

研究」を実施した。（詳細については，2．2．1（9）参照）  

4）アジア太平洋地域地球変動研究ネットワーク   

アジア太平洋地域地球変動研究ネットワーク（APN）  

は，地球を3つの地域に分割してそれぞれの地域の中で  

地球変動研究のネットワーク化を図る構想の一環であ  

り，平成4年12月に東京で第1回ワークショツプが開催  

されているが，このフォローアップとして平成6年1月  

20日及び21日に第2回ワークショップが東京で開催さ  

れた。この会合には，12か国の政府関係者及び7国際機  

関の関係者が参加し，地域内の地球変動研究の現状と今  

後の国際的協力のあり方につき意見交換が行われた。当  

センタ←もメンバーを派遣し，本ネットワークの構築に  

向けて積極的に協力している。また，これと関連して他  

の2地域における研究ネットワーク（ENRICI・Ⅰ及び  

IAI）との連携を図った。   

4．1．2 客員研究官制度   

地球環境研究センターには，研究活動促進のため客員  

研究官を置くこととされており，平成4年7月29日付け  

をもって5人の大臣発令があった。   

客員研究官は，広く地球環境研究に関する有識者とし  

ての立場から，地球環境研究センターの活動方針及び地  

球環境研究の総合化に対し指導，助言を行った。  

4，1，3 地球環境研究支援   

日本おける地球環境研究の中心的役割を果たすべく，  

地球環境研究に必要な様々な支援体制を整備し，それを  

広く捏供していくことにより，研究の効果的推進を図っ  

ている。  5）IPCC第1ⅠⅠ作業部会「政策手段とその影響」に関す  

るつくばワークショップ   

気候変動に関する政府間パネル（IPCC）においては，  

平成7年に予定されている第2次評価報告書の公表に向  

けて3つの作業部会に分かれて検討を進めている。この  

うち社会・経済学的事項を担当する第1II作業部会の初の  

地域ワークショップが平成6年1月17日～20日に，  

IPCC，日本国政貯，オーストラリア政府及び慶應義塾大  

学の共催により，35か国8国際機開から約150名の参加  

（1）スーパーコンピュータの提供   

平成3年度からスーパーコンピュータシステムの利用  

サービスの提供が開始され，平成5年度は引き続き研究  

所内外に開放して運用を行った。運用に当たっては，専  

門家からなる「スーパーコンピュータ関連研究ステアリ  

ンググループ」の意見を反映させるとともに，代表的な  

利用者からなる「スーパーコンピュータ利用ワーキング  

－99－   



グループ」において利用者からの要望等について調整を  

行った。さらに，利用者間の情報交換等を行うための  

「スーパーコンピュータユーザーミーティング」を開催  

した。   

本システムを利用して，地球規模の気候変動を予測す  

るモデルである大循環モデ）L／（GCM：General  

CirculationModel）による数値シミュレーション研究，  

人工衛星等によるリモートセンシング関連研究をはじめ  

とする広範な分野の地球環境研究が，国立環境研究所内  

外の研究者により実施された。また，利用者数は約80名  

に達し，CPUの稼動率は容量一杯に近い値を継続的に記  

録している。   

さらに，このシステムを利用した地球環境研究の幅広  

い細介，利用者間の情報交換などを目的として，平成6年  

3月24日には「第2回スーパーコンピュータによる地球  

環境研究ワークショップ」を開催した。   

なお，本システムを利用した地球環境研究の進展状況  

については年報としてとりまとめることとし，平成4年  

度の研究成果を“CGER’s SuperComputer Activity  

Repor卜1992’’としてとりまとめた。  

（3）GRID一つくば   

国連環境計画（UNEP）／地球資源情報データベース  

（GRID）一つくぼセンターの活動としては，平成4年度  

から開始した地球環境データの提供業務を引き続き行  

い，平成5年度においては，国内外から約20件の申請が  

あり約95データセットの提供を行った。また，GR工Dの  

活動について約40件の問い合わせがあり，さらに，約50  

件110名の見学があった。   

また，二酸化炭素の排出量予測データ（1986年，2100  

年）をGRIDデータとして登録する手続きを行い，  

GR工Dつくぼのオリジナ／レデータとして提供を開始し  

た。   

さらに，GRIDの活動の概要，提供しているデータセッ  

トの概要について，広く理解してもらうために，パソコ  

ン上で動作するGRIDデータ表示プログラムを開発し  

た。   

ハードウェアに関しては，地理情報・画像情報の解析，  

加工，処理を目的としたGRID情報処理解析システムの  

導入を行い，充実を図った。  

4．1．4 地球環境モニタリング   

環境庁が毎年度策定する「地球環境モニタリング計画」  

に基づき，地球的規模での精緻で体系的かつ長期的な地  

球環境のモニタリングを，世界各機関と共同して推進す  

ることにより，地球環境研究や行政施策に必要となる基  

礎的なデータを得ることを目的としている。  

（2）データベースシステムの整備   

ワークステーション上に構築を進めている地球環境  

データベースについては，平成4年度までのメッシュ  

データ，国データに加えて，平成5年度はポイントデー  

タ（時系列データ）を管理・表示させるプログラムを開  

発し，メインシステムの機能拡充を行った。また，GRID  

（地球資源情報データベース）の地球環境データや  

CDIAC（二酸化炭素情報センター）のデータ，及び情報  

源情報を入力し，データの充実を図った。   

個別分野のデータベースについても，平成4年度から  

整備を進めている海面上昇データベースについて，海外  

の研究文献情報，並びにフィジー及び日本のケーススタ  

ディを追加し内容の充実を図った。   

このようなデータベースの開発と並行して，地球環境  

研究の基礎データとなる気象関連のデータやNOAAの  

衛星データ，地図データの収集・整備を行い，また，地  

理情報システムを用いた社会・経済データの作成に不可  

欠な基本図となるデジタ／レ地図や人口，気象，経済統計  

史等に関する基礎的な地理情報を日本について作成し  

た。  

（1）地球環境研究センターのモニタリング体制   

モニタリングは，実施主体として共通の関心を持つグ  

ループ間の連携を強めることと，効率的な運営を目指し  

て，観測対象別に分野を成層圏，対流圏，海洋，陸水，  

衛星に分類している。   

各分野にかかわる所内外の研究者で構成される専門分  

科会を事業内容別に作り，所内研究者を実施賓任者とし  

て実質的な推進を行うと同時に，運営に当たっては外部  

からの意見を反映できるようにした。   

実施グループは，モニタリングを担当する実施責任者  

及び実施協力研究者で構成される実施単位，専門の立場  

から指導あるいは助言を行う研究協力指導助言者，得ら  

れたモニタリングデータを地球環境問題の解決のために  

利用する利用解析グループ，長期継続性を確保するため  

に参加する民間等技術支援団体から構成される。  
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（2）地球環境モニタリング業務の運営について   

事業をフィージビリティスタディ（原則1年間），試験  

モニタリング（原則3年間），長期モニタリングの3段階  

に分け，新規の事業及びそれぞれの段階に移行する際に  

はモニタリングに係る地球環境研究センター運営委員会  

の場で評価を受けることとしており，本年度も平成5年  

12月から翌年の2月にかけ当委員会を数回にわたり開  

催し，平成6年度の実施事業とその段階を決定した。  

前年度に引き続き，シベリアにおける温室効果ガスで  

あるメタンの湿地からの発生と二酸化炭素の森林による  

吸収について調査するため，ロシア連邦の中央大気観測  

所（CAO）と共同して大型航空機による観測を行った。  

その結果，メタンの発生量と二酸化炭素の吸収量を推定  

する上で貴重なデータが得られた。  

（む地上ステーションモニタリング波照間一   

温室効果ガスのベースライン濃度をモニタリングする  

目的で建設された波照間一地球環境モニタリングステー  

ションにおいて，前年度の測定システムの構築に引き続  

き，本年度より試験モニタリングを実施した。   

既に測定が実施されているオゾンとエアロゾルに引き  

続き，それ以外に二懐化炭素・メタン及びラドンの測定  

では測器の試運転・調整等を実施し，本年度後半から本  

格的な測定が開始された。   

また，大陸からの影響の指標となるラドンについては，  

ステーションの鉄塔上でラドンの高さ方向分布について  

調査するとともに，亜酸化窒素とフロンについては，季  

節ごとにボト／レサンプリングによる分析を行った。   

③地上ステーションモニタリング落石岬一   

前年度までに立案した計画に基づき，我が国の北域に  

おける気団の温室効果ガスベースライン濃度を把握する  

ため北海道根室市落石西に地球環境モニタリングステー  

ションを建設した。   

前年度に引き続き，関係部局と建設に伴う調整を行う  

とともに，本年度の秋から年度末にかけて道路整備，観  

測局舎・鉄塔の建設を行った。また，局舎内に設置する  

測器については，前年度から順次購入し準備を進めてい  

る。  

（初日豪洋上大気モニタリング   

温室効果ガスの西部太平洋地域でのバックグラウンド  

濃度をモニタリングするため，前年度に引き続き，本年  

度は日本一オーストラリア間の定期航路において5回観  

測を行った。洋上大気中の主な温室効果ガス（二酸化炭  

素，メタン，亜酸化窒素）を，自動サンプリング装置に  

より一定時間ごとに1航海につき21本のボトルサンプ  

リングを行い，持ち帰って分析を行った。   

亜酸化窒素は地球規模であまり濃度は変わらないもの  

の，二酸化炭素とメタンたっいては，南北半球で濃度が  

異なり，特徴的な季節変動やトレンドが観測されている。   

⑤地方公共団体における温室効果ガスモニタリング   

兵庫県では，前年度に引き続き，フロンについては伊  

（3）事業別概要  

1）地球環境モニタリング精度管理   

①対韓圏モニタリング精度管理   

大気微量成分の分析精度の向上のために化学系機器校  

正室に空調設備を導入し，安定した状態で分析できるよ  

うにするとともに，フロンの自動分析装置を作成し，地  

＿ヒステーションに設置するためのメタン及び二酸化炭素  

用の試料ガス導入装置を購入した。   

2）成層圏モニタリング   

①オゾンレーザーレーダーによる成層圏モニタリング   

前年度に引き続き，つくば上空において，成層圏オゾ  

ンの垂直分布を定期的にモニタリングした。   

また，平成3年12月までの観測データをAnnual  

ReportonGlobalEnvironmentalMonitoringL1993一に  

まとめた。  

（Dミリ波による成層圏オゾン層モニタリング   

上部成層圏におけるオゾン層の濃度を観測するため，  

本年度のフィージビリティスタディとして，既存の分光  

器の精度向上，データ解析の手法について検討した。   

③有害紫外線モニタリング   

前年度に引き続き，平成5年8月まで，国立環境研究  

所の屋上において，プリューワ分光光度計，B領域紫外  

線計，全天日射計の3種の測定器を用いて，有害紫外線  

に関するモニタリングを行った。   

その後，大都市地域で有害紫外線モニタリングを行う  

ため，気象庁高層気象台の測器ヒの比較校正を行い，平  

成5年11月に測定器を東京都千代田区霞ヶ関の中央合  

同庁舎5号館の屋上に移設した。   

3）対流圏モニタリング   

①シベリア上空における温室効果ガスに係る航空機モ  

ニタリング  
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丹市と相原町で，メタンと亜酸化窒素については神戸市，  

尼崎市，龍野市でモニタリングを行った。また，波照間  

ステーションでボト／レサンプリングした試料についても  

亜酸化窒素の分析を行った。   

また，北海道では，落石岬一地球環境モニタリングス  

テーションでのモニタリングに資するため，利尻で風向  

別自動エアロゾルサンプリング装置を用いた調査を行う  

とともに，落石岬においてエアロゾルの高頻度の測定を  

行った。   

さらに，横浜市においては，非放射性のグロー放電を  

利用した分析機器と放射性のECDとの比較性能試験と  

波照間ステーションでボトルサンプリングした試料につ  

いて亜酸化窒素とフロンを分析した。   

5）陸水モニタリング   

①GEMS／WATER支援   

GEMS／WATERのレファレンスラボラトリー（参照  

試験室）として，分析精度管理面においての協力を行う  

ため，水分析用標準試料及びフラックス評価用底泥標準  

試料の作成を行った。水分析用標準試料としては，重金  

属用2種，有機汚染物質用2種を作成し，フラックス評  

価用底泥標準試料については，多摩川河口で採取した底  

泥を調整した。   

6）衛星モニタリング   

①lLAS・RISデータ処理運用システムの開発   

当研究所の衛星観測プロジェクト（2．il参照）の一環  

として，lLAS・RISデータ処理運用システム（ハード  

ウェアおよびソフトウェアを統合したシステム）の基本  

設計を行った。すなわち，ILAS・RISデータ処理運用装  

置ハードウェアの詳細仕様の検討，ミッション運用の詳  

細の検討，データ処理アルゴリズムとデータベースの詳  

細機能設計等を行った。   

②リモートセンシングによるアジア地域の植生指数分  

布モニタリング   

東アジア地域の植生及び土地利用状況の変化を把握す  

るため，NOAA／AVHRRデータを用いて当該地域をカ  

バーする広域モザイク画像と1kmメッシュの植生指数  

分布図を作成した。  

4）海洋モニタリング   

①東アジア定期航路による海洋モニタリング   

この事業は，「日韓フェリーによる海洋環境モニタリン  

グ」として神戸～釜山閤を往復するフェリーを利用して  

海洋環境のモニタリングを行っていたが，前年度をもっ  

てこの航路を廃止になったのに伴い，新たに大阪～別府，  

大阪～那覇の2航路のフェリーを利用して観測を行うこ  

ととして，事業名も表記の通り改めた。   

本年度は，日韓フェリーに搭載していた測定器やサン  

プリング装置を撤収し，新たに利用する大阪～別府間の  

フェリーに積み替えるとともに，新たな測定器を大阪  

～那覇間のフェリーに搭載した。  

（参外洋溶存物質モニタリング事業   

温室効果気体である二酸化炭素の大気・海洋交換を明  

らかにする目的で，日本～カナダ間を定期的に運行する  

木材運搬船を用いて高緯度北部太平洋において観測を行  

うため，データ記録装置を購入するなどその準備作業を  

行った。   

③1nternationalMusseIWatchモニタリング   

沿岸海域の汚染と地球規模の海洋汚染のバックグラウ  

ンドレベルを把握する目的で，わが国の人口密集地域の  

3カ所とバックグラウンド地域の7カ所の計10カ所で  

二枚貝試料を採取した。また，オーストラリア南岸アル  

バニー近郊でもムラサキイガイの採取を依頼して入手し  

た。  

4，1．5 その他の所外活動   

当センターの総括研究管理官等が環境庁「地球温暖化  

問題検討委員会・影響評価追捕分科会」，大蔵省「環境保  

全型の経済発展のあり方に関する研究会」等を通じて，  

地球環境政策への提言を行っている。  

4．1．6 広報活動（広報印刷物）   

地球環境研究センター発足から現在までに，年報，パ  

ンフレット，ニュース等によりセンターの活動を広報し，  

研究者間の交流等に役立たせている。「地球環境研究セン  

ターニュ←ス」は毎月発行し，地球環境研究関係者及び  

諸機関あてに送付した。   

その他，地球環境研究の総合化，研究支援，モニタリ  

ングに関連した各種報告書を作成し，配布した。  
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4．3 所外協力体制  

4．3，1地球環境研究等企画委員会，地球環境研究小  

委員会，地球環境モニタリング小委員会   

地球環境研究センターの対外的業務の一つとして，地  

球環境研究総合推進費による研究の進行管理があり，毎  

年度策定される実施要綱に基づき研究連絡会議及び研究  

推進会議を開催し，環境庁企画調整局に設けられた「地  

球環境研究等企画委員会」及びその下に設置されている  

「地球環境研究小委員会」にその結果を報告している。   

また，さらに同企画委員会の下に設置されている「地  

球環境モニタリング小委員会」においては，当センター  

で行う地球環境モニタリングが審議されている。  

4．2 組  織  

4．2，1組織概要   

平成5年度末現在で，地球環境研究センター長（充て  

職），総括研究管理官（1名），研究管理官（4名），業務  

係長，交流係長，観測第1係長及び観測第2係長の体制  

で業務に当たった。  

4，2．2 所内併任等   

平成5年度末現在で，当センターの職員のほかに，専  

任に準ずる併任として3名と，モニタリング，データベー  

ス及び総合化研究を主体的に実施する研究者等17名を  

所内併任として，業務の推進を図った。  
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5．環境研修センター   

係研修20コース，分析関係研修7コース等を実施した。   

また，国際協力の一環として，開発途上国における環  

境モニタリングに関する人材の養成のための「環境モニ  

タリング（水質）研修」を実施した。（平成2年度より開  

始）   

研修実績は次のとおりである。  

環境研修センターは，環境行政に従事する，国及び地  

方公共団体等の職員の行政的識見の向上，専門的知識，  

技術の習得及び職員相互の啓発，交流を目的とした研修  

を実施している。   

研修コースは，行政関係研修と分析関係研修に大別さ  

れるが，平成5年度の研修は，環境をめぐる社会情勢の  

複雑多様化とそれに伴う研修ニーズに応えるべく行政関  

（1）行政関係研修  

研 修 名  実施時期（日数）  研 修 対 象 者  修了者数（人）  

国及び地方公共団体等の環境行政を担  
当する管理者及び係長（相当職を含  
む。）以上の監督者  

国及び地方公共団体等において環境管  
理業務を担当している職員  

国及び地方公共団体等において環境影  
響評価業務を担当している職員でその  
経験が1年以上の者  

国及び地方公共団体等において快適環  
境に関する業務を担当している職員  

国及び地方公共団体等において環境教  
育に関する行政に従事している職員で  
その経験が1年以上の者  

国及び地方公共団体の環境教育実践活  
動を支援する関係団体等の職員  

地方公共団体等において環境に関する  
国際協力業務の企画・管理及び開発途  
上国等からの研修員の指導等に当たる  
職員  

地方公共団体等において地球環境保全  
対策の企画，実施等に関する行政また  
は研究業務に従事している職員  

国及び地方公共団体等において自然保  
護業務を担当している職員で，その経験  
が1年以上の者  

国及び地方公共団体等において鳥獣関  
係司法警察貞及び野生生物保護業務を  
担当している職員でその経験が1年以  
上の者  

環境庁の職員で自然公園管理業審を担  
当している職員  

国及び地方公共団体等において大気保  
全業務を担当している職員でその経験  
が1年以上の者  

国及び地方公共団体等において騒音・  
振動防止業務を担当している職員でそ  
の経験が1年以上の者  

環境行政管理・監督者研究会  5．5．10～5．5，14（5日）  

5．11．10～5．11，17（6E】）  

5．9．1～5，9，8（6日）  

環境管理研修  

環境影響評価研修  

5．6．14～5．6．17（4日）  

5．’10．25～5．10．29（5日）  

快適環境研修  

環境教育研修（行政）  

環境教育研修（実践）  

海外研修員指導者研修  

5．10，25～5．10．27（3日）  

5，9，28～5．10．7（8日）  

41  6．3，1～6．3．10（8日）  地球環境保全技術研修  

65  5．12．1～5．12．8（6日）  自然保護研修  

49   5．7．20′－5，7．28（7日）  野生生物保護研修  

5．6．2l～5．6．25（5日）  

6．2．16～6．2．23（6日）  

国立公園管理官研修  

大気保全研修  

5．7．7～5．7，14（6日）  騒音・振動防止研修  
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研 修 対 象 者  修了者数（人）   研  修  名  実施時期（日数）  

国及び地方公共団体等において水質保  
一全業務を担当している職員でその経験   
が1年以上の者   

国及び地方公共団体等において地盤沈   
下防止業務を担当している職員でその   
経験が1年以上の者   

国及び地方公共団体等において環境に   
関する行政又は研究業務に従事してい   
る職員でその経験が1年以上の者又は   
同程度の知識を有する者   

環境庁に勤務する職員のうち35才以下   
の職員で採用されてから概ね1年以上   
の者   

環境庁新採用職員（Ⅰ種）  

環境庁新採用職員（Il・1ⅠⅠ種）  

環境庁の業務を所管する総務庁の環境   
調査官等の初任者でその経験が1年未   
満の者  

水質保全研修  5．10．13～5．10，20（6日）  

地盤沈下防止研修  6．2．28へ′6．3．4（5日）  27  

38  6．1．25～6．2．3（8日）  情報処理研修  

5．10．25～5．10．29（5日）  13  環境庁職員研修（係員級）  

環境庁新採用職員研修（Ⅰ種）  

環境庁新採用職員研修（Il・  
11Ⅰ種）  

地方環境調査官初任者研修  

喜：呈1≡＝（8日）  
1  

5．4．12～5．4，15（4日）  

5．4．20～5．4．23（4日）  

（2）分析関係研修  

研  修  名  実施時期（日放）  研 修 対 象 者  修了者数（人）  

国及び地方公共団体等において公害防  
止に係る分析業務を担当している職員  
でその経験が1年以上の者  

国及び地方公共団体等において公害防  
止に係る分析業務を担当している職員  
でその経験が概ね2年程度までの者  

国及び地方公共団体等において大気・  
悪臭関係の分析業務を担当している職  
員でその経験が概ね2年以上の者  

国及び地方公共団体等において水質・  
土壌・廃棄物関係の分析業務を担当し  
ている職員でその経験が概ね2年以上  
の者  

国及び地方公共団体等において公害防  
止に係る分析業務を担当している職員  
でその経験が2年以上の者  

地方公共団体の公害試験研究機関にお  
いて分析測定業務を担当している職員  
で既に環境研修センターの分析研修課  
程を修了した者及びそれと同等の者  

国及び地方公共団体等において公害防  
止に係る分析業務を担当している職員  

開発途上国において水質環境保全を担  
当する中堅管理技術者  

6，1．18～6．2．3（13日）  機器分析研修（一般課程）  

5．5．19～5∴5．28（8日）  一般分析研修  17  

5．11．24～5．12．10（13日）  大気分析研修  35  

5，6，14～5．6．30（13日）  水質分析研修  

機器分析研修（特定課程）A（第1回）5．7．5～5．7．9（5日）  
A（第2回）5．11．15～5．11．19（5日）  

B  6．3．7～6，3，11（5日）  

特別分析研修  6，2．15～6．3．16（22日）  

l
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環境モニタリング（水質）研修 5．9．27～5．11．11（32別  

研修修了者計  
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6．研究施設・設備  

6．1 

6．1．1大気化学実験棟（光化学チャンバー）   

本施設は，大気中の一次汚染物質が光化学的に二次汚  

染物質に変質するメカニズムを実験的に研究し，都市域  

における光化学スモッグ，対流圏バックグラウイド・成  

層圏等の大気光化学反応を解明することを主目的として  

いる。そのための大型実験装置として光化学チャンパー  

が設置されている。   

本年度は，地球環境研究および経常研究等が行われた。  

できない大気関係の研究のために，その必要性に応じ一  

定期間の使用に供することを目的とした施設で，各種の  

機器の校正に利用された。また，対■流圏および成層圏の  

オゾン濃度分布の測定を行い，オゾン濃度の変動現象の  

解明および長期的な変化を研究するオゾンレーザーレー  

ダーが設置されている。  

「オゾンレーザーレーダー」   

オゾン観測室に設置されているオゾンレーザーレー  

ダーは3台のレーザーと口径200cmおよび56cmの2  

台の望遠鏡を備えており，高度45cmまでのオゾンの高  

度分布を高い精度で観測することができる。   

本年度は，地球環境研究および経常研究等が行われる  

とともに，地球環境研究センターによる成層圏モニタリ  

ングが行われた。1  

6．1．2 大気拡散実験棟（風洞）   

本施設は，工場や自動車から排出される大気汚染の移  

流，拡散現象をできるだけ現実に即してシミュレートす  

るための施設である。本施設は従来の流体力学用風洞の  

仕様条件に加えて，温度，速度成層装置，加熱冷却床パ  

ネルを備えている点に特徴がある。これらの組み合わせ  

により種々の気象条件が再現でき，移流，拡散に最も重  

要なパラメータである大気の安定度を調節して自然大気  

と相似の条件で大気汚染をシミュレートすることが可能  

である。そのための大型施設として大型・中型の風洞が  

設置されている。   

本年度は，特別研究，地球環境研究および経常研究等  

が行われた。  

6．1．5 大気モニター模   

本施設は，大気質の自動測定装置等の精度や安定性の  

チェックあるいは相互比較，さらに妨害田子の検討など  

を行うための施設である。本施設には，国設大気測定所  

などで実際に使用されている機器を中心として7種類の  

自動測定器（NOx，SO2，0，，CO2，非メタン，SPM，  

ガス状Hgの各測定機器）が設置されている。機器の性能  

を維持するために，専門技術者に精度管理を厳しく行っ  

ている。また，所内の研究者に対して，気象要素（風向，  

風速，雨量，気圧，日射量，紫外線放射量，地表温度）  

や大気質の測定結果の公開なども行っている。本年度は，  

半年以上にわたる長期テストを必要とする研究課題を含  

み4研究課題の利用申込があり，有効なレファレンス  

データの提供を行った。  

6．1．3 大気汚染質実験棟（エアロドーム）   

本施設は，環境大気の遠隔計測並びに粒子状大気汚染  

質の大気中の挙動を研究する施設である。最上部（7・8  

階）に設置されている大型レーザーレーダーは大気汚染  

質の空間分布を短時間に広範匡射こわたって観測するため  

の装置で，コンピュータによって操作，データ処理を行  

う。3暗には，粒子状汚染貰および酸性・酸化性物質の生  

成，拡散，消滅の諸過程を研究するエアロゾルチャンバー  

装置が設置されている。   

本年度は，地球環境研究および経常研究等が行われた。  

6．1．6 ラジオアイソトープ実験棟（Rl棟）   

本施設は，放射性同位元素を利用することにより，汚  

染物質の挙動を解明するためのものであり，使用承認さ  

れている核種はα放射体を除き36核種である。  

（1）建物概要：RC3F 延べ床面積＝1，564m2  

昭和53年3月竣工   

空調系統4系統＝（RI3系統，一般1系統）  

6．1．4 大気共同実験棟（大気フリースペース）   

本施設は，室内実験，フィールド調査などに使用され  

る各種計測器の校正試験，および既設の各施設では対応  
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が行われた。  排水系統RI，CD  

RI実験室【5室：動物用チャンバー，植物用チャン  

バー，放射性ヨウ素使用室，RI希釈室，オートラジオ  

グラフイー用暗室，測定室，低温童，温室，RI貯蔵室，  

廃棄物貯蔵室，廃水処理施設，コールド実験室，ヨウ  

素実験室，分析機器室  

6．1．8 水理実験棟   

本施設は，湖沼・河川・沿岸海域の水理現象と水質に  

関与する物質の輸送と混合・拡散現象を実験的に解明す  

ることを目的とした施設であり，地下水汚染研究のため  

の諸モデル測定装眉が設置されている。   

本年度は，特別研究および経常研究等が行われた。  （2）主要機器：RI動物廃棄物凍結乾燥機，凍結乾燥機，  

放射性有機廃液焼却装置，液体シンチレーションカウ  

ンター，GMカウンター，低バックグラウンドガス 

ローカウンター，Nalシンチレーションカウンター，  

Geガンマ線スベタトロメーター，オートガンマカウン  

ター，ラジオアクティブスキャナー，高速液体クロマ  

ト連続ラジオアクティビティモニター，ラジオガスク  

ロマトグラフ，超遠心分離機  

「海さ羊マイクロコズム」   

本装置は海産藻類の増殖に伴う炭酸ガス吸収有機イオ  

ウ化合物発生など海洋物質循環を研究する目的で，海産  

藻類を長期間無菌的に純粋培養を行う装置である。   

本年度は，特別研究，地球環境研究および経常研究等  

が行われた。  

6．1．9 土壌環境実験棟（ベドトロン）   

本施設は，土壌・底質環境の保全並びに汚染土壌の浄  

化に関する研究を行うことを目的とした施設であり，地  

温制御大型ライシメーター，グロースチャンバー，地温  

制御チャンバーなどの装置が設置されている。   

平成5年度には本施設を利用して，特別研究「環境保  

全のためのバイオテクノロジーの活用とその環境影響評  

価に関する研究」，「環境中の有機塩素化合物の暴露評価  

と複合健康影響評価に関する研究」ほか，地球環境研究  

2課題，経常研究8課題，原子力利用研究1課題が実施さ  

れた。  

（3）施設利用状況  

施設使用登録者数  

課題別利用者数  

原子力利用研究  

特別研究  

経常研究  

科学技術振興調整費による研究1件  

6．1，7 水生生物実験棟（アクアトロン）   

本施設は，水界における汚濁物質の挙動および影響を  

生態学，生理学，微生物学，水質工学等の見地から解明  

することを目的とした施設である。大型施設として，ア  

オコ等の微生物の挙動および水質改善効果等を研究する  

目的で淡水マイクロコズム装置が設置され，微量の重金  

属，農薬等の汚染物質が，どのように魚類や甲殻類等の  

水生生物に影響するかを研究する目的で毒性試験装置が  

設置されている。   

また，水生生物の飼育培養および系統保存のための設  

備が設置されている。屋外には自然条件下における生態  

系の遷移現象や水質変化に伴う生態系としての反応を，  

生物群集の面から解析するための実験施設として生物生  

態実験地が設けられている。．   

本年度に供試された実験水生生物は，グッピー，メダ  

カ，タマミジンコ，オオミジンコ，メカエビ等を中心に  

およそ50種・系統に及んだ。   

本年度は，特別研究，地球環境研究および経常研究等  

6．1．10 動物実験棟（ズートロン）   

本施設は，環境汚染物質が人の健康に及ぼす影響を，  

BiomedicalScienceの立場から，動物を用いて実験的に  

研究することを目的とした試験研究施設である。   

本施設を使用して実施された試験研究は，特別研究が  

2課題と開発途上国関係1課題，さらに経常研究25課題  

であった。これらの内容としては，大気汚染物質，重金  

属およびその他の環境汚染物質の生体影響の解明に関す  

る基礎的研究に加えて，地球温暖化やオゾン層の破壊に  

伴う紫外線の健康影響に関するものも含まれている。こ  

の研究の為に地球環境シミュレーターの装置および飼育  

室の一部を特殊実験室に改造した。   

さらに，今年は社会的な関心の高いディーゼル排気粒  

子（DEP）の生体影響に関する試験研究を行うための実   
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験装置（ハード面）が完成し，排気濃度制御，濃度デー  

タ処理システムも完成し，吸入実験が可能となった。  

6．1．12 微生物系統保存模   

本施設は，微生物が関与する環境汚染・環境浄化の研  

究を推進させるキめに必要な環境微生物培養株を収集，  

確保して系統的に保存することおよび研究者の要請に応  

じて保存株を株データとともに提供することを目的とし  

た施設である。   

平成4年度の保存株の分譲は，赤潮・水の華形成藻類，  

汚染指標藻類，AGP供試藻類，有毒藻類，炭酸カルシウ  

ムの鱗片を有する藻類等多種にわたり，水環境保全研究  

および地球環境保全研究に利用された。   

本年度寄託株8株を含めた微細藻須と原生動物558株  

について，それらの種名，履歴（産地，採集者，分離者，  

採集月日等），株の状態（無菌，単藻等），培地，培養条  

件等をパーソナルコンピュータで整理し，保存株リスト  

第4版を刊行した。本施設の保存株を利用して実施され  

た試験研究は，特別研究5課題，経常研究7課題，地球  

環境研究総合推進費2課題，地球モニタリング1課題，  

原子力利用研究1課題であった。  

［生体用NMR装置】   

本装置はヒトや実験動物を生きた状態でNM】モ計測  

を行い，その代謝機能や体内イメージを解析する装置で  

ある。   

科学技術振興調整費総合研究「生体の分子レベルにお  

ける高感度・高分解能非破壊計測技術の開発に関する研  

究」および同調整費一般研究「核磁気共鳴法による脳の  

エネルギー代謝機能評価法の研究」などに使用された。  

6．1．11植物実験棟（ファイトトロン）   

本施設は，地球環境問題や自然保護などに関連して，  

植物および陸上生態系に及ぼす種々の環境ストレスの影  

響について，制御された環境下で研究をすることを目的  

とした試験研究施設である。このた捌こ，植物群落を対  

象とした自然環境シミュレータを始めとして，クリーン  

実験室・培養室等からなるバイオテクノロジー施設，種々  

の型式・性能の環境調節装置が植物実験棟ⅠおよびⅠⅠに  

設置されている。また，平成4年度において，砂漠化や  

熱帯林の研究のための低温低湿，高温高湿の設定のでき  

るグロースチャンバーを設置した。   

本年度に本施設では，2研究グループおよぴ3基盤研  

究部によって，地球規模研究5課題，特別研究1課題，  

経常研究3課題，科学技術振興調整費研究3課題の試験  

研究が行われた。特に地球規模研究，「紫外線の増加が楷  

物に及ぼす影響に関する研究」，「地球の温暖化が植物に  

及ぼす影響の解明に関する研究」，「酸性物質の生態系に  

与える影響に関する研究」，「砂漠化機構の解明に関する  

国際共同研究」等により，植物に対する地球規模の環境  

変動の影響について，遺伝子から群落までの種々のレベ  

ルで研究が行われている。また，環項保全のためのバイ  

オテクノロジーの活用とその環境影響評価に関する研究  

では，バイオテクノロジーを用いて大気汚染環境に対し  

て指標性や浄化能力の高い植物の開発に関する研究が行  

われている。   

本年度に供試された実験植物は，中国の砂漠に生育す  

る植物等海外で種子を採取した野生植物桓を含め約60  

種に及び，年間供給団体数は約10，000固体に達した。  

6．1．13 騒音・保健研究棟   

本施設は，環境中有害物質等の人体への影響に関して，  

人を対象として研究することを目的とした施設である。   

本施設を利用して実施された試験研究は，特別研究1  

課題，経常研究2課題，地球環境研究総合推進費4課題，  

原子力利用研究1課題，重点基礎1課題，個別重要3課  

題であった。  

6．1．14 環境遺伝子工学実験棟   

本施設は，組換えDNA技術を環境保全に利用するた  

めの手法の開発や，遺伝子を組換えた生物の環境中での  

挙動や生態系への影響を解明するための基礎的知見を収  

集することを目的とした施設であり，平成5年度に完成  

した。   

平成5年度に承認された本研究所における組換え  

DNA実験は23課題で，登録された組換えDNA実験従  

事者は46人であった。環境ストレス耐性の植物の作成を  

目指した遺伝子操作，マーカーとして塩化水銀分解酵素  

遺伝子を組み込んだ微生物の作成，動物の遺伝子のク  

ローニングなどの実験の－部が本施設内で実施された。   

また，管理区域外の分析機器室にはペプチドシークエ  

ンサーやDNAシークエンサー等の分析機器が設置され  

ており，活発に使用された。  
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6．1．15 共通機器   

本研究所では，大型で高価な分析機器等を共通機器と  

して管理・運営し，広く研究者が利用できるようになっ  

ている。現在，共通機器として登録されている機器は，  

表6．1のとおりである。どの機器も性能を維持するため  

に専門技術者による維持管理業務が行われている。その  

中でも，①ガスタロマトグラフ質量分析装置，②電子顕  

微鏡，（参プラズマ発光分析装置，④核磁気共鳴装置は，  

特に分析希望が多い装置である。分析希望試料も難度の  

高い前処理や分析技術を必要とするものが多いため，こ  

の4装置については，専門技術者による依頼分析業務を  

行っている。   

平成5年度に依頼分析を行った研究テーマは，約30課  

題（107件），約1，200検体の分析希望があった。このよ  

うにして，所内約4割の研究者が共通機器を毎年利用し  

ており，環境にかかわる分野の応用研究や基礎研究に役  

立つデータを提供している。   

なお，平成5年度にGC／MSおよびNMR等の更新が  

なされた。  

ることを目的とした設備である。   

昭和50年3月に最初の機種が設置されて以来，処理業  

務の増大に伴い，技術革新によるハードウエア及びソフ  

トウエアの性能の大幅な改善に合わせた形で，昭和55年  

2月及び昭和60年12月の機種更改を経て，現在は，平成  

2年12月に更改された，（株）日立製作所製「HITACM  

－680／180E」を中央処理装置とするシステムが設置され，  

所外の共同研究者を含めた研究者の研究支援のための  

デ⊥タ処理，環境庁本庁の行政情報処理及び研究所内に  

おける事務処理等，各分野において広く利用されている。  

主なハードウエア構成は，主記憶装置（128MB），磁気  

ディスク装置（32．5GB），光ディスクライブラリ装置（15  

GB），オープン型磁気テープ装置，カートリッジ型磁気  

テープ装置，レーザービームプリンタ，画像端末装置，  

多機能端末装置等である。   

なお，平成5年度には，通信制御処理装置，回線終端  

装置及び専用回線（9600bps）の廃止等一部装置の変更が  

行われ，本システムの利用環境は，イーサネット（通信  

速度10Mbps）により接続されている国立環境研究所  

ネットワークを経由して行うことした。  

6．1．16 情報関連施設  

（1）大型電子計算機システム（環境情報システム）   

本システムは，環境に関する科学技術計算，データ検  

索，文献情報検索等の各業務を行うとともに，主に当研  

究所の研究活動及び環境・公害に関する内外の資料の収  

集，整理，提供業務を支援し，併せて環境行政に役立て  

（2）スーパーコンピュータシステム   

本システムは，近年の地球環境研究の分野において，  

我が国が果たす役割に寄せる各国の大きな関心に対し，  

積極的に寄与するための設備として，平成3年度に，地  

球環境研究センターに導入されたものである。  

表6．1共通機器一覧表  

機  器  名  通 称  型  式  導入年  

平成6年  

昭和59年  

昭和63年  

平成4年  

昭和58年  

平成6年  

昭和54年  

昭和55年  

昭和55年  

昭和56年  

昭和60年  

昭和63年  

昭和63年  

昭和63年  

昭和61年  

昭和63年  

（1）ガスタロマトグラフ質量分析装置  

（2）走査型電子顕微鋭  

（3）透過型電子顕微鏡  

（4）プラズマ発光分析装置  

（5）プラズマ発光分析装置  

（6）核磁気共鳴装置  

（7）Ⅹ線光電子分光装置  

（8）電子スピン共鳴装置  

（9）高速アミノ酸分析計  

（10）元素分析計  

（11）細胞自動解析分離装置  

（12）覚光X線分析装置  

（13）原子吸光光度計  

（14）頗微分光分析装置  

（15）GC－フーリエ変換赤外分光光度計  

（16）高精度安定同位体質兎分析計  

GC／MS  

SEM  

TEM   

ICP－AES   

ICPAES  

NMR  

ESCA  

ESR  

CHN  

CELL SORTER  

XRF  

GFAA  

GC－FT－IR  

PlくISM  

JMSSXlO2  

JSM－840  

JEM2000FX  

ICP750  

Jy qspVH 

JNM－A500  

ESCALAB 5 

JES－FE－3X  

HITACHI－835  

CARLOELBAllO6  

FACS－440  

VF－320A  

5100（P．E，）  

UMSP－80  

DA－3  

VGPRISM  
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環境問題に関する研究分野では，全地球的な現象とし  

て広い地域を対象とし，時間的にも10年を単位ヒする極  

めて長い期間を対象とすることから，それらの現象解明  

並びに影響評価及び予測に当たっては，数学的モデル解  

析や数値シミュレーションによる研究を行うことが極め  

て重要である。数値シミュレーション等は通常大規模計  

算であるため，これらを鱒率よく実行させるためには特  

段の高速演算機能と十分な記憶容量をもつスーパーコン  

ピュータシステムが必要となる。   

このため，日本電気（株）製「SX－3モデル14」を中央処  

理装置とするシステムが導入され，所外の共同研究者を  

含む利用に供されている。主なハードウエア構成は，主  

記憶装置（1GB），拡張記憶装置（3GB），磁気ディスク  

装置（81．5GB），高速動画像表示システム，グラフィッ  

クスワークステーション，画像ワークステーション，ネッ  

トワークページプリンタ，ネットワークカラープリンタ，  

オープン型磁気テープ装置，カートリッジ 型磁気テープ  

装置等である。また，平成5年度には，補正予算によっ  

て，超大容量補助記憶装置（光磁気ディスク（790GB））  

を導入した。   

なお，本システムは国立環境研究所ネットワークと  

FDDI（通信速度100Mbps）により接続されている。  

トワークヘの拡充・強化を図った。主なハードウェア構  

成は，データベースサーバ（米国サン・マイクロシステ  

ムズ社製「SPARCcenter2000」主記憶（128MB），内  

蔵磁気ディスク（18．9GB），光磁気ディスクジューク  

ボックス（40GB），8mmテープジュークボックス（50  

GB）），デr夕べース定義サーバ，NetWareサーバ，メ  

ディア変換装置等である。これによって，ネットワーク  

上で利用可能である多様なデータベースシステム及び  

データ等を格納するとともに，ネットワーク上の他の共  

用電子計算機を利用する際のゲートウェイ機能（利用窓  

口機能）等が整備された。   

なお，本ネットワークには，大型電子計算機，スーパー  

コンピュータ及びネットワーク計算機を始め，ミニコン  

ピュータ及びワークステーションはもとより，パーソナ  

ルコンピュータ，ファイルサーバ及びネットワークプリ  

ンタ等，本年度新たに接続した83台のコンピュータを含  

めて，合計268台に及ぶコンピュータ等が接続されてい  

る。  

6．1．17 実験ほ場   

本施設は，植物および土壌生態系の環境保全機能に関  

する野外実験や所内の各生物環境調節施設で得られた研  

究成果を野外条件下での応用試験，並びに環境指標植  

物・環境浄化植物などの実験植物を系統保存，供給を行  

うことを目的とした生物系野外実験施設である。施設は，  

所内にある構内実験ほ場と当研究所の西方約4kmに所  

在する別団地実験ほ場（つくば市八幡台3）の2施設より  

構成される。   

平成5年度には，特別研究，地球環境研究総合推進費  

による研究などによる野外実験が実施された。また，樹  

木類や砂漠植物などの実験植物を系統保存するととも  

に，それらを植物実験棟などで実施される研究に供給し  

た。そのほか，地球温暖化現象の解明のための温暖化ガ  

スの検証実験地として，別団地実験ほ場の畑地試験地を  

改良整備した。  

（3）国立環境研究所ネットワーク   

本システムは，研究所内に相当台数導入されているコ  

ンピュータ資源を相互接続することにより，これらの資  

源の有効利活用を図り，併せて国外を含む所外のネット  

ワークに接続されたコンピュータとの間で電子メールの  

授受等を行うことを目的として，平成3年度に構築され  

たものである。   

中核をなすネットワークは，ABF（エアプロンファイ  

バー）形式による光ファイバーケープ′レによる総延長  

1，500mのFDDI（通信速度100Mbps）の2垂ループで  

あり，研究本館Ⅰ，研究本館ⅠⅠ，大気汚染質実験棟及び  

土壌環境実験棟を経由している。このFDDIから，総延  

長2，700m（5年度100m増設）となる合計12セグメン  

トの同軸ケーブル（10BASE5規格のイーサネット，通  

信速度10Mbps）を分岐させている。FDDIと同軸ケーブ  

ル間の接続はブルータにより，同軸ケ←プル間はローカ  

ルデータリンクブリッジにより接続されている。   

また，平成5年度には，補正予算によって，ネットワー  

ク計算機システムを導入し，より高い機能を目指すネッ  

6．1．18 霞ヶ浦臨湖実験施設   

霞ヶ浦臨湖実験施設は国立環境研究所の研究者の共同  

利用施設として利用されている。日本の中でも水質汚濁  

の進行している霞ヶ浦の湖畔に位置するところから，  

霞ヶ浦を対象とした調査や，霞ヶ浦の湖水や生物を利用  

した各種の実験研究を行うことにより，湖の汚濁機構の  
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解明，汚濁した湖の水質回復に関する研究，湖の生態等  

や物質循環などを明らかにすることを目的として研究が  

行われている。   

平成5年度は，特別研究「湖沼環境指標の開発と新た  

な湖沼環境問題の解明に関する研究」，「環境負荷の構造  

変化から見た都市の大気と水質問題の把握とその対応策  

に関する研究」，「閉鎖性海域における水界生生態系機構  

の解明および保全に関する研究」，地球環境研究総合推進  

費による「地球の温暖化（現象解明）」，総合研究グル←  

プおよび基盤研究部の経常研究等で30の研究テーマが  

施設を利用して行われた。  

温室効果ガス及びデータスクリーニングのためのオゾ  

ン，ラドン，エアロゾル等を測定し，－併せて気象要素を  

同時に測定している。   

既に測定が実施されているオゾンとエアロゾルに引き  

続き，本年度には，二酸化炭素，メタン，ラドンの測器  

の試運転・調整等を実施し，本年度後半から本格的な測  

定を開始した。  

（2）落石岬一地球環境モニタリングステーション   

波照間一地球環境モニタリングステ」ションに続き，  

第2のステーションとして，地球環境の変動を観測する  

にふさわしい場所として北海道根室市落石西にある落石  

岬を選定し，平成5年度にその岬の突端に本施設を建設  

した。   

同施設においては，シベリア気団や北西太平洋気団の  

ベースライン大気を長期モニタリングするため，50mの  

鉄塔上から大気をサンプリングして二酸化炭素やメタン  

等の温室効果ガス及びデータスクリーニングのためのラ  

ドン，二酸化硫黄，二酸化窒素，エアロゾル等を測定し，  

併せて気象要素を同時に測定することとしている。  

6，1．19 奥日光環境観測所   

本施設は，森林生態系に及ぼす環境汚染の影響および  

環境汚染に対する非汚染地でのバックグラウンド値を長  

期にわたって観測することを目的とした実験・観測施設  

である。   

施設は，栃木県日光市奥日光の日光国立公園地域内に  

所在し，観測所と管理棟の2施設により構成されている。   

平成5年度には，比較的人為影響の少ない奥日光地域  

の自然環境および生物を長期にわたり調査し，自然地域  

の環境・生物の変動特性を把握することを目的とした特  

別研究「奥日光地域における環境の長期変動および生物  

に関する研究」が実施され，さらに地球環境研究総合推  

進費の温暖化現象解明関連課題として，「メタン・亜酸化  

窒素の放出に関する研究」も本施設において測定された  

大気成分測定データを利用し，国内の他の観測点のデー  

タと比較して，研究に利用されている。  

6．1．21研究本館Ⅰ（計測棟）   

環境中の有害物質を高感度，高選択的に検出したり，  

環境試料中での有害物質の分布を局所分析などにより調  

べること，あるいは，地球温暖化の現象解明や汚染物質  

の起源解明などのための元素（炭素，鉛など）の同位体  

比を精密に測定することは，環境汚染の状況を把握し汚  

染機構を解明したり，環境リスク評価を行う上で重要か  

つ基本的なことである。研究本館l（計測棟）は，この  

ような分析・測定を行うための装置（高度な分析機器な  

ど）およびそれらを有効に使用するための施設（クリー  

ンルームなど）を維持・管理し，必要に応じて高精度の  

測定データを提供している。また，→郡の機器について  

は，新しい分析法を研究・開発するための装置としても  

利用されている。  

6．1，20 地球環境モニタリングステーション   

地球環境の変動を観測することを目的として，沖縄県  

波照間島と北海道落石岬に地球環境モニタリングステー  

ションを設置している。両施設とも，無人で温室効果ガ  

ス等を高精度に長期間自動測定することとしている。  

（1）波照間一地球環境モニタリングステーション   

本施設は，八重山列島に属し西表島の南方約20kmに  

位置する，人の住む日本最南端の島である波照間島（沖  

縄県竹富町）に建設されたものである。   

同施設においては，亜熱帯域気団や小笠原気団のベー  

スライン大気を長期モニタリングするため，40mの鉄塔  

上から大気をサンプリングし，二酸化炭素，メタン等の  

（1）主要な機器  

1）高精度安定同位対比質量分析装置（PRISM）  

2）高速液体タロマトグラフ質量分析装置（LC／MS）  

3）誘導結合プラズマ質董分析装置（ICPMS）  

4）二次イオン質量分析装置（SIMS）  

5）高分解能質量分析装置（HRMS）  

－111一   



6）ガスクロマトグラフ質量分析装置（GC／MS）  

7）原子吸光光度計（AAS）  

8）表面電離型質量分析装置（IDMS）  

9）大気圧イオン化質量分析装置（API／MS）  

10）ガスタロマトグラフ四重極質屋分析装置（GC／  

QMS）  

11）誘導結合プラズマ発光面検出装置（ICP－SIT）  

12）高速液体クロマトグラフプラズマ発光分光分析装  

置（HPLCrICP）  

13）Ⅹ繰回析装置（ⅩRD）  

14）レーザーラマン分光分析装置（RAMAN）  

15）レーザー蛍光高感度分析装置  

低温槽と3台の液体窒素ジャーを設置し，超低温保存（－  

850c，－1100C，1960c）の必要な小量の試料の保存が可  

能である。十40C，＋208cの恒温室は，それぞれ凍結しない  

方法による保存に用いる。保存する試料の前処理は試料  

準備室で行い，記録室には各室の温度が表示記録される  

とともに，保存試料の情報が記録されている。   

なお，平成5年度には，資料保存システムを一新して  

バーコード管理システムを導入し，試料の出入庫管理体  

制を強化した。  

（3）内湾密度流実験装置   

本施設は内湾における密度流現象を解析する目的で設  

置され，内湾および外洋を模擬した水路部と，その上部  

に位置する風洞部から構成されている。   

本年度は特別研究，地球環境研究および経常研究等が  

行われた。  

（2）主要な設備  

1）クリーンルーム  

2）特殊毒物実験室  

3）純水製造装置  

6．2 共通施設  

6．2．1エネルギー供給施設   

エネルギーに対する生物系の安定した供給要請と理工  

系の間欠的な変動の大きい供給要請に応じるために，各  

研究室との密接な連絡と運転保守とにより，これを対処  

し，省エネ／レギ一に努めた。   

平成5年度未におけるエネルギーセンター施設の概要  

は次のとおりである。   

なお，ボイラー，冷凍機については平成4年度および  

平成5年度において，クリーンエネルギー，フロン対策  

のため更新を行った。  

6．1．22 研究本館ⅠⅠ（共同利用棟及び共同研究棟）  

（1）人間環境評価実験施設（ELMES：Evaluatjon   

LaboratoryofMan－EnvironmentalSystems）及び   

環境総合評価のための情報システム（SAPIENS：  

SystemsAna（ysisandPLanningintnteL（igentEnvi－  

ronmentarlnformationSystem）   

ELMESは環境評価にかかわる人間集団の反応測定  

や，意志決定プロセスにおける情報伝達効果の有効性の  

確認等，環境と人間行動に関する実験を行うための施設  

であり，中会議室と兼用の一集団実験室，ゲーミングシ  
ミュレーションのための多集団実験室および情報伝達に  

用いるオーディオ・ビジュアル機器と実験制御装置（ミ  

ニコンビュータ）等から構成されている。   

SAPIENSはELMESでの環境情報提示や，地域環境  

情報システムの開発研究を進めるためのミニコンピュー  

タおよび画像処理・表示システムと環境データベースに  

よりなる。  

（1〉規  模   

特高受変電施設66，000V，容量9，000kW，共通施設  

棟（エネルギーセンター），（ポンプ棟）  

（2）主な設備  

1）受変電設備   

1次変電所（特高）1カ所，2次変電所18カ所  

2）常用自家発電設備  1，000VA 3台  （2）試料庫   

環境試料の長期保存並びに試料の保存性に関する研究  

のために設立されたものであり，低温室，ディープフリー  

ザー室，恒温室，試料準備室，記録室から成り立ってい  

る。低温室は一200Cの3低湿室からなり，大量の試料の  

保存が可能である。ディープフリーザー室には3基の超  

3）温熱源設備（ボイラー） 10，000kg／h  

（灯油使用）  

10，000kg／h  

（ガス焚に更新）  

4）冷熱源設備  
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ターボ冷凍機  400USRT  

l，000USRT  

吸収式冷凍機  600USRT  

（2）排水処理   

平成5年度における処理水について，表6．2に本構内  

の汚水排除基準と霞ヶ浦臨湖実験施設の排水基準および  

各々の最高値を示す。  

6．2．2 廃棄物処理施設   

廃棄物処理施設は，各処〕翌施設と共に順調に稼働した。   

平成5年度における廃棄物処理施設の概要は次のとお  

りである。   

なお，平成5年度および平成6年度において，老朽化  

対策のため，一般系，特殊系配管，一般固体焼却炉，液  

中燃料設備等の更新を行っている。  

6．2，3 エ作室   

研究活動の活発化に伴い，ガラス工作室，金工重，材  

料工作室，木工室，溶接室，エレクトロニクス室の利用  

が増し，これに伴い各種機器を導入して工作室の充実を  

図り，研究部門の要請に対処している。   

平成5年度における各工作室での機器製作依頼件数は  

次のとおりである。  

（1）処理能力  

1）一般実験排水処理能力  500t／d  

2）特殊実験排水処理能力  100t／d  

3）一般固体廃棄物処理能力  100t／d  

4）特殊固体廃棄物処理能力  100t／d  

（1）機器製作依頼件数  

l）ガラスエ作室  55件  

2）金工室（材料工作室，溶接室を含む） 95件  

3）木工室  128件  
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表6．2 平成5年度 汚水排除基準  

構  内  霞ヶ浦臨湖実験施設  
項  目   

（汚水排除基準） （最高値）   （排水基準） （最高値）  

温度  45度以下   （6～280C）   45度以下   （7～270c）   

水素イオン濃度  5～9   （6．7～8，0）   5．8一－8．6  （6．8～7．4）  

生物化学的酸素要求量  600mg／1以下  
化学的酸素要求量   15mg／1以下   （2，8）  

浮遊物質量   （6．3）  15mg／1以下  

ノルマルヘキサン抽出物含有量  
ア）鉱油類含有量  5mgノ1以‾F  3mgハ以下   

イ）動植物油脂類含有量  （1以下）  （1以下）  

ヨウ素消費量  220mg／1以下  ．（3．8）   

カドミウム含有量  0．01mg／1以下  （0．005以下）   0．01mg／以下  （0．005以下）  

シアン含有量  不検出   （不検出）   不検出   （不検出）   
有機リン含有量  不検出   （不検出）   不検出   （不検出）   
鉛含有量  0．1mg／1以下  （0．05以下）   0．1mg／1以下  （0．05以下）   

クロム（六価）含有量  0．05mg／1以下  （0．01以下）   0．05mg／1以下  （0．01以下）   

ヒ素含有量  0，05mg／1以下  （0．002以下）   0．05mg／1以下  （0．002以下）   

総水銀含有量  不検出   （不検出）   不検出   （不検出）   
アルキル水銀含有量  不検出   （不検出）   不検出   （不検出）   

PCB含有量  不検出   （不検出）   不検出   （不検出）   
フェノール含有量  0．5mg／1以下  （0．025以下）   0，1mg／1以下  （0，025以下）   

鋼含有量  3mg／1以下  （0．03）   1mg／1以下  （0．01以下）   

亜鉛含有量  5mg／1以下  （0．21）   1mg／1以下  （0．1）   

鉄（溶解性）含有量  10mg／1以下  （0，36）   1mg／1以下  （0．12）   

マンガン（溶解性）含有量   1mg／1以下  （0．18）   1mg／1以下  （0，01以下）   

クロム含有量  1】曙／1以下  （0．01以下）   0，1mg／1以下  （0．01以下）   

フッ素含有量  8喝／1以下  （0．1以下）  0．8mg／1以下  （0．1以下）   

窒素  25mg／1以下  （3．37）   

リン  4mg／1以下  （0．15以下）   

トリクロロエチレン  （0．001以下）                        0．03mg／1以下  0．03mg／1以下  （0，001以下）   

テトラクロロエチレン  0，01mg／1以下  （0．001以下）   0．01mg／1以下  （0．001以下）   

（注）最高値欄の（××以下）は定虫限界以下を示す。  
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国立環境研究所特別研究報告 SR－15－’94，（1994）  

記号   発  表  者   題  目   ページ   

トリクロロエチレン等の地下水汚染の防止に関する研究   50p．   

国立環境研究所特別研究報告 SR－16－’94，（1g94）  

言己号   発  表  者   題  目   ペーージ   

K－ 5  国立項領研究所   有害廃棄物のモニタリングに関する研究   39p．   

国立環境研究所特別研究報告 SR－17－’94，（1994）  

冨己号   発  表  者   題  目   ペーージ   

Ⅸ－ 6  国立環境研究所   有用微生物を活用した小規模排水処理技術の開発と高度化に関する研究   51p．   

国立環境研究所特別研究報告 SR－18ノg4，（1994）  

記号   発  表  者   題  目   ページ   

X－ 7  国立環境研究所   都市軌こおける冬期を申JL、とした高濃度大気汚染の予測と制御に関する研究  34p．   

国立環境研究所研究報告 R－13ト’93，（1993）アスベストの新分析法に関する研究  

記号   発  表  者   題  目   ページ   

K－ 8   Abstract  

l－ g  概要   
湖山春諷 相馬光乙 相馬悠子  5－11   

13－23  
X－11  

彗 
（●1福岡県保健環境研）  

25－35   
Ⅹ－12   ≡奮 

（■1福岡県保健環境研）   

ー115－   



言己号   発  表  者   題  目   ペ【ジ   

Ⅹ－13  環境中アスベストの光学顕微鏡法及び電子朗徴鏡應による分析の比較  3T－48  

鞄慧戯慧； 
g－ユ4  分析電子願微妙こよるアスベスト暑推の定員分祈におけるⅩ線の吸収効果  

（れ福岡県保健環境研）  

X－15   

国立環境研究所研究報告 R－132－’94，（1994）自由記述法による生活環境に関する地域住民の意識の調査と分析  

記号   発  表  者  題  目   ページ   

K－16   Abstract   

K17   要旨   5－15   

意識の調査と分析  
【－19 【一20  19－30  

宮本定明＊1，阿部治◆2   
広一21  31－42  

近藤美肌大井紘，領 
E－22   

宮本定明書1（●l徳島大）   
43－53  

Ⅹ－23  折   5ト56  K－24  ・  5ト6g   

Ⅸ－25  il－自治体への公害苦個摩し立て行動の分析とその近隣公害現象との関係   7ト81   
幸  

Ⅹ－2も  韻賀伸介，大井紘，近藤美肌自由記述文のデータ解析による郡市住宅地での公宅苦情に関する研究 ＊1＊1   
宮本定明（徳島大）   

83－96   

∬－27  97rlO∂  
宮本定明◆1，平松幸三－2  
（＊1徳島大，t2武庫川女子大）  

K－28  107－1ロ8  

K－29   109－121  

Ⅸ－30  須宝引申介，大井 紘，原沢英夫 自由連想調査とクラスタ【分析による水辺に対する住民意識の研究   123－136   

K－81  碩賀伸介，大井 紘，原沢英夫l自由連想法によるアオコに対する意識調査とそのクラスター分析による解析  137－148   

Ⅸ－32   まとめ   149⊥150   

国立環境研究所研究報告 R－133ノ94，（1994）水矧動こおける農薬申出に関する研究報告  

記号 発 表 者  
Ⅸ－33   

X－34   
K－35 海老潮潜一   

Abstract    概要  

はじめに   

Ⅹ－36 海老瀬潜一，井上隆信   7K環境中の農薬流出   

【一37 坂 秀朗●1，加藤充哉■1．   ゴルフ場からの降雨  

塚林 裕■1  （■1石川県保健環境セ）   

E－38 沼辺明博◆1   ゴルフ場散布農薬の  
（＊1北海道環境科学研究セ）   

Ⅹ－39 伏脇裕一■】   神奈川県内ゴルフ場   
（■l神奈川県環境科学セ）   

野菜栽培地域におけ  ＝0 誓轡鮎；．i県鯛科学セ，  の動態   

H‾41讐晶森＝繁：一手竜泉聖徳寮■】・   
河川における農薬モ   

（■1長野県衛生公害研，   
■霊長野消費生活セ）   

題  目  

量評価のための調査研究  

時農薬流出  

流出（雪原病予防殺菌剤の流出特性）   

での農薬散布による環境汚染   

る殺菌剤ペンタタロロニトロベンゼン及び分解代謝物質   

ニタ リングと農地からの流出塁の評価  

3ト43  

4ト49  

5ト56  

57－65  

‾116－   



記号   発  表  者   題  目   ページ   

X－42   力丸ダム湖集水域における水田からの農薬の流出特性   
福保健頂境研〉  

67－86   

【－43  井上隆信，海老瀬潜－   田園地河川における水田からの農薬流出量の評価   87－100   
l－44  海老瀬潜一   おわりに   101 ノ   

国立環境研究所資料 ト50－’93／NIES，（1993）  

記号   発  表  者   題  目   ページ   

K－45  笹野泰弘，小林喬郎●1   衛星搭載レーザーレーダーによる地球規模大気環境の評価に関する調査報告  112p．  
（■1福井大）   （2）   

国立環境研究所資料 F－51－’93／NIES，（1993）国立環境研究所研究発表会予稿集  

冒己号   発  表  者   題  目   ペ【ジ   

X－46  中根英昭   オゾン層の総合的観測に向けて   

【－4T  可知直毅   熱帯林の生物学的多様性とその保全   8－14   

Ⅸ－48  稲森悠平   高度な浄化槽による水環境の改善   17－21   

Ⅹ－49  若松伸司，上原清，  都市域における高濃度大気汚染の予測と制御に関する研究   22－31   
鵜野伊津志  

Ⅹ－50  嵯峨井勝，市瀬孝道   ディーゼル排気微粒子（DEP）による喘息様病態発症に関する実験的研究   3236   

l－51  平田健正   揮発性有機塩素化合物による地下7K汚染浄化技術の現状と課題   3745   

Ⅹ－5Z  中杉修身   廃棄物処理に伴うリスクとその評価手法   46－52   

Ⅹ一53  彼谷邦光   アオコの毒   

Ⅸ－54  近藤美別   幹線道路沿いに住む人々の交通公害についての意識   

Ⅹ－55  渡辺信，高村典子，野崎久義  
彼谷邦光，佐野友春，安野正之   

K－56  須賀伸介   コンピュータグラフイソクスによる海洋気候値データの画像表示   

【－57  岩熊敏夫，野原精一，平田健正  湿原生態系の調査手法   

k－58  服部浩之   重金属の土壌微生物活性への影響   60   

Ⅹ59  国本 学   脳の細胞骨格蛋白質と神経毒   61－62   

K－60  酒巻史郎   飛行機観測による西太平洋地域の大気微量成分の分布調査   

Ⅸ61  持立克身   マクロファージは，肺の申で何してる？   64   

K－62  相馬光之   摩周湖の水と底質   
K－63  杉本伸夫   レーザーを用いた大気の遠隔計測   

Ⅸ－64  木村 強   割れ目性岩盤の透水特性一軍一別れ目について   

国立環境研究所資料 F－52－’93／NほS，（1993）  

記号  発  表  者   題  目   ページ   

Ⅹ－65  上原 酒，若松伸司   エコハウス設計のための住宅の通風換気に関する風洞実験   43p．   

国立環境研究所資料 F－53－’93／NIES，（1993）衛星からの大気観削データの利用に関㌻るワークショップ（第2回）講演記録集  

言己号   発  表  者   題  目   ペ㌧ジ   

ll与さ  斉藤保典■1，野村彰夫霊1，  衛星搭載レーザーレーダーによる地球大気観測の可能性（シミュレーンヲン）  1－9   
鹿野哲生◆1（■り訓1大）  

X－67  杉本伸夫  衛星利用レーザー長光路吸収法による大気微塁分子のモニタリング   1（ト16   

Ⅸ一68  詣旗竿芸葦弘観望警正勝●1 （ 
■1宇宙開発事業乱 ＊2日本電気（株））   

117－   



ぎ己号   発  表  者   題  目   ページ   

R－6g  長澤親生●1，阿保具‖  中間幽金屑原子層のグローバル斬測と地上斬測   23－27   

（”都立大）  

【－70  鈴木 陸   大気センサーILASによる桓域オゾン層の観測   28－39   

K－71  用G／ADEOSによる温室効果気体濃度の全球観削  AO－44  

今碩良 
（＊1資項研，■2東大 
， ●3東海大，＊4電中研）  

Ⅹ－72   大気微量成分観測データ処理における吸収スペクトルの高速演算について  45－52   

Ⅸ－73  富田二三彦●1（■1通信線合研）  大気観測に影響を及ぼす太陽活動   53－57   

X一丁4   高層気象データに見られる太陽活動の影響   58－69   茨：）  
E－75  鶴田治雄◆1（●1農環研）   ランドサツトからながめた首都圏における大気エアロゾル   70－78   

【丁6  佐々木徹＊1（書1気象研）   大気微量成分モデリングと衛星データの利用   79－83   

TOMSオゾン観測値からみた最近のオゾン層変動   84－90  

Ⅹ－77  t■稲迄㌫謝川勉●】  雨極オゾンホールに着日してノ   

Ⅸ【78  福西浩●l，亀卦川幸浩れ．  NOAA衛星TOVS及びⅣIMBUST／TOMSデータを利用したオゾン変動の研究   9卜97   

岡野章一tl（●l東北大）  

E丁g  中島孝＊1，中島映至事】  CCSRにおける衛星データ利用の現状   98－103   
（れ気候システム研究セ）  

国立環境研究所資料 F二54－’93／NIES，（1993）’91［GAC／APARE／PEACANPOT航空機・地上戦則データ集  

記号   発  表  者   題  目   ページ   

X－8D  秋元 尊書Ⅰ（＊l東大先端研）   】GAC／APARE／PEACAMPOT航空機調査について   

Ⅸ－81  畠山史郎   平成3年虔調査の概要   2－60   

Ⅹ－82  村野健太郎   地上強化観測の概要   6卜62   

Ⅹ－83  即l   ■911GAC／APARE／PEACAHPOT航空機調査における0．およびNOェの観如   63－98   

Ⅳ1日  酒巻史郎   1991PEAC畑PO7航空機調査における炭化カこ薬類の湘定結果   射ト1㈹   

K－85  D．Blake＊1．秋元率◆2．畠山史郎 ●l 110－111   
（uclrvine，●2東大先端研）   

K－86  向井人史，西川雅高，村野健太郎  雨水とエアロゾルの観測   11ヱー147   

K－87  大和政彦●1（■l群馬大）   航空機で採集された東アジア上空の対流圏エアロゾルの化学組成と形態   148160   

E－88  田中 茂■】（＊1慶応大）   ’911GAC／APARE／PEACAMPOト地上観測（対馬），航空機観測における大気中  161175  
徴曳ガス成分の測定結果   

r－89  ’91【GAC／APARE／PEACAMPOTによる対馬におけるパー．オヰシアンルナイトレー  176－181  
松浦章良◆2  ト類（P州s）の観則  
（◆1国立公衆衛生院，  
●2千隻県環境研）  

182－193  
ll与〕   

tlす†  薩摩林光＊】，内田英夫●1 ●qllGAC／APARE／PE九CAMPOT観測，八方尾根における地上観測  194－205   
， ■’■  

東  

国立環境研究所資料 F－55－’93／NrES，（1993）  

記号   発  表  者   題  目   ページ   

E－92  環境憎報センター   国立環境研究所逐次刊行物所蔵リスト1g93年   115p．   

－118一   



言己号   発  表  者．   垣  目   ページ   

l19l  熟ストレスによる健康影響一熱ストレスによる生理機能の変化  
， 

6－11  

短舎研）  

Ⅸ－95  高温負荷と生体の影響動物実験による病理組織学的研究－  12－16  

箆 

熱ストレスによる生体影響「暑熱負荷による生化学的影響  17－21  

【－96  

， 

野軌  
熟ストレスによる健康影響亡社会兵団への影響（I〉人口動態統計死亡票と栄     2Z－26  

∬一97  養調査の分析］  

宝大，  
Ⅸ－98  2T－31  

， 温度環境と生活行動の調査］  

大）  

Ⅸ－99   32－33  

解明に関する研究   

X－100  動物媒介性感染症の拡大予測（マラリアヘの影響〉  34－37  

雅 
（れ群馬大，■2群馬県立医療短大）  

K－101   亜熱帯・中国云両省南部におけるコガタハマダラカ（Anophelesmi爪imus）  38－42   

帯医学研）  の生態  
E－102  宮城一郎■】，苦闘孝子●l  琉球列島におけるハマダラカの分布・生息状況   43－47   

（れ琉球大医学部）  

gユ83  安藤 満   気候変化による辟康影響の予測（抄訳）   －0－58   

国立環境研究所資料 F－57－’93／N】ES，（1993）  

記号   発  表  者   題  目   ページ   

∬－104  松亘一夫，相崎守弘   成江流域の水質管理システムに関する研究   170p，  
慶安川及び八望湖を中心として   

国立環境研究所資料 F－58－’93／NIES，（1994）  

記号   発  表  者   題  目   ページ   

E－105  覆稲竺：1k離萱盗郎・  
陸上植物葉の元素濃度 一中性子放射化分析データ集（り －   260p．   

（●1京都大，◆2千葉大）  

国立環境研究所資料 ト59－■93／NほS，（1994）  

記号   発  表  者   題  目   ページ   

l一106  田中 敦，相馬光之   摩周湖1g80～199Z調査概要と資料   162p．   

国立環境研究所資料 F－60－’93／NほS，（1994）  

記号   発  表  者   題  日   ページ   

X－107  Mak【）tOM．Watanabe，   N［ES－Co11ection LISTOFSTRAINSFcurthEdition19g4Nicroalgae   127p．  
HisayoshiNozaki   and Protozoa   

国立環境研究所資料 F－61－’94／NIES，（1994）霞ヶ浦全域調査資料  

記号   発  表  者   題  目   ページ   
，  

Ⅸ－108    霞ケ浦全域調査データ   1－89   

一119－   



記号   発  表  者   題  目   ページ   

∬－109  花里孝幸   霞ヶ浦高浜人における動物プランクトンの現存塁の変動（1990－1g92〉   91－g8   

Ⅸ－100  稲葉一種   霞ヶ浦表層中の銅および鉄の測度の季節変動（1989～1992）   9g－103   

∬一111  幸 霞ヶ浦の溶存メタン濃度の変動について（1990～1g92）   105－113   
達大〉  

国立環境研究所資料 F－62－’94／NIES，（1994）  

吉己号   発  表  者   題  目   ページ   

E－112  環境情報センター   環境情報ガイドブック AGuidetoEnvironnentalinforTDatioTLSources．   374p．  
FirstEdition 第1版   

国立環境研究所資料 F－63－’94／NIES，（1994）霞ケ補臨湖実験施設研究発表会講演報告集－8－  

記号  発 表 者  題  目  ページ   

K－113 野尻幸宏，中村岳史●l  国内湖沼からのメタン放出量  1－5   
大槻 晃◆1（●l東京水産大）   

E－114 中村岳史＊1野尻幸宏 霞ケ浦底泥中のメタン凛度の変動  ト8   

，  

． 

l（Ll15 春日清一  アジサシ（Sterzlahirundo）及びコアジサシ（Sternaalbifrons）の霞ケ浦  9．11   
への飛来状況とコアジサシの激減について   

…6， ギンブナとプル‾ギルの形態と行動の相即基づくオオクチバスの捕食選択13‾16   
（完）  

Ⅸ一117 朴 斉哲”（＊】東京水産大）   昭協湖における養殖場からのリン排出が潮水水質に与える影響  17－22   

ト118 相崎守弘，中里広幸●1  水耕栽培を利用した水質浄化に関する研究  23－27   
（●】バイオックス中央研〉   

㌃119 北村 光＊1，楢崎守弘，福島武彦見た目アオコ指標による潮水環境評価  29－31   
（＊1日本大）   

野生海域における低層水ヰの珊33銅   

…軍敬越野チ析俊二霊莞鮎雲望謂詔完禦姦孟警歪岩壷琵   

Ⅹ‾121魚の水質変動に及ぼす影響  
3描   

≡  

K－122 Dog－SooKong■】，  EffectsofaquaticanilmlsonsettlinganddecoTDPOSitioTLOf  39－45   
TakehikoFukushima，  particulate Tnaterials   

r 

3妄扇u   

（■1Natl，王nst．Environ，Res．   
片orea．，■2TokyoUniv．Fish．）   

pRとDOの連続測定による生産量の推定  4ト4g   E－123 松垂一夫．福島武彦．                         R．Weisburdll．富田誠二●2   
（：…竿紅蓮尖）Fish‥   

R－124 RichardS．」．Weisburd雷1，  賊etabolicquotientsinLake粧asumi8auraWaterResearchStation  51－S4   
TakehikoFukushina  ExperinentalPonds   
（■1Tokyo血iv，Fi5h．）   

K－125 RokayaHtlSSein＊1  RelatiorlShipbetYeenUrea，dissoIvedfreealninoacidsarLd  55－5g   
MorihiroAizaki、Akira8tsuki●1zooplanktombiomassinoutdoorexperinent且1pomd   
ぐITokyoUniv．Fish．）   

Ⅸ－126 今井章雄，福島武彦  潮水中の溶存フミン物質  61－63   

E－1Z7 高木博夫，橋本真理子l】  農薬の霞ケ浦における挙動とマイクロコズムを用いた生態系影響評価  6567   

生物活性炭流動床パイロットプラントによる酎満潮水の高度処理  
…鮎室料鷺柴蕎薫：2緬森悠平  

69‾T2   

●2日立化成テクノプラント．  ＊〇   
筑波大）   

首－129 中島拓男●l（●1滋賀県琵琶湖研）水草の物質代謝  73－75   

敬一130 熊谷道夫●】（“滋賀県琵琶湖研）琵琶湖国際共同観測（BITEl－93）を終えて  77－82   

－120－   



国立環境研究所資料 F－64－’94／NtES，（1994）  

記号   発  表  者   題  目   ページ   

K－13Z   技術選択を考慮したわが国の二酸化炭素排出量の予測モデルの開発   91p．   

云 
）  

国立環境研究所地球環境研究センター報告 CGER－AOO2ノ93，（1993）  

ぎ己号   発  表  者   題  目   ペーージ   

l－133  地球環境研究センター   地球環境研究センター年報†01．2（1g91年10月～1g93年3月）   2gp．   

国立環境研究所地球環境研究センター報告 CGER－DOO3－’94，（1994）  

旨己号   発  表  者   題  目   ページ   

Ⅹ－134  地球環境研究センター   温暖化の影響評価研究文献インベントリー（日本編）19g4年1月   44p、   

国立環境研究所地球環境研究センター報告 CGER－1007－’93，（1993）  

き己号   発  表  者   題  目   ページ   

E－135  地球環境研究センター   88p．   
軍産翳慧謂戸空軍習字要領語義雷這禦警竺莞究堅調研究の現状と  

国立環境研究所地球環境研究センター報告 CGER一川08一’93，（1993）  

記号   発  表  者   題  目   ページ   

Ⅸ－136  地球環境研究センター   IGBP－ProceedingsofAsianSymposiuDOnGlobalEnvironmentalChange  140p．  
Tokyo，ト2December1992   

国立環境研究所地球環境研究センター報告 CGER－1009－’93，（1993）  

吉己号   発  表  者   暦  日   ページ   

E－13T  地球環境研究センター   ThePotentialEffectsofCliTnateChan且eirLJapan   93p．   

国立環境研究所地球環境研究センター報告 CGER－1010－’94，（1994）cGER’ssuperco叩uterActivityReport1992Yol・1  

言己号   発  表  者   題  目   ページ   

Ⅹ一138  YukioMasumoto   ANuTnericalStudyonltheThroughfloYintheIndonesianSeas   

Ⅹ一139  ShigekiHitsu¶OtO   StratosphericCliTnateNodeling，EspeciallyQBOModelirLg－   6－7   

E－140  【ensukeNakajima■】  Ultra－highResolutionNodelingoftheTropicalAtmosphere   る－9   

（＊luniv．Tokyo）  

Ⅸ一141  TeruyukiNakaji¶a◆1   AnAccuTateCalculationSche¶eOfRadiativeFluxTran＄ferfor   10－11  
（●1univ．Tokyo）   Ceneral Circulation Model Studies 

【－142  AtusiⅣu¶aguti   I）evelopTneTltOfan＾t†nOSphericGeneralCirculationModelforCliTnate  12－14  
Research   

Ⅸ－143  MasakiSatoh引   HadleyCirculationirLRadiative－ConvectiveEquilibriuminanAxially  15－16  
（■】saita¶alnst，Technol，〉   5ym¶etricAtlnOSphere   

Ⅸ－144  YukariN．Takayabu   SpectralAnalysisorLLarge－ScaleCloudDisturbances＾ssociatedYith  l了116  
EquatorialWaves   

－121－   



記号  発  表  者   題  目  ページ   

R－115 Tatsu血iTokioka●1   AC＝】nateSensitiYityStudybyUseofa伽upledAt¶OSpbereOceaれ   19－24   
（●1Meteorol．尺es．Inst．）   Model   

Ⅸ‾146軋！…芸…喜子チ孟：； StudYOfNassTrarLSpOrtbetYeentheTroposphereandStratpsphere  25L27   
，．。St．）  

R－147 MasahiroEndoh霊】   StudyofOceaTticSurfac8HixedLayerandCurrentSysteTqfor  31－33   
（●1Meteorol．Res．lnst，）   EYaluatioTtOfSatelliteOceancolorData   

J－148 GenInoue．Sha¶ilMaよsyu  GlobalTracerTransport州odelAnaly6isoftheMethan（さDi8tribulion  34－35  
iJltl】eAtlnO印bere   

Ⅹ－149 SatoruEomori＊1   I）irectJluTuericalSinulationofTurbulenceStrL［Cture且rLdCO，Transfer 36L38   
（引栂ushuUniv．）   NechanisTD at theAir－SeaJnterface   

X－150 Yuzuru舶tsuoka●1   DevelopmentofaSubTbOde】ofGlobalMaterialTransportviaSurface  39L43   
（●1xyotouniv．）   汀ater Circulatio几   

Ⅸ－151Itsushil】no   AStudyontheI）evelopTbeTLtarLdApplicationofProgTLOStic  山45  
Meteorolo8icalandPhotocbenicalhbdelstoaRegionalAtmospbeTic  
Enviro爪me爪t   

K－152 日asataka Ⅳatanabe   ThreeDi¶enSionalCirculationinPersianGulf  46－49   

R－153 怯idesbl舶naヱaki   ThreeDilnenSionallnteTnalGraYityWavesE18itdbyal∧ountain  53－54   

Ⅹ－154 Yoshi－Yuki肋yashi■】   ExperilnentalStudyontheThreeDilnenSionalSphericalConvections   55L6O   
（■1univ．Tokyo）   YiththeParametersofPlanetaryAtlnOSphere＄   

Ⅹ－155Takeshi≠iya：乙aki●l   BaroeliniclnstabilityDf罵iTCbhD一丁’sEllipticVortex  61－63   
（●1univ．Electro－Co一指¶un．）  

Ⅸ－156 川．L．Ta爪aka■l．【azuoⅨi¶Ura■】  TilqeSpectralATLalysisfortheNaturalYariabilityofthe  64L66   
（●luniv．Tsukuba）   Barotrapie Model At.osphere 

Ⅹ－157 TatsuyaYokota   OperatioTLalDataRetrievalNethodoftheSatelliteS（）nSOrILASfor  69－70  
PolarStrato5PhericOzoneHonitorin＄   

Ⅹ－158 日akotoSuzuki   ColnParisonofFastCalculationCodesforYoigtFunction  71－75   

Ⅸ－15glYoshikiYalnagata．   ClassificationofretlandVegetationbyTextllreAnalysisMethods  76．78   
YoshifumiYasuolほ   UsingERS－1andJEIiS－1Images   

K－160 朋asakazuFuiikava●1   DevelopnentorLQuasi－PrecipitatiorLlbdel’forAssessingtheRiver  81－82   
（●1public腋orksRes．Inst．）   lmpact of Clobal Warning 

Ⅹ－161 HideoIiarasawa   DevelopmentandApplicationofUNEP／G艮【DGIobalEnvironnenta1  83T84  
Datasets   

Ⅹ一162上【iroshiIchika曹a●1   NeuralNetYOrksasApplied toSARofToxicityofl）ioxins  8587   
（＊】HoshiColl．Phar軋）  

広一163 Kazumasa汀atanabe●1   Ther¶al［nsulationaLldCondensationonReinforcedConcrete  88－a9   
（ヰ1Build．Res，lnst．〉   Construction   

国立環境研究所地球環境研究センター報告 CGER一川11－’94，（1994）  

記号   発  表  者   題  目   ページ   

r－164  TsuneyukiMorita Globalcarbondioxidee¶issionscenariosandtheirbasicassumptions  77p．  
，        Yuzum＝ぬtsuoka◆l  －1g94 survey－   
】a爪Penna＊2，MikikoEainuma ●l 
（xyotoUniv．，  
ヰ2umiv．Tsukuba）  

国立環境研究所地球環境研究センター報告 CGER一川12－’94，（1994）  

旨己号   発  表  者   題  目   ページ   

Ⅸ－185  AkihiroA】帽nO暮1，  CliTnateChange：Policy ZnstrumentsandtheirI¶plications   407p．   
BrianFisher■2  
川asahiro仙roda■3  
TsuneyukiMorita．  

－－1ごご   



国立環境研究所地球環境研究センター報告 CGER－MOO3－193，（1993）AnnualreportonglobalenYironmentalmonitoring－1993－  

記号   発  表  者   ．萄  目   ページ   

K－166  OzoneLidarMonitoring  1－31  
Saehikotiayashida，  
NobuoSugilⅥOtO，  
【chiroMatsui，YasuhiroSasano  

l仁16丁   HighFrequencyNarineBiogeochemicalNonitoringfromaJapan－Korea  3345  
Ferry－1991Ⅰ壬esults－   

－123－   



7．2 国立環境研究所研究発表会  

発表年月日 平成5年6月1柑  

記号   発  表  者   題  目   
k－1  中根英昭（地球環境研究グループ）  オゾン層の総合的観測匿向けて   

k一 之  可知直敏（地球環境研究グループ）  熱帯林の生物学的多綴性とその保全   

k－ 3  稲森悠平（地域環境研究グループ）  高度な浄化槽による水環境の改善   

k－4  若松伸司（地域頭墳研究グループ）  都市域における高濃度大気汚染の予測と制御に関する研究   

k－ 5  嵯峨井勝（地域環境研究グループ）  ディーゼル排気徽拉子（DEP）による喘息械病態発症に関する実験的研究   

k－ 6  平田健正（地域環境研究グループ）  揮発性有磯塩素化合物による地下水汚染浄化技術の現状と課題   

k－ 7  中杉修身（地域環境研究グループ）  廃棄物処凰こ伴うリスクとその評価手法   

－124－   



7．3 誌上発表  

年記号   発 表 者   題  目   掲 載 誌   巷（号）  ページ  刊年   
A  地球環境研究グループ  
A－1  On theuneertaintyofestilnatingglobal  Costs．Impacts，and   371－384  

M．kai爪ulna．T．Morita  elimateehange   Be爪efitsofCo2  

（●1町OtOUniv．）  Mitigation（11ASA．  
597p．）  

A－2  環境管理システム  講座ファジィ8ファジ  13（ト151  

イ・エキスパート・シ  
ステム（日刊工業新聞  
社．2川p．）  

A－3  環境  ファジィ応用21のト  199S  

レンド（（財）日本情報  
処理開発協会．27p．）  

A－4  地球温暖化に関するモデル解析  グローバルネッ．ト   （37）  22－23   
A－ 5  M．Ⅸainulna   Fuzzyexpert systeTDforenvirontBental  Jpn．J．Fussytheory＆  2（2）  213－2Z4  1gg3   

¶anagelnent   Syst．   

A－6  Seedlingestablishnentofaca爪Opy tree  PlantSpeciesBiol．  8  167－174  
S．【．Yap●l   speeies in Malaysian tropical rain 
（■1ForestRes．lnst．  forests  
Halaysia）  

A－7   熱帯林の減少と生物多様性   くらしの木  24－Z5   
A－ 8  Ⅰ刀刀正行   エアロゾルのキャラクタリゼーションの周辺  7   315－318  1993   

でSPMの捕集を中心として－   
A－ 9  J7フ刀正行   機器分析におけるエレクトロニクス／コンビ  318－325  1gg3   

＝L－一夕の利用自動分析への応用  
か 日  Ⅰ刀刀正行  海洋起源の川S一地球規模での気候を制御  46  

する物質一  
蛍光X繰マッピング装置による土壌無機成   3丁－53  

（●1農業環境技術研）   分の平面パターンの解析   川）一新しい手法、新  
しい考え方一（博友社，  
125p．）  

A－12  1993  

木村龍二■2，中野武＊3  調査  防止等調査研究委託費  
（●1広島県環境セ．  による報告（43p．）  

●2（株）数理計画，  

霊3広島県立公害研）  
A－13  1993  

木村青竜二雷2．中野武一3  オーラムヘの参加に向けて～  業務結果報告書（99p，）  
（●1広島県環境セ．  
◆2（株）数理計画．  

●3広島県立公害研）  
A－14  分析化学教育用ビデオ  1993  

（”徳島大）  18試料の前処理環  

境編（（社）日本分析化  
学会）  

．A－15   】LASによる成層圏化学環境の観測  第3匝】大気化学シンポ  115－117   
ジウム講演集  

Curr．Probl，AtlmOS．  A－16  383－385  
M．Suzuki   theilnprOVedlimbatmospheric spectro－  Radiat．（A．Deepak  
（●1univ．Tokyo）   neter aboard adeos satellite   Publ‥565p．〉  

A－1T   16（T）  
（■】社会環境システム）  モートセンシングー   

A－18  43－48  

T，Yokota  Yithitnprovedli†nbat】nOSpheric spec－  tio爪 Of Marland  
troneter（1LAS）forADEOS6atel‖te  

Natl一丁alandT（∋Chno－  
logjeal Disasters 

（ELSEVIER）  

A－1g  大気微量成分の高精度観測に関する研究   14－22  

横田達也，古田直紀■】  隔探査技術等の研究  
（●l地球環境研究セ）  研究成果集  

A－20  13（4）  
気環境の観測   グ学会誌  

A－21  Chelnicalformor¶erCuryinYaterina  128（2）  

VOIcanicacid6trean．Ⅸashiranashiga曹a   
in Japan 

A－22   酸性雨の影響   酸性雨の科学と対笥  191－211   

（中央法規出版．321p．）  
か▼ ㍑  佐竹研一   火山性の酸性湖と酸性雨の湖  くらしの木  （9月〉   76－7T  1gg3   
A－ 24  佐竹研一   自然の宝庫「屋久島」に酸性雨被害のおそれ  科学朝日   （11月）   6－9  1g93   
A－ 25  佐竹研一   火山性の酸性湖と酸性雨の潮   生きる   11（1）  54－57  1994   

－125－   



年記号   発 表 者   題  目   毒 j塁 ．   巻（号）  ページ  刊年   

A－2る  1．ilnbVieYingSpectrolneterの概念検討  43－58  
則システムの研究  
平成4年度文部省科研  
費補助金総合研究（A）  
研究成果報告書  

A－ヱ7  呪aしTec．Rep．  3g（4）  

茂木勇治●1．高橋庄三＊1．  

仙福明■】．田都督夫■l．  
森昭寿刃．木戸省一■1．  
石垣武夫‖．鈴木睦．  

笹野泰弘  
（●l松下技研（株））  

A－28   ADEOS】LASの概要   電子情報通信学会技術  
笹野泰弘  研究報告  

A－ 2g   M．Suzuki   ComparisonoffasIcalculationcordsfor   71－75  1g94   

YOigt function ACT．REP，1992  

A－30  Populationcbangesamongcbironomid  Arch，nydrobiol．  127（2）  
Speeiesrelatedtosecondaryeffeets  
ofpesticideapplicationinrice  
fields  

A－31  沿岸帯魚類における摂食様式の多様性と個体    生態学からみた安定社  60－71  

問関係  会多様性の維持と促  
進一タンガニイカ湖の  
魚類群集から－（京都  
ゼミナールハウス．  

2TTP．）  

A－32   N：P比とアナづナ発生との関係  陸水学雑誌   54（4）   

A－ 33  椿宜高   適応度の指標としての左右対称性   個体群生態学全会報   5 0   57－64  1993   

A－34  35  325－333  

Y，Tsubalくi   to the larvai food abundanee in 
（■】TropicalAgric．Res，  Luehdorfiapuziloi  

Cent. . （Lepidoptera：paPiliorlidae）  

1ixagaYaUniv．）  
A－35   地上からオゾン層破壊を探る   グローバルネット  32  26－27   

A－36  Lidar】¶eaSure1日entS Of stratospheri（－   Proc．NI川 S川p．Polar  838g  

札Fuji甘ara◆2   aerosoIs enhancedafter theeruption  Meteorol．Glaciol．  
X．Hatsunaga■1   ormt．Pinatsubo：Alaska．winter1991／  
札Nagatant■】  1992  

H，Nakada●1  
け，Akiyoshi■2  
S，Yasumatsu●プ．1．Mori■1  
E．Kondoh雷コ．H．Nakane  
（れNagoyaUniv．．  
●2FukuokaU爪iv‥  
●3Jpn．Meteorol．  

Agency）  
A－37  A爪nualR8P．Global  1993  

N．Sugi¶OtO●】，  E爪Viron．Monit．（1g93）  

l．Matsui象1．Y，Sasano  

（＝Ato¶SEnviron．Di〉．）  
か・銅  北極科学研究会  13－18  

柴田隆－】．長谷正博◆1，  
中田戻－I．林政彦●】，  

森育子＝．村井隆浩■l．  
藤原玄夫●2．秋吉英治●2．  
安松諭史●2．近藤幸治◆〇．  

中根英昭  
（■1名古屋大．事2福岡九  
●○高層気象台）  

A－39  北陸科学研究会  19－23  

森育子●l．村井康浩■1，  
長谷正博●】．中田浣■1，  

柴田隆＊1，林政彦＊1．  
金森悟＊2，金森碍子●1．  
藤除玄夫■3，秋吉英治－3．  
安松諭史■〇．近藤孝治“．  

中根英昭  
（暮】名古屋大．●2東海大．  

●3福岡大，  

●4高層気象台）  
A－40  Eeol．Res．  8  1－g  

dispersalpatternintheStyan■s  
grasshopperYarbler．Locustella  

pleskei  

A－41   熱帯サバナの鳥類相   動たちの地球  10（113）      1如ト149   

一126－   



年記号   発 表 者   題  目   掲 載 誌   巷（号）  ページ  刊年   
A－42  ConseTVationof■inteTinghoodederanes  J．Ya†baShina tnst．   25  157－1∬  

H．Takeishi■2．”．Nagata  OrnitIlOl．  

（●1ⅨyushuUniv‥  
■21itaⅨyushuMuseum  
Ⅳatl．Hist．）  

A－43  42  27－29  

S．Yanagishi●2  deciduousdryfoTeStOfMadagascar  

（●1ⅨyushuUniv，，  
暮20saka⊂ityuniv．）  

A－44  38  7封ト752  

X．Tietze●2．  Ca†herOOn  

J．”irabayashi一っ  
n．Sato●4．Y，Sano雷4，  
H．Shi爪Ohara雷も  
T．Ⅳjine●8  

G，Tanyileke●7  
（事】OkayalnaUniv．．  
＊2Fed，Inst．Geosei．  
Natl，Resour‥  
●〇To如Olnst．  
Te（：hnol．  

●4Hiroshi】柑Univ．  

－5Geol．SurveyJpn．  
雷8univ．Yaound（，  

事7IRGI一．Caneroon）  
A－45  Geocheln，J，  27  11T－123  

軋Y．Su爪●1．T．Naka¶Ura●】  OXideconcentrationsin aeutrophic  
Y．Nojiri．A，Otsuki●l  Shallo▼lake▼ithoutanaerobiclayer  

（れTokyoUniv．Fishr，）  
A46  地球化学  28  4T‾57  

大槻晃●1．橋本伸哉●1  
（◆l東京7K慶大）  

A－47   地球環境問題を考える   児童教育   3  58－67   

A－ 48  畠山史郎   オゾン層破壊および地球温暖化が及ぼす酸性  29（9）  827－833  1993   
雨への影響  
Produetionofhydrogenperoxideand   Chern．Lett．  1993  

S．Gao●2．K、Murano   Organic hydroperoxidesin the  

（■lTokyoUniv．Agricul．  reactions of ozone Yith natural  
Technol．  hydrocarbonsinair  

■2chongingInst．  
Envion．Sci．  
Monitoring〉  

A－5（I  日本化学会誌  1993  
高世東■2．村野礎太郎  シドの捕実  
（■1東京農工大．  
●2東屋市環境研）  

A－51  酸性雨生成のメカニズム  酸性雨の科学と対策  1994  

（溝口次夫編著．日本環  
境測定分析協会．  
321p．）  

A－52   産業と環境  53－58   

A－ 53  畠山史郎   最近の酸性雨の化学   気象研究ノート   182   83－g3  1994   

A－ 54  0．Ucbino霊1，T．甑gai■】  ObserYation of the Pinatsubo YOIcanic  J．Meteorol．Soc．Jpn．  71（2）  285－295  1gg3  
T，Fujimoto◆1．  cloudbylidarnet■OrkinJapan   

軋Fujiwara■2  
n．Akiyoshi■2  
S．Yasunatsu■2  
S．Hayashida．Y．Sasano，  
H．Ⅳakane．Y．】wasaka＊〕  
M．nase■〇．T．Shibata◆4．  
T．Itabe●d．K．A6ai●6  
A，Nomurat8，Y．Saito■6，  
T，Ⅹano■6，Y．Sai●8  
【．Tal几aki■B．R．帖mura●8．  
T．Sunaga甘a■8  
C．NagasaⅦa■7，M．Abo●7．  
YJdesako＊口，Ⅸ．Ⅸai●8  
（●1Meteorol．Res．】nst，．  
■2Fu血OkaUniy．．  
■ONagoyaUniY．．  
■4commun．Res．Lab．．  
●8TohokuInst．  
・Technol．．  

■8shin6huUniY‥  
●7TokyoMetrop，Univ‥  
●8univ，Tsukuba）  
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S．Hayashida．Y．Sasano  Stratospheric aerosol change in the 

early stage or voIcanie disturbance by   
th（≧Pinatubo erup＝on observed over   
T6ukuba．Japan．  

海洋観測データとダイナミックスのCG表示  
和igh freguency¶arime biogeoehenical   
ⅦOnitoring from aJapan－Ⅹorea FerTy   
－1991results－  

Altitudimalvariatio爪＄in gernination   
a爪d gro▼th responses of Reynoutria   
japoniea populations on目しFujito   
a（：OntrOlled therInalerlViro】1¶e爪t   

Potentialeffects on the phenological   
Observation of plants by global   
▼arningimJapan  

ヒートアイランド現象が身近な自然に及ぼす   
最三響  
Characterization of sources ofleadi爪   
the urban air or Aざia u＄j爪g ratios of   
Stableleadisotopes  

GEOPIYS．RES．LETT．  

原島省  
A，naraShi爪a  

S．Mariko．H．Xoizumi■l  
J．Suzuki●2，A．Furuka甘a  
（●】Natl．Inst．Agro－  
Envirorl．Sci．  

‘■2Tokyo Metrop．Univ．）  
X．Ⅸai．M．Ⅸain州a，  
N．仙げakoshi●1  
K．Onasa霊2  
（●1umiv．T6ukuba．  
■2E爪Viron．Biol，Div．）  

甲斐啓子  

月刊海洋  
A爪nualRep．Global  
Environ，Mo】1it．  

Ecol，Res．  

J．Agr．Met．  7TトT74  

BE－PAL  

EnYiro爪，Sci．Technol．  H．Hukai．Ⅳ．Furuta●王．  
T．Fujii－2．y．血be●3．  
Ⅸ．Sakamoto■4．  
Y．Hashimoto＊5  
（‖cent．Globalfdr  
Environ．Res．．   
◆2Enviro爪．Che¶．Div．   
●3Tokyo Univ．Agrie．＆  
Technol．   
■4saitana Univ．  
◆5片eio Univ．）  
乱川ukai，A．Tanaka●1，  
T，Fujii雷1．M．Ⅳakao＊2  
（書It；mviron．Che】Ⅵ．Div‥  

■2shimane Prer，  

1nst．）  

村野健太郎   

村野健太郎  
村野健太郎  
T．Okita●1．x．Murano．  
M．Matsu仇OtO■2．  
T．Totsuka霊3  
（暮10birin Univ‥   
＊2Nara Pref．【nst．  
PublicIlealth．  
◆〇Tokyo Univ．Agricul．   

＆Technol．）  

及川紀久雄■l．  
村野健太郎  
（■1新潟薬科大）  
村野健太郎   

村野健太郎   

村野健太郎  
村野健太郎．畠山史郎   

村野健太郎  
森田恒幸．川島康子暮l  
（■1社会環境システム部）  

森田恒重  
森田恒幸  
松岡譲■1，森田恒幸  
（●l京都大）  

森田恒幸   

森田恒幸  

Leadisotope ratio80f airborne particu－  
1ate爪atter aS traCerS Orlong－range   
tran6pOrt Or air pollutants aroumd  
Japan．  

J．G（！Ophys．Res，  99（D2）  

酸性雨と酸性霧  
（裳華房．179p，〉  

酸性雨調査法  
大気汚染学会誌  
Enviro】l．Sci．  

A－ 83  

A－ 64  

A－ 65  

A－ 66  

1gg3  

1993  

1993  

1993  

霧捕乗法  
酸性霧研究の現状  
Deterlhination of dry deposition   
Velocities，tO forest car）Opy froln   
measurements of throughrall．ste†lfloY   
and the verticaldistribution of   
aerosol and aaseous species 

103－122  
185－199  
103－111  

28（4）  
2（2）  

酸性雨採取法について  

地球大気環境問題で問題となる物質   

酸性霧の研究   

酸性霧問題の解決に向けて  
経済法動にともなう大気汚染がもたらす酸性   
雨被害  
国墳を越える酸性雨問題  
「持続可能な発展論」の現状と課題   

持続可能な発展のための経済指標  
地球環境と経済  
地球環境と人口変化の係わりに関する二，三   
の検討  
地球環境問題に関する最近の動きと研究課題   

地球環境保全のための政策研究の新展開   
～環境経済学を中心として一  
高密度都市を国土に分散させよう  

地球温暖化問題の現状と展望  

A－ 6T  

A－ 68  

A－ 69  

A－ 7（）  

A－ 71   

A一 丁2  

A一 丁3  

A－ 74  
A－ 75  
A－ 76   

A－ 77   

A－ 78   

A－ 79  

A－ 80  

PPM  

最新吸着技術（総合技  
術セ．779p．）  
TAG言質波応用地学談  
話会誌  
グローバルネット  
山と渓谷   

公明  
三田学会雑誌   

環境  
エコフォーラム  
環境システム研究   

イノベーショ ン  ＆  

Ⅰ－0 テクニーク  

計画行政   

環境調和型都市  
（内藤正軋エッソ石油  
75p．）  

地球環境問題と発展途  
上国（藤崎成昭∴アジア  

（10）  1ト26  

765－779  

57－アロ  

32檜33  

230－231  

46－56   

4－33  

11－17   

8－9  

T2－80  

4－11  

70－g2   

28一き3  

103－121  

1993  

1gg3  

199ぎ  

1g93  
1994  

1994  
1g9a  

1993  
1993  
1993   

1993   

1g93  

1993  

1g93  

（33）  

94（387）  

85（4）   

（65）  

1   

21   

4（3・4）   

16（2）  

森田恒幸  

森田恒幸  
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A－81  66－92  

有村俊秀■2  る研究   化の国際比較分析  
（●1京都大．■2頚：波大）  （粗野直人文部省科研  

費人間環境系．g2p．）  
A－82   地球環境と環境GNP  くらし甲豆知識’94年  28－29   

版（国民生活セ．272p．）  
A－ 83  森田恒幸   バランスの難しい経済発展と環境問題  （106）  30  1gg4   

A－84  環境資源勘定  環境資源勘定と発展途  2g－59  
上国（藤崎成昭．アジア  
経済研．167p．）  

A－85  181－193  

T．Hanazato■1  S和之lltbierocosms  Stud，Land－Water  

（＊1Environ．Biol．Div．）  】nteractions川atl．  
Inst，Ecol．，301p．）  

A－86  27（9）  
Y．Ⅸono◆2   phorollSirLSeCticide）onnutrient  
（◆lAgric．Re＄．Lab，  enrichedecosysteln6  
TaたedaChel口，Jnd，，  
●2Nat．lnst．Ⅵealth）  

B  地域環境研究グループ  
B－1   環境科学会誌  6（4）  

康リスク  
B－2  地球環境変化と疾病および免疫  アレルギー産業環境  108－117  

からのアブロトーチ（山  

中健一編者．金芳堂．  
368p，）  

B－3  有樗農業と一般農業の生体影響の国際的評価  9－14  
に関する研究  Farming）が人間の健康  

に及ぼす影響に関する  
研究（若月俊一編著．平  
成4年皮厚生科学研究  
焚補助金事業報告，  
94p．〉  

B－4  ディーゼルエンジン排気黒煙粒子より生成す        吸気共鳴と医学  4  46－49  
井上富貴子●1．  るフリーラジカルとその反応  
金子元久●l．斉藤裕樹●2．  
森洋樹●2．市淑孝道．  

嵯峨井勝  
（◆l匡】立ガンセ，  

●2東日本学園大）  
B－5  J、Appl，ToIicol．  13（4）  
T．Ichinose．軋Mi11er＊1  VapOrpha6ebiolnaTkers formedfrolnratS  
T．Shibamoto●l  dose（】withCC14  
（■1calif．Univ．）  

B－6   29（12）  

の 理・生 学、究   
B－ 7  市湘孝道．熊谷義人．  ディーゼル排気微粒子による喘息様病態の発  フリーラジカルの臨床  8   6ト67  19～l  

B－8  （25）  34－38  

嵯峨井勝   喘息発症における活性酸素の役割  
B－g  Anal、Che仇．  65  

S．Muralidharan＊1   tionequilibriaandback－eXtraCtion  
n．Freiser■】   kineties：Use of ArsenazolIIto  
（●1univ．Arizona）   characterizelantha爪ide－bis（2．4．ト  

tri†nethylpentyl）phosphinecacid  
COlnplexesinsurfactantnicelles  

B－10  

岩見徳雄●2．岡田光正－3  
碩藤隆一●4  

（◆1千葉県立中央博物館，  
◆2（操）環境プラント，  

●3東邦大∵日東北大）  

B－11   工業用水  （411）  2－13   

（■】早稲田大）  

孔梅南”，稲森悠平．  16（1）  

中西弘●l．須藤隆一●2  立と造拉特性との関係  
（●1山口大．■2東北大）  

B－13  16（3）  

杉浦則夫■2，高木博夫．  
韻篠隆一＊1  

（■1東北九  

◆2茨城県衛生研）  
B－14  35（1）   

須藤隆一一」L  おける窒素・リン同時除去の必要性   
（11東北大）  
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水環境改善のための  たな処理技術  jETl  

水環境の基礎と応用  
（産業用水調査会．  
218p．）  

Microorg．act．sludge  
＆biofilm proeesses．  
1AWQ   

MicrooTg．aCt．Sludge  

もbiofiln proeesses．  
1AWq  

須藤隆一●2  
（－1早稲田大▲■2東北大〉  

稲森悠平  

T，Takai＝．Y．lnalnOri．  
A．nirata◆1  
（●1waseda UniY．）   

Y．lnanori．J．Ein●l．  
軋Sugiura●2．T・Hiroo■】  

E．Sudo●1  
（事1Tohoku Univ．．   
■2IbarakiPref．Ⅳater   
Works）  

Y．lllaⅦOTi，Ⅵ．l■a吼i．  
N．Sugiura”．R．Sudo●2  
（”1barakiPref．Water  
Ⅳorks．  
●2Tohoku UniY，〉  
村上柑仁‖．稲森悠平，  
林紀男＊2，須藤隆一■I  

（◆1東邦大．  
◆2千葉県立中央博物館  

Effects of p11and recirculation on the   
population dynamics of bio¶aSS and   
activity of nitrifyi爪g bacteriain   
anaerobiく－－aerObic biofil巾 prOCeS5  

AdvancedloY Strength polluted Yater   
treatt白erLt uSing fluidized bed process   
▼ithⅦicrobiologicalgra爪ulated   
activated carbon bioイilln  

Role of nicTO一色etaヱOainhabitingin bio－   
fil】10爪deco13pOSition of cyanobaeteTia   
Hieroerstis in lor strength polluted 
Yater uSing simulator   

微小動物の増殖に及ぼす微生物農薬の影響  

479－482  

5る5－588  賊icTOO一号．aCしSludge  
＆ biofil†n PrOCeSSeS．  
IAWO  

日本水処理生物学会誌  

●〇東北大）  

稲森悠平．村上和仁●1，  

角田美奈子■1 
． 佐藤瑠佳日．栗原康－2  
（＊1東邦大．◆2奥羽大）  
稲森悠平．西村浩＊1．  
高井智丈●2．平田彰＊2  
（＊1船橋市役所．  

■2早稲田大）  
稲森悠平，金周永■！．  
杉浦則夫＊2．須藤隆一●2  

（■1東北大．  
＊2茨城県企業局）  
稲森悠平．高井智丈暮l．  

須藤隆一＊2  
（‖早稲田大．■2東北大）  
孔海南■】．稲森悠平．  
中西弘‖．須藤隆一■2  
（‖山口大．＊2東北大）  
稲森悠平．水落元之．  

高井智丈●1  

（■1早稲田大）  

稲森悠平．孔海南■1  
（●1山口大）  

柿森悠平．国安祐子．  
須藤隆一引  
（■1東北大）  

稲森悠平，大内山高広■】．  
杉浦則夫■2  
（■1日本環境クリエイト．   

＊2茨城県企業局）  
小西秀則霊l山上信明◆l．  
清水意次■1，稲森悠平  

（＝石川県保健環境セ）  
稲森悠平．杯紀男”．  

高井智丈●2  
（●1千葉県立中央博物館．   

●2早稲田大）  

稲森悠平，木村其子蠣1．  
須藤隆一■2  
（■l覇。波大．一之東北大）  
E．Iwasaki．”．Uchiyama＊】  
0．Yagi■1  
（●1water＆Soil  
Environ．Div，）  

E．Ⅰ甘aSaki．H．Uchiyana●l  

遺伝子組換え細菌と親株細菌の相互作用に関   
する研究  

生活排水の循環式変則合併処理浄化槽による   
高度処理  

生物活性炭流動床法における浄化能と生物相  

日本水処理生物学会誌  

用水と廃水  

用水と廃水  

資源環境対策  

環機工学研究論文集  

施工単価資料t93年冬  
季版   

Adv．Purir．汀aste－  
Yater  

環境微生物工学研究法  
（技報堂出版．417p．）   

環境微生物工学研究法  
（技報堂出版．417p．）  

用水と廃水  

JETl  

窒素・リン対策の最新動向と除去技術  

循環自己造拉・セラミックス充填好気ろ床プ   
ロセス，における細菌相と処理特性   

高度処理技術の課題と展望  

生活排水からの肇素・リン削減と高度処理技  
．術の動向および展望  
原生動物の捕食によるバルキング制御  

カビ具原因生物の原生動物による捕食分解  

1ユーヱ3  

153－163  

588－5g2  

5－24  

）911二  

221－224  

199さ  

1993  

1993  

1g93  

1993  

1993  

B－ 24  

8－ 25  

B 26  

8－ 2T  

8－ 2る  

B－ 29  

（28）  

ドラフトチューブ型気液接触装置を組み込ん   
だ間欠囁気活性汚泥法における窒素・リン   
の除去特性  
水源保全対策と改善技術の開発  

干潟における底生生物の役割と保全のための   
対策のあり方   

Survivala爪dinpact of gen¢tie∂11y   
engirLeered PseudolnOnaS pUtida   
harboringlqerCury reSistance genein   

aquatic microeosns  
SurviYalandilnpaCt Of genetically   
en且ineered P5eudononas putida   
抽rboring mercury resistance ge爪ein  

用水と廃水  

Biosci．Biote（沌．  
Bioche¶，  

Biosci．BiotecI】．  
Biochem．  

156－159  8－ 34  
0．Ya且i●l  

（”water＆Soil  
Environ．Div．  

一130   



掲 載 誌  題  目  発 表 者  
At血OSpheric hydrocarbons（4）Sourees of   
at亡10SPherie hydroearbonsin Osaka City   
OfJapan：A quantitative det（汀mina－   
tion using a ＄Ouree reCOnCiliation   
tech爪ique  

Effects or ozone and nitrogen dioxide on   
drinking and eating behaviorsin】Ⅵiee  

Herbicide susceptibilityi爪 ＝0 8reen   
algae．Chlorella vulgaris and   
Selenastru1日 CaPricornutuln  
Diurnalvariation of plas¶a ninerals and   
trace elel【entSin a group ofJapanese   
male adults  

M．Tanaka●l  
T，Miyazaki●1  
T．kaⅦiura●】．1．Umo．  
S，Wakanat8u  
（●10saka CityI爪St．   

Pl止りjc∬e8jtb ＆   

Environ．Sci．）  
T．伽ezu．A．X．Suzuki■1  
T．Miura．A．【oizuni  
（●1Environ．打ealth Sci，   

Div．）  

F．Kasai．S．けatakeyalna  

T．”ongo－l．T．Suzuki■1  
H．Ishida暮2．H．Ⅸabuto．  
Ⅸ．Neriishi◆3  
（■1univ．Tokyo．  
雷2Kagawa肌）¶an’s  
Coll．Nutr．．   
”鮎別封．即f．Re5．   

Found．）  

党員徳   

兜具徳．新田裕史  

B－ 36  

ChelnOSPbere  

J．Ⅳ山r．Sci．  
Vitaminol．  

神経一内分泌一免疫系の相関からみたストレ  ス反応  
免疫薬理   

成人気管支喘息の成因  
に関する研究（公害健  
康被害補償予防協会，  
32p．）  

日本橋生学雑誌  

Noise as a Plユblie  
Health PTObl．  
（川RETS．671p．）   

J．Epide】刀jo】，  

指尖容積脈波反応からみたホワイトノイズ刺   
激に対する交感神経系反応の個人差につい   
て  
Heterogenous response of syThPathetic   
nervous syste爪 tO SOUnd stilnUli   
finger plethysmographic respon＄eS Of   

α－and β－type  
Corre】8tjon betye即atrOp上）ic gastrjtj5   

PreValence and gastric eancer   
¶Ortality among†niddle－agedlnenin5   
areas in Japan 

HelicobacteT pylori．dietary factors．and   
alrophie gastritis in five Japanese 
populations Yith different gastric   
CamCer†nOrtality  

南正信●l．相木篤子暮2．  

兜真徳  
（●l順天堂大．＊2東海大）  
M．Kabuto．T，Kageyalna．  
H．Imai．Ⅵ．Nitta．  
肌Mi爪alni●1  

（●1Juntendo Univ，）  

肌∬abuto，軋Jm∂i，  
S．Tsugane■】．  

S．Watanabe”  
（書1Natl．Canser Cent．   

】nst．）  

S．Tsugane■1．M．Ⅸabuto，  
H，Ⅰ¶ai．F．Gey＊2．Y．Tei◆1  
T．Hanaoka◆1，Ⅸ．Sugano◆l  
S．曹atanabe◆1  
（●1Natl．Canser Cent．  
Res．lnst‥  
＊2univ．Berne）  

M．Ⅸabuto．H．lmai．  
S．Tsugane●l  
S．Watanabe書】  
（れ〃a【王．Caれ古er C即l．   

Res．1爪St．）  

兜真徳，影山隆之．  
飯田英晴＊】．加藤進昌■1  

（＝滋賀医大）  
M．Kabuto．T．Kageyama．  

H．Nitta   

兜真徳  

C記nCer．Causes ＆  

Control  

Does high gastric cancer risk associated   
▼ithlow serl川 ferritinlevelrerl（〉Ct   
achlorhydria？Ån exalninati（】n Via cross  
－5eCtjoJ柑】∫とUdJ′   

騒音に対する高感受性者の生理反応：不安神   

経症の場合   

EEG power spectru¶Changes due to  
listening to pleasantlnUSic＄and their   
relation to rela‡ation‘effects  

第52回目本公衆衛生学会第7分科会   
成人保健】】（悪性新生物）の示説発表から  

精神保健  
DirrerentialtissueeIPreSSion of  
iTuunOreaCtive dehydropeptidase【．   
a peptidylleukotriene metabolizing   

enzylele 

Par【iぐipatjon or cJ′【ocbrome P450－288れd   
－2DisozylneSin the dernethylenation of   

methule爪edioxynethalnphetalnine   
enantiol【erS by rats  

JpnJ．Cancer Res．  

日本騒音制御工学会技  
術発表会講演論文集   

Jpn．J．Hyg．  

NEWS CAST   

公衆衛生学 罪2版  
Prostaglandins  
Leukotrienes ＆ Es－  
SentialFatty Acids   

Mo】．Pわ∂rm8CO】．  

201－204  

8D7818  

4  

128－135  

85－92  

1gg3  

199S  

1993  

1994  

1gg4  

B－ 46  

B－ 4T  

B－ 48  

B－ 4g  

B 50  

兜真徳．影山隆之  
T．Inalnura●l  
W，軋Pardridge‖．  
Y．【umagai．X．L．Black●l  
（◆1calif．Univ．）  
Y，だu折8g8i．L，Y，Ljn霊I  
A，Hiratsuka■1  
S．ⅣarilnatSu◆2  
T．Suzuki◆2．H．Yamada◆3  
K．Oguri●3  

n．Yoshimura◆〇  
A．Ⅸ．Cho●1  

（‖calif．Univ‥  
■2chiba Univ．．  
●〇Ⅹyushu Univ．）  

嵯峨井勝．市瀬孝道  
活性酸素・フリーラジ カル  

大気環境とフリーラジカル 」NOx とディー   
ゼル排気微粒子（DEP）による喘息械病態   
の発症について  

B－ 52  

131－   



題  目  掲 載 誌  
地球規模の環境破壊とフリーラジカル   

OxygerL radicals produced from diesel   
exhaust particles and their pathology  

活性酸素・フリーラジ  
カル  
Active oxygerlS，Lipid  
peroxides，and Antト  
0Ⅹidants（ed．K．Yagi  
et al，Jpn．Sci．Soc．  
Press，CRC Press，  
372p．）   

J．GerontDl．  

嵯峨井勝   

け．Sagai川．Saito■】，  
T．Ichino5e，H．Eodama●2，  
Y．Mori●】  

（■1HigashiⅣippon   
Gakuen Univ‥  
事2Nal，C8nCer Res．   

Cent．）  

H．Hatsuo■l，F，Gomi■】  
K．【uramoto●】，M．Sagai  
（■1Tokyo Metrop．Inst．   
Gerontl．）  

M．Sagai，Ⅱ．Saitく〉tl，  
T．Ichinose．H．Kodama●2，  
Y．Mori雷2  
（HHigashiNippon   
Gakuen UniYり  

■ヱNat．CaれCeT・Res．   

Cent．）  

嵯峨井勝，古山昭子◆】，  
市瀬草道  
（●】環境健康部）   

S．Homma■1，A．Sasaki雷2  

Ⅰ．帖kai事】，H．S三唱ai，  

E．Koi50◆1川．Shimojo寸l  
（‖Tsukuba Univり  
●2HitachiGen．Hosp，）  

嵯峨井勝   

嵯峨井勝，平野淵史郎●l，  
市瀬孝迫  
（事】環境健康部）  

佐治光，青野光子●l，  
海老沼宏安●2，  
松永悦子雷2  
（キ1生物圏環境部，  
事2日木製紙中央研）  

清水澹  
清水漕   

H．Shi】1iヱu，H．Ishitani暮I  

E．Yoshimoto●l，Y．Kaya●】  
T．Fujioka◆l，R．帖tori†2  
T．Yamamoto●2，  
T．Sakurai●2，M．Onotコ  
（tluniv．Tokyo，  
■ZTokyo Electr．Power  
Co．  
，3Tokyo R＆D）  

清水漂  

清水浩，森口祐一   

Ⅵ．ShiⅦ1乞Ⅵ  

H．Shimizu，Y．Horlguchi，  
Y．Kondo＝，H．Tamura■1  
（■lsoc．＆EnYiron．Syst．   

Div．）  

Y．So】旭，T．1maizumi，  
E．Yagi，S．Ka5uga  
Y．Soma川．Seyama■】，  

M．Soma●1  
（雷1E爪Viron．Chem．Div．）  

374382  

16ト171   

FDOd restriction suppresses an ageL   
deperLdentincreasein the exhalation   

rate of pentane fro口IratS：   
alongitudinalstudy  
Biologieal effects of diesel exhaust 
particles．I．in vitro production of   
superoxide andin vivo toxicityin  
mOllSP 

B－ 55  

Free R乱dicalもiol、 Hed．  

大気汚染学会誌  ディーゼル排気微粒子（mP）のマウスへの   
気管内投与による喘息様病態の発現につい   
て －特に，活性酸素産生を介した影響を   

中心として－  
Distribution of copper，Selenium，and zinc  
in human kidmey tumors by nonde5truC－   
tive synchrotron radiation X－ray   

fluorescenceimaging   

ディーゼル排気微粒子による喘息様病態の発   
症について  
ラットの肺の過酸化脂質関連因子および肺胞   
マクロファージ毯能に及ぼす硫酸エアロゾ   
ルの影響  
大気汚染耐性植物の開発 一括性酸素消去系   
酵素の遺伝子操作による改変一  

8－ 57  

J．Trace Elel〕entS  
Exp．Med．  

Academia   

大気汚染学会誌  

植物細胞工学  

科学技術ジャーナル  
エネルギー レビュー   

JSAE Rev．  

CO2問題へのチャレンジ  

希薄燃焼脱硝触媒技術および電気自動車用電   
池  
恥velopment of a hi如Performance   
electric vehicle“IZA”  

1993  

1993  

t9g3  

1994  

20－29  

1250－1254  

Z433  

169－179  

第2回21世紀地球賞（日  
本経済新聞社，地球産  
業文化研，54p．）  
電気化学及び工業物理  
化学  
IATSS Res．  
Int．J．Solar Erlergy  

サステイナプル デイベロヅプメントのため   
のアジアカーの提案   

電気自動車の意義と展望   

7he neⅥp（〉SSibility（〉f electTic Yehitles  
GlobalWarrning＆nd the feasibility of   
electric cars  

Estimation af algal sueeession in lake 
water using HPLC analysis Df pigments  
Adsorption of fluorescent dye5tO   
chrysotile asbestos   

つくば市における揮発性有機塩素化合物の暴   
露旦評価  

8－ 65  

8 6ホ  

もー 67  

B－ 68  

Can．〕．ア1sbÅquat．  
Sci．  
Clay Sci．  

日本リスク研究学会誌  柑 馬悠子，白石貴明  
浦卓■l，田中敦●2  

森田昌敏●2  
（●l環境健康部，  
■2化学環境部）  
Y．Nakai●1ルTsuchiya◆2  
S．Takahashi  
（●】Tohoku Univリ  
■2IbarakiUniv．）  
S．7akahashi，R．Raya●1  
（●1Environ．Chemi．Div．）  

J．Parasitol．  Cultivation of ei皿eria terLellain  
Japanese quail帥bryos（coturnix   
coturnixJaponica）   

恥ailspleeni邑enlarged by mic†QCyStin  

8－ 72  

re引Ial  RR as a blue  

ー132－   



題  目  発 表 者  
吸入実験用モルモット給餌器の改良  杯賢英●－．田村久美子◆l  

前島一仁■】．大山文男●2  
矢口知弘■ク．高橋弘  
（‖（財）日本自動車帆  
●2（㈱）アニマルケア）  

竹下俊二  
田村正行．槽水浩   

M，Ta】Ⅵura   

内湾の流動と物質フラックス  
空間フーリエ変換を利用した任意入射角にお   
ける吸音率の測定方法  
Thel）eaSure¶ent Of absorption coeff卜   
Cients at arbitrary angles ofinci－   
dence usirLg SpatialfotJrier trans－   

for【latio爪  

エコロジカルな都市づくり   
エコ都市づくりの系譜と現状  

地球環境時代の都市・地域づくりの視点  
アーーノヾン・メタボリズムに関する環境健全皮   
評価のための指標  
最近強化されつつあるタイの環境規制  
18年ぶりの水環境基準健康項目の見直し   

有書物質対策の今後の方向  
環境監香美務マニュアル  

化学工学  
建築音響研究会資料   

Proc．Inter－Ⅳoise g3  

58（3）  
AAg3－19   

22g－230  1－8   1699－1702  

環境科学会誌   

環境調和型都市（エッ  
ソ石油（株）．75p．）  
季報 はくとう  
季刊 都市政儒   

TAいSMA柑J冊  
化学物質と環境との調  
和のための化学  
かんきょう  
環境監査実務マニュ7  
ル（日本能率協会マネ  
ジメントセ．2き2p，〉  

月刊自治研  
挙   

水環境学会誌  
日本リスク研究学会誌  
土と基礎  
Mar，Ecol．Prog．Ser．  

1993  

1993  

1991  

1994  

1g93  

1993  

19g3  

1g93  

内藤正明   

内藤正明  

B－ 78   

B－ 79   

B－ 80  
B－ 81  

B－ 82  
B－ 83  

B一 銅  

B－ 85   

3 0  

（74）   

（38）  

（11）   

18（5）  

50－53  
g9－110  

ト22  

1－7   

17－2（）  

内藤正明  
内藤正明．森口祐一   

中島興基  
申杉修身   

中杉修身  
浦野絃平●1，北野大◆2，  
高橋武司■3．申杉修身  

（■1横浜国立大．  
●2化学品検査協会．・  
●〇日本技術貿易（株〉）  
中杉修身  
申杉修身   

中杉修身  
中杉修身  
中杉修身  
Y．Nakalnura．S．Sasaki象】  
J．Hiromi■1．E．Fukani●2  
（●1Nihon Univ‥  
■2だochiUniv．）  

西川雅高  
西川雅高．熊田玲子＊】．  
高野美代子■1  
（●1環境研究セ）  
H．Nitta，T．Sato◆l．  
S．粕kai●l．Ⅸ．Maeda■2  
S，Aoki●3．M．Ono義4  
（■1univ．Tokyo，  
●2Teikyo Univ．．   
霊3Guntna Univ‥   
■4Environ．Ⅵealth Sci．   
Div．）  

新田裕史  
S，Nakai■1．軋Ⅳitta．  
K．Maeda●2  
（＊1UniY．Tokyo．  
■2Teikyo Univ．）  

軋Sakaguchi”  
S．1nouye，1．T．Irie靂2  
H．Miyazawa◆〇  
M．Watanabe◆4  
1LYasueda●6，T，Shida＊6  
乱〃jtt8．肌D．Cムap加an■B．  

C，Schou＊T  
R．C．Aalberse●8  
（●1Natl．insしHealth，   
●2TheInst，Publ．   

ごみ減量・リサイクルと有料制  
地下環境における揮発性有機塩素化合物の   
動  
土壌・地下水中における汚染物質の挙動  
行政課題と対策対応という視点から  
日本における地盤環境汚染の現状  
Dynamies of picocyanobacteriain the   
Setol爪1and Sea（Japan）during sunner  

黄砂エアロゾルのふるまいについて  
ルーチン分析における 王CP発光分析法の問   

題点   

Respiratory health associated甘ith   
exposure to autonobile exhausしI   
results of cross－SeCtionalstudiesin   
197g．198Z．and1983  

35（408〉  
20（11）   

17（2〉   

5（2）  

42り）  
96（2）  

25－30  
34－45  

76－80  
15－16  
g5－100  
117－124  

B－ 86   
B－ 87  

8一 錮   

B－ 8g  

▲ B－ gO   

B－ 91  

1g93  

1993  

19g4  

1gg4  

1991  

1gg3  

環境化学  
環境化学  

Arch．Environ．Health  

時の動き一政府の窓  
】ndDOr Air  

自動車排出ガスの健康への影響を調べる  
Cross－St∋Ctionalstudy on the health   
effects of gas cooki爪g StOVeSinJapan  

Airborne cat（FeldI），dog（Can fl）．and   
mite（Der】and Der tl）alle柑enleve16  
in the ho†neS OfJapa爪  

B－ g5  
B－ 96  

79T－802  J．ALLG．CLIN．EMNUⅣOL．  

Health．  
◆コEyorin Univ‥  
●4univ．Tokyo，  
霊6Natl．Sagamihara   
Hosp  
●8univ．Virginia．  
●7ALIRe5‥  
霊8cent．Lab，〃eth．Red   
CTOSS Blood   
Tra爪Sfus．Serv．）  
畠山成久  用水と廃水  

除草剤・殺虫剤の潜在的生態影響モニタリ   
セレナストラム・ヌカェビの生物試験による    ング  

－133一   



発 表 者  題  目  掲 載 誌  
Y．Ⅸ0爪nO■1．s．HatakeyaⅧa  
Y，Sugaya，S．Fukushima●2  
（＊1Ⅳatl，In写しAgro－  
Environ．Sci．  
■2Yokohana Environ．   
Re6．Inst．）  

Ⅸ．Ⅸato■1．s．oh事1，  
H．Ya¶amOtO■2．  
T．Hanazato．l．Yasuda■O  
A．Otukl●4  
肌Takahashi●6  
（雷1shi爪6hu Univ‥  
＊2Gifu Univ‥  
■8Toya¶a Pref．Univ，．  
書dTokyo Univ．Fish．．  
●5univ．Tokyo〉  
X．F．Havens■l  
T．Hanazato  
（●11（ent State Univ．）   

T．Hanazato．  
S，Ⅰ．Dodson◆1  

（暮】ulliv．Wisconsin－   
Madison）  
T．Hirata．K．Muraoka◆l  
（●10saka Uれiv，）   

T．”iTata．0，帖kasugi  

A fenitrothion－insensitive】ⅥeChanisⅧ  Appl．Ento¶01．Zool  
the caddisfly．Cheurnatopsyche brevili－   
neata（Trichoptera＝Hydropsychidae）．a   
doTAinant speciesin pesticide．po11uted   
rivers   

Enclosure experiment on the control   

ⅦeChanism of planktonic baeterial   
Standing stock  

Ecol．Res．  

Zooplankton conmunity responses to   
Chemicalstressors：A co仇parisom of   
results fro†u aCidification and   
pesticide亡Ontalnination research  
Morphologicalresponses of four species   
Of cyclomorphic Daphnia to a short－   
term exposure to theinsecticide   
CaTbaryl  
The relation betwee爪WaterlnigTation and   
Che¶icalprocessesin a forest   
ecosyste¶  

丘elnedialoperation for subsurface pollu－   
tion due to volatile organochlorine   
using soilventilation a爪d groundwater   
errtractian 

土壌・地下水汚染の特集にあたって  
土壌・地下水汚染の浄化技術の現状と課題  
Surlace soil gas survey for identifying 
pollutant source a爪d existing forln Of   
OrganOChlorinesin subsurface environ－  
■l、nl  

Carrying capacity and vulnerability of   
four Asia爪1akes：a COmparalive study  

5．首都圏の水環境の将来は、どうなるか   
7，これからの水環境のあり方   

都市用水としての水質をどう保証するか   

幹線道路を含む領域における二酸化窒素濃度   
の変動構造  

J．Plankto几 Res 

Tracers打ydrol．1AHS  

Contan．So‖■93．■  
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paTenCh川alcell＄by copla爪ar POlyel卜  
lorinated biphenyleongeneTSis sup－   
pre＄Sed by protein ki爪aSeinbibitoTS   
and dexalllethasone  

E  

E－ 1   

E－ 2   

E－ 3  

衛生化学 ‘   

トキシコロジー用言吾集  
（薬業時報社．311p．）  
FEBS Lett．  
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E－1  Seleetiverenovalofcopperboundto  Toxicol．  83  1山ト158  

E．Yamanoto●1．s．Ⅸanno■2  melallothion（∋inin th81iver of LEC  

Y．Aoki．N．Takeiclli●］  ratS by tetrathio.olybdate 
（◆1chibaUniv‥  
●2TsukubaU爪iv‥  
●］HokkaidoUniv，）  

E－5  4  147－148  
′ト掠康光●1，菅野さな枝．  している桐の tetrathio¶01ydateによる  Eleln．  

青木康展  除去の機構  
（●1千葉大．  

■2生体科学研）  
E－6   環境庁における地球環境研究   ファルマンア  30  163－165   
E－7  1－1g  

石戸谷淳一●1．  研究  科学に関する委託研究  
太田庸起子  報告  
（＝国立病院医療セ）  

E－8   屋内ラドン濃度の調査知見  丘ADlOISOTOPES   42（8）  
E－ g  太田庸連子   浮遊粒子状物質と健康   グローバルネット   （40）   26－27  1gg4   
E－10  小野雅司   大気汚染による健康影響評価手法   大気汚染学会誌   28（4）  77－86  1993   
E－11  即rectsofe！POSure tO5ulfuricacid－  J．Toxicol．E爪Viron．   39  261－272  

Y．Shinozaki霊1   aerosolonai川ay reSpOnSivenessin  Health  
（◆1univ．Tobo）   guineapigs：COnCentTatミonand tiⅦe  

dependency  
E－12  Effectofsodiu¶hypochloriteon  】爪halationToxicol，  5  25卜263  
T．Ⅸobayashi．H．Naito雷l  SpeCifieai川ay reSistanceandai川ay  
（●1univ．Tsukuba）   reactivitV in guinea pigs 

E－13  7  937－944  
轟健■2．平野隆＊コ （DIVEMA）の抗腫瘍効果の発現における NK  
，      上田廣■1，阿竹茂ホ1，  細胞およぴマクロファージの役割  
大著信一■㌔岩崎洋裾■2  
（雷1筑波大附属病院．  

＊2筑波大， ■〇生命工学工業技術研）  
E－14  19－25  
持立克身  疎開乗手法に関する総  
（■】筑波大）  合的研究（平成4年庶  

科学技術庁委託調査研  
究成果報告書．206p．）  

E－15   かんきょう  18（12）  
する   

E－16  昇粘膜の反応性におよほす影響  大気汚染と花粉症の相  20－25  
互作用に関する基礎的  
研究（環境庁委託業務  
結果報告書．日本公衆  
衛生協．43P．）  

E－1T   大気汚染とアレルギー  毎日ライフ  25（4）  
E－18  気道過敏性  地域における大気汚染  102－1Z8  

による健康被害の予防  
システムのあり方に関  
する研究（大気汚染研  
究協会．128P．）  

E－1g  123（4）  
X，Takahashi■l   epithelialcells on the bronchioles  
（■lGunma℃nlv．）   ∂nd cellsi爪 the alveolirats  

E－20  栄養と行動一新たな  300p．  
（‖群馬大）  る展望一（翻訳）  

（アイビーシー．300p，）  
E－21  Biolned．Res．  14  g9－100  

X．Hasega▼a雷l   itscancellationbyzi爪Cinprilnary  
H，Ohtake●1．c．Tohyama．  
M．Koga■1  

（DokkyoUniv．Scb．Med．）  
E－22  MetallothioneinIII  443－456  

S．T．Homma．   bios）Ⅵthesisingenitalorgansofnale  （K．T．Suzuki．N．lmura．  
N，Nishimura●2  rats  H．Ⅸinura．Birkhauser  
H．Nishinura■2  Verlag．479p．）  
（●l町OritsuColl，  
PharlnaCJ′．  

■7AichiHed，Univ．）  

E－23   4  65－66   
西村典子＊2，西村久雄●コ．  Elel【，   

遠山千春  
（●1共立薬大．◆2愛知医大  
雷コ愛知みずほ大）   
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E－24  18  

J．Hemelraad，   10Calizatiorlim the huCle11S Or rat  
N．Nishimura◆2．  hepatocytesafterpartialhepatectomy  
H．Nishimura●2  
（＝Aichi紺ed．Univ．．  

■2【yoritsuColl．  

Phar】〔．）  

E25  Cu（銅）  ToxieoloaV Today 郎卜70  

中毒学から生体防御の  
科学へ（佐藤洋．金芳望  
380p．）  

E－26  Arch．Toxicol．  67  312－317  
S．Sakai．N，Xodama．   intratracheallyinstilledcupric  
【．T．Suzuki”   oxidein rats  
（‖chibaUniv．）  

E－27  Energy restriction thatinhibits  Lab．【爪VeSt，  68  728－7き9  

M．Tsukada暮l．s．Hirano．  Cellularproliferati（】nby torpor can  

ざ．∬占爪けa♪a●】   de亡reaSe5U5eeptjb‖itJtDSpOntaneOuS  
H．川asuda事】   and asbestos－inducedlung tumorsin  
【．T．Suzuki＊2  A／J爪ice  
（●1AkitaUniv．  
暮2chibaUniv．）  

E－28  121  
Ⅹ．Shibata■1  injectedyttriul［Chlorideinrats  PharlnaCOl，  
g．T．Suzuたi■2  
（◆lEnviron．ChemDiY．．  
■2chibaUniv．）  

E－2g  EnviTOn．Res．  61  223一査31  

E．Bissonnette●2．   nitTOgendioxideonnasteellsこ  
A．D．Berus＊2  Theeffectofthehetabolite．nitrite  
（◆りikeiUniv．  
■2univ．Calgary）  

E30  資源環境対等  29（12〉  
野原修■2  
（●l化学環境部．  
■2慈恵医大）  

E－31  102  2もー32  

T．Abe●2．D，Befus●3   pe∫ito】1ealandintestinalmucosallnaSt  Im帖mOl．  
（●りikeiUniv‥  cel is 
●2AkitaUniv‥  
■コリniv．Cal且ary）  

E－32  2．アレルギー反応  地域における大気汚染  85－101  
による健康被害の予防  
システムのあり方に関  
する研究（大気汚染研  
究協会．1ヱ吋．）  

E－33  Mortalitypatternsamongmt∋ninthe  A¶．J．Ind．Med．  24  4Tl－484  
肌Macaluso●l．Y．Honda．  

軋Austin●2  
（■1univ．Alaba¶a．  
■2EInOryUniv．）  

E－34  24  485－4g8  
E．Delzell－3．c．Day雷コ  

M．Macaluso象3．Y．Honda  
（＊1Loyola，Univ．．  

＊2EmoryUniv．．  
●3univ．Alabama）  

E－35  衛生化学  39（2）  

田村憲治  状物質の変異原性の粒径別分析  
（＝地域環境研究ダ）  

E－36  40  P－15  
bychlorinatedbiphenylsanddibenzc－  
rurans．andinhibitoryerrectof  

d（∋Xametlla＄OneOntheinduction  
E－37   Spa亡jal】yloealizedghj爪mj爪gUSingnojse  】02   

PUlSeS Ser．A  
E 38  三森文行  NMRによる筋代謝機能の解析  運動生化学   5   34－40  1g93   
E－39  8（7）  51－52  
鈴木継美   評価法の研究 －メチル水銀中毒脳を例と  
（霊1国立水俣病研究セ）  して－  

E－40  62  い1ささ  

（■1Ⅳatl．Inst．Hina¶ata  phosphorus－31NNRstudieson therat  
Disease）   brainintoxicatedI′ith¶e＝け11日erCUry  

E－41   StressTrelaxation of fibroblastsin  J．CellSci．  tO5    18T－177   
X，Mochitate．   COllagenmatrices triggersectocyto＄is  
F．Grinnell■】   OfplaslnalnelqbrarLeleSiclescontaining  

（●luniv．Texas）   且Ctin．annexins】1andVt．andβ1  
inteErinreceDtOr6   
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E－42  

刊年  
28（2）  伊藤勇三  ついて  

（■1地域環境研究グ）  

F  大気圏環境部  
F－1  28  335－339  

T．Ima】Ⅵura．Ⅰ．Koyano●〇  ion－pairforTlationin thevaeuun  
（”Inst．Mol．Sci．   ultraviolet．VlI－SO2一→ 0‾＋SO◆  
■2TokyoMetrop．Univ．．  
●IHimejilnst．  
Tech爪01．）  

F－2  98（8）  
S．Suzuki－2Ⅰ，【oyano●〇  eollisionaldeactivation of  
（●lKyushuUniv，．  CO◆（A2ⅠⅠ，Ⅴ）byⅥeandAr  
■2TokyoHtrop，Univ．．  
●3HimejiInst．  
Teehnol．）  

F－3  98（4）  
】．【oyano事2．T．ma5uOka事3  and CH2 ＝CF2in the regionof valence  
C．E．Brion●4  shell phatoexcitation 
（●】ⅩyotoUniv，．  

■2IiTnejiInst．Tech．．  
●〇osakaCityUmiv，．  
●4uniY，British  
Colu皿bia）  

F－4  E爪Viron．Sci．  6（8）  

T．Miyazaki引   atmospherichydrocarbonsinOsakaCity  
T．ⅨaⅧiura■】．Ⅰ．Uno，   OfJaparL：AquarLtitavedetemination  
S，laka】〔atSu◆2   usingA source reconciliation  
（事10sakaCityInsし  technique  
Publ．Health＆  
E】1Viro爪．Sci．  

■2Reg．EnviTOn．Div，）  

F－5  7（1）  21－34  
M．Warashina‖   trationscalculatedby receptorlnOdel  
T．Miyazaよi■lI．Uno．  aれdmeasuredYaluesinOsakacity  
S．Waka】ⅥatSu●2  

（雷10sakaCityInst．  
Publ．Ⅲealth＆  
Environ．Sci．  
■2Reg，Environ．Div．）  

F－6  71  491－501  
（■】だyotoUniv，）   Of the】Otati爪gan爪ulus flow再tha  

Se】山一SpeCtralnodel  

ト・7   ReTnOteSerLSingoftheatTnOSphereby  OPTOELECTI壬0ⅣICS－  8（2）   

lidars DevICe5andTeebnol．  
F－8  TimergatedgaincelllorfrequerLCyL  丘eY．Sci，Instru】n．  64（6）  

L．J．8erg■1．   Stable．single－10ngitudinal－¶Ode  
A．F．DeSimone■l．   Operatior10fatransYerSe．electric，  

N，Sugimoto  atmospherieCO21aser  
（靡1LaserSci．1ne．）  

F－g  39－42  
Y．Sasano◆1   Yith theretroreflectorinspace（RTS）  environ．against nat．  
（書IGlobalEnYirom．  for the ADEOS satellite   ＆ technol．disast8r5  
Div．）  

F－10  Opticalapproachestoatmospheric   Opticsprot．man＆  2g－38  
monitori爪g   environ．agai爪St nat．  

＆tech爪01．disasters  
F－11   20（11）   

（事」地球環境研究グ）   湘   
F－12  N，Sugi】nOtO．A．Minato  Lomg－PathabsorptionneasurmentofCO2  APPLtED OPTICS   32（38）  6827－6833  19g3   

YlthaRaTnan－Shlftedtuzlabledyelaser  

F－13  杉本伸夫  地上衛星間レーザー長光路吸収測定用リトロ  
リフレクター（RIS）   グ学■A‾   

F－14  SingleLlongitLJdinal－TnOdeoperationofa   22（2）  
L．J．Bergt】．   TEACO2Laserusingatilne－gatedgain  
A．F．Desi¶0ne●l．  Cell  
Ⅳ．Sugil【OtO  

（●】LaserSci．Inc．）  

F－15   J．Phy，Che】〔，  97（20）   
（■1HoYardUniv）  

F－16  71（2）  
（U爪iv．Tokyo）   COnVeCtionover theTropicalPacific  

Ocen  
F－17   DynamlC6andenergybalanceofthe  J．At□tOS．S亡i．  50   

Jhdleycirculationandthetropical  
preぐjpi【a【joJIZO乃eざこざjgれjrieanceof  
thedistributionofevaDOration   
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【．Masuda‖  
Y．Morinaga●ど  
A，Nu¶aguti．  
A．Abe－Ouchi●3  
（＊1Tokyo川etrop，Univ，  
●2univ．Tsukuba，  
霊叫niv．Tokyo）  

”．Ha爪aZaki  

花崎秀史  

（28）  Geogr，Rep．Tokyo  
Metrop．Univ．  

The annualcycle of snoY COVer eXtent   
OV（汀 the northern hemi6phere as   
revealed byⅣOAA／ⅣESDIS satellite data  

Phys．Fluids A  

京都大学数理解析研究  
所講究録  

J．打ind Eng．＆Ind．  
Aerodyn．   

酸性雨調査法（酸性雨  
調査法研究会，ぎょう  
せい．401p．）  
レーザー研究  
Turbul．邑 Mol．  
Process Colnbu＄t．  
（EIs（∋Vier Sci．Publ．  
B．Ⅴ．）  

京都大学理学部弘報  
資源環境対策   

化学ハンドブック（朝  

倉書店）  

化学便覧（改定4版）基  
礎編Ⅲ（丸善）  
J．Chem．Phys．  

Che†n．Phys，Lett．  

On the nonlineari爪terrlalIほVeS eXCited  
in the flos of a linearly stratif ied 
Boussinesq rluid  

密度成層流体中の物体により励起される3次   
元非線形内部重力波 一郎avier－Stokes   

方程式の解と外力項を持ったⅩP方程式の   

解  
A nul『ericalstudy of norLlinear YaVeS   
excited bY arL Obstaclein the flov of   
stratif ied fluid 

乾性沈着の考え方と問題点  

大気環境監視用YAG ライダーの現状と動向  
Rate constants of severalfree radical   
rcactioTLS TDeaSured by a photoionizaL   
tionlnaSS SpeCtrOlneter   

大気化学と地球規模の大気環境問題  
大気環境研究の現状と課題 ▼地域規模から   
地球規模ヘ一  
光化学   

化学素反応   
気相における原子，遊離基の反応  
Detection and reactions or the HOCO   
radicalin gas phase   

Rate t：OnStant for the reaetions of   
CH3 02 Yitb〃0  

46＆47  Z83－288  

123－131  

gO6－913  

165－1TO  

H．”anazaki  

福山力  

松井一郎  
軋Washida  

199さ  

1g93  

199ヱ  

：993  

F－ 21  

F－ 22  

F－ 23  

F－ 24  

賀田伸明  
鷲田仲明．光本茂詑   

吉原経太郎＝．鷲田仲明  
（■1分子科学研〉  

鷲田仲明   

A．Miyoshi●l．H，Matsui●l  
N．Washida  
（●luniv．Tokyo）  

A，Masaki■】  

S，Tsunashima●l  
N，Washida  
（■】Tokyolnst．   
Technol．）   

水土壌圏環境部  
柏崎守弘  
柏崎守弘   

柏崎守弘   

A．Otsuki●1．R．H，Goma書1．  
M．Aizaki．Y．Nojiri●2  
（＝Tokyo Univ．Fisher‥   
◆2GlobalEnviro爪．  
Div．）  

柏崎守弘  

13 6  
29（15）  

3－4  

140g－1118  

48－51  

350－353  

3532－353g  

523－528  

1993  

1993  

：993  

1g93  

1994  

1勺9l  

Fl二〉  

F－ 26  

F 27  

F－ 28  

F－ 29  

F－ 30  

100（5）  

（21る）  

G  

G－ 1  
Jl こ   

G－ 3   

G－ 4  

湖沼の富栄養化の現状と対策の問題点  
下水処理場放流水の水質と流量  環境と公害 霞ケ浦研究会年報  

（1991－1992年皮）  

雷ケ捕関連文献日録  
（霞ケ浦研究会．88p．）  
Verh．htterrlaしVereirL  
Li【nnOl 

：993  

1993  

1g93  

1993  Seasonal and spatial variations of 
dissoIved rLitrogenous nL［trient concen－   
trationsin hypertrophic shallovlake．   
Tith specialreferenee to dissoIved   

Organic nitrogen  
治水を計った上でのいきものとの共存は可能   
か  

河床付着生物膜現存塁の周年変化と降雨に伴   
う剥離立の評価  
河床付着生物膜現在量の周年変化シミュレー   
ショ ン  
Cr（Ⅲ）in activated＄1udge   

活性汚泥による重金属（クロム）の除去   

Treatment orlandfillleachate 甘ith the   
microorganisn－attaChed activated   

Carbon fluidized bed process  

地下水の汚染物質を分解する微生物  
微生物による揮発性有機塩素化合物の好気的   
分解   

】mmobilization of trichloroethylene－   
degrading baeteriuln．Methylocystis sp．   
StrainI虞in dirrerent matrices  

限りある霞ケ浦一関発  
と自然の接点を探る－  
（霞ケ涌研究会，STEP．  
70p．）  

水環境学会誌   

水環碩学会誌   

J，Environ．Eng．ASCE   

環境微生物工学研究法  
（技報堂出版，117p．）  
】nt．J．Environ．St］d．  

井上隆信．海老瀬潜一   

井上隆信．海老瀬潜一   

A．Ⅰ¶ai．E．F．Gloyna＝  
（＊1univ．TeIaS）  

今井章雄   

A．】¶ai，N，Iwami事I  
Y．Ina¶Cri●2．R．Sudo●3  
（■1Env．Plant Co．  
＊2Reg．Environ．Div，，  
■コTohoku Univ．）  

内山裕美  
内山裕夫  

Ⅵ．Uchiya¶a．0．Yagi．  
l，Oguri●1．E．Kokufuta●l  

16（7〉   

17（3）   

119（1）  

507－515  

16g－1T7  

137－158  

87－gO  

51－63  

1993  

一っ91  

19ウこ；  

1gg3  

1993  

G－ 6  

G－ 7   

G－ 8   

じ1 9   

G－10  

化学  
地下水汚染・土壌汚染  
の現況と浄化対策（工  

業技術会，109p．）  
J，Fe川entI】ioeng．  

48（10）  

（■1univ．Tsukuba  
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題  目  掲 載 誌  
地表水分および表面温度の測定  生物圏機能のリモート  

センシング（シュプリ  

ンガー・フェアラーク  
39Tp．）  

G】S技術論（カリフォ  
ルニア大G．Ⅰ．A ナシ  
ョナル研究センター．  
383p．）  

環増徴生物工学研究法  
（技報重出阻417p．）  
川an－Environ．Sys．  

Res．Rep．．GO83－NlOB  
e  

溶   

水環境学会誌  
r   

StorIロ Drai】1，  

Yater Sci．＆ Technol．  

宇都宮陽二朗  （訳書）ラスター記録、階層的データ構造、   
Quadtree（四分木）アルゴリズムと空間イ   
ンデックス   

河川浄化作用における付着生物の評価   

Changein C：N：P ratio and sedimerltation   

Of particulate nutrients dtJring   
passaae of xater frol rivers to a lake 
降雨流出過程におけるトレーサーとしての   
存物質  
河川における懸濁物質の組成  
Stor】lrunOff pollutantloading and rive   
Sedi†Derltin a s†nallriver  
Runoff chara（：teri5tics a爪d observation   
¶ethods of pesticides and nutrientsin   
ruralrivers   

Z．2 河川汚濁   

霞ケ浦は．今  
地下開発による地盤移動と環境保全の現状  

海老池潜一．井上隆信   

S．Ebise  

海老瀬潜一   

海老瀬潜一．井上隆信  
S．Ebise   

S．Ebise，T．【no］e．  
A．Numabe●t  
（■1HokkaidoInst．   
EnYiron，Sci．）  

海老瀬潜一   

海老瀬潜一  
江崎哲郎＊1．木村強．  

諾継先●2  
（●1九州大．  
■2媒炭科学総院）  
恒川篤史  
土井妙子．細見正明◆l．  
溝口次夫－2．佐藤純●3  
（■1東京農工大．  
霊2国立公衆衛生院，  
●3明治大）  

陶野郁雄はか（雲仙普賢  
岳火災害調査委員会）  

陶野郁雄   

陶野郁雄  

313－316  

246－250  

47－58  

469－473  

194－1gg  

589－5g3  

G－16  

G－17  

G－18  

G－1g  

G－ 20  

G－ Zl  

lウウニ   

1993  

1gg3  

19g3  
1993   

1993  

23（2）   

16（7）  
1   

28（3－5）   

環境流体汚染  
（森北出版．407p，）  
水文・水資源学会誌  
資源と素材  

7  

109  

UⅣEP／GRID とグローバルデータベース  
筑波における大気中のオゾンとベリリウムー7   
の凛度変化  

造園雄誌 天気  
57（1）  
40（11）  

44－4g  

827－834  

G－ 25  

G－ 26  

雲仙岳噴火による降下火山灰．   

雲仙岳噴火に伴う環境影響．   
火山災害への土質工学的貢献と複合災宅   

地球環境と地下空間一自然環境と都市域地下  
空間の環境問題  
第l節広域地盤沈下   
第2節地盤沈下とその被害   
第3節地盤沈下の歴史と現状  
（第丁睾広域地盤沈下）   

研究討論会・火山災害工学   

複合災蕃と総合的災害予測図  
地雷による砂地盤の液状化しと）  
地震による砂地盤の液状化（下）  
カップで捉えた火砕サージ堆積物   
－1g93年6月23日雲仙普賢岳火砕流  

界面活性剤，カーバメイト剤，残留性，除草   
剤，ダイオキシン，農薬残留基準，農兵取   
り締まり法，有機水銀系農薬．有機リン剤   

メタノトローフによるトリクロロエチレンの   
生物分解  
バイオレメディエーション技術を用いる揮発   
性有機塩素化合物汚染土墟・地下水の浄化  
トリクロロエチレンの土壌への収・脱着につ   
いて  

養魚池から分離したPhor¶idiu爪1uridumの   
増殖特性  

Studies on the succession of bllle－green   
a18ae．Microcystis，Ånabaena，Ostillato－   
ria and Phorlnidi】仇inlake Xasuロigaura   

微生物による揮発性有機塩素化合物の嫌気分   
解  

雲仙岳の火山災害－そ  
の土質工学的課題をさ  
ぐる－（土質工学会，  
178p．）  
地下空間利用シンポジ  
ウム（土木学会．358p．）  

土木，建築技術者のた  
めの実用軟弱地盤対葦  
技術総覧（藤田圭一．産  
業技術サービスセ．  
1502p．）  

土木学会誌平成5年度  
全国大会報告  
第四紀研究  
月刊 消防  
月刊 消防  
西南学院大学児童数青  
学論集   

土壌の事典（朝倉書店．  
566p．）  

環境衛生物工学研究法  
（技報望出版，41Tp．）  
8】0 川DUSTIiY   

水環境学会誌  

45－58．  

13ト140．  

14ト148  

5－14  

308－321  

陶野郁雄，北村良介■1  
（●l鹿児島大）  

陶野郁雄  
岡野郁雄  
陶野郁雄  
磯望●1，陶野郁雄  
遠藤邦彦■2  
（雷1西南学院大，  
●2日本大）  

向井哲  

78（14付）  

32（5）   

（2）   

（3）   

20（2）  

37－39  

339－352  
73－81  
65－77  
5ト68  

1993   

1993  
1gg4  
1gg4  
1g94  

G－ 30  

G－ 31  
G－ 32  
G－ 33  
G－ 34  

1993．  53．71．150．  
173．22g．  
374．483．  
490   
27ト2丁8  

13－18  

346－353  

矢木修身．内山裕夫   

矢木修身内山裕夫   

成瀬洋児●l．渡辺正敏■■．  
土山秀樹●1，伊藤英一■1．  

矢木修身  
（●l名古屋市環境科学研）  
小橋二夫■】．出口吉昭書】，  

乗禎三■l．矢崎仁也書l．  

矢木修身  
（■1日本大）  

Ⅳ．Ohkubo●l，0．Yagi，  
M．Okada●2  
（●Ⅷitachicity．  
●2Toho Univ．）  

矢木修身  

日本水処理生物学会誌  

433－442  Environ．Tech爪01．  

地下水汚染，土壌汚染  
の現況と浄化対策  

264－274  G－ 41  
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発 表 者  題  目  掲 載 誌  
0．Yagi．H．Uehiya】Ⅵa  The role of†nethylotrophic bacterial   

OXygenaSe rOr the d（∋gradation or   
aliphatic chlorinated co】叩Ounds   

土壌による水質の浄化  

Pesticides／Environ－  
ment：Holecular Bio－  
losieal dpproaehes 

（345p．）  

湖沼・河川の環境保全  
技術と総合浄化システ  
ム  
（シーエムシー．219p．）  

矢木修身．冨岡典子．  
稲森悠平◆1．松重一夫●1，  
田井慎吾●2．須藤隆一■］  

（●l地域環境研究グ，  
●2環境研究セ．  

●3東北大）   

生物圏環境部  
岩熊敏夫  
T．】Yaku¶a．  

和．Shiraishi＊】．s．Ⅳohara  
K．Taka】仙ra■2  

（■用eg，Environ．Div．  
■2Glo♭alEmviron．   
Div．）  

T．IYaku】Ⅵa．R．Ueno．  
S．Nohara   

岩熊敏夫   

岩熊敏夫   

岩難破夫．林秀剛＊】 
． 花里孝幸●2．安田郁子＊コ，  
高田番目．平松公男頃．  

小野知樹－8．松原尚人＊7  
（◆l信州大．  

●2地域環境研究グ，  
■3富山県立大，  
●d長野県立大．  
“山梨県立女子短大．  
＊8日本自然保護協会．  
■7茨城県内水試）  
T．Tsuchiya●1．T．】YakuTna  
（＊1chiba univ．）   

A，Ohtaka暮1．T．】wakulna  
（＊】”irosakiUniv，）  

湿原生態系の研究  
Runorr properties and changein concen－   
trations of agrie］1turalpesticidesin   
a river systelq during a rice cultiva－   
tion period  

Distribution a爪d population dynanics of   
Chironomidae（Diptera）in Lake Yunoko．  
Japan  

底生動物が多い浅い潮，霞ケ浦   

湖の底でなにがおきているか？ユスリカの湖   
沼生態系における役割について  
コレゴヌス投入のプランクトン群集に及ぼす   
影響  

グローバルネット  
Che】ⅥOSPhere  

（5）  

27（4）  
20－21  

677－691  

”一 3  

”－ 4   

n－ 5   

月－ 6  

Jp爪，」．Li爪nOl．  

週刊朝日百科動物たち  
の地球  
第2回生態学琵琶湖質  
報告書  
メソコスム 湖沼生態  
系の解析（名古屋大学  
出版会．346p．）  

199－212  

ごつ7  

26－47  

207－236  

1993  

19g3  

19g3  

1gg3  

Growth andleaflife－Span Of a floating－  
1eaved plant．Trapa natans L．．asirLflu－   
enced by nitrogerL flux  
Red（さSCription of Ophido†lais serpentina  

（Huller．1773）（Ⅳaididae．01igochaeta）   
from Lake Yunoko．centralJapan．with   
record or the oligochaete colnpOSition   
in thelake  

宮床湿原の底生動物相．特にユスリカ頸の分   
布  

Aquatic Bot．  

Jpn．J，Limnol．  

岩熊敏夫．上野隆平，  
安野正之霊：  

（●1地球環境研究グ）  

平成3－5年皮文部省科  
学研究賞・総合研究A  
「生物圏保全地域にお   
ける生物学的多様性   
の保全に関する総合   
研究」成果報告書  
Jpn．J．LilnnOl，   

日本食品工業学会誌  

R．Ueno．T．Iwakuma．  

S．Nohara  

浪速智子暮1，土橋昇■l．  

高居百合子●2．大政謙次．  
田中乳鈴木彰●3  
（象】千葉県立衛生短期大，  
■2武蔵丘短期大．  

●〇千葉大）  

大政謙次  
大政謙次．恒川篤史■1，  
福原道一◆2  

（■1水土壌圏環境部．  
●2農業環境研）  
大政謙次   

大政謙次  

大政謙次  
大政謙次．清水英幸，  
／」川l和雄●1．増菖彰久＊2  
（●1埼玉公害セ．  
嗅日本電子（抹））  
大政謙次．戸部和夫  

Chironomid faurLain the emergerLt plant   
ZOne Of Lake Xasu】Ⅵigaura，Japan  
ナメコの化学成分組成に及ぼす栽培時のオゾ   
ン暴霞の影響  

植物による環境のモニタリングと改善  l卜1：  

l卜1j  

（5）   SHITA REPORT  
生物圏機能のリモート  
センシング（シュプリ  

ンガー・フェアラーク  
東京）  

都市緑化の最新技術  
（工業技術会．527p．）  

平成4年産科学技術庁  
委託調査研究報告書   

農業気象（特別号）  
生物環境盲珂節  

樹木による排気ガス対策の可能性   

細胞機能の計測手法に関する研究 －クロロ   
フィル蛍光動画像計測による水ストレスの   
診断一  
環境及び植物反応の計測と解析  
サーモグラフィ装置によるヘリコプターから   
の樹木の診断  

光放射と植物の反応 一光合成－  

H－14   

H－15  

H－16  
H－1T  

468－1TT  

64－73  

46←49  

16ト168  

1gg3  

1g93  

1g93  

1g93  

4 9  

31（3）  

光放射と植物成育に関  
する研究調査報告書  

－143－   



掲 載 誌  題  目  
と植物成育に関  光放射の計測  

植物で環境汚染を診断する  
Properties of the＄ignaltransduction   
PatI川ayin the bluelight response of   
stolユatalguard eells of Vicia faba and   
CotM畑1ina benghalensis  

植物生体画像計測  

科学技術振興調整費による 「砂漠化機構の   
解明に関する国際共同研究」  
サーモグラフィによる樹木の診断   

一先端産業における基礎・基盤技術の現状と   
動向一 環墳  

Pri¶ary StruCture and properties of   
glL［tathione reductase fron Arabidopsis   

thali∂na  

1g－23  

1045－104T  

1321－1327  

する研究珂査報告書  
（照明学会．139p．）  
電学誌  
Plant CellPhysiol．  

大政謙次  
【．ShiⅦaZaki■1，Ⅸ．Onasa，  
T．1i爪OShita暮1  
M．Ⅳisbil川ra雷1  
（＊l艦yu6hu U爪iv．）  

大政謙次  

大政謙次   

大政謙次   

大政謙次  

113（12）  
34  

新しい虚業気象・環境  
の科学（日本農業気象  
学会編，養賢堂，329p．）  
農業気象   

電子情報通信学会技術  
研究報告Sg3－18  

未来型農業機械開発研  
究戦略の策定に関する  
調査報告竜：渠1分冊  
（農業機械学会．215p．）  
Plant ＆ Cell  
Physiol．  

119－173  

305－306  

13－18  

1る3－1gg  

1991  

19g4   

1994  

1994  

lト：：  

H－ 23   

H－ 24  

”－ 25  

A，Ⅸubo．T．Sano◆1．  
R．Saji●2．K．Tanaka＊コ  
N．Ⅸondo●2．Ⅸ．Tanaka  
（雷1Univ．Tsukuba．  
●2Reg，Emviron．Div‥  
●3Ⅸyoto Pref．U爪iv，）  
H．Shi】再zu．H，Ⅹ0●l．  
X．Xubola＊2．l．I山i■】  

X．Omasa  
（■1U爪iv，Xoria．  

◆2Tokyo Univ．Agric．＆   
Technol．）  
H．Shimizu．Y．Fujinuma．  
K．Kubota＊l．T．Totsuka■L  

【．0】〔a6a  

（書1Tokyo Univ．Agric．＆   

Technol．）  
N．TakaれUra．J．L．Liホ1  

H．Q，Yang■】．x．B．Zh㍉i  
T．袖iura●之  

（●lShanghaiFish．Univ．  
●2Kyoto Univ．）   

【．Shimazaki■1．s．Yu●2  
T．Sakaki．【，Tanaka  
（■1【yushu Univ．．  

●2Inst，Plant Phys．   
Acad．Si爪ica）  

田中浄  
【．Tanaka  

11993 J．Agric．Meteorol．  Effects ofloY COnCentrations of ozone   
く0コ）on the苫rOⅦtt10f吼OrniTlg glく〉Ty．   
radisb and sunflo■er plant6  

19g3  J．Agric．Meteorol．  Effects of lor eoneentrations of ozone 
（0〇）on the gro甘th of severalwoody   

plants  

A movelapproach to evalute feeding by   
mixed cyprinid speciesin a ChirleSe  
i机egTated†ish eⅥlt℃Te pbnd usi鴨   
measurements of chlorophyllderiva－   
tives and photosynthesisirL gut   

CO】11entS  
I）ifference betYeen Spinach arLd kidney   
bean plantsiTL temS Of seTLSitivity to   

fu1日igation YithⅣ02  

活性酸素解毒系酵素を強化した計質転換権物  
Tolera爪Ce tO herbicides and air   

pollutants  

1993  Can．J．Fi＄h．Aquat．  
Sei．  

267－Z73   19g2  Plant CellPhysol．  H－ 30  

（8）  19  

365－378  

Plant Sci．Tomorrow  
Causes of Photoox卜  
dative Stress and  
A†belioration of t〉e－  
fense Syste爪Sin  

Plants（C．Foyer．  
P．Mullineaux．  
CI！C Press．）  

Plant ＆ Cell  
Physiol，  

The Proc．Thelnt．  
Symp．Univ，Osaka  
Pref．GlobalAmenity  
富山県公害センター年  
報  

Phyeol．  

J．Phycol．  

H－ 31  

H－ 32  

General】陀tabolic changesinleaflipids  
in r¢SpOnSe tO OZOne  

Effects of rumigation with a mixture of   
SO2and NO20爪tranSPiration rate of   
Euony】〔uSJapo爪ica thu】〔b  
NOx サンプラ一法を用いた同化相法による樹   

木のNO2吸収稚の測定（第2報）   
一機木の蒸散速度の簡易測定法の開発－   

Morphology，rePrOduction a爪dlaIOnOny Of   
Characiochloris sasae sp．noY．  
（Chlorophyta）rro¶Japan  
Asexualand sexualreproductionin   

Goniuln qUadratuTb（Chlorophyta）Yith a   
discussin of phylogenetic relation一   
＄hips■ithin the Goniaceae  
Prefere爪tialdigestio爪Or Chloroplast   
nucleiirL SpernS before and during   
fertilizationin Volvox carteri  

T，Sakakiれ．Ⅸ．Tanaka．  
M，Yamada“  
（＝Hokkaido Tokai   
Univ．）  
T．Natori．K．Tobe，  
K，佃asa．】．Aiga＊1  
（霊1UniY，0＄aka）  

近藤隆之●l，大西勝典■1  
安食清●l．名取俊乱  

大政謙次  
（暮】富山県公書セ）  

H．Ⅳozaki  

打．Ⅳozaki  

t：i、I  

CytoI，  H．Ⅸuroiwa●l．H．Nozaki  
T．Ⅸuroiwa●2  
（●1Ⅸyoritsu Wo¶en■s   
Ju爪ior Coll．  

H－ 38  

●2Univ．Tok  
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発 表 者  題  目  掲 載 誌  
H，〟ozaki   

T．T6uChiya暮1．s．Nohara  
7．l甘akul】a  

（事】Chiba Univ．）  
M．Hiroki   

M．Hiroki，Y．Yoshi■ara■1  
川ihon Univ．）  
軋Hiroki   

金沢音二郎■1．森敬太■】．  

広木幹也．松本聴●l  
（‖東京大学〉  
藤沼康実  
渡辺信  

渡辺信  

渡辺信  

渡辺信  

渡辺信  

U爪equalflagellar forlnationin VoIvox  
（VoIvocaceae．Chloropbyta）  
Zonaldistribution or aquatic nacro－   
phytesin tbelittoralzone of Edosaki   
－iriBayin Lake Xasu¶igaura．Japan  

Effect of3rSenic pollution on soil   
lierobiol papulation 
Arsenic fungiisolated fTO爪arSenie－   
polluted＄Oils  
As－tOleraれt t】acillus circulansisolated   
rroln As－POlluted soils  
重金属汚染土壌のエキソセルラーゼ活性  

大気を浄化する樹木  
CeratiuTb COrnutun（Ehrenberg）claparede   
et Lachnan】1   

Ceratiun himndinella（0．F，Null．）Berg．  

Ceratiul［horriduln Gran，  

Scrippsiella tTOChoidea（Stein）Loeblich  

乱立環境研究所微生物系統保存施設真核微細   
藻類培養株案内  

Phycol．   

Jp爪．J．LilnnOl．  

Soil．Sci．Plant Nutr．   

Soil．Sci．Plant Ⅳutr，   

Soil．Sci．Plant Nutr．   

環境科学会誌  

グリーン情報  
藻類の生活史集成  
第3巻（堀嘩三編．  
内田老電【乱375p．）  
藻類の生活史集成  
第3巻（堀嘩三編．  
内田老胡乱375p．）  
藻類の生活史集成  
弟3巻（城嘩三編一  
内田老電軋375p．）  
藻類の生活史集成  
第3巻（堀畔三編，  

内田老境臥375p．）  
藻類の生活史集成  
第3巻（堀将三縮．  
内田老鶴圃．375p．〉  

極   

Ozone Layer Obser－  
Vatio爪by Satellite  
Se爪＄OrS（Available  
fron帖tl、1msしfo【  
Environ，Stud．．91p．）  
OECC会報  
週刊ダイヤモンド別冊  
日本の未来技術■93  
アロマティ ックス  
かんきょう  
に   

地球環境データブック  
（オーム社．460p．〉  

首都圏の水資源 その  
将来を考える（東京大  
学出版．233p．）  

季刊環境研究  
す   

3 3   

54（2）  

39（Z）   

39（2）   

39（Z）   

6（3）  

1993．6   

地球環境研究センター  
神沢博   

H．Eanzawa  

ポーラー・パトロール・バルーンによる南   
オゾンホール恨糾  
】LAS：Ho爪itoring of high－1atitude ozo爪e  
layer：part 3 Validation and data use  

西岡秀三  
西岡秀三   

西岡秀三  
西岡秀三  
西疏秀三   

原沢英夫   

原沢英夫  

味沢英夫．細田篤也  
町田聡雷i．三村信男●1．  

原沢英夫．山田和人●2  
（＊1茨城大．  
■2パシフィックコンサ   

ルタンツ（㈱〉）  

A，J．Walder靂l．N．Furuta  
（＊叩isoTISlnstrⅥⅦ．   
El（札〉   

古田直紀  

温暖化問題の中のインドネシア  
地球規模の視点で技術の海図を整える   

地球環境と科学技術の方向  
地球環境を考える拠点として  
未来の歴史をつくる －21世紀の夢の実現   
向けて  
罪】X部データベース編   

6－1発生負荷・流出率の低減  

スーパーコンピュータと地球環境研究  
地球温暖化に伴う海面上昇・気候変動に対   
る脆弱性評価支援データベースの構築  

ト 3  

卜 4  

ト 5  

ト 6  

l－ 7  

Ⅰ－ 8  

Ⅰ－ 9  

l－1（）  

t－11  

（8）  

45（5．6）  
18（8）   

く38）   

7－g  
148－15T  

135－141  
14－15  
36－37   

367－38g   

156¶170  

1Z9－1S8  
200－ZO9  

1992  

1993  

1993  

1993  

1g93  

1gg3  

1993  

1993  

1993  

打igh－preCisionleadisotope ratio   

ⅦeaSure¶eれt byiTlductively e〔）upled   
pla6爪a multiple eo‖ectorれaSS   
SPeCtrO¶etry  

9．2aICP発光分光分析，9．2bICP質丑分析  

675－680  

l－13  分析化学データブック  
（丸鼠200p．）  

106－109  

とコンピュータネ・yトワーク  
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7．4 口頭発表  

題  目  
球環堵研究グループ  a  

a－ 1  G．】noue．R．】zuni●l  
V．A．Lozovsky●2  
（暮IAtnos．Envlro爪．DiY‥  
事2InsしCheⅧ．Phy6．   
Russ．Aead，Sci．〉  

奥田敏統．可知直毅．  
S．Ⅸ．Yap◆1  
（＊1マレーシア森林研）  

甲斐沼美紀子．松岡譲＊1．  

森田恒幸  
（H京都大）  
M，Kai爪u爪a  

可知直毅．奥田敏雄．  
椿宜乱S．【，Yap●1  
（●Iマレーシア森林研）  

S．Ⅰ6hika曹a■1．N．Ⅸachi  
（●1Tsukしba Univ．）  
N．Ⅸachi．T．Okuda．  
S．Ⅸ．Yap■】  
（＝Forest Res．Inst．   
Malaysia）  

軋Eachi．T．Okuda′  
S．【．Yap●1  
（”Forest Res．Inst．   

Malaysia）  
Ⅳ．Rachi，T．Okuda，  
S．X．Yap雷1  
（＝Forest Res．王nst．   

Halaysia）  
可知直射   

可知直毅，奥田敏統．  
西谷里美●1  
（●】都立大）  

石川真一●l．可知直毅  

（＝筑波大）  

【．Ⅸimura   

木村勝彦，S．X、Yap”  
（●1マレーシア森林研）  

木村勝彦．新山章一l．  
飯田滋生●l．s．Appanah■2  
A．B．Xassim◆2  

（雷1森林総研．  
●2マレーシア森林研）  

功刀正行  

功刀正行   

仁木拓志暮l．一刀刀正行，  
渡辺正孝■2．東禎三●1  

（●1日本大．  
雷2水土壌囲環境部）  
功刀正行．渡辺正孝‖．  
仁木拓志●2．尭禎三■2  

（”水土壌圏環境部．  
●2日本大）  

J刀刀正行．木幡邦男◆1．  
渡辺正孝雷2．藤森知郎◆3，  
佐藤一省雷○  
（■】地域環境研究グ．  
霊27K土壌圏環境部．  
●コ東京理科大）  

J刀刀正行．渡辺正孝‖．  
仁木拓志●2．東禎三■2  

（●l水土壌圏環境部．  

Rate constant6 0f the On radicals ¶ith   
fluoroalcohol＄：CF〇CH20H．CF〇CF2 CIl20H．   
CF3CF℡CF2C“20n and vith（C2F6）o N at   
2g8±ZX   

マレーシア熱帯林における P8lo叩（Penta6padon   

notleyi）の椎樹定着過程   

エネルギー需要予測におけるあいまいさの取り扱   
いについて   

GHG eni8Siom esti】】ateSinJapan using AtM   
－Asian－paCificintegrated¶Odelfor   

evaluating policy options－  
マレーシア半島部の【apur（Dryobalanops   
aro¶atiea）林における椎樹の生存過程   

Population dynaTbics and zo爪aldistributiorL   
of carex kobo.ugi in a coastal sand dune 
Seedling establish¶ent Of Xapur（Dryobalano－   
ps aromatica）as affected by herbivoryin   
Malaysian tropiealplantation forests   

Seedling establishⅧent Of eanopJtree   
SpeCiesin Malaysian tropicalrain fore6tS  

Seedling establishne爪t Of dryobalanops   

aro爪atica（Dipterocarpaceae）：A camopy   
SpeCieslnaking a TnOnO－SpeCicific d【）Tninant   
forest  

崩帯林の多様性とその維持機構：個体群生態学の   
立場から  
コウポウムギとチガヤの栄養繁殖様式と両種の個   
体群密度の関係   

ATtemisia偶の2種の植物（シロヨモギ，フクド）   

の耐埴性と分布パターンの関係  
The effects of deer grazing on forest   
Vegetatjon  
低地フタバガヰ林における親木，稚乱 埋土種子   

の空間構造  
マレーシ7・セマンコック森林保護区の丘陵7タ   

′ヾガキ杯の空間構造  

3rdInt．Conf．Chem． 【inetics  

松 江  

札 幌  

Tsukub竿  

松 江  

Yokohalna  

YoXohnrna 

日本生態学会第40回大会  

第9匝けァジィシステム  
シンポジウム   

甘orkshop Appl．8ptim卜  

zation Method Environ．  
Probl．  

日本生態学会第40回大会  

15thlnt．Bot．Congr．   

15thlnt．Bot．Congr．  

5．4  

5．5  

6．1  

5，4  

5．9  

5．9  

a－ 2  

a－ 3  

a－ 4  

a－ 5  

a－ 6  

a－ 7  

】nt．Symp．“Maint．Mech．＆  
Diversity Pla爪t Speeies  

Popul，”   

第16回個体群生態学会シン  
ポジウム  

第41回日本生態学会大会   

第41回日本生態学会大会  

第41回目本生態学会大会   

43rd AIBS Ann．Meet．   

日本植物学会第57匝1大会   

日本生態学会第40回大会  

福 岡   

福 岡  

福 岡   

HonoIultJ   

奈 良   

松 江  

6．3  

6．3  

6．3  

4．8  

4．9  

5．4  

計・川  

a－11  

a－12  

a－13  

a】14  

a－15  

第10回環境科学セミナー  

閉鎖型生態系物質循環施設  
に関する検討委貝会 ‾  
1g93年皮日本海洋学会春季  
大会  

甘木分析化学会第42年会  

化学物質の情報交換のためのパソコンネットワー  
ク 一環境情報フォーラムの現状と参加者から   
の提案一  
関鎖実験系を用いた海洋環境研究   

微生物による DMSPの分解と DM5の生成  

海洋における DMSを中心とする有機硫黄化合物   
の存在状態  

炭素循環における海洋の役割 一大気海洋間の   
CO2 の交換と海洋生態系への取り組み－  

第34回大気汚染学会  

DMS およぴDMSPの生成橋横と大気への放出  第34回大気汚染学会  

●2日本大  
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年記号   発 表 者   題  目   学会等名称   開催都市名  年月   
a－ 22  斉藤千鶴．野尻幸宏   西部南太平洋における金属元素の分布と挙動  1993年皮目本海洋学会春季  

ノゝ   
a－2さ  

児玉幸雄●l．野崎義行■1   会  
（霊】東京大海洋研）  

a－24  5．6  

松井一郎●2  とサンフォトメータによる観測一  ンポジウム  石和町  
（●】防衛大．  

■2大気圏環境部）  
a－25  

Y．Sasar10，H．Suzuki．  ADEOS／【LAS   Sensi爪gSylnp．  

T．Yokota  
（●】KinkiUniv．）  

a－26  
笹野泰弘，鈴木睦．  アルゴリズムについて   シンポジウム  
横田達也  
（霊l近畿大〉  

a－27  

田中正之■1．笹野泰弘．  ロゾルの光学的性質の推定  ノ  ノゝ  
林田佐智子．高村民雄●2  
（＊1東北大．■2防衛大）  

a－28   【LAS／RIS開発状況／データ利用計画   ADEOSワークショップ  6．1  

a－ 2g  笹野泰弘   Limbobservation sensors（observationof  第16国字宙ステーション利  東 衰  6．1  
u eratmosphere byILAS）   用計画ワークショップ   

a－30  
鈴木睦．横田達也  クトー地上検証とデータ利用研究計画・  
（■】地球環境研究セ）  

a－31  

Y，Sasano．T．Yokota  【LAS neasure¶entS   Atmos．Sensing  

（■1xinkiUniv，）  
a－32  lAMAP・IAHS－g3  Yokohalna  

Y．Sasano  inprov（∋dlimbat¶OSphericspectrometer  
くILÅS）0】1boaTdadeosspacecTaft  

a－33  Boston  
M．Suzuki．T．Moriyama－2  DatabaseCo爪f．  
H．Ishida●つ  
T．Watanabe●3  
（＊】Meteorol．Res．Inst．  

＊2Natl．SpaceDev．  

AgencyJpn，．  
■OTorayRes．CerLt．）  

a－34  Tokyo  

H．Kanz紳a●l，Y．Sasano  E爪Viron．＆EarthObs．Sate  

（雷Icent．Global．ror   11．Sens．  

Environ．Re＄．）  
15ゝ   ADEOSILAS の概要   電子情報通信学会   小金井   
笹野泰弘  

a36  1LAS：川onitoringorhigh－latitud（さOZOne   l爪しWorkshopGlobal   Tokyo  

layeTpaT110YeTVieY．SCientific ta一宮etS，  EnYiTOn．邑 EaTtt10bs．  
arldil】Strument   Satell．Sens．  

a－3T  マレーシア低地熱帯林における木材の分解  福岡  
ローレンスGトいン＝  

（－1マトンア森林研）  

a－38  Adynanic爪Odeloftreearchitecturebased   Yokohalna   

OnlightenYiro爪¶entOflndlVidualshoots  
a－3g  lnt．Workshop：Biodiver－  Tsukuba  

（事IFRI軋Malaysia）   Malaysian rainforest：gradient fron   Sity．‖scolnplexity＆  
boundary to eore area   role  

a－40   動物行動学と保全生物学   静岡   
会  

a→ 41  椿宜高．J。【ntachat書】  マレーシア・パソ林のフン虫：森の周辺部から中   第41同日本生態学会大会  福 岡  6．3   

（■1F丘Ⅰ軋Malaysia）   心部への種組成変化   
a－ 42  絶滅の申の生態学的プロセス   第41回日本生態学会大会  福 岡  6．3  
a－ 43  藤間剛．S，X，Yap●1   熱帯雨林における林木の直径生長－デンドロメー  日本林学会罪104回大会   盛 岡  5．4   

く●lマレーシア森林研）  タによる解析－   
a－ 44      The 7thInt．Conr．Solid－  Yokohalna  5．6   W，Miyao♯】，H，Nakane．  Sensors for glot）alenvironnentLSensor and  

E．Yamaka◆2  relnOte SerlS】ng   StateSensol、S＆  

軋Fuh川ishi一っ  Actuators   

T．川oriya¶a●4  

（●1TokyoE叩、Univ、，  
暮2TsukubaColl．  

Technol．  
暮コTohokuUniv．  
●4Ⅳatl．SpaceDev．  

A文enCYJt〉n．）  
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開催都市名  
ⅣIES オゾンレーザ・レーダによる大気観測  八代郡   

石和町  

Yokohaloa 

林田佐智子  第16回レーザセンシングシ  
ンポジウム  

IAIJAP・IAHS ■93  

中根英昭   
笹野泰弘．杉本伸夫●1．  
松井一郎霊l  
（●】大気圏環境部）  
H．Nakane，S，Hayashida，  
Y．Sasano，N，Sugimoto●l．  

Ⅰ．Matsui●1  

（”Atnos．Environ．Div，）  

h．Ⅳakane  

Four years reeord ofⅣIES ozonelider syste仇   
for the detectioTL Of stratospheric change  

Measurement＄Of ozonelay（汀at NIES  

1992年12月／1gg3年1月のつくば上空のオゾン変   
動の解析  

TOMSデータを用いた札幌上空の1月のオゾン全量   
変動の解析   

アラスカにおけるライダー大気観測  

The13th UOEHInしSy】np．＆  
The 2nd Pan Pac．Coop，  

Sylnp．  
日本気象学会1g93年秋季大  

ノゝ  

日本気象学会1993年秋季大  

会   

日本気象学会1993年秋季大  
ノゝ  

Ⅸitakyushu    仙 台  重松直子■1．田口真■1．  
小出理史●1，岡野章一●l．  

福西浩＝．中根英昭  
（●1東北大）  

小竹知紀■l．福西浩”，  

中根英昭  
（■1東北大）  

岩坂春信●1，松永雄司＊】．  
柴田隆■l．林政彦■l．  
村井康浩●1．森育子＊1，  
長谷正博霊】．中田溌＊l．  
藤原玄夫干2．秋吉英治■2．  
山崎孝治●〕．近藤幸治＝．  

中根英昭  
（”名古屋大．●2福岡大，  
吊気象研．  
書4高層気象台）  
H．Ⅳagata，Z．A．M．Ahmad●1  
A，H．Idris＊2  
（＊1univ．Ⅸebangsaan   

Malaysia，  
■2univ，Malaya）  

伊澤雅子●l．土肥昭夫＊2，  
小野勇一轟2．佐々木浩■2．  
岩本俊孝■3．永田尚志  
（■1琉球太●2九州大．  

■○宮崎大）  

永田尚志．Z，A，軋Ahmad＊】  

A．H．【dri5●2  
（●1マレーシア国民九   
●2マレー大）  

M，】zaⅦa■】．T．Doi12  
H．Sasaki■2．Y．Ono●2．  
T，Iwa¶OtO■〇．H．Nagata．  
A．NeYSOme■4．  
P．Catling■4  
J．Ⅸikkava●6  
（■lu爪iv．Ryukyu＄．   
●2Ⅸyu6hu Univ‥   
■3MiyazakiUniv‥   
●4csIRO．   
●6urLiv．QueerLSland）  
T．Doi”．T，】▼a爪OtO◆2．  
H．Sasaki暮1，Y．Ono◆l．  
n．Nagata．A▲ⅣewsoⅦe■O  
P．Catling＊コ  
J．Kikkawa●4  
（●1Ⅸyushu Univ‥   
雷2MiyazakiU爪iv，．   

＊3csIRO．   
雷4univ．Oueensland）  

H．Nagata  

Bandar  
S（汀i   

Bega曹an  

松江  

Int．Conf，Tropical  
RainforestIies．Cl】rr．  
isslユe6  

日本生態学会第40回大会  

Co叩arisorL Of avifau爪a betYeert tYOlovland  forestsin Peninsula Malaysia，  

オーストラリア半乾燥地帯に生息するノネコの育  仔行動  

日本鳥学会19g3年虔  マレー半島における林床性鳥類群集構造の比較  

8thlnt．Theri（〕logieal  

Congr．  SpaciJlg pattern Of the feralcatslivingin  the se¶i－arid Australia  

6thInt．Theriological  

Congr．  Dispersalof the reralcatsin th（∋Semi‾arid  Australia  

Mating syste¶Sin the styan’s grasshopper   
Yarbler（Locuste11a pleskei）：Yho control   
a爪ating system？  
マレーシア低地熱帯林における果実昆虫食鳥類群   
集：特にヒヨドリ頬の採食ギルドについて  

2ndlnt．Ornithological  
Se】ni．   

弟41回日本生態学会大会  

Chichibu  

福 岡  永田尚志．A．H．】dris■】  

Z．A．軋Ahmad■2  
（■1U爪iv，Malaya．  
＊2univ．Xebangsaan   

Malaysia）  
内海共生■㌧小島茂明●2  
野尻幸宏，関文威●1  
（●1筑波太●2東京大）  

野尻幸宏．曽毅強●l．  
向井人史．坂東博●2  
（●l負州地球化学研．  

1993年皮目本海洋学会春季 大会  安定同位体利用技術研究会  

北フィジー海盆リフト系熱水噴出孔周辺における   
バクテリオブランクトン   

GC／C／MSによる Cn4及びCOの炭素安定同位体   
比の分析について  
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年記号   発 表 者   親  日   学会等名称   開催都市名  年月   
a－60  1993年虔日本地球化学会年   東大阪  5．g  

大槻晃■l   田  
（■1東京水産大）  

a－61  5，9  
向井人史，坂東博■2  ノゝ  
（●l負州地球化学研．  
＊2大阪府立大）  

a－62  
坂本充●2．曽毅強■○，  の炭素安定同位体比による解析  会  
野尻幸宏  
（■】農業環境研．  
●2名古屋大．  
義3負州地球化学研）  

a－63  5．9  
曽毅強●2．大槻晃■1  田  
（■】東京水産大．  
■2負州地球化学研）  

a－64  5，9  
脇田宏●】．野尻幸宏．  会  
渡辺一樹暮2．梶村徹●2  
（●】東京大．  
増海上保安庁）  

a－65  
野尻幸宏  一乗京湾周辺の解析   会  
（雷1大阪府立大．  
■2国立公衆衛生院）  

a－66  
田野中武志象2．野尻孝宏．  田  
井上元  
（■l地球人問環境フォー  
ラム．  
暮2グリーンブルー（株））  

a一も1  5．1（）  

肌Xusaねbe雷1   SOdaspringsalong theCa¶erOO爪VoIcanic  会  
Y，Nojiri，】．Kita●2  1ine  

（●10kayamaUniv‥  
霊2AkitaUniv．）  

a－68  
A．Ots油i●1   1akes   Ofatmos．greenhouse  
（◆lTokyoU爪iv．）  gaSeS  

a－69   酸性雨生成機構の解明  5．10  
a－70  

坂東博■】．渡辺征夫■2．  会  
大和政彦■0．秋元学事4  
（■】大阪府立大，  
●2国立公衆衛生院．  
一っ群馬大．象4東京大）  

a－71  つくば  
村野健太郎  ．過酸化物の生成  
（＊1東京農工大）  

a－72   Taipei   

S．Hatakeya¶a．X．朋ura爪C．  OVerthePaciricRi¶RegionofEastAsia  Clim．ChangesinEast  
H．Bandow◆2．A．Shimizu．  Asia   
臥MuTaki、N、Nishika∀a、  
F．Sakal【aki．  
T，Mizoguchi●3  
A，Yanato■4，S．Tanaka暮5  
l，Watanabe”，  
H．S∂tSumabayashi●8  
D．Jatte書7．エーT．Tang事8．  

D．81aka●8．  
F，S．丘owland◆8  
J．川errill川  
（暮1univ．Tokyo，  
■20sakaPref．Univ．，  
●3Natl．【爪St．Publ．  
Health，  
義dGun岨Univ‥  
事5ⅨeioUniv．．  

■BⅣaganoPrer‥  
■7univ．Alasuka．  
■8peki爪g，Univ．．  
◆8univ．Calif．．  
】Ouniv．RhodeIsland）   
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題  目  
■g2 PEACAMPOT aircraft ob5erVation of   
PO11utants over East China Sea aLtd Sea of  
Japa刀  

lnt．Conf，Reg．Environ．＆  
Cli†n，Changesin East  
A5ia  

S．肋takeya¶a．Ⅸ．Hurano．  
軋Band（〉甘”．H，AkiⅦOtO■4  

J．翳at8mabe●3．  
S．Tanaka●d．札Y即柑tO■6  
（暮10saka Pref．Univ‥  
◆2u爪iv．Tokyo．  
●3Inst．Publ．Ⅵealth，  
事4Reio Univ，．  
＊5Gunma Univ．）  
M．ramato■1．  
S．uatakeya¶a．  
H，Aki†uOtO事2．K．Murano．  
軋BaふdoT●3．K．【mai●l  
（＊1Gu爪ma Univ，  
●2u爪iv．Tokyo．  
■30saka Pref．Univ．）  

H．BandoY●l．  
S．”atakeya¶a．  
【．Murano．肌Ya¶atO＊2，  
軋AkiれOtO●〇．  
（引Osaka Pref．Univ．   
書2Gun】〔a Uniiv‥  
◆3uれjγ．Tokyo〉  

畠山史郎．頼海洋●1，  
村野健太郎  
（●1東京農工大）  
畠山史郎，村野健太郎，  
向井人史，渡辺征夫■1，  
田中茂◆2，大和政彦＊〇．  

坂東博＝．薩摩林光■6．  
鶴田治雄■8．秋元挙●7  
（●l国立公衆衛生院．  
●2慶応大，●3群馬大．  

雷4大阪府立大．  
■5長野県衛公研．  
㈹農項研′■7東京大）  
畠山史郎，村野健太郎，  
坂東博”．渡辺征夫●2．  
大和政彦招  
（ヰ1大阪府立大．   
◆2国立公衆衛生院．   

●3群馬大）  

坂東博，】．畠山史郎．  
村野健太郎．大和政彦■2，  
秋元撃■3  
（●l大阪府立大．■2群馬大   
●3東京大）  

大和政彦”．畠山史郎．  

村野健太郎．坂東博＊2．  
秋元宅●3  

（●1群馬大．■2大阪府立大   
●3東京大）  

畠山史郎．頼海洋■】．  
村野健太郎  
（＊1東京農工大）  
中屋壇●1．原宏●2．  

畠山史郎  
（●l青山学院大．   
●2国立公衆衛生院）  

畠山史郎  
S．Hayashida  

津田良平■1，田中祐志◆l．  

原島省，熊谷道夫＊2  
（■1近畿大．霊2琵琶湖研）  

原島省．若林孝‖．  
坂本重次●l．竹内義治■2  
（◆1（財）日本気象協会．   
●2（財）地球・人間環境  
フォーラム）  

相木岳志●1．原島省  
（■1海洋化研）  

古沢一恩書l．黒川治暮】，  

亭畠博彦■㌧原島省．  

【n亡．Conf．定eg．Enyiro爪．＆  
C‖ln．ChaれgeSin East  
A＄ia  

Afrcrart ¶eaぎUre1日ent Of 亡he che苅fcal   
co仇pOSition ofindiYidualaerosolparti‾   
cles over the Pacific Ri帆Regions of East   

Asia during PEACAMPOT  

Nitorogen oxides measuredin the t91  PEACAMPOT aircraft  
】nt．Con！．Reg、Environ．＆  

Clim．Changesin East  
Asia  

オゾンーオレフィン反応による有機過酸化物の生  成  ●921GAC調査（1）－t92年度調査の概要－  

第34回大気汚染学会  

第31回大気汚染学会  

第34回大気汚染学会  ’921GAC調査（2）一SO2．NOx．0。の観測ト  a－ 78  

’ 
9ZrGAC調査（4）日本周辺の海洋上大気中に   
おける窒素酸化物の高度分布－  

第出回大気汚染学会  a一 門  

■92tGAC調査（15〉 東アジア上空の対流届エ  アロゾルの性質－  

第34回大気汚染学会  

日本化学会第67春季年会  

日本化学会第β7春季年会  

エチレンと 0Ⅵの反応による2－ヒドロキシエチル   
ヒドロペルオキシドの生成   

メチルヒドロペルオキンドによる亜硫酸の   
pHl～2における液相酸化反応  

酸性物質による大気汚染  
The surface areas of voIca†1ic aerosoIs from   
the Pinatubo eTUption and their   
heterogeneous che】〔istry  
レーザ光ファイパ技術による植物プランクトンの   
計測とその応用   

日韓フェリーによる海洋環項モニタリング（3）   

クロロフィル蛍光の時空間変動  

東 京  
Yoko上Ialna  

東 京  

東 京  

日本化学会第67春季年会  
】AMAP・IAHS ■93  

水産工学会シンポジウム  

19g3年度目本海洋学会春季  

大会  

6．3  

5．7  

5，4  

5．4  

a－ 83  
a一 朗  

a－ 85  

a－ 86  

1gg3年度目寒梅洋学全春季  
大会  
1993年度日本海洋学会春季  
大会  

日韓フェリーによる溶存二酸化炭素の高密度連続   
観測  
瀬戸内海・対馬海峡における植物プランクトンの   
サイズ別および分顎群別生物畳  
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発 表 者  題  目  開催都市名  
田中枯志●1．津田  レーザー光ファイバーセンシングによる植物プラ   

ンクトンサイズスペクトルの空間分布   

日輪フェリー航鞄における生物起源硫黄（DMS）の   

濃度分布   

海洋二酸化炭素分圧の高密度連続測定法  

1g93年度日本海洋学金春季  
大会   

1993年皮目本海洋学会春季  
大会   

第54回分析化学討論会  

原島省  
（蠣】近畿大）  

田中茂●1．樫山昭彦●l．  

原島省  
（●1慶応大）  

紀本岳志暮】．  

藤永太一郎●1．原島省，  
紀本英志暮2  

（”海洋化研（財）．  

暮2紀本電子）  
T．1inoto●1，A，Harashima  
（■lRes．Inst．   

Oceanoehe¶．Osaka）  

A．Harashima  

Ⅵigh resolution tine／space monitoring of the   
SurraCe Sea▼ater CO2 partialpress几‖1by   
Ship－0トopportunity  

Construction of GIS for the evaluation or   
胴rine biogeochemicaland／or vegetation   
COnditions based onlhe ferry爪Onitorimg   
arld satellite ocean color data  
生物対流現象の数値シミュレーションとその可視   
化  

Chem．OceanoEr，Gordon  
Res，Conf．GlobalFluxes．  
Clinate Change．＆Oeean  
Ch（∋山．1gg8 Gordon Conf．  
Chem．Oceanogr．  
lnt．Soc．Photogram¶，＆  
Re】コOtO Sensing Colnln，ⅤⅠ王  
Int．WorkshopIielnOte  
Sensing Marine Enviroll．  
第3匝】ジャパンAVS カンフ  
ァレンス  

井上千鶴●1，藤代～成‖ 
原島省，渡辺正孝●2，  
池辺八州彦■3  
（■1お茶の水女子大．  
義2水土壌圏環境部．  
＊3筑波大）  

．  

Y．Tanaka■】．R．Tsuda●1．  
A．Harashima  
（■】xinkiUniv．）   

A．Harashima，R．Tsuda■1  
Y．Tanaka●l．T．Ⅸinoto象2，  
S，Tanaka■3  
X，Furusawa雷4  
0．ⅨuTOkawa■d  
Y．Takeuchi■6．トR，Oh●8  
（■】xinkiUniv‥  
事2Res．Inst．   
Oceanoche¶‥  

■］Eeio U爪iv．．  
■4Marine Biol．Res．  
lnst．Jpn‥  

＊6GlobalEnviron．Foru¶  
●8Ⅸorea Ocean Re5．）  

田中茂れ．  
スリ ソ●ユ7リサソトす雷】  

和田敏◆1，佐藤憲行●l．  
原島省（●1慶応大）  
S，”arada．A，tChikawa＊】  
（■1univ．Tokyo）  

原田茂樹．渡辺正孝■】，  
木幡邦男■2．越川梅■］，  
佐藤一省■］  

（■】水土壌幽環境部．  
■2地域環境研究グ．  
■コ東京理科大）  

原田茂乱渡辺正孝■】，  
木幡邦男■2．庵谷晃＊3，  
越川海■4  

（●l水土壌幽環境部，  
◆2地域環境研究グ，  
一っ東京水産大，  
雷4東京理科大）  
越川海●1．原田茂1凱  
渡辺正孝◆2．木幡邦男■3．  

佐藤一省●l  
（＊1東京理科大．  
事2水土壌国環境弧  
●3地域環境研究グ）  
T．Miyazaki．A．Harashilna   

向井人史．畠山史阻  
村野健太郎．坂東博■l  
（■1大阪府立大）  

向井人史．村野健太郎  

向井人史．中尾允tl  

1n situ¶Onitori叩Or ChlorophylトA and size   

SpeCtra Of phytoplankton vialaser－induced   
fl】OreSCenCe through an opticalfiber（川  
Japan－Eorea ferry  
A Sen卜continuous environ¶entalmonitoring   
and associated chel）icaland biological   
measllrenent uSing seaYaterintake of  
Japan－Ⅹorea ferry  

NoTth Pac．Harine Sci．  
Organ．2爪d Annu．Meeting  

Ⅳorth Pac．Marirle Sci．  
Organ．2nd Annu．Meeti爪g  

閉鎖性海域（瀬戸内海・東京湾・ペルシャ湾〉 に   
おける海水中のヒ素化合物の確度分布  

A study on the perforEnanCe Of the drainage   
infiltratio爪 Strata  
lコCトレーサーを用いた海洋メゾコズム中の   
Carbon－Cycleに関する研究   
その3D】C・DOCから POCへの変換と諸形態炭   
素量の変遷の関連  

海洋メゾコズム中の生態系遷移と炭素循環に関す   
る研究1．藻類種の変遷と諸形態炭素量の変遷  

1993年度日本地球化学全年  
A  

6thInしConf．Urban Storln  
Drainage  
1993年度日本海洋学会秋季  
大会  

Falls   

Niagara    仙 台  

第Z8回日本水環境学会年会  

る研究 2．1つCトレーサー法による炭素の形態   
海洋メゾコズム中の生態系遷移と炭素循環に関す     変化  

第28回日本水環境学会年会  

Measuri叩the叩eCtralsingnatures of coTal   
reef s 

’921GAC調査（6）目本海及び東シナ海上での   
エアロゾル成分の高度分布－   

－g2IGAC調査（7）隠岐島における大気中ガス．   
エアロゾル成分の挙動一  
山陰一中国山地瀬戸内のライン上の湿性沈着量  

1g93Int．Geosci．＆Re¶Ote  
Sensing Synp．  
第34回大気汚染学会  

第34回大気汚染学会   

第34回大気汚染学会  

Tokyo   

千 葉  

千 薬   

子 葉  

5．8  

5．12  

5．12  

5．12  
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題  目  
雨自動採取分析装置によるフィールド調査第  及川紀久雄‖．  

村野健太郎．和田健一●2．  
猪俣保■3．榎本保典－4．  
大沼敬子●4  
（雷1新潟薬科大．  
雷2日本ダイオ末クス．  
蠣3楓河アナソティカル   
システムズ，  

事d柴田科学器械工業）  
安念滑●l．大西勝英霊1．  
坂森重治■l．早狩進事2、  
松尾寺◆2．福崎紀夫暮3，  
佐々木一敏●4．  

清水源治■8．久米一成●8，  
土器崖由紀子●7．  
丸太恵美子■8．  
村野健太郎．畠山史郎  
（暮1富山県公害セ，  
●2青森県環境保健セ，  
■l新潟県衛生公害研，  
＊4長野県衛生公害研．  
■6山梨県衛生公宰研．  
●8静岡県衛生環境セ．  
●7気象大，＊8慶応大〉  

薩摩林光＊1．  
佐々木一敏●l 
， 内田英夫‖．鹿角孝男事l．  
鹿野正明●l．太田宗康●1．  
村野健太郎，畠山史郎．  
向井人文．植田洋匡■2．  
澤口次夫●コ  

（書l長野県衛生公害研．  
義2九州大．  
＝国立公衆衛生院）  

佐々木一敏●1．  
薩摩林光■l，村野健太郎．  
溝口次夫書2  
（●】島野県衛生公害研．  
●2国立公衆衛生院）  

鹿野正明事】．薩摩杯光書】．  
内田英夫■】．鹿角孝男引．  
佐々木一敏●1，  
太田宗康■l．肩口次夫■2  

村野健太郎，畠山史郎．  
向井人史．西川雅高．  
植田洋匡霊コ  
（＊1長野県衛生公害研，■  
＊2国立公衆衛生院．  

■○九州大）  

金城義勝●l，比嘉尚哉●1．  
与儀和夫●1．村野健太郎．  
畠山史郎．溝口次夫■2，  
秋元琴●3  
く■1沖縄県公賓研．  
■2国立公衆衛生院．  

●〇東京大）  

及川紀久雄ヤ．  
村野健太郎，榎本保典書2．  
細田健一●0．猪俣保一一  
（霊】新潟薬科大．  
●2柴田科学器械．  

合発表会  

第34回大気汚染学会  山岳地帯における酸性降下物の広域モニタリング   
の研究（ⅠⅠ）  

■ 
g2IGAC調査（11）一中部山岳地域における大気   
中酸性物質の挙動「  

第34回大気汚染学会  

t 

92IGAC調査（12）一内陸地域における大気中   
PAN濃度－  

第34回大気汚染学会  

t 

g2IGAC調査（13）一中部山岳地域における降水   
成分と粒子物質の経月変化－  

第34回大気汚染学会  

第34回大気汚染学会  
■ 
92柑AC調査（14）沖縄・辺戸のオゾン凛庶に   
ついて－  

第34回大気汚染学会  
tCを組み合わせた酸性雨自動採取分析装置の開  発（第3報）  

◆3日本ダイオネク  
●4横河アナリティ   
システムズ）  

レ
 
 

ス
カ
 
 

lCを組み合わせた酸性雨自動採取分析装置の開  発（第4報）一酸性雪の気象学的考察  

第34回大気汚染学会  及川紀久雄◆l 
． 村野健太郎．猪俣保雷2．  
和田健一●3．榎本保典■d  

（■l新潟薬科大．  
●2枝河アナリテイカル  
システムズ，  

■3日本ダイオネタス．  

●4柴田科学器械）  
渡辺竜馬霊1，東野時行■1，  
池田有光事】．村野健太郎．  
畠山史郎．松本光弘●2  
（■1大阪府立大．  

a－113  

赤城山におけるフィールド調査と解析（2）  一霧水の成分特性に関する考察－  

第34回大気汚染学会  a－114  
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年記号   発 表 者   題  目   学会等名称 ・   開催都市名  年月   
a－115  第34回大気汚染学会  千葉  

安田龍介■1．池田有光●l．  

村野健太郎．畠山史郎   
（●1大阪府立大）  

a－116  第34回大気汚染学会  千葉  
澤口次夫◆1．  

久芳宗達美■2，  
岡田誠◆2  

（●1国立公衆衛生院．  
●2cRC総研）  

a－117   グリーンGNP   ⅣWFシンポジウム  東京   
a－118  地球環境変化のヒュ 

する研究動向  員会   
a－11g   地球環境保全への経済学的アプローチ   東京   

員会   
a－120  Montreal  
M．Xainuma，S．Nishioka■2  
（＊1KyotoUniv，．  
■2cent．Global  
Environ．Res，）  

a－121   地球環境問題と経済   第24回白石記念講座  東京   
a－12Z  森田恒幸   地球環境政策を考える   パブ■ノック・チョイス研究   東 京  5．6   

田  
a－123  森田恒幸   地球温暖化問題について   物流連環墳問題委員会   東 京  5．6   
a－124  
M，lainu¶a．n．harasawa●2  evaluatingpolicy．OptionstoreduceGHG  Is＄ueSAsia  
X．lai  e¶issionsandglobalYarlninginpacts  
（■1【yotoUniv．．  
■2cent．Global  
Environ．Res．）  

a－125   経済学教育への期待と提言   市川   
大会  

a126  T，Morita，Y．Matsuoka＝  Preliminary resultsandconclusionson   lPCC YGnI．Lead Authors  A†nSterda【花  5，12   
（＊】KyotoUniv．）   elnission sce爪arios and their assu¶PtlOrlS  Meetlng   

a－127  地球環境と公共政策に関するコメント  東京  
連絡委員会第7回シンポジ  

ウム  
a－128  地球環境と開発   八王子   

ム   
a－1 

（●1ⅨyotoUniv．）  theirbasica66UlnPtions：Asurveyand  
questionTLaire（Preliminaryreport）  

a－130  
（■1xyotoUniY．）  1ationandeeono¶iegrowthassumptions  

usedforforecastinggreenhousegas  
e爪1SSlOnS  

a－131   Aconmentonjointilnplelnentation   tPCC－GⅢ．Workshop   Tsukuba   

a－132  
（●10sakaUniv．）   suEAptionbydeceTttralizedlanduseinJapan  Zationn8thodEnviron．  

Probl．  
a－133   道路と地球環境の保全   高速道路網査全委員会  東京   
a－134  森田恒幸   地球温暖化の影響と対策について   学校数背振興大会   大 宮  6．2  

安野正之，野崎久義■1．  Ochro¶OmaSSp，によるピコプランクトンの摂食  日本生態学会第4D回大会  
張暁明霊1  について  
（■】生物匿環境部）  

M．YasullO  Standardization of lest organisms and The12thAnllu，Meet．＆   Seoul  5．6  

developnent of toxicity tests nethods Acad．Conv．TheKorean  
SocEnvirohToxicol  

M．Ya6unO  BiadiversitV studies in tropical rain Ⅸyoto  

forests under the EnvironmerLt Agency   Biodiversity  
PrOJeet  

Tokyo  
T，Nakaji両a，2．s．Mukai●〇  spectroTneter（ILAS）onadeosforpolar  Sen＄ingS川p．  
M．Suzuki，Y．Sasano  stratospherie ozone monitoring 
（＊】Ya1日anaShiUniv‥  
■2univ．Tokyo．  
■3xinkiU爪iv．）  

桟田達也．鈴木睦．  鳥取  
笹野泰弘   処理手法と計算機システム  会  
T．Yokota   ILAS：MonitoringofhighLlatitudeozone  InしWorkshopGlobal  Tokyo   

1ayer：Part 2Dataretrievalalgorith1日S  Environ，＆EarthObs，  
Satell，Sens．   
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発 表 者  学会等名称  開催都市名  
地域環境研究グループ  
柏崎守弘，高木博美   

M．Ando，Ⅹ．【ataglri，  
S．Y8mamOtO，  
【．恥kamatsu●1  
S．ABanuma●2，  
Ⅰ．Kawahara◆コ  

（■1Fukuoka Yomen’s   
Univり  
◆2Jpn，Inst．RuralMed．  

●3Hatsumotol）ent．   
Coll．）  

安藤満，田村扁治■1，  
李字時事2，曹守仁■2  
（■1項境健康部，  
●2中国環境衛生工程研）  
T．Ichinose，Y．Eumagai，  
A．Furuyama，H．S且g8i  

画像解析による懸濁粒子のサイズ別個体教の自動   
計測に関する研究  
Effect of hyperthermia on lipid peroridation 
aTLd ditochondrialelectron tran5pOrtirL  
liver  

日本水環境学会弟27回年会   

VIthInt．Conf．Superoxide  
＆SuperoxideI）ismutase  

中国北東市における大気汚染屋内汚染と発生瀕  弟朋回大気汚染学会  ト 3  

T）ieselexhaust particles（DEP）－irLduced E）ulTDO－   
naryinjury．Ⅰ．Histopathologicalchanges   
and protection by polyethylene glycol   
conjugated superoxide dismltaSe  
ディーゼル排気微粒子（DEP）による気管支喘息発   
症における活性酸素の役割  
デイーセル排気微粒子（DEP）の生休影響：6報．肺   
腫瘍尭生と高脂肪企及びβカロチン食の影響  
ディーゼル排気微粒子川EP）の生体影響ニ4稚．   

毛細血管内皮細胞傷害と SODによる抑制  
デイーヤル排気微粒子（DEP）による肺塙の発生に   

及ぼす高脂肪食とβ一カロチンの影響  
有機リン酸系抽出剤によるランタニド（ⅠⅠⅠ）の溶   
媒抽出の速度諭（1）ストップトフロー法によ   
る水－ミセル系での抽出平衡と逆摘出速度の同   

時解析  
有機リン酸系抽出剤によるランタニド（Ⅰ王Ⅰ）の溶   
妓抽出の速度諭（2）遠心分配クロマトグラフ   
ィの溶出挙動におよぽす速度論的因子   

霞ケ浦におけるアオコの発生と化学閲要因（‖   
炉過態の鉄および前の濃度の季節変動   

間欠ばっ気活性汚泥法のDO 自動制御と栄養塩類   
除去，温暖化ガス抑制の関係  

b 4  VlthInt．Conf．Superoxide  
＆Superoxide Di珊utaSe  

筑波ケミカル サイエンス  
クラブ ワークショップ  
大気汚染学会   

大気汚染学会   

臨床フリーラジカル会議   

日本分析化学会第42年会  

市瀬孝道，熊谷義人，  

嵯峨井勝  
市瀬孝遺，嵯峨井勝   

市瀬草道，古山昭子，  
熊谷義人，嵯峨井勝  
市瀬車道，嵯峨井勝   

稲葉一穂，  
S．1uralidharan＊1  
日．アreisel、■】  
（■】Univ．Arizona）  

稲葉一穂，  
S．Huralidharan‖  
H．アreiser◆1  
（‖univ．Arizona）  

楢葉一増，矢木修身◆1，  
冨岡典子＝  
（●】水土壌圏環境部）  
稲森悠平，照沼洋◆l，  

戎野棟一■】，岡部洋●1，  
水落元之■㌔山本眞●コ，  
内田達也＊つ  

（●】東邦大，◆2土木研，  
◆3日立化成テクノプラ  

ント）  

小西秀則■㌧清水意次◆1，  
山上信明■l，西川孝歳●l，  
稲森烙平  
（●l石川県保健環境セ）  
大内山高広◆l，  
杉哺則夫◆2，稲森悠平，  
須藤隆一◆3  

（■l日本環境クリエイト，  

●2茨城県衛生研，  
◆コ東北大）  

稲森悠平，高木博夫，  
秋元里乃■1，中村以正一1  
須藤隆一●2，伊藤睦崖●コ  

（●l筑波大，●2東北大，  
■］茨城県企業局）  
岩見徳雄●l，稲森悠平，  
杉補則美事2，須藤隆一雷〕  

（■1（株）環境プラント，  
書2茨城県衛生研，◆  
■コ東北大）  

田中伸幸●l，森忠洋雷2，  
桶森悠平，須藤隆一■〇  
川囁善一郎■4  
（●1鳥取大，●2島根大，  
●コ泉北大，■4愛媛大）  
村上和仁●l，須藤隆一＊2  
稲森悠平，索厨康◆3，  
（■l東邦大，書2東北大，  
■8奥羽大）  

bさ   

b－ 6  

b 7  

b▼ 8  

ト 9  

つくば   

千 果   

干 東   

京 都   

広 島  

さ．11  

買∵‖司  

5．】2  

6．Z  

5．10  

日本分析化学会第現年会  

日本陸水学会弟58図大会  

日本水環境学会第27回年会  

トノ13  日本水環境学会第27回年会  ドラフトチューブ付気液接触装置特性とその効率   
的排水処理に関する研究  

生物腰出現小動物の食胞内pH とカビ異物質   
Z－HIE の分解との関係  

日本水環境学会第27回年会  b－14  

有毒アオコ産成Hicrocystin RRの生物濃縮と分  解  
日本水環境学会第27回年会  

有用微小動物を活用した群体形成アオコの捕食・  分解と操作因子  
日本水環境学会弟27回年会  

日本水環境学会第Z7回年会  
外来細菌の生残性および被食圧とマイクロコズム  構成微生物の代謝産物との関係  

b 17 

自然現場水を用いた税辟環境マイクロコズムにお  ける遺伝子絶換え細菌の挙動  
日本水環境学会第27回年会  b－18  
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発 表 者  題  目  開催都市  
金岡永●1．須藤隆一◆1．  
稲森悠平，杉浦則夫暮2．  
（●1東北大．  
●2茨城県衛生研）  
庄司成敬H．井上充＊1．  
平野浩二＝．稲森悠平  
（●1神奈川県環境科学セ）  
藤本尚志●1．須藤隆一●l．  

締森悠平．岩見徳雄＊2、  
高木博夫．杉浦則夫事3  
（■l東北大．  
＊2（株）環境プラント  

雷つ茨城県衛生研）  
稲森悠平．中村智明■1，  
小沼和博引．大石正典●1．  
石黒智彦霊2▲韻藤隆一●3  
（引東邦大，●2日環衛生セ  
tコ東北大）  

渡辺捻◆1．前場孝明＝．  
安富俊雄●1．  
太田絵津奈暮2．  

森田美津子霊2 
． 祐田泰延雷2．稲森偲平  
（●1静岡県衛生環境セ，  
●2静岡県立大）  
稲森悠平．高木博夫，  
高松良江＝，須藤隆一●2  
（日東邦大，●2東北大）  
稲森悠平．高井智丈‖，  
平田彰■】  
（●l早稲田大〉  

孔海南●1．中西弘■l．  
稲森悠平．須藤隆一事2  
（●l山口大．雷2東北大）  

稲森悠平，村上和仁一1．  

角田美奈子●1 
． 佐藤瑠佳●1．須藤隆一■2  
栗原康●3  
（●1東邦大．■2庚北太  

事3奥羽大）  

稲森悠平．山内健太郎‖．  
朴哲緊．梶内俊夫◆2．  
矢野正俊●3  
（◆1東邦大．■2東工大，   
●3大王製紙〉  
中村智明■1．戎野操一‖，  

稲森悠平．碩藤隆一◆2．  
石黒智彦●3  
（●1東邦大．■2東北大，   
●3日本環境衛生セ）  

稲森悠平．高井智丈＝．  
平田彰●1  

（●1早稲田大）  

稲森悠平．高谷彰之●1．  
高井智丈●2，平田彰■2  

（●1東邦大，   
暮2早稲田大）  
愈順珠●l．徐胤沫●】．  
稲森悠平．岩見徳雄．  
近藤憲章●2  
（■1韓国国立環境研．   
雷2日立化成テクノブラ  
ンり  

孔海南．稲森悠平，  
近藤雅夫■1，謝維臣‖  
（事】ベスト工業）  

岩見徳雄．稲森悠平．  
松竜一夫．杉浦則夫●1．  
須藤隆一－2  

（●l茨城県企業息  

細菌の親和性  と基質除去特性に及ばす担   水環境学会第27珂  
基質の種類の影響  

限外ろ過膜を組み込んだ回分活性汚泥法における   
処理の高ま化   

淡水産藻類種構成と窒素濃度およびⅣ／P比との   
関係  

日本水環境学会第27回年会  

日本水環境学会第27回年会  

包括固定化微生物による浸出水成分の除去  日本水環境学会第27回年会  

活性汚泥を用いた製紙排水処理に関する研究  一馴化した活性汚泥による検討一  
日本水環境学会第27回年会  

洗剤の発生垂と環境への負荷塁とその生態系影響   
評価   

循環式嫌気好気生物膜プロセスにおける C／N比   
と硝化菌，脱窒菌のバイオマスおよび活性との   
関係  
循環式嫌気好気自己造拉生物膜固定化法における   
細菌相と脱窒癌性   

マイクロコズムにおける遺伝子粗換え細菌と親株   
細菌の動態解析  

日本水環境学会第27［司年会  

日本水環境学会第2T回年会  

日本水環境学会第27回年会  

日本水環境学会第27回年会  

b－ 24  

b－ 25  

b－ 26  

b－ 2T  

静 岡  

静 岡  

静 岡  

静 岡  

5．3  

5．3  

日∴ 計  

5．3  

製紙パルプ工場排水中のダイオキシン頸の微生物  複合担体法による高度処理  日永水処理生物学会第30回 大会  

P6eudononas aeruginosaによる芳香族化合物の  生分解特性  日本水処理生物学会第30回 大会  

嫌気好気生物膜循環法における嫌気好気容標比の   
硝化脱窒効率に及ばす影響   

嫌気好気生物膜法における汚泥生成量と循環及び   
容積負荷との関係  

高温好気発酵プロセスにおける高濃度有権性排水   
の処理  

日本水処理生物学会第机回  
大会   

日本水処理生物学会第30回  
大会  

日本水処理生物学会第30回  
大会  

b－ 32  

間欠囁気高増床活性汚泥・クロスフロー式UF膜分   
離法におi才る処理性能に及ぼす操作因子の影響  

UF膜高凛度生物処理法による汚濁湖沼水の高度  
処理  

日本水処理生物学金策30回  
大全   

日本水処理生物学会第30回  
大会  
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発 表 者  
森悠平．金周永●l  
近山扁幸■2．杉浦則夫●3．  
大内山高広一一，須藤隆一  
（暮】東北大，   
■2日立化成テクノプラ  
ン ト  
tコ茨城県企業局  
◆一日木屑墳クリエイり  
稲森悠平．木村其子．  
中村以正●l．碩藤隆一●2  

（書I筑波大．蠣2東北大）  
丁国際●l．稲森悠平．  
杉浦則夫＊Z，須藤隆一●1，  

犬塚孝司●8  
（雷】東北大．  

栂茨城眉企業局．  
●3枚方市水道局）  
林紀男●】．稲森悠平．  
須藤隆一ナ2  

（tl千葉県立中央博．  
暮2東北大）  

金周永■1，杉浦則夫■2．  
福武朗子■〇，稲森悠平．  
須藤儀一■1  

（■1東北大．  
＊2茨城県企業局．  
書○東邦大）  

囁隆之●1．後藤隆一■1．  

稲森悠平  
（れ男北大）  

稲森悠平，碩藤隆一■l．  
小沼和博■2．松村正利＊2  
朴暫整■〇  
（事1東北大．＊2筑波大．  
暮コ東工大）  

稲森悠平．水落元之，  
照沼洋●1，山本庭■1，  

幕田俊信■1．内田達也暮l  
（事l日立化成テクノプラ  
ンり  

稲森悠平．高木博夫．  
秋元里乃刃．中村以正■】．  
須藤隆一◆2  

（●王筑波大．●2兼北大）  
藤本尚志書l，須藤隆一書1，  

桜浦則夫■㌔桁森偲平  
（義1東北大．  

■2茨城県企業局）  
松田和久◆l．領膝隆一◆l．  

細見正明●2．稲森悠平  
（●l東北大，  

物の役割と浄化特性  

生物活性炭処理システムにおける線虫猿等の役割  低濃度汚濁海水の食物連鎖を活用した浄化に関す  る研究  

日本水処理生物学会葬30回  
大会   

日本水処理生物学会第）D回  
大会  

有用微小動物輪虫類Philodina erythrophthalⅧa   
の有効活用に関する研究  

微小動物および細菌類の活性炭付着能と基質除去   
特性  

日本水処理生物学会第30同  
大会  

日本水処理生物学会第30回  
大会  

埋立地浸出水の高度処理に及ぼすオゾン酸化の影   
響   

ハイブリッド型プロセスによる埋立地浸出水の高   
度処理  

日本水処理生物学金策30回  
大会   

日本水処理生物学会第30回  
大会  

嫌気－DO自動制御間欠ばっ気活性汚泥による窒  素・リン高度除去  日本水処理生物学会第30回 大会  

ト 4ご  

微小動物及び細菌による有毒アオコ産垂   
Microcystin RRの分解  

藍藻顎の混合培養系における温度変化に対する増   
殖特性  

汽水域におけるヨシ生育への塩分凛庶の影響に関   
する研究  

活性汚泥申の原生動物の動態と操作包子との関係  

日本水処理生物学金策錮回  
大会  

日本水処理生物学全軍30回  
大会  

日本水処理生物学会第鍋回  
大会  

日本水処理生物学会第∽屈  
大会  

日本7k処理生物学金策38回  
大会   

日本水処理生物学会第30回  
大会  

日本水処理生物学会第30回  
大会   

日本水処理生物学金策30回  
大会   

日本水処理生物学会第30回  
大会  

日本水処理生物学余罪銅回  
大会   

日本衛生学会第63回大会  

しTllさ  

b－ 44  

b－ 45  

雷2東京農工大）  
／ト島久宜■1，  
高橋三保子霊1．稲森悠平．  
須藤隆一◆2  

（●】筑波大．◆2東北大）  
井上発雷1，庄司或敬■1．  
稲森悠平  
（●1神奈川県環境科学セ〉  
村上和仁－】．稲森悠平．  
亀薩隆一■2．栗原鹿■3  

（‖東邦大．●2東北大，  
“奥羽大）  
稲森悠平．田中伸幸象】．  
佐藤瑠佳■2．村上和仁●2  

（‖鳥取大．■2東邦大）  
田中伸幸●l．稲森悠平．  
森虐洋●2  
（■1鳥取大，■2島根大）  
稲森悠平．高木博夫．  
橋本真理子■】．  
須藤隆一●2  

（‖東邦大．●2東北大〉  
栢森感平，高木博美．  
高松良江事1，碩藤隆一●2  
（雷1筑波大，■2東北大）  

今井秀乳児具徳．  

循環を組み込んだ流量調整式嫌気ろ床・包括固定   
化充填生物ろ過法における水温の処理性能に及   
ぼす影響  
遺伝子組換え細菌の共存するマイクロコガムの継   
代培養における挙動解析  

遺伝子組換え細菌および親株細菌とマイクロコズ   
ム構成生物との相互作用   

マイクロコズムの単純化と三種系モデルシステム   
における外来細菌の消長   

マイクロコズムを用いた農薬の生態系影響評価  

様様成の異なるマイクロコズムによる界面活性剤   
の影響評価   

中高年男女における血清中スギ特異的】gE抗体  
の地域差について  
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日他都市名  題  目   発 表 者  

日本農芸化学会1gg3年慶大 会  

ロer オベロンをタンデム化した水銀耐性菌の解  崎一弘．倉林畔  
矢木修身●2．内山裕夫■2．  
石塚拾遺暮1  
（●1筑波大．  
●2水土壌圏環境部）  
岩崎一弘．庄司麻子●1，  
矢木修身■2．内山裕夫■2．  

石塚胎造●1．諏佐貴史■3．  
中嶋睦安●○，魚住武司暮4  
（目貫波大．  
●2水土壌圏環境部．  
●3日本大．◆4東京大）  
岩崎一弘．矢木修身事1．  
内山裕夫義1．向井哲●1．  
服部浩之●1．庄司麻子●2．  
石塚賠造■2．魚住武司■〇  
（■l水土壌圏環境部，  
■2筑波大，”東京大〉  

岩崎一弘  
T．Uozu】ni●l  
T，Shigematsu■】  
A．Inoue霊1．M．nidaka●l．  
Y－M．【im●1．H．Masaki‖  

T．Beppu●1．K．Iwasaki．  
H．Uchiya¶a■2．s．Mukai■2  

H，Hattori■2，O Yagi●2  
（霊】univ．Tokyo．   
＊2wat（汀＆SoilDiv．）  

上原清．若松伸司   

老川進■1，孟岩●1．上原清  

大原利眞●2  
（”清水建設技術研，   
●2計量計画研）   

上原構  

日本農芸化学会1993年慶大 会  水銀耐性遺伝子を導入した組換え微生物の水系マ  イクロコズムにおける挙動  
b－ 55   

b－ 56  
日本農芸化学会1g93年慶大 ・■ゝ  水銀耐性遺伝子を導入した組換え微生物の水田マ  イクロコズムにおける挙動  

筑波微生物セミナー第16回  
Indo－Ger，Conf，lmpact  
Modern Agrie．Environ．  

租換え微生物の環境中での挙動および影響  
Analysis andi叩rOVetlent Or nitrogen fix－   
ation gen（！S Or Klebsiella and Azospirilh川   
and safety assessmerlt Of recoTubinarLt   
strains in the rhizosphere of riee 

つくば  
Hissal  

5．11  

5．12  

b－ 57  

b－ 58  

市街地の汚染物拡散に関する風洞実験 その5   
一周辺市街地の容横率と建蔽率による感度の善一  
都市キャノピーにおける組織渦と拡散   
（そのさ）拡散場への影響  

第34回大気汚染学会   

第34回大気汚染学会  

日本建築学会関東支部1gg3  
年庶研究発表会   

日本建築学会関東支部19g3  
年度研究発表会   

第23回日本神経精神義理学  
会年会  
第67回日本産業衛生学会   

日本衛生学会第63回大会  

市街地における汚染物の拡散に関する風洞実験   
（その1） 風上側道路の汚染寄与，測定高さ   
の検討  
市街地における汚染物の拡散に関する風洞実験   
（その2） 市街地密度（街区高さ）と沿道周   
辺の建物の影響  
短日条件下におけるスナネズミの行動リズムに及   
ぼすイミプラミンと朝方光照射の影響  
トリクロロエチレンとテトラクロロエチレンの行   
動影響  
心拍変動成分からみた自律神経機能と音刺激に対   
する交感神経系の反応  

心拍変動のスペクトル成分による自律神経機能評   
価法：心電図と指尖脈彼の比較  

東 京  

東 京  

東 京   

岡 山   

東 京  

6．3  

6．3  

5．9  

6．3  

5．4  

b－ 61  

b－ 62  

b－ 63  

b－ 64   

b－ 85  

上原滑  

梅津豊司   

梅津豊司．米元絶三．  
相馬悠子  
影山隆之．兜真徳．  
新田裕史．今井秀樹，  
飯田英晴■1．加藤進呂●1  
（■】滋賀医大）  

影山隆之．兜真徳．  
綿戸典子●l．金子哲也■2  
（●1富士通エフ・アイ・  

ピー．  

■2杏林大）  

影山隆之．兜具徳   

影山隆之．兜具徳   

影山隆之．兜真徳．  

今井秀樹  
笠井文絵．花里孝幸   

春日清一」ll上真介●】．  
一戸雅文●l  

（●1オリンパス光学）  

兜其徳．影山隆之．  
新田硲史．今井秀樹．  
飯田英昭●1．加藤進畠雷1  
（●】滋資医大）  

兜貝徳．今井秀樹．  
新田裕史，松本幸雄  
津金昌一戒炉1．兜具徳．  
今井秀樹．鄭有子．  
花岡知之●1．菅野靡吉●1  
波辺邑■1  

第66回目本産業衛生学会  

精神作業後の騒音暴露による生理反応；心拍変動   
成分による自律神経系活動を指標として  
大都市住民の睡眠時騒音暴露と睡眠影響一道路交   
通騒音との関連で  
精神作業と騒音暴露が一卜脇系自律神経機能（心拍   
変動成分による）に及ぼす複合影響  
除草剤の連続的暴露に対する植物プランクトン群   
集の反応  
迅速自動分析装軌こよる湖沼河川水の栄養塩類の   
分析について   

神経症患者の昔刺激に対する柑尖容積脈反応につ   
いて  

ディーゼル排ガス汚染による肺癌リスクに関する   
疫学的研究  
血清学的慢性萎縮性胃炎のリスク要因に関する横   
断疫学研究  

日本騒音制御工学会技術発  
表会  
第52回目本公衆衛生学会   

第椚回旧本産業衛生学全   

日本陸水学会第58同大会   

平成5年度日本水産学会春  
季大会   

日本衛生学会第63回大会  

東 京   

北九州   

岡 山   

松 江   

東 京  

東 京  

b－ 87  

b－ 68  

b－ 69  

b一 TO   

b－ 71  

b－ 72  

5．g  

5．10  

ら 3  

5．11  

日∴ 引  

5．4  

第52回目本癌学会   

票52回日本癌学会  

立ガンセ  
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題  目  開催都市名  学会等名称   
兜真徳，今井秀樹，  
津金昌一郎事l，  
G．Hamada◆l，渡辺昌事】  
（●l国立ガンセ）  
H．Rabuto  

H．Kabuto  

y．Xabuto  

兜葵徳，錦戸典子●l，  
影山隆之，今井秀樹，  
本田靖雷2，金子哲也●〇  
（■1富士通FIP，   

◆2環境健康部，   

◆3杏林大）  

罰戸典子●l，兜美徳，  
影山隆之，今井秀樹，  
本田靖■2，金子哲也●つ  
（”富士通FIP，   

雷2環境膵康部，  
■コ杏林大）  

渡辺稔之■】，桝油泰広■1  
成松鎮座‖，鈴木徳治●】  

熊谷義人  
（●l千葉大）  

Y．Eumagai，  
H．Shinyashiki■】  
T．Ichinose，G．F．Sun†2  
N．Shimojo■l，H．Sagai  
（■lTsukul）a UniYり  
●2chinaIIed．Univ．）  
M．Shinyashiki●l  
Y．Kumagai，G．F．Sun■2，  
N．ShimojD●1，M．Sagai  
（事1Tsukuba thiv．，  
●2china封ed．Univ．）  

柳本抄美華◆l，  
寒河江利之●l，林英幸■l  
阪田正勝＊1，森洋樹◆1，  
熊谷義人，嵯峨井勝  
（事l東日本学園大）  
木幡邦男，竹下俊二，  
中村東男，田中秀之■l  
（◆1環境研究セ）  
K．Eohata，S．Takeshita，  
H．Tanaka●1  
（■lEnviron．Res．Cent．）  
S．Takeshita．K．Kohata  

ブラジル日系人における萎紆性胃炎頻度と胃癌死   
亡率に関する疫学的研究  

Expected he81th risks ofincreasing UV－B due   
to ozane layer depletion as a glabal 
’EnvironmentalStress  
Risk characterization of lung eancer due ta 
dieselexhaust pollutioninJapan   

Risk charaeterization of lung cancer due to 
dieselexhaust F）011utioninJapar）   

心拍変動成分を用いた心臓系自律神経機能検査法   
（第2報） 加l齢・肥満及び喫煙との関連  

第52回日本公衆衛生学会  

b－ 76  

b 77  

b 78  

b－ 79  

The13th UOEHInt．Symp．＆  
The2Tld Pan Pac．Coop．  

Symp．  
The5thJpn．NIESrU．S．EPA  
Ihrkshop Adv．Risk  
Assess．＆Risk〃anage．  
The5thJpn．NIESrU．S．EPA  

Workshop Adv．Risk  
人ssess．＆Risk Manage．  
第67回日本産業衛生学会  

Xitakyu5hu  

T≡；ukuba  

Tsukuba  

岡 山   

5．10  

5．10  

5．10  

貰∵ 牢  

b－ 80  

心拍変動成分を用いた心慮系自律神経機能検査法  （第3報） 減量指導効果判定への適用の試み  

第67回月本産業衛生学会  

第66回日本生化学学会  交換神経β遮断薬プロプラノロール（Pl）代謝物の   
肝ミクロゾームタンパク結合における活性酸素   
の関与   

Dieselexhaust particles（DEP）－induced   
pul口10naryinjury．ⅠⅠ．Inhibition of mouse  
lung superoxide disrDutaSeS byintratra   
chealadministratiDn Of DEP  

A rapid and si打IPle method for purification   
of Cu，ZnSuperOXide disTDutaSe froD bovine   
erythrocytes  

ディーゼル排気黒煙粒子（DEP）中のカタラーゼ   
阻害物質  

VlthInt，Conf．Superoxide  
＆Superoxide Di5muta5e  

ⅤIthInt．Conf．Superoxide  
＆Superoxide DislれutaSe  

b－ 83  

日本薬学会第114年会  

水   
大会   

ZndInt．Conf．EnviI・On．  
Manage．Enclosed Coastal  
Seas（EMECS■g3）  
2ndInt．C（】nf．Envil・On．  
Hanage．Enclosed Coa3tal  
Se且S（EMECS’93）  

第28回水環境学会年会  

青潮発生海域における Do・水温・塩分・pHの   
平・鉛直分布   

Conparison arDOng Organic－natter parameterS   

Observedin Tokyo bay   

Predictive factors for’Aoshio－ occurrences  
in Tokyo bay   

東京湾奥部底泥における硫酸還元の主要基質につ   
いて  

東 京  

BaltilnOre  

Baltimore  

宇都宮  

b 85  

b－ 86  

b－ 87  

b－ 88  

5．1  

5．11  

5．11  

6．3  滝井進●1，野村智之■】，  
田中秀之事2，小幡邦男，  
中村泰男，竹下俊二  
（”都立大，  

■2環境研究セ）  
嵯峨井勝，古山昭子●1，  

市瀬草道  
（■1環境健康部）  
酒巻千波●1，大利隆行◆l  
石井彰◆l，滝澤姶◆l，  
平井浩一◆l，森田毘◆1，  
嵯峨井勝，竹内直信◆2，  
杉本正弘t2，大田健■〇，  
伊藤幸治■】  
（●】東京大，雷2三条病院，  
●○帝京大）  

H．Sagai，A．Furuyama■1  
Y．【um且gai，T．Ichinose  
（●l加viron．Health Sci   
Div．）  

嵯峨井勝，古山昭子■l，  
熊谷真人，市瀬孝道  
（事l環境健康部）  

ディーゼル排気微粒子（DEP）のマウス気管内投   
与による喘息様病態の発症，特に好酸球等の炎   
症性紺胞の浸潤について  
ディーゼル寧排出微粒子 川EP）のヒト気道上喫   
紺胞に対する影響  

第14回日本炎症学会  

第43回日本アレルギー学会  
総会  

Dieselexhaust particles（DEP）can cause   
a5thl口atic sy叩tO□lS  

ディーゼル排気微粒子 川EP）の生休影響．5報．   
喘息様病態の発現～粘液質の過分泌と好酸球   
の浸潤～  

5．川  ⅥthInt．Conf．Superoxide  
＆Sl】PerOXide DislnutaSe  

第34回大気汚染学会  

b－ 91  Kyoto  

b－ 92  
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学会等名称  発 表 者  題  目   
ディーゼル排ガス微粒子による低密度リボ蛋白の   
変性  

ディーゼル排ガス微粒子によるラット肺胞マクロ   
ファージの活性化  

ディーゼル排ガス微粒子によるラット大動脈内皮   
依存性弛緩反応の減弱  

大気汚染物質のヒト気動上皮細胞に及ぼす影響  
（SP札DEP，NO2 など）  

下垂美紀●1．池田雅彦”，  
鈴木基久一1，渡合健■1，  
富田草扇子●l．嵯峨井勝  
（暮1静岡県立大）  
稲垣成患■㌧池田雅彦暮1．  

木戸英樹■】．  
畠田多嘉子●1．嵯l孜井勝  
（事l静岡県立大）  
給木基久●1．池田雅彦●1．  

渡合健●1．富田多嘉子◆1．  

嵯峨井勝  
（●1静岡県立大）  
大利隆行霊】．滝澤始●－．  
石井彰●1，酒巻千波－l．  
平井浩一＝，森田寛■】，  
伊藤幸治事1．嵯峨井勝，  
鈴木修二●才．大田健●コ，  

真野健次●〇  

（●1東京大．■2静岡大，  
暮3帝京大）  

渡合健■l．池田雅彦●1．  
鈴木基久＊】．下垂美紀■l  
富田多嘉子●1．嵯峨井勝  

（●1静岡県立大）  
Y．8aba●1．H，Ishitani●1  
軋Ono●2．H．Shimizu．  
T．YalnalnOtO●コ．  
X．Natori＊つ  
（◆luniv．Tokyo，   
●2Tokyo Res．＆Dev．Co．   
■3Tokyo Electr．Power  
Co．）  

清水浩   

H．Shimizu  

環埴科学会19g3年会  

環境科学会19g3年会  

環境科学会1g93年会  

第6回日本アレルギー学会 春季臨床大金  

血管内皮細胞の内皮由来弛緩因子（EDRF）産生に   
対するディーゼル排気微粒子の影響  

Evaluation of dyna】つic perfor】na爪Ce Of on－rOad   
test oflZA．A hi小perrormance EV   
developed by TEPCO  

日本薬学会第111年会  

28th Tnt．Syl）P．＾t］tOlqOtive  
Teく：hnol．＆ Automation．  
（ISATA）  

バイオスフィア ー地球環境問嶺と建築～   

Alternative vaste ■ater treatnent and   
alternative energY SupPly plantsin   
Singular 6y6tel【S  

魚介類中の農薬分析への超臨界抽出法の適用  

野外人工水路を用いた茨城県小貝川での農薬の水   
棲生物への濃縮と影響評価   

セスジュスリカの殺虫剤抵抗性と野外での生態  
霞ケ浦底質中の有機塩素化合物の鉛直分布   

Adsorption of fluorescent dyes to chrysotile   
asbestos   

ウズラを用いた藍藻毒ミクロシステン RRの毒性   

試験  
ウズラでの有機スズ類の毒性評価   

エストニア及びフランス系ウズラの羽装の遺伝様   
式について  

MHC遺伝子座をホモ接合体に持つ2系統のウズラ   
近交系の作出とその免疫学、ウイルス学的応用  

東京湾奥北東部における水質の季節変動（1）  

第28回■94建築設備技術  
会議  
JPN，－Austria Comm．21st  
Century Environ．Symp．   

日本分析化学会第42年全  

日本陸水学会第58回大会  

日本陸水学会第58回大会  
環境科学会19g3年会   

10thInt．Clay Conr，  

第1回環境化学討論会   

第40回日本実験動物学会総  
．ヽ、  

日本家禽学会第30回秋季大  
▲ヽ  

第116回日本獣医学会  

東 京  

Tokyo  

広 島  

松 江  

松 江  
つくば   

Adalaide  

つくば   

仙 台   

仙 台  

b－ g9  

b－100  

b－101  

b－102  

b－103  

b－1D4  

b－105  

b－106  

b－107  

b－10さ  

6．1  

8．3  

5．1（）  

5，11  

5．11  

5．11  

5．7  

4．6  

5．6  

三∴‖Ⅰ  

白石寛明．宇野誠一●1．  

大槻晃●l  

（■1東京水産大）  
宇野誠一●1，白石寛明．  
畠山成久．大槻晃■1  
（●l東京水産大）  
菅谷芳雄  
相馬悠子．田中敦”  

（雷】化学環境部）  

Y．Soma．H．Seyana‖  
M．Solna雷1  

（●lEnviTOn．ChemDiv．）  

高橋憤司，彼谷邦光■】，  
（雷】化学環境部）  

高橋憤司．高橋弘  

高橋憤司．鹿瀬一雄●l．  
内田秀司■2  

（‖愛知県畜産会．  
■2東海起業）  
小山卓美●1．三浦克洋”．  

寺尾忠治●2．高橋憤司  
（●1豪商試．  
●2筑波霊鳥類セ）  
竹下俊二．木幡邦男．  
中村泰男．柏崎守弘‖．  
田中秀之●2．滝井進象3，  
小倉久子●4．中川保柘＊4  
（”水土壌圏環境部．  
●2環境研究セ，●〇都立大  
●4千葉県水保研）  
田中秀之■1，竹下俊二．  
木幡邦男，中村泰男．  
柏崎守弘一2．滝井進■コ  
（●1環境研究セ，  
t2水土壌圏環境部．  
◆〇都立大）  

永翁閃一雷1ノト森悟＊1．  

村上孝弘◆1．竹下俊二  

1g93年虔日本海洋学会春季 大会  

東京湾における無酸素水湧昇後の微生物分布の変  化 一室内実験から－  

19g3年度日本海儒学全巻季  
大会  

波状壁及び風波気液界面近傍の3次元直接数値シ  ミュレーション  

化学工学会第飢回秋季大会  
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発 表 者  
台
 
 
宗
東
京
 
 
 

仙
 
 
東
東
東
 
 

● lノJ＼森悟＝  界面シアーの  く風波気液界面近傍の3次元直接   i  化学工学会第机年会  

第2回環境化学討論会  
第1回環境と化学論演会  
日本リスク研究学会第6回  
春季講演シンポジウム  
第11回大学等廃棄物処理施  
設協議会研修会  
第9回環境工学連合講演会  
日本化学会第67春季年会  
第2る回日本水環境学会年会  
1993年度目本海洋学全巻季  
大会   

第2回環境化学討論会  

b－113  

b－114  

b－115  

b－116   

b－11T  

b－118  

b－119  

b－120  

b－121  

b←122  

数値シミュレーション   

地域化学物質汚染のリスク管理  
資源リサイクルと化学 
環境・生態系リスク研究の課題とアプローチ   
一行政課題と政策対応という視点から一  
新しい水環境基準について   

リサイクルと環境  
廃棄物処理と環境安全  
土壌・地下水中での挙動  
夏の瀬戸内海における MicrobialloopI   
Pieocyanobacteriaの消長と環境変動   

HPLCによる環境水中のフッ素イオン分析法  

村上泰弘■】．竹下俊二  
（●1九州大）  

中杉修身  
中杉修身  
中杉修身   

申杉修身   

申杉修身  
中杉修身  
中杉修身  
中村泰男，佐々木忍”．  
広海十朗◆1．深見公雄＊2．  
（‖日本犬．●2高知大）  
松居正巳●l．西川稚高．  
森田昌敏●2  
（■l島津製作所．  
■2化学環境部）  
西川雅高．安部菖也霊1  
（●1東京農工大）  
M．Nishikawa．  
C．Ⅳ．MeLeod”  
（”Sheffield Hallam   
Univ．）  

西川雅高．c．W，McLeod霊1  
（■lSheffieldlla11a¶  
Univ．）  

伊藤正敏■1，谷村俊史‖，  
桜井晋太郎●1．西川雅高  
（●1山口県衛生公害研究  

セ）  

軋¶itla．鳩，Ono●1．  
S．Nakai書2．M．】chikawa■3  
M．Sato■4．s．Konishi■5  
（霊1Environ．托ealth Sci．  

Div‥   

霊2univ．Tokyo，   
霊ユTokYD UniY．FoTeigb  
Stlユd．．   
■4Hiroshi】摘Univ‥   
■STheInst．Statisti－  
calMath．）  

京
 
東
京
京
京
 
 
京
 
 

菜
 
栗
東
東
東
 
 
凍
 
 

降水中の”スス”含量の経年変動から見た大気汚   
染  
NeasureTRent Ofleadisotope rationsin   
atmospheric aerosolafter acid Tain   

extraetion   

英国における降水中の剋の起源  

黄砂現象時の初期降雨の特徴  

第2匝ほ零境化学討論会   

5th Surrey Conr，  

第10回エアロゾル科学・技  
術研究討論会   

第餌回大気汚染学会  

杭elsinki  The 6thlTlt．Conf．lndoor  
Air Quality Climate  

So11TCe app【）TtiollⅦeTlt O了‡ine paTticles  
irLSide residences close tolnajor roads   

vith heavv traff ie in Tokyo 

第5三回日本公衆衛生学会   

第52回日本公衆衛生学金  

策43回日アレルギー学会  

大気汚染と花粉症に関する疫学研究 第三報   

住居内のダニ（Der t，Der ＝）、ネコ（FeldI）及   
びスギ（Cry jI）の主要アレルゲンの挙動につ   
いて  
個人サンプラ一法によるスギ花粉暴露教則定の試   
み：生活行動との関連性  

ロト・ロッド花粉採集羞のサンプリング時間と捕   
実効率との関係  

新田裕史．今井秀胤  
影山隆之．兜其穂  
波追突香■】．  
大塚柳太郎■l．新田裕史  

鈴木継美 
新田裕史．兜真徳．  
渡違美香●1．高橋裕一■2  

（■】東京大．  
●2山形県衛生研）  
高橋裕一●1，新田裕史．  

兜真徳．笹島寧◆2，  
相川勝悟■】  
く●l山形県衛生研，  
暮2秋田県衛生科学研）  
渡過美香●1 

， 大塚柳太郎霊】▼．  
阪口雅弘●2．井上架■2．  
新田裕史．高橋裕一刃．  

名言昆陸生●」．  
渡辺稚尚暮4．安枝浩再．  
信太隆夫●6．谷口美文●8  

栗本雅司義8，平井史生”  
（■l東京大．■2予研．  
，3山形衛生研．  
”興和鷹合科学研、  
●5国立相模原病院．  
●8林原生化臥  

第43回目アレルギー学会  

第43回目アレルギー学会  

家庭内の室内塵と空気中のスギ（Cry jl）及びダ  ニ（Der】．Derlt）主要アレルゲンの測定  
b－132  
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年記号   発 表 者   題  目   学会署名称   開催都市名  年月   
b－133  千葉  

新田裕史．T．S，Dumyab爪暮2  
J．D．Spengler事2  
l．軋Billick●3  

（■1九州大．  
†2ハーバード大．  

■〇GasRes．Inst．）  
b－134  千葉  

兜真徳．阪口雅弘暮2  用いた空中スギ花粉の汚れの評価法  
（■】山形県衛生研，  
●2国立予防衛生研）  

b－135  第M回大気汚染学会  千葉  
（＊l王買墳健康部）   （6）レセプターモデルによる発生源寄与の推定  

b－136   5thJpn．N】ES－U．S．EPA  Tsukuba   
rlVer eCOSyStemS   Workshop   

b－137  畠山茂久  カゲロウの生長・羽化率に及ぼす農薬類複合汚染  松 江  5．11  
の影響   

b－138  IndirecteffectsofthepredatorChaoborus  
OrlDapl川iapopula亡jorl＄亡hro（Jghchemic8l  
Signals  

b－139  】nteractionbetYeenOrganismsasanim一   The5thJpTt．NIESrU．S．EPA   
POrtantfactoraffectingthepesticide  
effectsonecosyste爪S  

b－140   松江   
（●1u爪ivWiseonsin）  

b－h‖  花屋孝幸．S．J．podざ0月■1  ミジンコに及ぼす殺虫剤．捕食者のカイロモン，  日本陸水学会第58回大会  松 江  5．＝  
（■1UnivWisconsin）   宣酸素の複合影響   

b－142  Stability and diver6ityor a zooplanktoll  lnt．WorkshopBiodiversト  Tsukuba  
CO¶¶unityinexperimentalponds   ty：ttSCOlnplexityand  

TOle  
b－143   土壌ガス吸引による汚染土墟浄化  山形   

講演会   
b－ユ44  東京  

藤田陽一郎●】  ける細胞学的影響の検討  
大道正義雷2，平野靖史郎，  
鈴木和夫＊1  
（●1千葉大．  
■2千葉市環境保健研）  

b－145  東京  
藤田陽一郎●1 ルシウムの挙動に及ばす影響  
． 大道正義■2．平野靖史郎．  
鈴木和夫●l  
（■】千葉大．  
■2千葉市環境保健研）  

b－146  Int．Congr．Modelling  Perth  
軋Hoso¶i●2．T．Fukushima  effectsof thecontrolof externaland  SilnUlation  
D，Xong＊コ   internalphosphorusloadsinlakes and  
（＊】univ．Adelaide．  reSerYOlrS  
■2TokyoUniv．．  
●3ⅨoreaⅣ柑R）  

b－147  宇都宮  
柏崎守弘◆l．朴済哲●2，  
孔兼寿●3  
（●1水土壌圏環境部．  
■2東京水産大，  
■3韓国国立環境研）  

b－148  千葉  
伊藤政志●2  人暴露濃度一手節変動－  
（義l環境健康部，  
■2東京都環境科学研）  

b－149  
佐藤和明●1  折   大会  
霊】       （土木研）  

b－150   
●1九大   のエコパフノス  ム  

b－151  第21回現場システム研究論  
白土康信●l．坂井徹●1  文発表会  
（■】九州大）  

b－152   地球温暖化対策における市民の役割   第52回目本公衆衛生学会   
b－153  森口祐一．近藤美別■1．  品目別貿易OD表を用いた国際環境負荷収支勘定  環境科学会1993年金   つくば  5．11  

井村秀文◆2  ーCO2排出を例として－   
（事】社会環境システム郡，  

●2九州大）  
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の 元素濃度変動とその特性  染学会  大気エアロゾル粒子   第34回大気汚   

五嶋規夫●1，高橋幹二■1．  
森口祐一  
（●l京都大麻子エネルギ   

ー研）  

森口祐一，若松伸司，  

上原清．松本幸弘  
鵜野伊雄志事1，池沢正一2  

（‖大気隙環境部．  
蠣2兵庫県立公啓研）  

米元絶三．梅津豊司．  

相馬悠子  
S，Wakamatsu   

若松伸司   

孟岩事1．老川進●1．  

若松仲司  
（◆一滴水建設技術研）  
若松伸司．上原r軋  
涌7lく浩．村越千春●l．  
森田裕一■l  

（●1（株）住環境計画研）  
S．Waka≠atSU．l．伽0■1．  
Ⅰ．Matsui”．Y．Moriguchi  
M．Tanaka●2．T．Xamiura■2  
M．Ⅳarashina書2．  
T．1imoto■〇  

阪神地域の幹線道掩沿道における春季のNO2汚  染の調査  

第34回大気汚染学会  b－155  

第も7回目本庄業衛生学会総  
会  
Ⅳorkshop the Re且．air  
Qual．  
大気汚染研究協会第20回近  
畿支部総会  
第25回乱流シンポジウム  

環境科学会1993年会  

岡 山   

Seoul   

大 阪   

仙 台  

つくば  

胎仔肢芽培養法を用いた有機塩素化合物の発生毒  
性スクリーニング  
Air qualityiEIJapaJl－reCerLt trends and   
pTeS¢nt prObletn長一  
関西地域における大気汚染の最近の特徴   

都市キャノピーにおける組績的乱流構造  

「エコハウス」の基本概念と熱負荷シミュレーシ  
ョ ン  

Spring tiEne photocheE）icalair pollutiDn   
study aloft■OYer Osaka．Japan  

6．3  

5．8   

5．8  

5．8  

5．11  

b－156  

b－157   

b－15る  

b－159  

b－160  

Modeling Stud．  Reg．PhotoehemMeas．＆  
San Diego  

（＊1AtoかOS．Environ．DIv．  
■20saka CityIn＄t．   
Publ．且ealth＆   
ErlViron．Sci．  
■3ErlViron．Res，Lab．   

Ⅰ爪C．）  

老川進■l．孟岩■】．  
若松伸司  
（■1清水建設技術研）  
森川多津子雷】．若松伸司  
田中正室●2．神浦俊一■2  
前田恒昭●3  

（●l北海道大，  
■2大阪市環境科学研．  
■〇電気化学計器）  
森淳子山，宇都宮彬■2．  
若松伸司，鵜野伊津志◆〇  
（●l長崎県衛生公害研，  
●2福岡県保健現場研究  

セ．  
●○大気圏環境部）  
阿柑敏明■l．三村春雄‖  
相原敬次＝．碩山芳明■】  

牧野宏＊】．金子幹宏＊】，  
若松伸乱鵜野伊津志●2  
（霊1神奈川県環境科学セ  
書2大気圏環境部〉  
大原利底●l．．若松伸司．  
鵜野伊津志●2．安藤保■3  
泉川現堆事4 
． （●1計丑計画研，  
義2大気圏環境部．  
雷コ横浜環境保全局．  
－4東京環境科学研〉  
若松伸司し森口祐一．  
鵜野伊洋志●1，  
松井一郎＊】  

（■1大気圏環境部）  
田中正室●l．神浦俊一‖  
藁科宗博●1，紀元岳志■2  

酒井隆●2．若松伸司．  
鶴野伊澤志●3  

（雷1大阪市環境科学研．  
■2環境理化学研  

第34回大気汚染学会  

第34回大気汚染学会  

都市キャノピーにおける組織渦と拡散   
（その1）垂直乱流構造   

大阪市におけるCt－C8炭化7k素成分の季範変   
化について  

弟34回大気汚染学会  九州北部地域のエアロゾル調査  

第34回大気汚染学会  
都市域における高凛皮付O2汚染メカニズムの解  明に関する研究（4）  

b－165  

弟34回大気汚染学会  光化学大気汚染の最近の動向について  

関西地域における春季高濃度大気汚染の立体分布   
調査（1）  

関西地域における春季高凛慶大気汚染の立体分布   
珊査（2）：一酸化炭素，炭化水素の立体分布  

芦銅匡大気汚染学会  

第餌回大気汚染学会  b－168  

●3大気圏  
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発 表 者  題  目  
神浦俊一■1．田中正宣■1  
藁科宗博一1．紀元岳志●2  
酒井隆”．若松伸司．  
鵜野伊津志●3  

（雷l大阪市原埴科学研．  
＊2環境理化学研  
霊3大気圏環境部）  
藁科宗博‖．神浦俊一■】  
田中正宣●1，紀元岳志雷2  

酒井隆●2．若松伸司．  
鍋野伊津志●〇  

（＊l大阪市環境科学研．  
暮2環境理化学研  
＊〇大気圏環境部）  
‡己元岳志●1．  
中山英一郎■㌔小畑元響2  
耐村慶事2．藁科宗博◆〇．  
神浦俊一暮3．田中正宣霊〕  
若松伸司．鵜野伊津志雷4  
（tl環境理化学研．  
■2京都大．  
●〇大阪市環境科学研．  
●d大気圏環境部）  

関西地域における春季高潔度大気汚染の立体分布  調査（3〉：炭化水素各成分の立体分布  

第銅回大気汚染学会  

関西地域における春季高濃度大気汚染の立体分布   
調査（4）：浮遊粒子状物質の無機化学成分の立   
体分布  

第34回大気汚染学会  

関西地域における春季高濃度大気汚染の立体分布   
調査（5）：過酸化水素・アルデヒドの立体分布   
と降雨との関係  

第31回大気汚染学会  

社会碍項システム部  
青木陽二．安岡善文．  
屋代雅充■】  
（●1ラック計画研）  
青柳みどり   

青柳みどり．近藤美則．  
森口祐一●l  

（”地域環境研究グ）  
青柳みどり．森口祐一■1  
近藤美則．清水浩‖  
（●1地域環境研究グ）  
吉武家書成■1．天野耕二  
荻野春夫＊ど．五井邦宏●〇  
桜木建治●4．高田秀東●6  
（象】兵庫県立公害研．  
■2岡山県環境保健セ．  
■3埼玉県公害セ．  

■4福岡県保健環境研．  
◆5東京農工大）  
桜木建治●1，  
吉武家書成●2．天野排二  
（■■福岡県保健環境研．  
■2兵庫県立公害研）  
荻野春夫◆l．吉岡敏行●1  
天野研二  
（■1岡山県環境保健セ）  
古武家善成■1．天野耕二  
高田秀壷■ど  
（◆1兵庫県立公害研．   
●2東京農工大）  
大井拡   

大井紘．須賀伸介  
大井紘．須賀伸介．  
近藤美則  
乙関東廣   

乙間末席．森保文．  
中篠寛●l．萩原一仁＝  
（■1三菱総合研）  
川島康子   

川島康子  
後藤典弘   

後藤典弘   

後藤典弘   

S．Gotoh  

C  

c－ 1  

c－ 2  

C－ 3  

e－ 4  

c－ 5  

景観識別言語の使用頻度と視対象が視野に占める   
大きさの関連   

一般の人々の環境保全活動の参加要因について   

家計属性からみた直接エネルギー負荷について  

家計のエネルギー支出構造の特性について  

河川における洗剤汚染の過去・現在  

第7回環境研究発表会  

日本村落研究学会関東地区  
研究会  
環境科学会1993年会  

第10回エネルギ穐システム  
・経済コンファレンス   

第27回日本水環境学会年会  

東 京  

東 京   

つくば  

東 京  

静 岡  

5．11  

捉∴‡  

5．11  

6．1  

5．3  

福岡県内の河川における MBAS（陰イオン界面活   
性剤）長期モニタリングデータの評価  

児島湖及び流人河川における界面活性剤の濃度分   
布と挙動   

陰イオン系界面活性剤の河川での分布とその特徴  

第28回日本水環境学会年会  

第28回日本水環境学会年会  

第28回日本水環境学会年会  

環境科学への統合について   

環境計軌こおける二つの側面の関係  
住工混在化にともなう公害苦情の取り扱い   

製品ライフサイクルアセスメント（PLCA）の必要性   
と課題  
飲料容器のライフサイクル消費エネルギーとリサ   
イクル効果   

国連環境ハンドブック概論   

米国における地球環境政策の決定過程の比較分析  
ごみ処理と地球環境保全   

有害廃棄物の越墳移動とバーゼル条約   

リサイクル社会に向かっての技術的取組み   

A comprehe爪Sive Tnethodologicalschene for  

環境衛生工学研究会第15回  
シンポジウム  
環境科学会1993年全  
項墳科学会1g93年会   

LCA くライフサイクル・ア  
セスメント〉 シンポジウム  
第10国エネルギーシステム  
・経済コンファレンス   

環境保全型発展の経済性研  
究会  
環境科学会1993年全  

日本機械等会講習会廃秦物  
処理技術の展望  
第7回環境化学研究会講演  
ノゝ  
1g93環境工学総合シンポジ  

ウム  
1UMRS一ICAM－g3 symp．  

京 都   

つくば  
つくば   

東 京   

東 京  

東 京   

つくば  
川 崎   

東 京   

川 崎   

Tokyo  

5．7  

5，11  

5．11  

5，5  

6，1  

5．4  

5．11  

4．7  

4．12  

5．7  

5，8  

roductlire c  
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開催都市名  
後藤典弘  

Y，Kondo．Y．Moriguehi暮l  
軋Shinizu”  

（暮IReg．Environ，Div．）  

近藤美則．森口祐一■l．  
清水浩●1  

（霊1地域環境研究グ〉  
近藤美則．森口祐一●l．  
清水浩■1  

（＊1地域環境研究グ）  
近藤美則．森口祐一●1．  
清7K浩■1  
（●1地域環境研究グ）  
Y．Ya6uOka、Y．Ya】nagata  

Y．Yasuoka．Y．Y∂爪agata．  
S．Otoma．T．Miyazaki＊1  
S．Takeuchi暮2  
（●1Global．Environ．Div．  
■2Remote sensing   
Teehn01．Cenし）  
Y．1ikura●1．Y．Yasuoka  
（●1lYate Univ．）  

Y．Yasuoka．Y．Yamagata，  
J．Pornprasertchai  
（”ⅣRCT）  

Y．Yasuoka，Y．Yanagata．  
肌TalnUra■1  
（事1Reg．Environ．Div．）  
Y．Yasl】Oka   

山形与志樹．安岡善文   

山形与志樹  
山形与志樹．安岡菩文．  
小熊宏之暮l．中谷幸宏●1．  

森山隆雷1  

（＊1宇宙開発事業団）   

化学環境部  
宇野由利子．安原昭夫  
K．Eaya   

Ⅸ．Ⅸaya   

河合崇欣  
佐野友香▲白石不二擁．  
彼谷邦光  
佐野友春．彼谷邦光  
柴田康行．黄業茹．田辺潔  
植弘崇軋森田畠敏  
Y．Shibata．J．Yoshinaga  
H．川orita  

白石不二雌．藤巻秀和●1，  
宝釆俊一■2  
（■1環境健康部．  
■2鹿児島県環境セ）  
瀬山春彦．田中敦．  
相馬光之．柴田康行，  
森田畠乳J．S．Ed¶Onds●1  
M．J．Moran●1  
（義】西オーストラリア海   

洋研）  

池山春彦   

H．Seya】Ⅵa，M．Solna．  

A．Tanaka  
打．S（汀alⅥa，肌So】la   

帆、Solna、H．Takasaki．  
A．Tanaka  
相馬光之．瀬山春彦，  

わが国における地層・地下水汚染対策の考え方と   
課題   

Analysis of carbon dioxide8¶ission by   
materialproduetion andits applicatio爪tO   
autonotive production  

輸出入を考慮した日本のCO2排出構造の分析  

産業連関表を用いた鉄のマテリアルフローの分析   
一鉄のリサイクルポテンシャルの評価のために一   

わが国の輸出入に伴う CO2排出塵の経時分折と   
その国際間のCO2収支分析への応用   

Classification of vetlaTld Yegetation by   
texture analysis nethod5 uSing ERS－1and  
JER5－1ilnageS  

Vegetationlnapping and cbange a爪alysisin   
SOuth－eaSt Asia frol几NOAA AVhR尺1ac  
i仇ageries  

弟2回地層・地  東 京  

Tokyo  

つくば  

つくば  

東 京  

Tokyo  

Talrva 

C－ 2（）  

e－ 21  

e－ 22  

C－ 23  

c－ 24  

c－ 25  

e－ 26  

5．12  

5．9  

5．11  

5．11  

6．1  

5．8  

5．8  

セスメント国際シンポジウ  
ム  
川HRS－ICAId－93 sy】叩．  
（Eco－¶aterial）   

環境科学会1993年金  

環墳科学会1993年金  

策10回エネルギーシステム  
・経済コンファレンス   

1gg31爪t．Geosci．＆ Re1日Ote  
Sensing Symp．   

1993】nt．Geosci．＆ Remote  
Sensing S）Ⅶp．  

Pyralnidli爪ki叩aS a Sate‖itei口age   
CO¶pTeSS10n  
Nonitoring of actualvegetation distribution   
alldits ehange by using microwave and   
Optical＄enSOr data  
Global】lapping andl¶Onitoring of曹etlands   
Yith satelliteiTnageS－PrOject proposalL   

Si.ulation and analysis of landseape osing 
inage processing  
SAR（合成開口レーダ）画像のテクスチャー解析に   

よる湿原の環境評価  
衛星画像による釧路湿原の解析  
湿原埴生判別に有効な波長帯の遠定一航空機MSS   
によるシミュレーショ ン  

1993Int．Geosci．＆ Re】ⅥOte  
SensinE Sy】Ⅶp，  
JERS－1Inf．Exch．Meeting  
Agenda＆AbstT．   

GlobalEnYiro】1．Monit．  
fro】〔Space   

CSEIA●93   

計削自動制御学会第23回パ  
ターン計測部会研究会  
1993年ラムサール釧路会議  
第19回リモートセンシング  
シンポジウム  

Tokyo   

Tokyo  

Tokyo  

Co】¶0   

つくば   

釧 路  
東 京  

c－ 27  

c－ 28  

c－ 29  

c－ 30  

c－ 31  

C－ 82  

e- 33 

5．8  

5．8  

5．8  

5．10  

5．4  

5．6  
5，1D  

d  

d－ 1  

d－ 2  

d－ 3  

d－ 1  
d－ 5  

d－ 6  
d－ 7  

d－ 8  

J1 9  

廃棄物埋立地浸出水の変異原性  
Fate of taurolipid durirLg Ce‖groYth of   
tetrahylPena 
Chelnistry and toxicology of nicrocystins as   
Cya爪Obact（汀ia hepatotoxin5  
′ヾイカル湖への期待と夢  
細胞増殖阻害活性を有する TetratherTnic acid   
の合成  
1－ニトロビレン誘導体と核酸との反応  
ミクロレーザーアプレーションシステムの開発  
Il【分析精度の向上と英誌料の分析  
Detection of arsenobetainein huTnan blood   

大気浮遊粉じんの培養細胞による毒性評価   
一火山灰粒子の細胞遺伝毒性一  

魚の耳石の居所分析  

第2回環境化学討論会  
IXInt．Congr，Protozool．   

InしPhycol．Foru】Ⅶ   

日本陸水学会第58回大会  
第S5回日本脂質生化学研究  
会研究集会  
第2回環境化学討論会  
日本分析化学会第42年会   

6thInt．Simp．EnYiron．＆【  
nd．Arsenic．  

第34回大気汚染学会  

東 京  
8erlirl  

T6ukuba   

松 江  
東 京   

東 京  
広 島   

Xawasaki   

千 葉  

5．6  
5．7  

5．8  

5．11  
5．6  

5．6  
5，10  

5．11  

5．12  

第2回環境化学討論会  

SIMSによる環境試料の微小部分折   

Surface alteration of o＝vines duriTtg   
acid dissolution  

Analysis of airborne particulales deposited   
onleaf surfaee by FAB－S川S  
lmteractiol】betYee几OrganOtim compound＄ and   
Ⅶ0爪いnorillonite  
酸による鉱物届からの元素溶出と表面組成変化  

つくば   

Catania   

Yokohada   

Adalaide   

東 京  

日本分光学金策2g回夏期セ  
ミナー  
5th Conf．Appl．Surface＆  
lnterface Anal．  
9thInt．Co爪f．Secondary  
lon Ma65Spectrom．  
10thlnし Clay Coれf．   

日本化学会第67春季年会  

5，8  

5．10  

5．11   

5．丁  

ヨ∴ 敦  
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題、  目  学会等名  発 表 者  
環境変異原学会第22回  尿中変異原を指  とした発がん関連物賀への曙零   

実態の検討（Ⅱ）  小谷野道子●1．田辺潔．  
後藤鈍雄●■．石井忠浩●2  

溝口次夫＊l  
（霊1国立公衆衛生院．  

事2東京理科大）  
後藤純堆■1．遠藤治霊】．  
河合昭宏●l．溝口次夫●1  
田辺温石井忠浩●2．  
松下秀句暮〇．宇田川忠一4  

岩井和郎●4  
（●1国立公衆衛生院，  
●2東京理科大，  
■〇静岡県立大，  
■4結核研）  

小谷野道子暮】 
． 後藤純雄＊1．遠藤治■1，  
溝口次夫●1．田辺温  
松下秀鶴霊2．河端美別●3  
宇田川忠■3．岩井和郎●3  
（●l国立公衆衛生院．  
事2静岡県立大．  

”結核研）  
藤井敏博．佐藤高志”．  

栗原賀之暮1  
（■】明星大〉  

藤井敏博．佐藤高志■】  

（●1明星大）  

T．Hori即Chi．  
H．Shiraishi■1  
M．Shinizu◆2  
S．Yaゎazaki●2，軋Morita  
（書1Ⅰ！eg．Environ，Div．．   
●2univ．Tokyo）  

堀口敏宏、白石克明◆l，  
清水誠●2  

（●1地域環境研究グ．   
◆2東京大）  

堀口敏宏，、白石寛明●l．  

ディーゼル排出ガス中の粒子状物質の呼吸器内沈  着率の測定  
第34回大気汚染学会  

低硫黄軽油使用時のディーゼル排出ガス成分の分  析及びその変異原性  
第34回大気汚染学会  

気相に於けるⅥ203（HOOOH）の生成と検出  

H20。（轡000n）の存在と検出 －Z－   

Organotion co¶pOunds andimpqsexin   
gastropods－SituationinJapa爪‾  

槌 浜、  

岡 崎   

Tokyo  

日本化学会第65春季年会  

1993年皮質塁分析連合討論  

・ゝ  
TODAISYMP．【G（∋一S】1－Pb  

TOKYO’93’Int．Symp．Org．  
Bioorg．＆Bioinorg．Chem．  

Comp．niger Row GroupIV  
Elt∋爪．   

バイオアッセイによる安全  
性評価研究会第2回講演会  

イポニシ幼生に対する TBT及びTPTの急性毒性  

イポニシとレイシガイにおける有機スズ汚染の環   
境化学的研究－Ⅴ 日本産海産巻貝顎のi¶pOSeX   
の症状   

イポニシとレイシガイにおける有械スズ汚染の環   
境化学的研究－Vl油壷周辺海域における定期   
調査結果   

有捜スズ化合物による海産生物への彫響に関する   
研究   
一特にトリプチルスズ（TBT）汚染による海産巻   
貝類のi¶POSeX の誘起と回復について  
1mposexinduced by orga爪Otin colnPOundsin   
g丘ざけOpOd£iハJap8れ  

Chemiealspeciation or trace elementsin   
biololicaland environmentalsalnples  
ATSenic speciesin environnentaland bio－  
logieal samples 
廃棄物埋立地浸出水中の有職成分（第2報）  

平成5年度日本水産学会秋  
季大会  

平成5年皮日本水産学会秋  
季大会  

第引司日本生命財団肋成研  
究、ワークショップ  

Jpn，一Fr．Yorkshop tミecent  

Prog．だnoⅣユ．8e加Y，Con土屋m．  
Sediments ＆ Their  
Toxicity Aquat．Org．  
【nt，Chell．Conf．Taipei   

6th】nt，Si¶p，EnYiron．＆l  
md．Ar6enic．  

第2国環境化学討論会  

森田畠敏．清水誠●2  
（■1地域環境研究グ．  

＊2東京大）  

堀口敏宏．白石寛明”  
森田昌敏，清水誠”  
（■】地域環境研究グ．  
＊2東京大）  

清水誠●l．堀口敏宏  

（●l東京大）  

T．Horiguchi  d－：26  

Taipei   

Ⅸawasaki   

東 京  

M．Morita   

札Morita．Y．Shibata   

安原昭夫．宇野由利子．  
国本学霊1．中杉修身■2  
（霊】環境健康部．  
霊2地域環境研究グ）  
水野竹美■】，石橋亨●l．  
松屈正巳＊ど．安原昭夫  
（■】（財）日本医療食研  
＊2（株）島津製作所）  

安原昭夫．平田健正■1  
中杉修身■】  
（◆l地域環境研究グ）  
安原昭夫   

安原昭夫   

安原昭夫  

第2回環境化学討論会  残留農薬の分析法に関する研究一（Ⅲ）一環墳中   
のメタアルデヒドの分析法について一  

汚染地下水中の揮発性有橋垢乗化合物の分析  

水試料中のリン酸トリス（2クロロエチル）の分   
析  
廃棄物埋立地浸出水中の揮発性有機成分   

浸出水中における有機物賀の挙動・有害性  

d－ 30  

東 京  

水 戸   

大 阪  

東 京  

第2国環境化学討論会  

第54国分析化学討論会   

第4回廃棄物学会研究発表  
会  
「廃棄物最終処分場におけ  

5．6  

5，6  

5．10  

5．11  
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年記号   発 表 者   題  目   学会等名称   開催都市名  年月   
d－35  千薫  

藤森一男●1．梅田弘志＝．  

安原昭夫   
（●一兵庫県立公害研）  

d－36   
（●1国立公衆衛生院）   議A定期研究会  

d－ 37  山本貴士，安原昭夫，  水 戸  5．6   
森田昌敏  
横内陽子   大気中イソプレンおよぴその反応生成物の連続  19g3年度日本地球化学会年  大 阪  5．9  

GC／MS測定   会   
d－39  Measurn¢ntOrisopren¢andit＄ reaCtion   1nt．Conr．Reg．Photochem．  SanDiego  

produ¢tS（W川．川ACand3－MF）inthe  Meas．ModelingStud．  
atlbO＄Phere  

d－10  5，12  
L．A．Barrie●2．   and tetrachloroethylenein theatlコOSphere  Francisco  
J．W．Bottenhei日暮2  at Alart 

（●1Univ．Toよyo．  
＊2AtlnOS．Emviron．5erv．  
Can．）  

d－4l  標準孟式料NIESNo，13「頭髪」の作製  第54回分析化学討論会  5．6  
岡本研作●1  
（”徳島大）  

d－4Z  イカ肝臓中に蓄積される重金属類（2）一重金属聞  第2国環境化学討論会  5．6  
森田昌敏   の関連俊一  

d－43  Nic¢  5．9  
（HViceDir．‘）   associatedYith theprt∋SenCeOf chronic  Health  

dlSeaSe  
d－44  5，11  

元素の分析  ナー  

e  環境健康部  
e－1  ExipressionofglutathioneS－tranSfera＄eP－   GordenRes．Conf．Mech．  5．7  

forlnbycoplanarpolyclllorinatedbiphenyls  
inprintaryculturedratliverparenchyTnal  
Cellsanditssuppressionbyprotein  
kinaseinhibitorsanddexa¶ethaso一博  

e－Z  5，10  
竹鼻炎雷1ノJヽ杯静子●1．  

青木康展  
（◆1共立美大）  

e－3  5．11  
臥A．Fowler■1   kidneycellsbyarseniteandselniconduetor  Ⅰ爪d．Arsenic  
（■1univ．川aryland）   malerials（Galliuna爪dIndiu¶）  

e－4  
菅野さな枝■2．青木虚展．  シンポジウム  
鈴木和夫■1   

（●1千葉大．”筑眉大）  
e－5   頭髪中水銀感度の比較   5．7  

元素研究発表会  
e－ 6  太田庸起子   第52回日本公衆衛生学会総  

因子検討   田  
e－ 7  太田庸起子  犬肺内沈着物の分析知見と環境由来物質   第34回大気汚染学会   千 肇  5．12  
e－ 8  太田庸起子   浮遊粒子状物質と健康   電子情報通信学会  つくば  6．3   

第3回安全確保研究会  
e－g  The6thlnt．Conf．【ndoor  

打．Ⅳitta■2   inside the residences around roadsYith  Air（】ualityClilnate  
く●1伽iY．Tokyo，  heaYytTafficinTく〉kyo，Japan  
●2Reg．Environ．Div．）  

e－1（）   花粉症と粒子状物質   山形   
e－11  

村上正孝■】ノJ＼杯隆弘   田   
（雷】筑波大．雷2東邦大）  

e－12   大気汚染物質による気道反応性の冗進   5．10  
e－13  小林隆弘   植物由来アルコール類がモルモット描出気管のア  

レルギー反応におよぽす影響   
e－14  小林隆弘   アルデヒド煩がモルモット気管平滑筋におよぽす  千 葉  5．12   

影響   
e－15  

村上正孝●1ノJ、林隆弘   す影響  
（●1筑波大．●2東邦大）  

e－16   Ⅳ02暴露が運動神経系に及ぼす影響   第34回大気汚染学会   5．11  
e－17  ム大明．三浦卓   Ⅳ0。暴露が白律神経系の緊張に及ぼす景；響   第34同大気汚染学会   手 蔓   5．11   
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年記号   発 表 者   題  目   学会等名称   開催都市名 年月   
8－18  藤沢6．3  

高橋憤司●2．G，S．Pandy●〇  

梶隆●4  

（●】農工大，  
■2地域環境研究グ，  
●コザンビア大，  

霊4拓殖大）  

e－1g  第6も回日本生化学会大会  

M．Joyce－Brady暮l．  窒素暴露による影響  
三浦卓．J．Brady雷1  
（●1ボストン大）  

e－20  TheAI】．Soc，CellBiol．  5．12  
S，軋Oakes●】   a surfactant－aSSOCiated poolafter（∋X－  33rdAnnu．Meeting  Orleans  

M．Joyce－Brady事1  posureofratstonitrogendioxide  
T，Mil】Ta  
（■1BostonUniv．）  

e－21  
浅沼信治■2 査結果から）  

， 佐々木善一郎◆2．  
松島松翠●2  
（暮1地域環境研究グ．  

◆2日本農村医学研）  

e－22   都市大気中扮しんの性状と挙動   日本花粉学会第狙回大会  
e－23  

田宮菜奈子●2．  動分析  
西適地利己●3．  
高橋秀人＝  
（◆l筑波大．■2帝京大．  
●3茨城県健康科学セ，  

事4防衛大）  

e－24  千葉5．12  
嵯峨井勝”．松本幸雄◆l．  
伊藤政志●2  

（tl地域環境研究グ．  
◆2東京都環境科学研）  

e一之5  NetallothioneinsinfoetalsheepskirL  The12thAnnu．”eeting  
D，L，Adelson”  Aust．＆N．Z．Soc∴Cell  
B．A．Xelleyヽl．  Biol．  
H．Ⅳishimura●2．  
C．Tohya】na  
（●lcs王RO．  
●2AichiMizuhoU爪iv．）  

e－26  

白石不二雄義1  ングリオシド  会研究集会  
（義1化学環境部）  

e－27  京都6．3  
村上正孝●lノト林隆弘  
（●一筑波大．■2東邦大）  

e－28  東京5．4  
塚田三香子事1 反応関連の修飾  
． 和田安彦暮1．浜出直人●1、  
加美山茂利■1．  
広沢巌夫●2，平野噂史阻  

鈴木和夫●コ  

（●l秋田犬．●2山口大．  

●3千葉大）  

e－29   東京5，4  
おける好申球の血液と組積内分布  

e－ 30  平野靖史郎  リボポリサッカライドを前投与したマウスにおけ  
る好中球の浸潤抑制効果と増強効果  

e－ 31  平野靖史郎  LPSで刺激したマクロファージの肺上皮細胞への  
接着と細胞結合傷害  
ディーゼル排気粒子匿よる免疫応答の元進  日本衛生学会第63回大会  

嵯峨井勝■2  
（■】化学環境部，  
●2地域環境研究グ）  

スギ花粉点鼻投与マウスよりのスギ抗原特異的へ  
斉藤三郎●l．藤巻秀和．  
谷口美文■2  

（‖慈恵医大，  

雷2株原生物化学研）   
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題  目  発 表 者  学会等名称  開催都市名  

IL－4 productionin niceintratracheally instilled Yith dieselexhaust particulates  Comb．meeting8thint．  
1川phokime YOTkshop＆  
The4thint．YOrkshop  
cytokines  

響  
総会  

H．Fuji】〔aki．  
T．】chi爪OSe●l．  
0．Nohara事1．T．Imai●2  
N，Watanabe義2，S．Saito●2  
（霊1Reg．Environ．Div‥  
霊？JikeiUniv．）  

野原修●1．森山寛●1．  
斉藤三郎‖．藤巻秀和，  
小林隆弘．谷口美文◆2  
（■1慈恵医大，  
■2林原生物化学研〉  
斉藤三郎●l．田中寿子－1，  
野原修■1．今井透●l．  
森山寛●1．渡辺直照●l．  
斉藤富美子■l，藤巻秀和．  
谷口美文●2  

（‖慈恵医大．  
－2林原生物化学研）  
今井遠雷1，野原修●2，  
片山昇●2．斉藤三郎●2．  

藤巻秀和  
（■1大森赤十字病院，  
■2慈恵医大）  

藤巻秀和   

藤巻秀和ノJ、林隆弘，  
今井透●】．野原修■2，  
渡辺直撃■㌔斉藤三郎■2  

（＊1大森赤十字病院．  
＊2慈恵医大）  
野原修■1．森山寛引．  
斉藤三郎■1，藤巻秀和．  
今井透  
（＝慈恵医大．  
＊2大森日赤）  
藤巻秀和．嵯峨井勝■1．  
白石不二雄■2，野原修一3，  

市瀬草道●1  
（象1地域環境研究グ．  
暮2化学環境部，   
一っ慈恵医大）  

本田靖   

本田靖ノj、野稚司．  

内山威堆■1，  
佐々木昭彦●l  
（＊1国立公衆衛生院）  
A．Sasaki＊】  
Ⅰ．Uchiyama霊1．N．Ueda雷】  

軋Ⅹashi甘aZaki●2  
Y，1keniya■3．R．Asato－4．  
Y．nonda  
（■1Inst．Publ．”ealth．   
■2univ．Tokyo．   
●3Assoc．Okin且Wa Prev．  
Med．．   
◆4univ．Ryukyu）  

本田靖．小野雅司．  
佐々木昭彦‖．  
内山願撞■1 
、 （■l国立公衆衛生院）  
本田靖．小野雅乳  
佐々木昭彦雷1．  
内山巌雄事】  
（tl国立公衆衛生院）  

本間志乃．鈴木純子●1．  
西村典子■2．西村久雄■〇．  
遠山千春  
（事l共立薬大．■2愛知医大   
◆3愛知みずは大）   

松本理．青木康展  

吉岡大◆l．坂井悠二◆1．  
三森文行  

スギ花粉からの抗原物質溶出に及ぼす鼻汁の影  

第43回日本アレルギー学会  
総会  

精製スキ花粉抗原に対するT細胞の反応性  

第13回日本アレルギ▼学会 総会  
マウス培責肥満細胞の走化性  e－ 3T  

大気汚染物質による1gE抗体産生元進の機序   

ディーゼル排気粒子と抗原の気管内投与による  
】L－4産生の元進  

第43回日本アレルギー学会  

第43回日本アレルギー学会 総会  総会  

第32回日本鼻科学会総会  スギ花粉からの蛋白溶出に及ばす鼻汁の影響  

第34回大気汚染学会  
ディーゼル排気粒子のリンフォカイン産生に及ぼ  す影響  

日本衛生学会第63回大会   

第52回日本公衆衛生学会  

追跡研究における人年層別のためのFORTR州 プ   
ログラム  
九州における日最高気温と死亡との関係（1）  

Environ．＆Publ、比ealth ●g3 1st Global＆ Eur．Conr，  
Research on populatiom at tlealtb risk by   
global甘a川ing and urbanizationinJapan  

Amtwerp  e一 山  

第58回日本民族衛生学会総  
会 ′  

第4回日本疫学会総会  

九州における日長高気温と死亡との関係（2）  e－ 45  

九州における日長高気温と死亡との関係（3）  e－ 46  

ラット雄性生殖器における亜鉛およぴメタロチオ  ネインの変動  
5．7  第4回日本微量元素学会  

河内群 南河内町   
e－ 47  

塩素化ビフェニル．塩素化ジベンゾフランによる   
グルタチオン S－トランス7エラーゼーPの誘導   
及びアキサメサノンによる誘導阻害  

31pⅣMRによるカドミウム急性暴琴ラット肝のエ   

ネルギー代謝の検討  

第1g回環境トキシコロジー  
シンポジウム   

第21回日本磁気共鳴医学会  
大会  
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発 表 者  堰  目  
雑音変調ラジオ波パルスを用い   

LEC ラット肝の M‖ と81p M用  

三森文行   

三森文行．吉岡大◆1．  
坂井悠二■1  

（■l筑波大）  

久野譜也●】．坂井悠二■2．  
勝田茂■2．三森文行  

（■l東京大．■2筑波大）  
三森文行．久野譜也義l．  

鮮干摂■2．浅野勝己●2  
（■】東京大．●2筑波大）   

三森文行   

上村潤◆1，柏木平八郎●1  
持立克身  
（●1筑波大）  

上村潤刈，柏木平八郎●】  
持立克身  
（■】筑波大）  

K．Mochitate．  

J．Xalnilnura●l  
（■】Tsukuba Univ，）  
J．Xa¶imura■l  
【．Mochitate  
（●1Tsukuba Univ．）  

山根一‡右  

大気圏環境部  
今村隆史．正木明＊l．  
鷲田仲明  
（■】東京工大）  

T，Ⅰ¶a¶ura．N．Washida  

今村隆史．鷲田仲明  
R．A．甘addent】  
P．A．Schefr●1．【．Uno  
（●lu爪iv．Illinois）  
P．A．Scheff●1  
R．A．－adden◆l．】．U爪0  
（■1univ，Illinois）  

安楽岡顕●1．有沢雄三書2，  
鵜野伊津志．尾形和彦◆1．  
木村富士男暮3 
． 近藤裕昭◆4．斉藤朝夫●1．  
鈴木基雄◆2．高橋俊二●石．  

中西幹郎●2．中埜幸宏●l．  
水野建樹●4．吉門洋雷4．  
劉発華●8．若松伸司  
（●1数理計画，●2気象協会  
●〇東北大．■4資環研．  
●8気象研．●OcRC総研）  
Ⅰ．Uno  

l．Uno．S．Wakamatsu◆l  
（■1Reg，Environ．Div．）  

鵜野伊津志．若松伸司雷】  
（雷1地域環境研究グ）  

鵜野伊津志．植田洋匡●1  
（●1九州大）  

鵜野伊津志   

鵜野伊隆志，若松伸司●l  
（■l地域環境研究グ）  
鵜野伊津志．若松伸司■】  
（■】地域環境研究グ）  
田中正宣事1．神浦俊一●1．  
宮崎竹二●1．藁科宗博◆1．  
中土井隆◆l．鵜野伊津志．  
若松伸司＊2  

（ll大阪市環境科学軌  

シミング法  e－ 50  

e－ 51  

e－ 52  

e－ 53  

つくば   

つくば  

徳・畠  

東 京   

5．9  

5．9  

5，9  

5．11  

第21回日本磁気共鳴医学会  
大会   

第4g回体力医学会大会  

第32回ⅣMR討論会  

長斯にわたる持久的トレーニングがラット骨格筋   
エネルギー代謝に及ぼす影響   

3】pⅣHR による筋エネルギー代謝機能の解析  

生体の環境応答に対する NMRの応用   

l型コラーゲンゲルに包埋した線碓井細胞に対す   
るⅢ及びⅤ型コラーゲンの影響   

線維芽細胞に対するコラーゲンの型特異的な生存   
細胞歓の低下防止作用   

Suppressive effects of type Ⅲ and V   
COllagen on tl】e behavior of fibroblastsin   
typelcollagen gels  
Effect of gelelasticity ort fibroblasts  
enbeddi爪gin collagen gels   

交感神経電気刺激に対するモルモット摘出濯流肺   
からのノルアドレナリンの放出  

HO2 ＋Ⅳ0およぴNH2 ＋Ⅳ0の反応速度  

Formation and reaction or HCCCO radical  

nCCCO＋02及びNCCO＋02 の反応速度  
Receptor TAOdelallocation of ozonerforTning   
potentialto NNOC sotJrCe＄in Northeast   
Illinois  

Using NNOC source allocation fron peceptor   
¶Odeling to predict oヱOne forlni爪g   
potential  

局地循環モデルの相互比較  

平成5年皮目本生物工学会  
大会  
日本生化学会第65回大会  

日本生化学会第65回大会  

The A】n．Soc．CellBiol．  
32nd Ann．MeeL   

The33rd Ann．Meeting．Aln．  
Soc．Ce11Biol．   

第67回日本薬理学会年会  

つくば  

福 岡  

福 岡  

Denver  

New   
Orlea爪5  

京 都   

e－ 54  

e 55  

e－ 56  

e－ 57  

e－58  

e 59  

f  

f－ 1  

f 2  

f 3  

卜 4  

f－ 5  

f－ 6  

5．12  

4．10  

4．10  

4．11  

5．12  

6．3  

第g回化学反応討論会  

Int．Sy】np．Mol．Energy  
Transfer ＆ Reaction  
Dyna】Ⅵics  

日本化学会第67春季年会  
84th An爪ualMeeting＆  
Exhib．Air甘aste Manage．  
Assoc．  

85th AnnualMeeti爪g＆  
Exhib．Air Waste Manage．  
Assoc．  

日本気象学会1gg3年春季大  
A  

京 都  

Tokyo  

東 京  
Vancouver  

Ⅸansas   

City  

東 京   

5，6  

5．8  

6．3  

3．6  

4．6  

5．5  

Regionalair pollution studies at爪ational  
institute for eLtVironTDentalstudies（ⅣIES）  
：SilnIlation of■intertilne NO2Pollution  
Ⅳintertjme photochemicalair po11utio爪：   

application of prognostic¶eteOrOlogical   
and photochemicallqOdels to a coastal   
urban area  
数値シミュレーションによる局地循環と高濃度大   
気汚染の解析  
都市大気汚染の時間・空間構造   

4次元データ同化手法による局地循環のシミュレ   
ーショ ン  
数値シミュレーションによる冬季NO2汚染と発   

生源強度の解析  
グリッドモデルによる冬期のNO2高濃度汚染の   

解析  
都市大気非メタン炭化7k素へのレセプタ モデル   
の適用（1）  

ーorkshop theI竜eg．Air  
Qual．   

lnt．Co爪f，Reg．Photocheln．  
Heas．Modeling St］d．  

北海道大学衛生工学シンポ  
ジウム  
環境科学会1993年会   

第如回大気汚染学会   

第30回土木学会   

第34回大気汚染学会   

第34回大気汚染学会  

SeoIJI  

Sa爪Diego  

†－ 9  

「llい  

ト11   

f－12  

f－13  

ト14  

札 幌   

つくば   

千 葉   

宇 部   

千 薫   

千 葉  

5．11  

5．12  

5．12  

5．12  

5．1Z  

5．12  
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学会等名称  発 表 者   
素へのレセプタ モデル  汚 染学会  第34回大気   田中正宣●1，神浦俊一●1．  

宮崎竹二●1，藁科宗博■1．  
中土井隆●1，鵜野伊津志．  
若松伸司●2  
（＝大阪市環境科学研．   
●2地域環境研究グ）  
坂東博■】．酒巻史郎．  
鈴木育三■2．守宮寛●2  
（●1大阪府立大，  

t2資環研）  

酒巻史郎   

酒巻史郎   

菅田誠治．会田成男●l  
（＊1京都大）  

軋Suginoto．A・Minato．  
Y．Sasano象l．Iltabe●2  
N．Hironoto■2，  
軋Takabe●2  
（■】GlobalEnviron・Div・  
■2conmun．Res．Lab．）  
Ⅳ，Suginoto．A■Minato．  
Y，Sasano●l．ⅠItabe●2．  
Ⅳ．Hironoto■2，  
軋Takabe●2  
（暮】GlobalEnviron．Div，   
■2commu爪．Res，Lab．）  

杉本伸夫．湊浮，劉兆岩■1  
（＊1ハルビン工業大）  

Ⅳ．Sugimoto．A▲Minato．  
Y．Sasamo■l．T．Itabe蓼2  
N，Hironoto■2，  
軋Takabe靂2  
（■1GlobalE爪Viron．Div．   

■2comI川n．Res．Lab．）  

杉本伸夫．畠憲一郎” 
． 斉藤保典●l．野村彰夫●l．  
鹿野哲夫◆1  
（‖信州大）  

杉本伸夫．板部敏和れ  

湊淳  
（●1適総研）  

杉本伸夫．  
R．J．Nordstrom■l  
（■しLaser Sci．lnc．〉  
N．SugilnOtO，A．Minato  

の適用（2）  

第34回大気汚染学套  日本におけるバイオマス燃焼からのメタン発生量   
の見税り  

PEM－West飛行機軋測における台風の大気サンプ  
リング結果  
大気濃度分布に基づく炭化水素の発生源分布と大   
気の相対経過時間の推定  
回転水槽中の定常傾圧波動でのラグランジュ運動   
と熱輸送  
Earth－Satellite－earthlasarlo柑－Path   
absorption experiments using the   
retrDrefleetOI in sDaee 

f－16  

千 葉  

東 京  

仙 台   

Albuquer－  

qVe  

第31回大気汚染学会   

日本化学会第67春季年会   

日本気象学会199き年秋季大  

会  
Comb．Opt．－MicroYaVe  
Earth＆AtlnOS．Se爪Si爪g  

5．12  

6．3  

5．10  

5．3  

f－17  

f－1る  

ト19  

f－ 20  

Opt．Remote Sensing Atmos．  
Lasarlong－path absorptionlneaSureTDentS Yith   
the retroref lector in space for the ADEOS 
Satellite  

弟18回レ【ザセンシングシ  
ンポジウム  
1993】nt．Geosci．＆Remote  
Sensing Symp．  

八代郡  石和町  Tok∫0  

プロードバンド短パルスレーザーを用いたヘテロ   
ダイン吸収分光法  
LaserlongLpath absorptionlneaSurelnentS Of   
atnospheric trace species tlSirLg the   
retroreflectorin space（RIS）on the ADEOS  

平成5年度電子情報通信学  
会信越支部大会  

レーザー学会学術講演会第  
14回年次大会   

電気学会 光・量子デバイ  
ス研究会   

Int．Symp，GlobalCycles  
AtlnOS．Green house Gases   

第9回化学反応討論会  
Int．Symp．Hol．Energy  
Tramsfer ＆Reaction  
恥れalnics   

日本気象学会1gg3年春季大  
会  
6thIA川APInt．Conr．   

日本気象学会19g3年秋季大  
金  
日本気象学会19g3年春季大  
会  
日本気象学会1993年春季大  
会  

短′りレスレーザーのスペクトル拡がりを用いたヘ   
テロダイン分光法の研究  

衛星利用レーザー長光路吸収法による大気微量分   
子の計測   

大気分光計測高速ライン切り替え単一縦モード   
TEACO2 レーザー   

Development oflaserlongrpath absorption   
SyStelnS for open－airlneaSure机entS Of   
at†nOSPheric trace species  
Ⅳ0混合系への真空紫外光照射による Ⅳ0の発光  
VacuuTn ultraviolet emission by the CL2＊－ⅣO   

interaction  

赤道域の雲クラスター   

Organized convective systelnS OVer th（∋   
equatorialPacific o¢ean  

熱帯署擾乱に現われる対流圏赤道夜   

勤帯月平均降水屋分布と海面水温分布の関係につ   
いて  
CCSR／NIES大気大循環モデルの気候値（第1報）  

千 薫  

東 京  

Sendai  

京 都  
Tokyo  

6．1  

6．3  

ヨ∴ 緊  

5．6  

5．8  

：－：S  

f 26  

r－ 27  

卜 28  

r－ 2g  

関金一．鷲田仲明  
K，Seki，N．W∂Shida，  
M．Ⅸdno象】，訂．Shobatake●l  
（ヰl】nsしMolecular Sci．   

Okazaki）  
高薮繚．新田劫◆1  
（＊1東京大CCSR）  
Y，N．Takayabt［．T．Nitta象1  
（＝Tokyo Univ，）  

高薮縁、   

沼口敦   

沼口敦，高橋正明◆1，  
熊倉俊郎●1．中島映至”．  
塚本稚仁●1，光本茂記，  
住明正＊1，松野太郎霊】  
（●l東京大気候システム   

研究セ）  

A．NulnagUti．S．Hitsu】nOtO  
M．Takahashi”  
T．Ⅸul【akリra雷1  
T．Nakaji¶a■1  
M．Tsuka¶OtO●1．A，Suni■1  
T．Matsuno雷】  
（◆luniv．Tokyo）  
A．仇¶a即ti  

東 京   

Yokohalna   

仙 台   

東 京   

東 京  

5．5  

5．7  

5．10  

5．5  

5．5  

ぎー30   

r－ 31   

ト 32   

f－ 33  

f－ 34  

PreliminarreSultsofCCSR／＝S   
atmopherlC generalcirculation model   
Sensitivitv to physieal paraleterizations 

4th甘orkshop Co爪いun．  
Climate Model  

f－ 35  

Dyna】¶ics and e爪ergy balance oflhe hadley   
circulatio爪and the tropicalprecipitation  
ZOneS  

6thIAMAPI爪t．Corlr．  Yokoha】na  卜 36  
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発 表 者  題  目  

Prelilninary r（∋Sults of CCSI！／〃IES  at¶OPheric generalcirc山ation爪Odel  

A．Nulnaguti．S．Hits】】nOtO  
M．Takahashi●1  
T．Eumakura■1  

T．Nakajiれa●1  
M，Tsukamoto●l．A．Su¶i■】  
T．Matsuno●l  
（＊1univ．Tokyo）  

沼口敦．高薮線   

沼口教  
官寄武＊1，平原和紀●l．  

花崎秀史  
（曽l電通大）  

花崎秀史   

花崎秀史   

花崎秀史   

花崎秀史   

福山力   

福山力  
福山力，尾崎硲＝，  
村野健太郎．小島勝彦●2．  

内山政弘  
（●1城西大．   

●2オーテック）  

松井一丘軋杉本伸夫，  
斎藤保典◆l  
（■1信州大）  

斎藤保典■1．山村祐司●l．  
松井一郎，杉本伸夫．  
野村彰夫．鹿野哲夫霊】  
（◆1信州大）  

江守正多●1．光本茂記  
（＊1東京大）   

S．Hitsu¶OtO．S．Emori●】  
（●lumiv．Tokyo）  

6th】AHAPInt．Conf．  

赤道西太平洋における混合ロスピー重力波型擾乱  
：TOGA－COARElOP における事例解析  
熱帯擾乱による乾燥気塊の赤道域への侵入  
シヤー場における楕円渦領域のBaroclinic不安   
定性   

非定常山岳彼の碑非線形理論（Grinshaw－Yi方程   
式）と Navier－Stqkes方程式の解  
Vortex breakdown現象と非線形波動   

幸次元内部重力波の数値シミュレーション  

旋回流中のVortex breakdo▼n と非線形慣性波動   
の砕液  
酸性雨のメカニズムと諸問題   

乾性沈着 一研究の現状  
赤城山におけるフィールド調査と解析（り   

露粒径の測定  

日本気象学会1993年秋季大  
金  
J－COAt柑 ワークショップ  

日本気象学会1993年秋季大  
一■－   

日本気象学会1993年秋季大  
．＼  

第7回数値流体力学シンポ  
ジウム  
第7回数値流体力学シンポ  
ジウム  
東京大生産研第9回NSTシン  
ポジウム  
日本学術振興会 建設材料  
第76委員会  
第34回大気汚染学会  
第34回大気汚染学会  

仙 台   

岡 山  
仙 台  

仙 台   

東 京   

東 京   

東 京   

東 京   

千 葉  
千 葉   

5．10  

6．3  

5．10  

5．10  

5．12  

5．12  

6．3  

5．5  

5．12  

5．12  

f－ 38  

ト 3g  

ト 40  

f－ 41  

f－ 42  

f－ 43  

ト 44  

f－ 45  

f－ A6  

f－ 47  

大気混合層モニタリング用小型ミ一散乱レーザ・   
レーダの開発   

車載型レーザレーダによる長野市上空大気観測  

第16回レーザセンシングシ  
ンポジウム   

平成5年庶電子情報通信学  
会信越支部大会  

日本気象学会1gg3年春季大  

．ヽ  

IAMAP・IAtiS■g3  

日本気象学会1993年秋季大  

会  
第16回レーザセンシングシ  
ンポジウム  

地中を多層化した陸地表面モデル（第2報）   
地中の物理パラメーターに対する大気一陸面相   
互作用の応答特性  
On」the Energy／vater Excha爪ge between   
ato¶OSphere andland surface using A  
l－diTnenSionalatmosphererland nodel  

地中を多層化した陸地表面モデル（第3報）   
モデルの地中下端境界条件について  
R】Sを用いた地上衛星間レーザー長光絡吸収に   

よる大気微量分子の分光測定手法  

東 京  

Yokoha爪a  

仙 台   

八代郡   
石和町  

ト 50  

十 ～1  

ト 52   

ト53  

5，5  

5．7  

5，10  

5．6  

江守正多◆l．光本茂記  

（＊1東京大）  

湊淳，杉本伸夫．  
笹野泰弘雷1，板部敏和書2  
鹿本宣久■2，高都政雄暮2  
（●l地球環境研究グ．  
●2通信総合研）  
A．Minato．Y．Sasano”，  
N．Suginoto  
（象】GlobalEnviron．   
Div，）  

湊淳．大島裕之●1．  
笹野泰弘●2．杉本伸夫  
（●l国際気象海洋（株）．  
■2地球環境研究グ）  
湊淳．／ト沢健一”，  
斉藤保典■1．野村彰夫◆l  
鹿野哲夫ヰ1，杉本伸夫  
く●l信州大）  

湊淳．大畠裕之■l．  
笹野泰弘●2．杉本伸夫  
（■】国吸気象海洋，  

＊2地球環境研球グ）  
尾崎裕■】，小島勝彦◆2．  
村野健太郎，内山政弘．  
福山力  
（●l城西大．   

■2オーテック）  

正木明●】．相島滋◆1．  

鷲田仲明  
（●1東京工大）  

鷲田仲明  

Developlnent Of data reduction】nethod for th（！   
RIS experiments  

RIS を用いた地上一衛星間レーザー長光路吸収法   
のデータ解析アルゴリズムの開発  

FASCOD闘Pを用いた地上衛星間レーザー長光路吸   

収法の検討  

衛星利用レーザー長光路吸収法のデータ処理アル   
ゴリズムの開発  

赤城山における霧の粒径測定  

The15th Symp．RelnOte  
Sensing Environ．Sci．  

第19回リモートセンシング  
シンポジウム  

平成5年虔電子情報通信学  
会信越支部大会  

レーザー学会学術講演会第  
14回年次大会  

第10回エアロゾル科学・技  

術研究討論会  

Niigata  

ト 57  

ト∵摘  

′＼ロゲン化メチルラジカル及びアリルラジカルと   

02の反応 －   

フリーラジカル反応の速度と機構の物理化学  

第9回化学反応討論会  

第6回プラズマ材料科学シ  
ンポジウム  
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発 表 者  学会等名称  開催都市名  
A．舶asaki暮1  

S．Tsunashima■1．  
N．甘ashida  
（雷1TokyoInsし   
Technol．）  
N．Washida  

N．Washida．T．tnaI川ra   

鷲田仲明  

水土壌圏環境部  
相崎守弘   

朴済哲●1．相崎守弘．  
福島武彦■2．大槻晃●1  
（‖東京水産大．  
■2地域環境研究グ〉  
柏崎守弘．加藤昌彦霊1  
白能美津夫■2  
（●l霞ケ浦研究会，  
■2三進化学工業）  
柏崎守弘  

Termolecular recol【bination  CH2X radieals with O2  

Int．S川p，Mol．Energy  
Tran6rer＆R（〉aCtion  
Dyna¶ics  

The13th UOEnlnt．S）Ⅶp．邑  
The2nd Pan Pae．Coop．  

Sy†hp．  

InしS川p．GlobalCycles  
Atmos，GTeenhouse Gases  

日本機械学会第Tl期通常総  
会講演会  

日本陸水学会第58回大会   

日本陸水学会第58回大全  

E叩eri爪entalstudies of ozone depletion by   
CFC’s．BC’s．HCFC●s and打BC’s by using＾   
6－Tn3photocheTDicalchamber  
Mea6UrelnerltS Of rate eonstant for reaetions   
Of C”302 ＋〃O and HO2＋NO  
地球規模大気環境問恕の現状  

Kitakyushu  

Sendai  

東 京   

霞ケ浦及び屋外実験地における亜硝酸態窒素の挙   
動について  
屋外実験他における難分解性有機物の挙動につい   
て  

水分離剤と，多孔質粘土鉱物によるアオコ処理  第Z8回日本水環碩学会  ㌢ 3  

見ためアオコ指標アンケート結果の解析 Ⅲ  ミジンコを利用した湖沼直接浄化の可能性につい  て  

第28回日本水環境学会   

第28回日本水環境学会  柏崎守弘．福島武彦＊】．  
北村光■2．大崎広明■2．  
新井孝昭一2．北村博＊2  
（◆l地域環境研究グ．   

◆2日本大）  

井上隆信，海老瀬潜一   

井上隆信，海老瀬潜一   

井上隆信，海老瀬潜一   

井上隆信，海老瀬潜一  
T．Shi¶0¶ura‖，  
F．Okada”，Ⅸ．Mishima＊】  

凱Uchiya¶a，0．Yagi  
（”Ebara Res．Co，Ltd．）  
内山裕美．矢木修身．  
高山由美■】．西杯万里●1  
国府田悦男＊1  
（＊】筑波大）  

・  
田中正美●l．  
油屋書之助書Z  

（‖熊本県農産園芸研，  
●2長崎県経済連）  
宇都宮隕二朗．  
恒川篤史  
宇都宮陽二朗．  
恒川篤史，加藤純堆■▲  
（●1日科技研）  

宇都宮隕二朗．  
恒川篤史   

宇都宮賜二朗．  
恒川篤史．加藤絶雄霊l  

（■1日科技研）  

宇都宮隅二朗   

宇都宮隕二朗  

田園地河川における春季Chトa流出負荷宝の評   

価  
河床付着生物腰による河川水質変化   

環境保全型桝地としての水田群システムの将来設   
計（2）環薬流出率の評価  
水田および河川における農薬の消長  
Changein trichloroethylene decoTnPOSition   
activitY Of Methylocystis sp．N during   
batch culture   

トリクロロエチレン分解菌M株の増殖特性および   

分解能の検討  

阿蘇火山とその周辺のミヤマキリシマの変異特性   
について  

日本陸水学会第58回大会   

北海道大学衛生工学シンポ  
ジウム  
環境科学会1993年会   

第28回日本水環境学会年会  
The2nd】爪t，S川p∴in  
site ＆ on site  
bioremediation   

日本農芸化学会1993年慶大  
・■ゝ  

日本地理学会1gg3年春季学  

術大会  

g－ 6   

g一 T   

g－ 8   

g－ 9  
g－10  

松 江  

札 幌  

つくば  

宇都宮  
San Diego  

5．11   

5．‖   

5．11   

6．3  
5．4  

g－11  

g12  

地球観測データによる熟収支情報ペースの構築と   
利用の研究  
地球観測データによる勲収支情報ペースの構築と   
利用の研究 2   

地球観測デ←タによる劾収支情朝ペースの構築と   
利用の研究   

地球観劇仔」タによる熱収支情報べ一スの構築と   
利用の研究（3）－サーマルイナーシヤ図化シ   
ステム（温度解析編）（T川S－1）について  
衛星による地球環境の解析 一地球表面の情報把   
墟とその分析  
衛星情報による地球表面の水分解析のためのサー   
マルイナーシャ図化システム（湿度解析編：   
T川S－1）の構築について 地球観測データによ   
る熱収支情報ペースの構築と利用の研究（5）  
地球皮層部のサーマルイナーシャ解析と地球観測   
情報によるサーマルイナーシヤ図化システム  
（温」受解析繹：TIMS－1）の構築について 地球観   
測データによる熟収支情報ベースの構築と利用   
の研究（6）  

河川上・中流域の溶存有機物質の流出特性   

春季後半の湖沼プランクトン増殖に及ぼす水田群  

g－13   

g－14  

g－15  

g－16  

g－17   

g－18  

リモートセンシング学会第  
14学術講演会  
日本地球学会  

自己組紙型情報システムの  
構築と利用に関するシンポ  
ジウム  
日本リモートセンシング学  
▲ヽ   

日本化学会   

生研フォーラム「宇箇から  
の地球領域モニタリング」  

電子情報通信学会  

東 京   

京 都  

東 京  

つくば  

東 京   

東 京  

5．5   

5．10  

5．10  

5．12  

6．2  

6．3  

宇都宮陽二朗  g－19  

海老瀬潜－．井上隆信   

海老瀬潜¶．井上隆信  土木学会第48回年次学術講 演会 日本陸水学会第58回大会  
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年記号   発 表 者   題  目   学会等名称   開催都市名  年月   
g－22  海老瀬清一，井上隆信  環境保全型耕地としての水田群システムの将来設  環境科学会1993年会   つくば  5．11   

計（1）一水稲移植期の栗羞塩流出特性－  
g－ 23  海老瀕清一，井上隆信   河川における農薬の降雨時流出特性   第2き回日本水項墳学会年会  宇都宮  6．3   
g－24  Lisbon  

T．E5aki●1   ioints  
（雷1KyushuUnlV．）  

g－25  15thInt．80t．Congr．  Yokohalna  
H．Kainu爪a事】，K．0InaSa●2  
（事】Glot）alEnviron．Div．   
雷2Environ．丑iol．DiV．）  

g－26  
佐藤組tl  （ⅠⅠ）   元素由究発表会  
（■1明治大）  

g－27  富山  
土井妙子  大会  
（書l明治大）  

g－Z8   金沢  
佐藤純◆l   の変動   
（事l明治大）  

g－Z9   陶野郁臆，液状化調査グ  1993年北海道南西沖地層による液状化災害   福岡   

g－30  陶野郁雄   雲仙岳噴火が環境に及ぼす影響について   19g3年日本第四紀学会大会  福 岡  5．8   
g－3Ⅰ  1992年雲仙普賢岳噴火に伴う降下火山灰  1993年日本第四紀学会大会  

遠藤邦彦－2，宮原智歳事2，  
大野希一■つ，則持智暫■l，  
知念勝次●王  

（●】西南学院大，●2日本大  
●○信州大）  

g－32   火山災害工学の提唱  土木学会平成5年度全国大   

g－33  東京  
新川和範●l，磯望●2，  中心として－  
陶野郎妓，天国邦博●3  
（●1日本大，事2西南学院大  
●3ハ○シ7イツクコンサルタンヅ）  

g－34  日本自然災害学会  兼窟  
規矩大義事2，足立雅樹◆3  

（●l日本大，事2横浜国大，  
■〇茨城大）  

g－35   地盤沈下の現状と鋭測システム   電子情報通信学会技術研究  
報告会  
日本農芸化学会1993年度大  

矢木修身，黒沢知子■】，  
岡田光正＊】  

（●】東邦大）  

g－37  那覇  
岩崎一弘●l，矢木修身，  大会  
内山裕美，魚住武司◆2  

（事1地域環境研究グ，  
◆2東京大）  

g38  東広島  
岩崎一弘●1，矢木修身，  
内山ぬ夫，魚住武司●2  
（●1地域環境研究グ，  
事2東京大）  

g－39  
渡辺正孝，木幡邦男◆2，  Carbon－Cycle に関する研究 その1DI】〇c を  大会  
築比他宗彰雷コ，  起点とする成東フローのボトル培養による・追跡  
佐藤一省■l  

（事l東京理科大，  
書2地域環境研究グ，  
一っダイワ精工）  

g‾40  
渡辺正孝，木幡邦男●2，  CarbonCycleに関する研究 そのZDOl〇c を  大会  
築比他宗彰◆コ，  起点とする炭素フローのボトル培養による追跡  
佐藤一省■l  

（tl東京理科大，  
■2地域環境研究グ，  
事〕ダイワ精工）  

g41  SanDiego  
K．IYa5aki●1，H．Kimura●2  contaminatedsoilst）yamethaneutilizing  Site ＆on site  
K．Ishizuka■2  bacteriurn，Methylocystissp．M   biore】¶8diation  
（雷1Reg．Environ．Divり  
■2TsukubaUniv．）  

各4ヱ   

内山裕美，中村以正◆l  合物汚染土壊の浄化   
（●l筑波大）  
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発 表 者  題  目  開催都市名  学会等名称   
ラン藻Phorれidiuれtenueの生成するカビ臭物質   

の生成条件  

バイオレメディエーションの意義と課題   

The role of‘melhylotrophie bacterial   
OTygenaSe for the degradation or aliphatic   
Chlorinated co¶pOunds  

Mirocystisの増殖に及ぼす7ミン物質の影響  

矢木修身，内山  日本農芸化学会1g93年慶大  
一ヽ．  

日本生物工学会シンポジウ  
ム  
Ⅰ爪t．Symp．Pestic．Sei．  

日本陸水学会第58回大会  

桜井昌文暮】．富沢広喜＊2．  

高村養親■】  
（■1茨城大，霊2筑波大）  

矢木修身．内山裕夫   

0．Yagi．H，Uehiyama  

大久保紀男－l．矢木修身．  
岡田光正－2  
（■1目立市企業局．  

■2東邦大）  

矢木修身．稲葉一徳■l．  
冨岡典子．桜井呂文■2．  

高村義視＊2  
く＊】地域環境研究グ．  
■2茨城大）   

生物圏環境部  
岩熊敏夫   

岩熊敏夫   

岩熊敏夫，高村典子．  
花里孝幸●1，柏崎守弘■2  
（◆1地域環填研究グ．  
雷2水土壌圏環境部〉  
上野隆平．江角比出郎◆1  
（■l島根県衛生公宅研）  

大政謙次  
村井恒治◆1．野並浩●1，  
福山寿雄●1．大政謙次，  

橋本康事1  

（書l愛媛大）  

大政謙次   

大政謙次  

大政謙次  
大政謙次   

大政謙次   

大政謙次  

A．Ⅸubo．T．Sano雷】．  
H．Saji■2．K．Tanaka●3  
Ⅳ．Eo爪do■2．x．Ta爪aka  
（”Tsukuba Univ．．  
＊2Reg．Emviron．Div．．  
＊コKyoto Prefect．   

Univ．）  
的野照弥●l．久保明弘．  
行田敦子●l．金秀良◆1 
， 古屋伸久●1．楢原宏次●1．  
吉田哲●1．立花恵子蠣1  

（■一都立大）  

Ⅳ．Takamura．  

肌M．Watal】abe．H．Ⅳozaよi．  
【．Ⅸohata雷1  
（事1Reg，Environ．Div．）  

高村典子．朱筆宝＊1．  
三浦泰蔵●2  
（象】上海水産大．  
＊2琵琶湖博物館）  

高村典子   

多田満  
多田蒲   

田中浄．神崎明美響1  
（◆1東邦大）  

榊剛■】，田中浄．  
山田晃弘◆】  

日本陸水学会第58回大会  
霞ケ浦におけるアオコの発生と化学的要因（2）  藻類増殖に及ぼす鉄および鋼の影響  

g－4T  

h  

h－ 1  

h－ Z  

h－ 3  

湖の底でなにがおきているか？ ユスリカの湖沼   
生態系における役割について  
湿原池塘に高密度で生息するユスリカ  
（Stictochironomus．Procladius）の生態  
霞ケ捕のユスリカ個体群密度の長期変動要因一資   
源立と競争関係  

ライトトラップ採集データからみた宍道湖のユス   
リカ相  
植物による環境のモニタリングと改善  
水耕植物の根におけるイオン透過性と塩類の相互   
作用  

光放射と植物反応   

クロロフィル蛍光  

植物環境の画像診断  
画像計測による植物診断   

サーモグラフィによる樹木の診断   

植物情報の計測と画像処理  

Cloning and characterizalio爪Of eDNA   
encoding glutathione reductase frolh   
Arabidop5is thaliana  

水と生物と社会を考える科  
学セミナー  
日本陸水学会第58回大会   

日本生態学会第41回大会  

日本陸水学会第摘回大会   

日本植物工場学会  
日本農業気象学会1g93年慶  
大金  

平成5年度照明学会全国大  
・■ゝ  
シンポジウム「植物組織培  
養における環境調節とその  
効果」  
第餌回大気汚染学会  
弟10回資源生物科学シンポ  
ジウム  
電子情報通信学会  
安全確保研究会  
農業動植物情報高精度分析  
診断機器・技術の開発のた  
めの講演会  
15thInt．Bot．Congr．  

仙 台   

東 京  

千 葉  
倉 敷   

つくば   

東 京  

Yokoha】la  

5．7  

5．9  

5．12  

5．12  

6．3  

6．3  

5．9  

h－ 7  

h－ 8  

h－ 9  

h－10  

h－11  

h－12  

h－13  

プラスミド R84の接合伝達領域の遺伝子構成  第18同日本分子生物学会年 会  

Clas5ifieation of picophytoplanktonin   
fresh甘aterS  

中国綜合養魚池で混養されるコイ科魚類の食性を   
色素分析から推定する試み  

盲栄養湖で大発生する藻頬の生態学   

生態学におけるパラダイム転換による自然の理解  
農薬の河川底生動物への影響その生態，行動や   
生理学的影響一  
水欠乏．マグネシウム欠乏時の生葉中の過酸化水   
素生成  
大気汚染障害に伴って発現する植物菜の脂質代謝   
変化の普i屈性  

15th 王nt．Bot．Congr．  YokohaIna  

日本陸水学会第58回大会  

大 津   

松 江  
つくば   

金 沢   

金 沢  

水と生物と社会を考える科  
学セミナー  
日本生態学会第40匝「大会  
水生昆虫談話会第135回例 A  

日本植物生理学会19g3年度   
年会  
日本植物生理学会1993年度  
年会  

6．3  

5．4  

5．8  

5．3  

5，3  

h－17  

h－18  
h－19  

h－ 20   

h－ 21  

－174－   



発 表 者  学会等名称  題  目   開催都市名  
日本植物生理学会1g93年度  
年会  

Symp．’photooxidative  
S   

atiorl  

日本植物生理学会  

田中浄．青野光子．  
久保明弘．佐治光＊1．  

近藤矩朗＊】  

（◆l地域環境研究グ）  
R．Tanaka，蘭、九ono，A、Kubo  

活性酸素解毒系酵素を強化した形質転換植物の  発  

TolerarしCe Of glutattliorほreduetase－enTictl（‡d   
transge爪ic plants to photooxidative str¢S   

活性酸素ストレスによるグルタチオン還元酵素の   
遺伝子発現  

o  

carbon－aSSinilatory systelnS  

Yokoham且  

つくぼ  田中浄，五十嵐隆夫．  
李増周，別府敏夫■】．  
青野光子，久保明弘  
（”西東京科学大）  
【．Ta爪aka．肌Aono，A，Ⅸub  
T．Sasaki＝  
Ⅸ．Shi†naZaki事2  

（◆1Hokkaido Tokai  
Univ．．  
◆2Kyushu Univ．）  

野鰯久義．相沢警一●l．  
渡辺信  
（◆l地球人間環境フォーー  
ラム）  

H，Nozaki．M．ttoh●1  
（■】Chiba Univ．）  

H．Nozaki．n．KuTOiYa■1  
T．Euroiwa●2  
（●lⅨyouritsu Wo1日en’s   

Junior Coll．  
＊2univ．Tokyo）  

野崎久義，相沢賢一■1．  
渡辺信  
（＊1地球・人間環境フォ  
ーラム）  

野崎久義．相沢賢一＊1，  
渡辺信  
（◆l地球・人間環境フォ  
ーラム）  

野原精一，岩熊敏夫  
S．Nohara．T．Tsuchiya■1  
Ⅰ．1kusima◆1  
（◆1chiba U爪iv，）  

広木幹也  

U．S．Jpn．Binational  
Se爪in，  

ⅣIES及びUTEXの保存株を用いた単細胞緑藻   
Carteてia数穫の再同定  

Phylogenetic relationships Yithin the   

colonialvoIvocales（chlotophyta）i爪ferred   
fro†n the cladistie analysis based on   
mOrphological data 
Light and electrorL Tnicroscopic characteriza－   
tion of tYO typeS Of pyrenoidsin GoniulTL  
（Goniaceae．Chlorophyta）  

山ペドガミー”をする福島県営床湿原産の   
Chlorogoniumの一種（緑藻・オオヒゲマワリ   

目）   

単細胞遊泳性緑藻Carteria教程の形態分類学的  

研究  

高位泥炭地における微地形と環境  
Changesin the distribution of floatingL   
leaved and emergent plants and their   
CO†nParative ecology  

土壌中の重金属耐性微生物   

高層湿原泥炭地の微生物と有機物分解（Ⅰ）   
徴地形、植生と有機物分解活性の変動  
ヒ素汚染土焼からの微生物 再染の浄化に役立   
つか？－  
Sexualreproduction of NesostigTDa Viride   

（Chlorophyta．Prasinophyeeae）  

平成5年度目本微生物資源  
学会大全  

The1993Meeting  
the Phycol．Soc．  

15thlnt．Bot．Congr．  5．g  

日本藻類学会第18回大会  

日本植物分類学会第24回大  
A  

日本生態学会第40回大会  
15thlnt．Bot．Congr．  

日本土壌肥料学会1gg3年度  
沖縄大会  
第g回日本微生物生態学会   

第椚回目木組菌学会総会   

XV】nしBot．Congr．  

松 江  
Yokoha】帽  

那 覇   

広 島   

東 京   

Yokoha】〔a  

5．4  

5．9  

5．4  

里∴け‖  

R∴ 打  

5．8   

h－ 31  

h－ 3Z  

h－ 33  

h－ 34  

hlユ～  

h－ 36  

広木幹也．渡辺信   

広木幹也   

S．Suda■】．M．M．Ⅳatanabe．  
T．Okuda＊1  
（■】Ⅳippon ROCHE Res．   
Cent．）  
渡辺信  
渡辺信  
張暁明．渡辺信．井上勲■1  
千原光雄●2  
（■l筑波大．  
●2日本赤十字看護大）   

地球環境研究センター  
神沢博   

神沢博．近藤豊◆l  
（●1名古屋大）   

山内恭◆1．青木周司■】．  
本田秀之◆2．中沢高橋■3．  
神沢博  
（●l極地研．事2宇宙研．   
●3東北大）  

神沢博  

神沢博   

S．Nishioka  

微細藻類の栄養戦略と機能の多様性  
水環境汚染と雇類異常発生について  
黄色鞭毛藻の食作用について  

日本生物工学会 ．  
日本藻類学会第18回大会  
日本藻類学会第18回大会  

1号機，3号桟のトラジェクトリー解析   

ADEOS／【LAS検証実験計画真について  

回収気球による南極大気サンプリング計画  

PPB税別研究成果に関する  
研究小集会  
第4回大気化学シンポジウ  
ム・第4回IGBP／柑ACシンポ  
ジウム合同シアポジウム  
大気球シンポジウム  

ADEOS／ILASによる極域オゾン層観測計画につい   
て   

成層圏・対流幽物質循環の総合観測t衛星観測を   
中心として  
Decision ＄upPOrt SyStem for urban traffic   
pollution control  

東 京  

東 京   

Pasadena  

衛星と地上観測比較による  
極域気水圏解析に関する研  
究小栗会  
気水圏南極観測将来計画に  
関する研究会  
Yorkshop Tec．Means Meeし  
Environ．【nf．Ⅳeeds Early  

175－  



題  臼  学会等名称  開催都市名  発 表 者  
Environ¶entalrisk manage¶ent and colnpara－   
tive risk assesslnent－Japanese approach  

Globalenvironlne爪talproblem andits  
i爪plication to technology  

海面上昇・気候変動に対する脆弱性評価のための   
データベース  

4th U．S，一Dutch【nt．Symp．  
Co】¶P，Risk Anal．＆  
Priority Setting for Air  
Pollut．【ssues  
lg98 tEEE   

第1回地球環境シンポジウ  
ム  

Ⅸeysto爪e  

Tsukuba   

東 京  

S．Ⅳishioka   

三村信男事】．原沢英夫．  

町田聴●2．山田和人■2，  
山本年浩霊2  
（tl茨城大．  
■2パシフィックコンサ   

ルタント㈱）  

橋本浩一■㌧原沢英夫  
（＊1大阪府）  

S．Machida＝，N．川imura●l  
軋Harasawa，X．Yamada暮2  
（●1IbarakiUniv‥  
◆2pae．consult．Co．．   
Ltd．）  

軋Har．asawa  

藤江幸一■1，原沢英夫  
（＊1横浜国立大）  

原沢英夫  
内野智功■1，海老原充●1．  
古田直紀．丸山茂徳t2  
（■1都立大，＊2東京工大）  

古田直紀  
古田直紀   

N．Fur】ta  

内野智功霊1、日高洋◆l．  

海老原充義1．古田直紀．  
増田俊明＊2，丸山茂徳■I  
（＝都立大，●2静岡大．  

＊コ東京工業大）  

N，Furuta．X．Oishi●1  
T，Okunoto＊1  

第1も同環境衛生工学研究会   

IPCC Reg．－orkshop East．  
Hemispher（，－orkshop  
the Vuln¢rability  
Asse＄S．Sea LevelRise Sz  
CoastalZone Manage．  
1SPRS．lnt．肌）rksbop  
GlobalGIS   

第28回日本水環碩学会年会   

第28回目赤水環境学会年会  
第54国分析化学討論会  

第34回機器分析講習会  
日本分析化学会第42年会   

The13th UOEH】nt．Symp．＆  
The 2nd Pan Pac．Coop．  

Symp．  
惑星科学会  

京 都   

Tsukuba   

地球環境モニタリングに関する調査   

Database systen ror vulnerability assess¶ent   
to sealevelrise：an Asia－Pacific VA  

Activities of UNEP／GI！川一丁sukuba－Mappi爪g Of   
environmentalpara】neterSin Asia－Pacific   
R¢gion－  

アジア地域における河川水質管理の人材育成のた   
めの UNEP プロジェクトについて  

JICA環境技術（水質保全）研修コースの20年  
【CP質星分析法による古代堆積岩中の希土類元素   
の分析   

【CP発光分析とICP質量分析  
【CP質量分析法（ICfしMS）による同位体比測定精度   

の改  
Honitorlng Of harl【fulUV－B as one of   
monitoritlg prOJeCtSin cger   

グリーンランド・イスア地方，先カンブリア紀の   

堆構岩中における白金族元素  

Tokyo  

宇都宮  

宇都宮   
水 戸  

東 京   
広 島   

Ⅹitakyusbu  

大 阪  

5．8  

6．3  

6．3  

5．6  

5．6  

5．10  

5．10  

5．10  

i－12  

i－13  

卜14  

卜15  

巨16  

卜17  

i－18  

卜1g  

1994 Ⅳinter Co爪r．Plas】na  

Spectrochem．  Nitorogen】〔icrowaveinduced plaslna for  atolnic eTnissiorL and znass spectrolnetry  

San Diego  i－ 20  

引HitachiLtd，  
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7，5 表  彰  

受賞者氏名：大政謙二（生物圏環境部）  

受賞年月日：平成5年6月11日  

賞の名称：平成4年度CELSS学会論文賞  

受賞対象：月面基地居住者のためのCELSS  

一植物棟のバイオハザード対策の総合システム  

受賞者氏名：彼谷邦光（化学環境部）  

受賞年月日二平成5年11月6日  

賞の名称：日本原生動物学会奨励賞  

受賞対象：タウリン含有脂質（Taurolipids）の発現とそれからの生合成経路の解明  

受賞者氏名：高村典子（生物圏環境部）  

受賞年月日：平成6年3月19日  

賞の名称：第3回生態学琵琶湖賞  

受賞対象：菖栄養湖に大発生する藻類の生態学的研究  
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付  録  

1．予  算  
（単位：千円）  

区  分   昭和58年度  昭和59年度  昭和60年度  昭和61年度  昭和62年度  昭和63年度  平成元年度  平成2年度  平成3年度  平成4年度  平成5年度   

運 営 費   4．598，967  4，415，891  4，275，855  4，139．888  6．096，733  3，955，199  4，076，932  4，540，645  5，401，413  5．794，188  7，118，783   

1．人に伴う経費   1，128，429  1，154，844  1．175．1）42  1，3t）4．335  1．355，S50  1，3も6，722  1．441，341  1，7t軋695  1，877，524  1，969，299  2，059，56t）   

（1）人 件 費   1，121，846  1，148，223  1，168，414  1，297，716  1，348，743  1，379，475  1，433，877  1，692，271  1，868，798  1，960，532  2，050，703   

（2）人当庁費   6，583   6，621   6，628   6，619   7，107   7．247   7，464   8，424   8，726   8，767   8，857   

2．一般事務処理費   305．151  316．158  317，664  316，891  309，732  311．540  319，023  317，899  317，161  322，418  321，987   

3．環境情報関係経費   384，292  381，147  380，170  379，741  376，402  378．665  392，364  395，091  389，195  389，247  387，114   

川 情報収集等経費   34，243  34，243  34，244  34，242  34，242  34，242  35，255  35，404  32，439  32，439  31．586   
（2）情報処理経費   349．011  345，866  344，888  344，462  341，123  343，386  356．044  358，582  350，236  350，270  349，112   

（3）インターナショナ／いリファラルシステム経費  1，038  1，038  1，038  1，037  1，037  1，037  1，065  1，105  1，089  1，089  1．060  

（4）自然環境保全総合データベース経費  5，431  5，449  5，356  

4．研究費  1，138，785   993，085   920，269   852，887   2，832，038   663，539   697，619   551，871    547．410    548．074    1，546，644   

（1）人当研究費   191，739  193，607  196，672  197，285  197，285  2〔）0，350  207，431  214，360  215，827  221．521  223，824   

（2）経常研究費   290，906  193，180  160，674  137，621  2，182，610  57，415  58，951  30，311  29，700  29，7（）0  1，02S．912   

（3）特別研究費  656，140  

（4）開発途上国環境技術共同研究頸  8，576  

5．大型特殊施設関係経費  1，642，310  

6．地球環境研究センター経費  276．934  960，180  1．271，614  1，392，162   

（1）地球環境研究交流推進等経費  22，529   15，793  15，795  15，425   

（2）データベ⊥ス経費  32，988  40，047  47．288  83，083   

（3）スーパーコンピュータ経費  504，033  

（4）地球環境モニタリング経費  221，354   400．307   

7．研修センター事務処理費  62，994  89，387  88．079  84，373   

8．研修費  6．147  7．052  7，054  14，450  

施設整備費（環境庁研究所施設費）  
832，334  

施設整備費（官庁常宿費）  475．396   9，309   0   0   979   

注）補正後予算を示す。   



2．組織及び定員（平成5年度）  

主任研究  
企 画 官  
研   究  
企 画 官  
国際研究  
協 力 官  

地 球 現 場  
研究センター  

環境研修  
セ ンタ ▼  

埋球∴筍境  
研究グループ  

地 域 環 境  
研究グループ  

社 会 環 境  
システム部  

：し  ∴‘  
環 境 部  

】現  場  
健 康 部  ：人 5式 圏 環 境 部  

水 土 壌 圏  
】帝 境 部  

生 物 圏  
環 境 部  

現j鼻情 幸巨  

セ ン タ   
総 括 研 究  
官 】翌 宮  

研  修  
企 画 官  総 務 部  

温度化現象解明 研究チ ー ム  
環 境 経 済  
研 究 室  交通公害防止 研究 チ ー ム  

計 測技術  
研 究 室  

生 体 機 能  
研 究 室  

大 気 物 理  
研 究 室  

水 環 境 重  
研 究・薫  環 境 植 物 研 究 室  情    報 管 理 室  

研  究  
管 理 官  紀 務 深  庶 溺課   

温暖化影響・対 席研究チーム  都市大気保全 研究チ ーム  
資 源 管 理  
研 究 室  

計 測 管 理  
研 究 蕪  

病 態 機 構  
研 究 室  

大繋反応  
研 究 薫  

環境微生物  
研 究 室  

水環境工学  
研 究 室  会 計 辣  

究チ ー ム  オ ゾ ン 層 研  
郡∴境 計 画  
研 究 薫  

軌 態 化 学  
研 究 室  

海 域 保 全  
研究チ ー ム  

保 使臣 指 標  
研 究 室  高†日 大 気 研 究 室  

生 態 機 構  
研 究 室  土 壌 環 境 研 究 室  

酸  性  雨 研究チ ー ム  
湖 沼 保 全  
研究チー ム  

梢 祁 解 析  
研 究 室  

化 学 毒 性  
研 究 睾  

環 境 疫 学  
研 究 室  大 気 動 態 研 究 室  地 下 琴∴頃 研 究 宴  

分子生物学  
研 究 室  

海     洋 研究チー ム  有害廃棄物対薫 研究チ ー ム  
上  席  
研 究 官  

上  席  
研 究 官  

上  席  
研 究 官  上    席 研 究 官  

究チーム  森林減少・砂漠 化研  研究チ ー ム  水改善手法  

野生生物保全  
研究チー ム  大気影響評価 研究チ ー ム  

鈴 屋 観 測 研究チ  ム  
化学物質健康  
リ スク 評価  
研究チ ー ム  

【定 貞】  

区  分   管理部門  研究部門  情報部門  研究支援部門  研修部門   計   
平成4年度未現在   48   180   20   8   18   274   

平成5年度増減分  十2  十ユ   ＋】   ＋4  

△2   △1  △3   

平成5年度未現在   48   180   19   g   19   275  

化 学 物 質  
生態影響評価  
研究チーム  
新生生物評価  
研究チ ーム  

研究チー ム  都 市 環 境 影 響 評 価  

開発途上国 健 康 影 響 研究チーム  



3．文部省科学研究費補助金等による研究一覧   

（1）文部省科学研究費補助金  

種  目   研究代表者所属  研究代表者  所内分担者   課   題   名   

特別推進研究  京 都 大 学  植田 和弘  森田 恒幸  環境保全型発展の経済性   

重点領域研究（1）  東 京 大 字  鈴木 基之  鈴木継美  
内藤正明  
内藤正明   
中杉 修身  手法  

総合研究大学院大学   
名 古 屋 大 字  伊藤 正美  市川 悸信  自立分散システムに関する重点領域の総括的研究  
大気 圏環境部  鷲田 仲明－  なし  大気圏におけるフリーラジカル過程  

地域環境研究グループ  中杉 修身  森口 祐一  人間活動による環境インパクトの定量化手法   

重点領域研究（2）  生物圏環境部  
青野 光子  の光合成特性の解析  

社会環境システム部   
明  

水土壌圏環境部  矢木 修身  内山 裕夫  微生物を活用する水銀汚染土壌の浄化技術の開発に関す  
岩崎 一弘  る研究  

水土壌圏環境部  海老瀬清一  井上 隆信  環境保全型耕地としての水田群システムの将来設計   

総 合 研 究 仏）  鹿 児 島 大 学  松下 敏夫   

京都大学超高層電波  深尾昌一郎  
研究センター  

児玉徹  

小倉紀雄  

渡辺信  
潮木守一   

高エネルギー   中井 浩二  市川 悸信  我が国における研究評価手法の総合的研究   
物理学研究所  

総 合 研 究（吋  東北大学  
及び国際対応  

東北大学  
調査研究  

帝京大学   
と国際対応   

一 般 研 究（B）  九州大学応用力苧  植田洋匡  
研究所  ルの開発  

国立極地研究所  山内恭   
北極圏環境研究センター  
環境健康部  

鈴木  明  究－メチル水銀中毒脳を例として  

大気圏環境部  福山  力  内山 政弘  大深度立抗を利用した実スケール蜜化学実験に関する基  
村野健太郎  礎的検討  

地球環境研究   椿  宜高  永田 尚志  野生動物の遺伝的多様生とその維持機構に関する研究  
グループ  

地域環境研究  兜  真徳  影山 隆之  ストレス負荷に対する生理・内分泌系反応の個人差に関  
グループ  今井 秀樹  する予防医学的研究   

一 般 研 究（C）  東 北 大 学  須藤 隆一  稲森 悠平  生物活性炭法における有用微生物の定着化に関する研究   
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種  目   研究代表者所属  研究代表者  所内分担者   課   題． 名  

小山工業高等専門学校  浩  
フィー検出器への応用  

北海道東海大学   剛   
九 州 大 学  江崎 哲郎  木村  強  地下の開発利用のための環境システムの構築に関する研  

究  
地球環境研究   可知，直毅  奥田 敏統  砂丘植物の種間相互作用の個体群統計による解析  
グル岬プ  

地域環境研究  木幡邦男  
グループ  別存在量の測定に関する研究  

地域環境研究  中村泰男  
グル「プ  関する研究  

地域環境研究  福島武彦  
グル「プ  井上 隆信  測定方法に関する研究  

地域環境研究  平田健正  
グル「プ  安原 昭夫  下環境浄化に関する研究  

地域環境研究  稲森悠平  
グループ  松重一夫  

今井章雄  
後藤典弘  

日引  聡  ステムコニ学的研究  
藤井敏博   

化学環境部  
毒性  

環境健康部  
法の開発  

環境健康部   
大気圏環境部  

に関する研究  
大気圏環境部  

観測  
水土壌圏環境部  

冨岡典子  
岩崎一弘  

水土壌圏環境部  
冨岡典子  
岩崎一弘  

水土壌圏環境部  
とその関評価  

生物圏環境部  
分子生物学的研究  

生物圏環境部   
系統学的研究   

奨 励 研 究（瑚  地球環境研究   野尻 幸宏  なし  国内の大気メタン濃度変動の解析  
グループ  

地球環境研究  竹中明夫  
グループ  の関連の解析  

地域環境研究  熊谷素人   
グループ  けるフラビン酵素の役割  

地域環境研究   梅梓豊司  
グループ  性と交差耐性の成立の検討  

地域環境研究  影山隆之   
グループ  機能への影響に関する研究  

化 学 環 境 部  吉永  淳  なし  安定同位体分析による人骨中鉛の起源とその時間的変遷■  
に関する研究   
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種  目   研究代表者所属  研究代表者  所内分担者   課   題   名  

環境健康部  
る酸素刺激の役割に関する研究  

大気圏環境部  
究  

大気圏環境部   淳   
る基礎的研究  

大 気 圏 環境部  沼口  数  なし  水循軌こ注目した低緯度大気境界層過程の相互作用の解  
明  

水土壌圏環境部  
スにおける生分解機構  

水土壌圏環境部   
る気候要因の解析   

試験研究Bl  岐阜大学  馨  
究  

千葉大学  
良と汚染規模の定量化手法の開発  

大阪大学  
帯におけるガス流動解析－ガス抜き浄化法の設計のため  
に  

九州大学   
地域環境研究   稲森 悠平  水落 元之  有用高温好気微生物を活用した環境修復・資源化プロセ  
グループ  スの開発   

国際学術研究  岡山理科大字  
相馬光之  
田中敦  

岐阜大学  
関する研究  

大阪大学   
環‾境 健 康 部  国本  学  なし  脳におけるアンキリンの分子多様性とその発現制御及び  

生理的意義の解析に関する研究   

創成的基礎研究  東京 農 業大 学  高井 康雄  大政 謙次  東南アジアにおける熱帯林の破壊と生態系の変貌過程  
東京大学気候システム   
研究センター   

（2）厚生省科学研究費補助金  

分  野   研究代表者所属  研究代表者  所内分担者   ．j■    渕■■■駁   

健康増進調査研究  佐久間総合病院院長  若月 俊一  安藤  満  有機農業者の健康美態及び有機農業の生体影響に関する  
研究   

心身障害研究  化 学 環 境 部  森田 昌敏  なし  母乳内物質の人体（乳児）への影響に関する研究   

（3）ヒューマンサイエンス握興財団の助成による研究  

分  野   研究代表者所属  研究代表者  所内分担者   課   題   名   

ライフサイエンス  東 北 大 学  須藤 隆一  稲森 悠平  廃棄物埋立浸出中の有害汚染物質のバイオテクノロジー   

の基盤としてのバ  松重一夫  
今井章雄   

、イオテクノロジー  

の開発  
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4．外国人受入れ状況  

（1）研究所  

国  名   氏  名   受入先   研  究  課  題   研究期間   

韓  国  金撃潤   古川 昭雄  程々の環境条件における植物の構造と機能と  
変化に関する研究   

韓  国  李東根   森田 恒幸  韓国における地球温暖化防止対策のための評  
価モデル   

中  国  李宇峰（LiYufeng）   安藤  満  中国における大気汚染による環境健康リスク  5．4．1～5．7．7   

中  国  曽毅強（ZengYiqiamg）   野尻 幸宏  炭素安定同位体を用いたメタンの生物地球化  
学的動態解明に関する研究   

中  国  孔海南   稲森 悠平  自己造粒プロセスを用いた排水の高度処理に  
関する研究   

韓  国  金岡永（KimJuYou喝）   稲森 悠平  生物病性炭処理における微生物制御に関する  
研究   

中  国  丁国際   稲森 悠平  霞ヶ滴湖水の水質の高度浄化に関する研究  5．4．1・【）6．3．3l   

アメリカ合衆国  RicardS．J．Weisbard   福島 武彦  湖沼生態系物質収支の高精度解析に関する研  
究   

ド  イ  ツ  RecknagelFriedrich   福島 武彦  水界生態系に関するモデルの作成   5．4．1～6．3，31   

マレーシア  SatishKumaran   森田 昌敏  水中汚染物質検出のためのバイオセンサーの  
開発   

フ ラ ン ス  SchneiderSerge   森田 昌敏  有機塩素化合物の環境中の動態   5．4．1へ－・5．5．2   

オ ラ ン ダ  MatthiasRoth   鵜野伊澤志  都市境界層内の乱流輸送の研究  5．4．1′）5．5．31   

中  国  張宝旭   遠山 千春  微小試料中の元素の存在量及び同位体比の精  
密測定法の開発と応用   

韓  国  
時曝題における変化とその検出法の開発に関  
する研究  

中  国   安岡善文   
ング手法の開発   

ロ  シ  ア  ShamilMaksyutov   井上  元  大気の数値シミュレーションモデルの開発  5，4．1′、一6．3，31   

中  国  劉兆岩（LivZhaoyan）   杉本 伸夫  レーザーを用いた大気計測手法の開発に閲す  
る研究   

韓  国  元載香   広木 幹也  湿原生態系における有機物分解と分解活性に  
ついての研究  

韓  国  鮮干摂   NMRによる生体機能診断法の研究   5．4．15・－）6．3．31   

中  国  劉延長   高松武次郎  土壌監視手法の開発と研究   5．4．15・・、6．3．18   

中  国  孫宗光   森田 昌敏  水質有機汚染物質観測手法の研究   5．4．15～6．3．18   

韓  国  孔東害   福島 武彦  湖内における有機物の動態に関する研究   5，4．20～5．2．18   

韓  国  愈順珠   稲森 悠平  有機性排水の生物物理化学的処理に関する研  
究  

イ ギリ ス  GraemmeAllinson   ダイオキシンの作用機作に関する研究   5，5．6～6．2．28   

バングラディシュ  Yearu1Kabir   高橋 勇二  クララ細胞に及ぽす大気汚染物質の影響   5．5．6′、5．9．30   

韓  国  李進   森田 恒幸  日韓の環境政策の発展過程に関する比較研究  5．5，6～6．3．31   

中  国  異平  －  稲森 悠平  間欠暖気嫌気好気酒性汚泥隈分駄プロセスに  
関する研究  

中  国  孫弟   農薬類の河川水生昆虫顆に及ぼす影響評価   
韓  国  朴済哲   相崎 守弘  霞ヶ浦における難分際性溶存有機物の季節変  

動とその構成成分の特徴  

エ ジ プ ト  GomaRokayaHuseinn   霞ヶ浦における溶存有機態窒素構成成分の季  
節変動とその供給源の推定   
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国  名   氏  名   受入先   扇■      ．闇■■■義   研究期間   

韓  国  朴哲熊   稲森 悠平  埋立地浸出水において難分解有害性有機物の  
生物処理に関する研究  

韓  国  豪公英   大気汚染の植物に及ぽす影響に関する研究   
中  国  黄葉茹（HuangYieru）   森田 昌敏  水質管理手法に関する研究関連、標準資料の  

評価法  
中  国  余偉明   極渦の数値シミュレーション   5．6．1′、6．3．31   

韓  国  李京妊   遠山 千春  紫外線を皮膚へ照射される時の新しいタンパ  
ク質の出現の研究  

アメリカ合衆国  K．Gallagher   環境中の新規有機塩素化合物の同定に関する  
研究  

中  国  李仁輝   藍藻の毒性と分子分類   5．7．15～6．3．31   

中  国  唐常源   平田 健正  土壌中における硝酸性窒素の挙動解明に関す  
る研究  

中 華 民＝ 匡  王俊秀   コミュニティに係る環境管理システム   5．8．16～6．2．28   

アメリカ合衆国  YamlBenneは   固本  字  脳におけるアンキリンの分子多様性とその発  
現制御及び生理的道義の解析に関する研究  

アメリカ合衆国  YangZhang   東アジアスケールの輸送・変質プロレスのモ  
デル化  

中  国  陳雪青   地球温暖化による人類の生存環境と環境リス  
クに関する研究  

中  国  前雁群   レーザーによる高感度NO測定方法の開発手  
法開発  

タ  人工衛星リモートセンシングによる植生変化  
の抽出寸法の開発  
海洋起源ガス状有機化合物の測定法に関する  
研究  

韓  国  朴信実   熱帯植物の気孔分布   5．】2．15′）6．2．28   

中  国  徐勝   野尻 幸宏  GCCMSによるメタンの炭素安定同位体比  
の高精度化  

韓  国  徐廷烈   IPSENによる都市環境の改善に関する研究   

マレーシア  JurieIntachat   椿  宜高  熱帯林の昆虫群集の構造解析   6．2、1～6．2．23   
ト  ル  コ  FigenVAR   上原  清  市街地における汚染物質拡張に関する風洞実  

験  
ポルトガル  PoS，Leung   環境汚染物質による毒性派発現機構解明並び  

にその検出法の開発  
中  国  高坂剛   環境資源勘定に関する中央共同研究   6．2、15～6．3．31   
韓  国  李螢鎮   福島 武彦  湖沼、河川の水質管理システムに関する研究  6＿ 3、1～6．3，31   

韓  国  朴恵環   稲森 悠平  生物を用いた新たな水質改善   6．3．1～6．3．31   
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（2）環境研修センター  

国  名   氏  名   受入先   研  修  課  題   研修期間   

タ  イ  SomchaiVinitnantharat  環境研修センター  タイ国環境研究研修センタープロジェ  
クトカウンターパート研修   

バルバドス  JeifersonGaT告eldDyall   環境モニタリング（水質）研修   5，9．27′）5．11．11   

ブ ラ ジ ル  RosanaMariaHenrique  〃   
Marcelino  

中  HaiGuo   〃   〃   
エ ジ プト  AmalMohamedHassanEl  〟   〃   

一Sherbini  

LaksmiW享dyajayanti  〃   〃   
ジョルダン  AhmedAliKhalafUlimat   〃   
メ キ シ コ  MariaElizabethHernandez  〃   

Alarcon  

BulganTumendembereliin  〃   〃   

フィリ ピン  ReginaB．Villados   〃   
ヴュネゼエラ  AngelEduardoLopez  〃   

Ramirez  
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5．職員海外出張  

所  属   職 名  氏 名   出張国   用  務  出弓長期間   

地域環境研究   
グループ   加   

地球環境研究  5．4．19～5．5．28（40）  
グループ  

地球環境研究  国  
センター  ループ出席  

環境健康部   中  国   
地調査   

地球環境研究   
グループ   る解析手法の講習及び実地研修   

地球環境研究   
グルハープ   における生物多様性に関する研究   

地球環境研究  科学技術特  富山清升  
グループ  別研究員  機関との情報交換等   

西岡秀三   5．5．1へ／5．5．15（15）・  
センター  

地球環境研究  国  米国NASAのSAGE2サイエンスチーム会  
グループ   議出席   

地球環境研究   5．7．1～5．8．20（51）   
グループ   

地域環境研究  5．5．16～5．5．25（10）  
グループ  

社会環境  研 究 員  日引  聡  米  国  セカンドジェネレーションモデル開発のた  
システム部  めのバッテルとの共同研究   

地球環境研究  
センター  

地球環境研究  国  
グループ   関する調査及び打合せ   

韓 国  
グループ  前調査団参加  

韓 国  
グループ   前調査団参加   

韓 国  
前調査団参加   

韓 国   
前調査団参加  

生物圏環境部   
の講義と調査手法の講習   

大気圏環境部  研 究 員  沼口  敦  米  国  「共同利用気候モデ／レに関する第4回ワー  
クショップ」出席   

．地球環境研究  国  韓国環境毒性学会招待講演等   5，6．17～5．6．20（4）  
グループ  

地球環境研究  国  地球環境間遠に関する状況調査他   5．6．6～5．6．18（13）  
センター  

環境健康部  国  
発現制御及び生理的意義の解析に関する研  
究  

水土壌国環境部   長   
に関する動向調査   

地球環境研究   
グルハープ   系における個体群動態に関する♯同調査   
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所  属   職 名  氏 名   出張国   用  務   出張期間   

地球環境研究   5．6．27～5．7．4（8）   
センター   

地球環境研究   5．6．27～5．7．4（S）   
センター   

化学環境部  主任研究員  河合 崇欣  ロ  シ  ア  バイカル湖における汚染物質のモニタリン  
グ手法の研究及び湖底堆積物の採取分析他  

社会環境  研 究 員  川島 康子  米  地球環境問題に関する状況調査   5，7．3～5．7．18（16）  
システム部  
大気圏環境部  

六ックの評価に関する研究及び航空機モニ  
タリング実施  

大気圏環境部  
バックの評価に関する研究及び航空機モニ  
タリング実施  

大気圏環境部  
パックの評価に関する研究及び航空機モこ  
タリング実施  

地域環境研究  国   
グループ  長期調査員参加   

地域環境研究  国  
グループ  長期調査員参加  
国際研究協力官  国  

長期調査参加  
地球環境研究  
グループ  バックの評価に関する研究及び航空機モこ  

タリング実施  
地球環境研究  
グループ  パックの評価に関する研究及び航空機モニ  

タリング実施  
地球環境研究  
グループ  パックの評価に関する研究及び航空機モこ  

タリング実施  
地球環境研究  
グループ  バックの評価に関する研究及び航空機モニ  

タリング実施  
地域環境研究  
グ几ハプ  バックの評価に関する研究及び航空機モニ  

タリング実施  
大気圏環境部  

パックの評価に関する研究及び航空機モニ  
タリング実施  

大気圏環境部  
バックの評価に関する研究及び航空機モこ  
タリング実施  

大気圏環境部  
バックの評価に関する研究及び航空機モニ  
タリング実施  

地球環墳研究  
グループ   ネシア   

生物圏環境部  室  長  大政 謙次  中  国  「砂漠化機構の解明に関する国際共同研  
究」の現地調査  
気候変動影響評価ガイドラインとそのパイ  

センター   ロットスタディに関する準備会合出席   
大気圏環境部  室  長  鵜野伊律志  韓  国  「地域大気質ワークショップ」出席   5，8．11～5．8．14（4）   

地域環境研究   国  「地域大気質ワークショップ」出席   5．8．11～5．8，14（4）   
グループ   
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所  属   職 名  氏 名   出張国   用  ‘務   出∃長期間   

地域環境研究  主任研究員  
グループ  ・イ ギリ ス  ルの開発」の共同研究   
総合研究官  

グループ  ノ ル ウ ェ ー  会議出席他   

室 長   5．8，8～5．8．21（14）  

地球環境研究  
グループ  び調査地域の研究状況の把握  

地球環境研究  
グループ  

化学環境部   
プ出席  

生物圏環境部  部  長  岩熊 敏夫  中  杭州西漸の環境保全にする日中研究交流   
地球環境研究  
グループ  性に関する研究」の野外現地調査  

地球環境研究  5．9．6－〉5．9，18（13）  
グループ  

地球環境研究  
センター  ためのリードオーサー会合出席  

地球環境研究  
センター  ためのリードオーサー会合出席  

地域環境研究  
グループ  ためのリードオーサー会合出席  

水土壌圏環境部   韓匡い水質改善システム開発プロジェクト  
実施協議調査団参加  

地域環境研究  韓国・水質改善システム開発プロジェクト  
グループ  実施協議調査団参加  

地球環境研究  アジア太平洋地域温暖化対策分析総合モデ  
グループ  ルのタイ・モデルの構築のための現地調査  

地球環境研究  IPCC第3作業部会の作業及びアジアにお  
センター  いて開催を予定しているワークショップの  

打合せ  
二酸化炭素の循環に関する国際学会に出席   

グループ  ス・ロ シ ア  他   
研究員  

グループ  ス・ロ シ ア  他   

総合研究官   国  NDSC運営委員会参加  5．9．19～5．9．24（6）  
グループ  

地球環境研究  
グループ  

環境健康郡  国  癌細胞による，分化・増殖の制御系に閲す  
る研究   

化学環境部  主任研究員  河合 崇欣  ロ   シ  ア  バイカル湖の湖底泥を用いる長期環境変動  
の解析に関する国際共同研究他  

環墳情報センター  長  阿部 重信  中  日中友好環境保全センター巡回指導調査団  
参加  

国際研究協力官  栗原  崇  韓  第2回環日本海環境協力会譲参加   5．9，14～5．9．18（5）  

地球環境研究  5．9．26～5，10．2（7）  
グループ  オランダ  

大気圏環境部   
施他   

地域環境研究   
グループ  関する会議出席  

環境情報センター   EDl／FASID共同研修コース「経済開発と  
環j着マネージメントト参加   

－188   



．所  属   職 名  氏 名   出張国   用  務   出張期間   

地球環境研究   イ  温暖化防止のための専門家グループ検討会  
センター   譲出席   

地域環境研究  
グループ  解明に関する研究  

地球環境研究  北太平洋科学機構国際会議第2回年会出席   
グループ  

地球環境研究  
グループ  び個体群計の解析  

地域環境研究  血清分析結果の考察と今後の研究方法に関  
グループ   する打合せ   

地球環境研究  
グループ  気候変動に関する総合的評価」国際集会参  

叩  
社会環境  室 長   国   
システム部  審査への導入に係る情報収集  
地域環境研究  「東アジアの環境政策と教育」に関する調  
グループ   査団参加   

生物圏環境部  上席研究官  古川 昭雄  マ レ ー シ ア  マレーシアの熱帯林生態系における熱帯樹  
の生理生態学的調査研究  
湖沼・湿原生態系における生物間相互の解  
明に関する基礎的研究  

所 マレーシア森林研究所，同農科大学ヒの将  
来研究協力の可能性について意見交換  

地域環境研究  韓国・水質改善システム開発プロジェクト  
グループ  短期派遣専門家（水質管理モデル・湖沼管  

理）  

地域環境研究  韓国・水質改善システム開発プロジェクト  
グループ  短期派遣専門家（水質管理モデル・湖沼管  

理）  

温室効果気体メタン・亜酸化窒素の放出状  
グループ  況・その削減手法に関するワークショップ  

出席  
温室効果気体メタン・亜酸化窒素の放出状  

グループ  況・その削減手法に関するワークショップ  
出席  

社会環境  室 ライフサイクルアセスメント手法の確立と  
システム部  導入について各国の取り組み状況調査  

WHO／lPCCが進めている温暖化による健  
グループ   康影響評価の報告書作成委員会出席   

水土壌圏琴境郡  部  米 国  5．10．25～5，10．30（6）   

インド  
グループ   化進行機構の解明   

水土壌圏環境部  主任研究員  恒川 篤史  イ   ン  ド  人間活動が砂漠化進行に及ぼす影響と砂漠  
化進行機構の解明  

生物圏環境部  室  長  渡辺  信  中  アジア地域の微生物ネットワークに関する  
調査  

社会環境  室  長  安岡 善文  タ  現存植生分布の把握手法に関する現地調査   
システム部  

化学環境部  国  「アメリカ地球物理学会」参加他   5．12．5～5．12．12（8）   

環境健康郡  主任研究貞  高橋 勇二  米  国  「アメリカ細胞生物学会第33［司年大会」参  
加  

水土壌圏環境部  室  長  矢木 修身  米  バイオテクノロジーに関する海外事情調査   
化学環境部  主任研究貞  河合 崇欣  ロ   シ  ア  バイカル湖の湖底泥を用いる長期確墳変動  

の解析に関する玉爪共同研究   
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所  属   職 名  氏 名   出張国   用  務   出張期間   

地域環境研究   国  韓国・水質改善システム開発プロジェクト  
グループ   短期派遣専門家（生活排水技術）   

地域環境研究   国  韓国・水質改善システム開発プロジェクト  
グループ   短期派遣専門家（畜産排水処理技術）   

社会環境   部  長  後藤 典弘  タ  イ  タイ・環境研修センター計画打合せ調査団  
システム郡  参加   
地球環境研究   
センター   ワーク推進会議出席   

地球環境研究   5．11．28～5，12，5（8）   
センター   

地球環境研究   5．11＿21～5．12．5（15）   
センター   

社会環境   室  長  安岡 善文  ス  イ   ス  「土地被覆／土地利用分類手法，システム  
システム部  の調査」に関する専門家会議出席  

平成5年度「世界青年の船」事業（第6回）  
参加  

社会環境   研究員   地球温暖化対策による経済影響を予測する  
システム部   世界モデル開発のための共同研究   
地球環境研究   5．12．7～5．12．11（5）   
グループ   

地球環境研究   
グループ   性に関する研究」の現地調査   

地球環境研究   
グループ   における個体群動態に関する調査   

大気圏環境部  主任研究員  高薮  緑  米国・イタリア  
作用に関する共同研究  

韓  国  
グループ   長斯派遣専門家（リーダー）   

郡 ベルギー   
社会囁境   研究員   
システム部  布の調査に関する研究」の現地打合せ   
地球琴境研究   
グループ   

地球環境研究   
グループ   研究・調査   

地球環境研究   国  汎アメリカ研究ネットワーク推進会請出席  6．1．31～6．2．6（7）   
センター   

地球環境研究   6．2，2～6．2．6（5）   
センター   

地球環境研究  6．1．28～6．2．7（11）  
グループ  

地球環境研究  長  
センター  ネージメントコース」参加  

社会環境  主任研究員   イ   
システム郡  

地球環境研究  国  酸性・酸性化物質の航空機調査のための事  
グルハープ  前打合せ等  

地球環境研究  
グループ  態解明に関する研究」に基づく黄海上空の  

観測  
地球環境研究  ATMOSセンサーのデータに関する調査及  
グループ   び最新の情報収集   

大気圏環境部  研 究 員  湊  淳  米  国  
査・研究打合せ   
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所  属   職 名  氏 名   出張国   用  務   出張期間   

社会環境   室  長  乙間 末広  ド  イ   ツ  環境保全のための技術指針策定に係る海外  
システム部  動向調査   
化学環境部  長  国  

H原子・HCOラジカルニCO分子の絶対収率  
決定」に関する研究打合せ  

社会環境  研究員   国   
システム部  研歩   
社会環境  研 究 員  川島 康子  イ ンドネシア   
システム部  対搾コース」参加  
社会環項  室  長  安岡 善文  米  r土地被覆ワーキンググループワーク  
システム部   ショップ」出席   
地球環境研究   6．2．19～6．2．26（S）   
グループ   

化学環境部  主任研究員  河合 崇欣  ロ   シ  ア  バイカル湖の湖底泥を用いる長期環境変動  
の解析に関する国際共同研究  

大気圏環境部  室  衛星利用レーザー長光路吸収技術の開発調  
査・研究打合せ  

生物圏環境部  「生物学的多様性のモニタリング及び研究  
協力に関する国際ワークショップ」のフオ  
ローアップ・研究打合せ及び情報収集－  

地球環境研究  「アルデヒド類の光分解によって生成する  
グループ  H原子・HCOラジカル・CO分子の絶対収率  

決定」に関する研究打合せ  
大気圏環境部  長  衛星利用レーザー長光路吸収技術の開発網  

査・研究打合せ  
地球環境間魅に関する状況調査＼   6．3．8～6，3．14（7）   

グループ   

室 長  国  
野における日米情報交換セミナー出席  

主任研究員   
グループ  オランダ・イギリス  ルの構築に関する共同研究   

地球環境研究   
センター   タ・情報収集調査   

地域環境研究   6．3，27～6．4．1（6）   
グループ   

地域環境研究   
グループ   

地球環境研究   
グループ   回打合せ会議出席   

地球環境研究   
グループ   シンポジウム」出席他   

地球環境研究   
グループ   めのミラノ大学との研究打合せ   

地球環境研究   
グループ   系における個体群動態に関する研究   

地球環境研究  
グループ  バックの評価に関する研究の為の調査打合  

せ  
地球環境研究  6，4．4～6．4．16（13）   
グループ   

地球環境研究   
グループ   学的現地調査   

地球環境研究   
グループ   の生理生態学的調査研究   
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6．委員会への出席等  

委  嘱  先   委  嘱  名   氏  名   

環境庁企画調整局  リサイクルのための経済的手法検討会検討貞   後藤典弘  
化学物質調査検討会要員  安野正之，白石寛明，中杉修身，  

畠山成久，松本幸雄，田辺潔，  
森田昌敏，安原昭夫，矢木修身  

環境影響評価技術検討会・道路分科会検討貞  森口祐一  
環境影響評価技術検討会・埋立分科会の検討貞   中杉修身  
環境影響評価技術検討会検討眉   内藤正呪 原沢英夫  
環境研修センターのあり方検討会検討貞   内藤正明  
環境測定分析検討会検討貝   柏平伸幸  
環境測定分析検討会統一精度管理調査部会専門委貞  白石寛明，相平伸幸，牧野和夫，  

西川雅高，森田昌敏  

環境保健総合検討委貝  内藤正明，新田裕史，小野雅司，  
小林隆弘，遠山千春，三宿卓  

環境保健総合検討委貝  鈴木継美  
総合研究プロジェクト検討会（環境保全研究発表会）座長  三浦 卓，岩熊敏夫  

総合研究推進会議幹事   青山鋸三，久野 武  

地球温暖化経済シズテム検討委員   森田恒幸  
地球環境研究等企画委員会幹事   安野正之，西岡秀三  

地球環境研究等企画季員会地球環境モニタリング小委員会垂  
貞  
地球環境研究等企画委員会地球環境モニタリング小委員会幹   
事  原島省，乙間未廣，西岡育三，  

古田直紀  
地球環境研究等企画委員会地球環境研究小委員会の幹事  安野正之，古川昭雄，西岡秀三  

地球環境等企画委員会地球環境研究小委員会オゾン層の破壊  在野泰弘，中根英昭，近藤矩朗，  
研究分科会幹事   光本茂記  
地球環境等企画委員会地球環境研究小委員会海洋汚染研究分  
科会幹事   
地球環境等企画委員会地球環境研究小委貞会砂漠化研究分科  
会幹事   
地球囁境等企画委員会地球環境研究小委員会酸性雨研究分科  
会幹事   
地球環境等企画費貞会地球環境研究小委員会地球の温暖化影  
響対策研究分科会幹事  
地球環境等企画委員会地球環境研究小委員会地球の温暖化現  
象解明研究分科会幹事  
地球環境等企画委貞全地球環境研究小委員会熱帯林の減少研  
究分科会幹事  
地球囁墳等企画委員会地球環境研究小委員会野生生物の種の  
減少研究分科会幹事  

環境庁自然保護局  自然額墳保全基礎調査検討会検討委貞   西岡秀三，市川惇倍  

自然環境保全基礎調査湿地分科会検討委貝   岩熊敏夫  
環境庁大気保全局  オゾン層保護対策地域実践モデル事業検討会委員   後藤典弘  

沿道二酸化窒素高濃度生成分析調査検討会委員   賀田伸明  
酸性雨対策検討会垂眉  佐竹研一，畠山史郎，村野腔太肌  

西川雅高，河合崇欣，鶴野伊津瓦  
福山力，海老瀬潜一，高松武次肌  
岩熊敏夫  

自動車排出ガス測定局の配置等に関する検討会委員  松本辛雄，若松伸司   
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委  嘱  先   委  嘱  名   氏  名   

環境庁大気保全局  臭化メチルによる成層圏オゾン層への影響に関する検討会蚕  
員  
成層圏オゾン層保護に関する検討会委員   葦田仲明，後藤典弘  
成層圏オゾン層保護に関する検討会科学分科会委員   中根英昭，後藤典弘  

成層圏オゾン層保護に関する検討会環境影響分科会委員   近藤炬朗，中根英昭，青木康展  

成層圏オゾン層保置に関する検討会排出抑制分科会委員   驚田仲明  
窒素骸化物等高感受性群健康影響調査検討会委員   新田裕史  
低公害車地域普及促進検討会委員   清水 浩  
東アジア酸性雨監視ネットワーク構想検討会蚕員   佐竹研一，村野脛太臥 河合崇欣  

変動振動の評価方法に関する検討会委員   l＝  童・・・  

有害大気汚染物質対策懇談会委員   中杉修身，田辺 潔，森田昌敏  

環境庁水質保全局  化学物質水質保全検討会委員   森田昌敏  
海洋汚染対策検討会検討貞   森田昌敏，渡辺正孝  

海洋投入処分基準調査検討会検討委員   森田昌敏，後藤典弘，中杉修身  

渇水時地盤沈下対策等検討会委員   陶野郁雄  
再利用資源土壌還元影響調査検討会委員   服部浩之  
最終処分場に係る地下水汚染防止技術の高度化に関する検討  
会検討貞  
新たな情勢に対応した土壌環境保全対策の方向等に関する懇  
談余香貞  

水質分析方法検討会検討貞   安原昭夫，相平伸幸，森田昌敏  

水質保全技術検討会委員   森田昌敏  
瀬戸内海における底層貧酸素化対策調査検討委員   竹下俊二  
瀬戸内海浅海域浄化機能基本調査検討会委員   稲森悠平  
青潮発生予測手法確立調査検討会委員   竹下俊二  
赤潮問題研究会委員   木幡邦男  
総量規制水域水質改善プログラム策定調査検討会委員   竹下俊二，渡辺正孝  

地下水質保全対策検討会委員   中杉修身  
地盤沈下地域に対する総合評価手法検討会委員   陶野郁雄  
筑後・佐賀平野地盤沈下防止等対策検討会委員   陶野郁雄  
窒素・燐環境基準額型指定検討会委員   渡辺正孝  
窒素・燐暫定基準適用業種指導マニュアル策定検討会委員  稲森悠平  
中央環境審議会（水質保全に係る専門委員）   森田昌敏  
中央環境審議会（土壌環境基準に係る専門委貞）   中杉修身，後藤典弘  

中央環境審議会専門委貞   渡辺正孝  
土壌・地下水汚染対策技術委貞会零員   中杉修身  
農薬残留対策調査技術検討会（成績検討分科会）委員   矢木修身  
農薬残留対策調査技術検討会（設計検討分科会）委員   矢木修身  
農薬登録保留基準設定技術検討会（農薬不純掛）委員   森田昌敏  
農薬登録保留基準設定技術検討会1非水田使用農薬）委員  矢木修身  

農薬登録保留基準設定技術検討会（分析法）要員   白石寛明  
廃棄物最終処分基準検討会検討貞   中杉修身，後藤典弘，森田昌敏  

微生物農薬環境影響調査検討会   稲森悠平  
未査定液体物質査定審査会検討貞   森田昌敏  
有害化苧物質土壌瑞垣影響基礎調査検討会委員   矢木修身，中杉修身   

日本学術会議   環境工学研究連絡委員会要員   内藤正明  
生態・環境生物学研究連絡委員会委員   著熊敏夫   
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委  嘱  先   委   嘱  名   氏  名   

日本学術会議   日本学術会議第15期会員  市川悸信   

総務庁   統計行政の中1長期構想の見直しに係る審議協力  西岡秀三   

科学技術庁   アジア地域の微生物研究ネットワークに関する調査の調査推 渡辺 信  
進委員会委員  
エネルギー環境システム解析研究会委員  清水 浩  
マイクロ波センサデータ利用等によるリモートセンシング高 後藤典弘  
度化のための基盤技術開発研究推進委員会委員  
リモートセンシング推進会議委員  安野正之  

宇宙開発委員会専門委員  市川惇信  

科学技術参与  市川惇信  

海洋開発者議会専門委員会委員  渡辺正孝  
環境改善技術の開発・普及に関する研究会委員  矢木修身  
気象・水文・植生・モデル作業分科会委員  鵜野伊津志，大政謙次  
砂漠化機構の解明に関する国際共同研究研究推進委員会委員 古川昭雄  

参与  市川惇信  
新しい植物実験系開発のための基盤技術に関する研究の研究 近藤矩朗  
推進委貞会委員  
知的生産活動における創造性支援に関する基盤的研究の研究 市川悸信  
推進委貞会委員  
地球温暖化の原因物質の全球的挙動とその影響等に関する観 笹野泰弘  
測研究における検討委員会委員  
地球環境遠隔探査技術等の研究研究委員会委員  鈴木 睦，杉本伸夫  
北極域における気圏・水圏・生物圏の変動及びそれらの相互 横内陽子  
作用に関する国際共同研究の研究推進委貞会委員  
科学技術が人間・社会に及ぽす影響に関する調査委員会委員 内藤正明   

大蔵省   環境保全型経済発展の在り方に関する研究会委員  西岡秀三  

中央酒類審議会臨時委員  後藤典弘   

文部省   科研費事務処理体制改善に関するワ」キンググループ委員  市川惇信  

学術審議会専門委貞  内藤正明  

日本ユネスコ国内委員会委員  市川惇信  
日本ユネスコ国内委員会自然科学小委員会調査委貞  鈴木継美  
日本学術振興会評議員  市川惇信   

東北大学   非常勤講師（衛生学）  鈴木継美   

茨城大学   非常勤講師（環境工学）  稲森悠平   

筑波大学   学位論文審査専門委貞会  稲森悠平，中杉修身，矢木修身  

筑波大学先端学際領域研究センター研究組織部会臨時委員会 市川惇信  
筑波大学先端学際領域研究センター設置準備委貞会  市川惇借  
非常勤講師（拡散論）  平田健正  

非常勤講師（環境工学）  原田茂樹，福島武彦  

非常勤講師（環境分析化学）  高松武次郎  

非常勤講師（公衆衛生実習）  兜 眞徳  
非常勤講師（人間集団生物学Ⅰ）  小野雅司  

非常勤講師（生物学序説B）  彼谷邦光  

非常勤講師（生物学特講XV（先端生物化学））  近藤矩朗，渡辺 倍  

非常勤講師（生命科学入門）  近藤矩朗  
非常勤講師（総合科目「地球環境と生物臥）  ．古川昭雄  

非常勤講師（大気環境学Tl）  井上 元   

ー194－   



委  嘱  先   委  嘱  名   氏  名   

筑波大学  非常勤講師（地球生態学）   中根英昭  
非常勤講師（廃水処理システム論）   原沢英夫  

埼玉大学  非常勤講師（環境アセスメント）   稲森悠平，矢木修身   

千葉大学  非常勤講師（応用計測学）   大政謙次  
非常勤講師（気候変動論）   福山 力  
非常勤講師（公衆衛生学）   山中芳夫  
非常勤講師（大気科学）   畠山史郎，光本茂記  

非常勤講師（量子化学序論Ⅰ）   井上 元  
非常勤講師（量子化学序論11）   相馬光之  
非常勤講師（緑地保全技術学1Ⅰ）   恒川篤史  

東京大学  生産技術研究所協力研究員（地球都市環境に関する風洞シ  
ミュレーション）  

東京大学気候システム研究セッター運営委員会委員   賀田伸明  
非常勤講師（衛生学）   森田昌敏  
非常勤講師（衛生行政学特論・環境保健学・人類生態学実習）  兜 眞徳  

非常勤講師（環境保健学・環境保健実習）   新田裕史  
非常勤講師（環境保健学・保健人口芋・環境保健実習・人類  
生態学実習）  

非常勤講師（複合系計画論Ⅰ）   後藤典弘  
非常勤講師（薬理毒性学・環境保健学・人類生態学実習）  遠山千春  

東京農工大学  非常勤講師（細胞生物学）   近藤矩朗   
東京工業大学  非常勤講師（化学環境工学特別講義第一）   泉 克幸  

非常勤講師（地球規模の環境問題）  内藤正明，後藤典弘，西岡秀三，  
森田恒幸  

電気通信大学  非常勤講師（数値解法）  須賀伸介   
福井医科大学   非常勤講師（環境保健学）   鈴木継美   
信州大学   非常勤講師（医療情報統計学）   新田裕史   
’名古屋大学  ユネスコ・アジア太平洋地域国際水文学計画（IHP）トレーニ  

ングコース・ワーキンググループ委員  

博士学位審査委員   椿宜高  
非常勤講師（環境植物学）   近藤矩朗  
非常勤講師（電気工学特別講義第二）   鷲田仲明  

京都大学  学外研究協力者   鈴木継美  
京都大学生態学研究センター運営委員会委員   岩熊敏夫  

大阪大学  大阪大学溶接工学研究所運営委員会委員   市川惇信  
非常勤講師（特別講義l）   稲森悠平  

島根大学  島根大学汽水域研究センター客員研究員   岩熊敏夫，野原精一   
岡山大学   非常勤講師（衛生学）   鈴木継美   
徳島大字   非常勤講師（環境科学概論）   森田昌敏   
長崎大学   非常勤講師（衛生学）   安岡善文   
筑波大学医療技術短期大学  藤井敏博  

非常勤講師（病理組織細胞学持論）   高橋勇ニ ー  
茨城工業高等専門学校   非常勤講師（工業化学総論）   春日清一   
学術情報センター   学術情報センター運営協議員   市川惇信   
国立遺伝研究所   評議員   市川惇信   
国立極地研究所   極域の気候変動に関する総合研究協力研究員   清水 明  

国立極地研究所専門委貝会委員   佐竹研一  
北極科学研究推進特別委貞全委員   横内陽子   
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統計数理研究所   統計数理研究所共同利用委員会委員   小野雅司   

文化庁   第12期著作権審議会委員   市川惇信  
第20期国語審議会委員   市川惇倍   

厚生省  PCB廃棄物保管対策検討会委員   

健康地球計画研究企画評価委員会委員   
最終処分場のしゃ水工法等に関する検討会委員   
食品衛生調査会臨時委員   

国立衛生試験所  国立衛生試験所所内研究評価委員会委員   
水域環境におけるダイオキシン等非意図的有害物質の生成機  
構と安全性評価に関する研究検討会委員   

農林水産省   化学物質魚介類汚染調査検討会委員   森田昌敏  
農林水産技術会議専門委員   鈴木継美   

通商産業省   化学品審議会専門委員   鈴木継美  
産業技術書議会臨時委員   市川惇信  
システムと人間との調和のための人間特性に関する基礎的・  安岡善文  
基盤的研究研究推進委貞会第2分科会委員  

電気自動車用電池のリサイクルに関する検討委貞会委員   清水 浩  
計量士国家試験委員会委員   相平伸幸   

運輸省   海洋データ利用検討委員   原島 省  
北極域における気圏・水圏・生物圏の変動及びそれらの相互  
作用に関する国際共同研究平成5年度作業分科会委員   

＝＝＝脈・≡   衛星の能動的追尾技術開発検討会委員  重野泰弘，中根英昭，杉本伸夫，  
湊淳  

地球環境保全国際共同研究推進会議  笹野泰弘   

建設省   汚泥施用と土壌保全に関する技術検討委員会委員   高松武次郎  
地球地図研究委貞全委員   安岡善文   

茨城県   茨城辟科学技術政策大網策定委貞会委貞   市川惇信  
茨城県環境影響評価審査会委員   森田恒幸，兜 眞徳，若松伸司  

茨城県環境対策専門調査会委員   中杉修身  
茨城県環境放射線集中監視テレメータシステム更新検討委貞  
会要員  
茨城県公害対策審議会委員  中杉修身，柏崎守弘，陶野郁雄，  

西岡秀三  
茨城県国土利用計画地方審議会臨時委員   中杉修身  
茨城県大気環境測定局ネットワーク整備検討委貞会委貞   松本幸雄  
茨城県地下水汚染対策専門委員会委員 亡   中杉修身  
茨城県地球温暖化防止行動計画策定検討要員会委員   森田恒幸  
茨城県都市計画地方審議会首都圏中央連絡自動者道及び国道  
354号バイパス環境影響評価専門部会の委貞  

茨城県都市計画地方審議会勝田市六ツ野土地区画整理事業環  
墳影響評価専門部会委員  
霞ヶ浦浄化研究交流会議委員  春日清一，柏崎守弘，海老瀬浩一，  

高村典子．  

牛久沼水質保全対策調査検討委貞会委員   海老潜潜一，矢木修身  

世界湖沼会議運営委員会委員   森田昌敏  
世界湖沼会議企画推進委貞会委員   渡辺正孝   

－196－   



委  嘱  先   委  嘱  名   氏  名   

北海道  先端技術環境保全対策専門委貞会委員   中杉修身  
大気・海洋の環境調査及びモニタリング検討委員全委員   井上 元  

群馬県  群馬県地盤沈下調査研究委員会委員   陶野郁雄   
埼玉県  埼玉県化学物質対策専門委貞会委員（旧：埼玉県未規制物質  

対策専門委員会）  

埼玉県環境基本問題専門委員全委員   内藤正明  
千葉県  千葉県環境新ビジョン策定専門委貞会委員   後藤典弘  

千葉県環境調整検討委貞会委員   木幡邦男  
千葉県史自然誌系非維管束植物執筆委員会執筆委員   野崎久義，渡辺 信  

東京都  2015年の東京を考える懇談会専門委員   福島武彦  
オゾン層保護対策検討委員会委員   乙問末廣  
化学物質生物汚染状況調査検討委貞全委員   森田昌敏  
大気汚染健康影響サーベイランス検討委員全委員   新田裕史  
大気汚染健康影響サーベイランス構想検討委貞全委員   新田裕史  
東京都環境影響評価者議会委員   若松伸司  
東京都公軍対策審議会専門委貞   中杉修身，森田昌敏  

東京都消費生活対策審議会臨時委員   森田昌敏  
有害化学物質対策検討会委員   中杉修身，森田昌敏  

神奈川県  環境保全型企業行動マニュアル検討会委員   清水 浩  
神奈川県環境科学センター研究推進委員会委員   内藤正明，海老瀬清一  
神奈川県大気汚染健康影響サーベイランス委貞会委員   兜 眞徳  

山梨県  環境科学研究所願間   鈴木継美  
窒素酸化物削減対策専門委貞会委員   若松伸司  

長野県  長野県廃棄物再資源化・再利用推進協議会委員   後藤典弘   
兵庫県   国際組織設立検討懇話会委員   渡辺正孝   

つくば市  つくば市一般廃棄物減量等推進審議会委員   中杉修身，後藤典弘  
つくば市公害対策審議会委員   後藤典弘  

北相馬部利根町  利根町環境保全施設整備者議会委員   後藤典弘   
猿島郡総和町   総和町環境管理計画策定専門委員会委員   福島武彦   
越谷市   越谷市環境保全審議会委員   森田恒幸   
川崎市  先端技術産業環境対策指針運用に伴う調査検討会委員   功刀正行  

川崎市先端技術産業環境保全委員会要員   矢木修身  
川崎市廃棄物対策審議会委員   後藤典弘  

秦野市  秦野市第2東名等環境影響評価検討委員全委員   若松伸司   
所沢市   所沢市公害対策委貞会委員   橋本善太郎   

宇宙開発事業団  グロ←パル・リサーチ・ネットワーク制度による地球科学技  
術研究の為の基礎的データセット作成研究研究実施検討会  
委員  
ライダの研究に関する支援客員開発部員   笹野泰弘  

日本科学技術情報センタ」  
重金属の生体影響レビュー委員会委員   鈴木継美，遠山千春  

日本学術振興会  グギ‾供給と地球環境保全に閲す  

総合研究連絡会議   市川惇信  
日本原子力研究所  放射線高度利用研究委貝会専門委員   大政謙次，矢木修身   

国際協力事業団   インドネシア環境管理センタープロジェクト国内委員会委員  大坪国情，桐田久和子  

韓国水質改善システム開発プロジェクト国内委員会委員   稲森悠平，福島武彦，柏崎守弘   
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国際協力事業団   中国日中友好環境保全センタープロジェクト国内委員会委員  森田昌敏，阿部重信，牧野和夫   
日本水環境学会   UNEP委員会委員   相平伸幸   
臭気対策研究協会   番兵規制基準強化対策検討会検討貞   相田久和子  ・   
産業環境管理協会及び日本  相平伸幸  
環境協会  
日本の水をきれいにする会   牧野和夫   

富山県公害センター   客員研究員   牧野和夫   

青山学院大学   非常勤講師（総合化芋持論Ⅰ）   藤井敏博   

法政大学   非常勤講師（数学IlI）   花崎秀史   

明治大学   非常勤講師（地学）   鵜野伊津志   
愛知医科大学   非常勤講師（衛生学）   遠山千春   
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〔環境研修センター講師一覧〕  

研  修  名   講  義  名   氏  名   年  月  日   

環垣庁新採用職員研修（l穏）  先輩と懇談会   川 島 康 子  5．4．12   

環境庁新採用職員研修（Ⅰ種）  環境と経済   森 田 恒 幸  5，4．14   

環境庁新採用職員研修（1種）  環境科学の現状と課題   市 川 悸 信  5．4．16   

環境行政管理・監督者研究会  環境研究の方向   鈴 木 拙 美  5．5．14   

一般分析研修   これからの環境研究   後 藤 典 弘  5．5．28   

水質分析研修   1CP発光分析法（実習）   向 井 人 史  5．6．21～ 6．22   

水質分析研修   微量有菩化学物質による環境汚染と計測   安 原 昭 夫  5，6．28   

水質分析研修   海域の富栄養化   木 幡 邦 男  5，6．28   

機器分析研修（特定課程）A   実習講義（GCMSの測定法）   伊 藤 裕 康  5．7．5   

機器分析研修（特定課程）A   実習   山 本 黄 土  5．7．6～7．8   

環境影響評価研修   内湾の富栄養化の現状   中 村 泰 男  5．9．7   

水質保全研修   河川・湖沼の汚濁   矢 木 修 身  5，10．13   

水質保全研修   地下水汚染（諸外国の例を含む）   中 杉 修 身  5．10．18   

海外研修員を対象とする環境  岩熊敏夫  

モニタリング（水質）研修  

海外研修員を対象とする環境  原沢英夫  

モニタリング（水質）研修  

海外研修員を対象とする環境  相馬光之  

モニタリング（水質）研修  

海外研修員を対象とする環境  稲森悠平  

モニタリング（水質）研修  

海外研修員を対象とする環境  原沢英夫  

モニタリング（水質）研修  

環境管理研修   都市と廃棄物問題  後藤典弘   

環境管理研修   環境を総合的に評価する指標一理論編   内 藤 正一 明  5．11．12   

機器分析研修（特定課程）A   実習講義（GC－MSの測定法）   伊 藤 裕 康  5．11．15   

機器分析研修（特定課程）A   実習   山 本 黄 土  5．11．16～11．18   

大気分析研修   大気測定機器に係る最近の情報   功 刀 正 行  5．11．25   

大気分析研修   実習指導（酸性雨の測定法）   西 川 雅 高  5．11．29～30，12．7   

大気分析研修   酸性雨について   村 野 健太郎  5．12．10   

大気分析研修   これからの環境科学   驚 田 仲 明  5，12．10 ■   

機器分析研修（一般課程）   原子吸光法及び発光分析法の基礎と応用   古 田 直 紀  6．1．19   
機器分析研修（一般課程）   環境分析とパソコンの利用   功 刀 正 行  6．1．19   

機器分析研修（一般課程）   これからの環境化学   安 原 昭 夫  6．2．3   

情報処理研修   統計入門   松 本 幸 雄  6．1．25   

情報処理研修   画像処理   安 岡 善 文  6．2．3   

大気保全研修   酸性雨と大気汚染   福 山  力  6．2．17   

地盤沈下防止研修   地盤沈下原論   陶 野 郁 雄  6．3．4   

地球環境保全技術研修   地球温暖化に関する科学的知見   西 岡 秀 三  6．3．2   

地球環境保全技術研修   酸性雨の現状   村 野 健太郎  6，3．4   

地球環境保全技術研修   酸性雨のメカニズム   畠 山 史 郎  6．3．4   
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7．研究所日誌  

（1） 研究所  

年月 日   事  項   年月 日   事  項   

5，4．5  タイ国環境研究研修センター職員来所   7．27  地球環境部研究調査室長，特殊公害課長来所   

4．7  インドネシア環境管理センター職員来所   7．30  ㈲国際善隣協会一行来所   

4．7  ロシア中央高層大気研究所職貞来所   7．3Cl  重慶市関係者一行来所   

4．9  企画調整局環境研究技術課試験研究調整官叫行来   8．4  茨城県稲敷郡教育研究会理科部会～行来所   
所  

8．5  
4．9   国際協力事業団u行来所  8．23  
4．12  西オーストラリア海洋研究所職員来所   

8．25  
4．12  ウィスコンシン大学教授来所   

8．26  

4．16  JICA廃棄物処理実習コース研修員一行来所   
8．31  

4，16  科学技術週間一般公開   
9．2   

4．23  環境庁転入者研修一行来所   来所  
4．30  大蔵省主計局総理府主査、行来所   9．6  タイERTC職員来所   

5．12  筑波大学大学院環境科学研究科一行来所   9．8  オランダ国会議貞一行来所   

5．14  メキシコ環境庁長官来所   9．8  科学技術研究機関考察団一行来所   

5．17  野村総合研究所一行来所   9．10  農林水産技術会議研修生】行来所   

5．18  ワイオミング州環境衛生局課長来所   9，14  スクメタイト研究会（粘土科学会）一行来所   

5．18  フィジー国保健大臣一行来所   9．16  山元政務次官祝祭   

5．19  ㈲印旛沼環境基金一行来所   g．20  三河港海洋利用研究会一行来所   

5．19  国立公衆衛生院】行来所   9．21  米国政府研究チームー行来所   

5．20  ルーマニア水・森林・環境保護大臣一行来所   9．27  JICA生活環境保全（技術）一行来所   

5，21  タイERTC職員一行来所   10．5  環境遺伝子工学実験棟竣工式典   

5．21  環境事業団新入職員一行来所   10，6  環境保健部特殊疾病審査室長一行来所   

5．27  和雄築業協会一行来所   10．7  ドイツ地理教員連盟来所   

6，2  日独海洋技術パネルー行来所   10．7  マレーシア森林研究所副所長来所   

6．10  21世紀のための友情計画一行来所   1（）．8  総務庁プログラミング初級コースー行来所   

6．10  兵庫県高砂市議会一行来所   10．8  JICA韓国環境特設コースー行来所   

6．11  三井東庄化学㈱ト行来所   10．18  

6．14  在日アルジェリア大使一行来所  関するワークショップ参加者一行来所   

6．18  地球環境特別研究発表会  10．19   

6．19  環境月間施設一般公開・特別講演会   ユ0．20  フォード研究所職員来所   

6，23  JICA環境アセスメント技術コースー行来所   10＿21  アルゼンチン・ラブラタ大学芋長来所   

6．23  韓国㈲環境開発センター職員来所   10．22  高原長官官房審議官来所   

6．24  郁陽湖CP研修員来所   10，25  韓国環境庭職員一行来所   

6．24  日本農業㈱一行来所   10．26  研究開発評価研究会一行来所   

6．24  東京都異業種交流プラザ1一行来所   10．27  耽旧本物流団体連合会一行来所   

6．29  JICA廃棄物処理コースー行来所   10．28  佐賀県公設試験研究機関，佐賀大学教授一行来所   

7，5  韓国環境虞環境研究院職貞一行来所   
10．28  桐日本建築センターー行来所   

7．6  インドネシア科学院副総裁来所   11，4  水道顧問技師会関東支部一行来所   

7．6  国立公衆衛生院公衆衛生技術者一行来所   11．5  肘牧田国際育英会外国人留学生∵行来所   

7．7  タイエ業省職員一行来所   11，5  人事院上級国家行政セミナー参加者一行来所   

7．8  中国科学院前副院長一行来所   11・5  ブループラネット賞授賞者一行来所   

7．15  1AMAP／lAHS’93参加者一行来所   11，5  JICA東欧環境特設コースー行来所   

7．23  企画調整局環境研究技術課長来所   11，9  メキシコ環境庁職員一行来所   
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年月 日   事  項   年月 日   事  項   

11．10  2．8  大阪府公害監視センターー行来所  
来所   2．8  JICA大気汚染研修コースー行来所  

11．11   2．15  石下町商工会一行来所   

11．11     ／ JICA環境政策コースー行来所   2．15  フランス国立科学研究センター職員来所   
11．18  大阪府公害監視センターー行来所   2．19  中国科学院植物研究所職員来所   
11．19  チリ大学教授一行来所   2．22  土木研究所一行来所   
11．22  広中環境庁長官視察   2．22  

11．24  山元政務次官視察（臨湖実験施設）  （～23日）   

11．24  生物多様性に関するシンポジウム参加者一行来所  2．23  

11．25  
力に関する検討会  

11．25  
2．25   

11．25  
2．27  モスクワ大学研究員来所  

11．26  
2，28  インド農業医学・地域衛生学会長来所  

11．29  
2．28  フィリピン大学環境科学管理研究所貞来所  

12，2  
3．3  日中友好環境保全センター職員来所  

12，8  
3．3  ロシア科学アカデミー職員来所  

12．13  
3．5  ノルウェー自然研究所職員一行来所  

6．l．7  
3．7  アジア工科大苧環境工学部職員来所  

1．10  
3．10  岩手県立総合教育センターー行来所  

1．17  
3，10  韓国環境虞環境研究院職員一行来所  

1．18  
3．13  ロシア中央大気観測所職員一行来所  

1．21  
3．15  中国予防医学科学院環墳衛生工程研究所職員来所  

1，24  
3．17  ニュージーランド国立水・大気研究所職員来所  

1．25  
3．17  インド中央乾燥研究所職員一行来所  

NOよ等の発生源インベントイ手法の標準化に関   3．19  デューク大学医学部職員来所  
する国際ワークショップー行来所   3．21  日中友好環境保全センター職貞来所  

1．26   3．22  中国国家計画委貞会エネルギー研究所所長来所   
1．27  勒静岡県バス協会一行来所   3．23  

2．1  環境保健部保健業務課長来所  来所   
2．1  神奈川県環境科学センターー行来所  3．28   

2．2  千葉県鎌ヶ谷市公害対策審議会委員一行来所   3．29  埼玉県商工連合会一行来所   

2．3  3．29  アラブ首長国連邦環境庁事務局長来所   

2，3   

（2） 環境研修センター  

年月 日   事  項   年月 日   事  項   

5．5．10  環境研修センター20周年記念式典   6．3．10  ベトナム科学技術環境省2名来所   

g．10  3．25  インドネシア研修員LianaBratasida氏来所   

11．Z4   
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8．研究所構成員  

（l）職 員  
（平成6年3月31日）   

職  名   氏  名   職  名   氏  名   

所   長   鈴 木 継 美   課長補佐   藤 田 和 伸   
副 所 長   石 井 吉 徳   動物施設専門官  岩渕清二  

生物施設専門官  主任研究企画官   久 野   武   小石 元  

研究企画官   青 山 銀 三   理工施設専門官   佐々木 寛 毒   

〃   立 川 裕 隆   特殊施設専門官   土 屋 義 和   

〃  （併）   青 木 康 展   営繕専門官   石 田 秀次郎   

〃  （併）   光 本 茂 記   管理係長   神 谷 仁 巳   

ノ／ （併）   杉 山 健一郎   共通施設係長   吉 田  菅   

国際研究協力官   栗 原   崇   共通施設係員  吾妻洋  

特殊施設係長（併）  藤田和伸  
総務部長   田 中 瑞 穂   技術係長  駒場勝雄  
総務課長   早 坂 君 夫  

課長補佐   正 木 清 郎   地球環境研究グ／レープ統括研究官   安野正之  

遠 藤 裕 一   
ノ／ （併）  古川昭雄  

総務係長   志 村 博 之   温暖化現象解明研究チーム総合研究  元   

総務係員   
官  

赤 塚 輝 子  
〟   

主任研究員  野尻幸宏  
大 森 淳 一   〃  

〃   
竹中明夫  

福 澤 謙 二   〃  向井人史  
車庫長   阿久津   勇   〝  欠  
副車庫長   染 谷 竹 男   
厚生係長（併）   志 村 博 之   

厚生係員   
研究員  町田敏暢  

山 口 和 子   温暖化影響・対策研究チーム総合研   森田恒幸  
人事係長   長 澤 満 郎  究官   
人事係主任   川 村 和 江   主任研究員   甲斐沼 美紀子   
人事係員   押 田  武   増 田 啓 子   
業務係長   秋 吉 利 彦   〃   欠   
業務係主査   尾 高 明 彦   、オゾン層研究チーム総合研究官   中 根 英 昭   
会計課長   森 山 泰 輝   主任研究員   欠   
課長補佐   坂 本 文 雄   
〃   欠   

経理係長   萩 谷 秋 男   酸性雨研究チーム総合研究官   佐 竹 研 一   

経理係員   根 本 洋 二   主任研究員   村 野 健太郎   

小 島 繁 雄   畠 山 史 郎   
支出係長   成 島 克 子   〟   欠   
支出係員   木 村 幸 子   〃   
契約係長   瀬 谷 晃一   
契約主任   松 井 文 子   

契約係員   小 林 良 一   
〃   赤 羽 圭 一   
調度係長   渡 過   充   

調度係貞   種 瀬 治 長   

施設課長   菅 原 三 夫   

課長補佐   龍 崎 惣 一   田                           田        海洋研究チーム総合研究官  原 島   省         主任研究員  功 刀 正 行         田  欠         森林減少・砂漠化研究チーム総合研  可知直毅 宮崎忠国          究官         主任研究員         〃  奥 田 敏 統         野性生物保全研究チーム総合研究官  椿  宜 高   
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職  名   氏  名   職  名   氏  名   

主任研究員   高 村 健 二   都市環境影響評価研究チーム総合研  兜  眞徳  
〃   永 田 尚 志   究官   

衛星観測研究チーム総合研究官   笹 野 泰 弘   主任研究員   高橋慎司  

主任研究員   鈴 木   睦   〝   新 田 裕 史   

〃   横 田 達 也   影 山 隆 之  
研 究 員   今 井 秀 樹   

地域環境研究グループ統括研究官   内 藤 正 明  開発途上国健康影響研究チーム総合  安藤  満  
上階研究官   中 杉 修 身   研究官   
交通公害防止研究チーム総合研究官  清 水  浩   主任研究員   平野靖史郎  
主任研究員   森 口 祐 一   主任研究官   中 島 興 基   
〃   欠   〝   春 日 清 一   

都市大気保全研究チーム総合研究官  若 松 伸 司   高 橋   弘   
主任研究員   上 原   清   主任研究員（併）   高 橋 慎 司   
〃   欠   主任研究官   松 本 幸 雄   

海域保全研究チーム総合研究官  竹下俊二  （併）   岩 熊 敏 夫  
主任研究員  
〃  

木幡邦男  
中村泰男  

後 藤 典 弘  
現ゴ東経済研究室長（併）   後 藤 別 行  

湖沼保全研究チーム総合研究官  福島武彦  
主任研究員  

主任研究貞   欠  
松垂一天  〃   欠  
欠  

研 究 員   青 柳 みどり  
有害廃棄物対策研究チーム総合研究  
官  日 引   聴   

主任研究員   平 田 健 正   川 島 康 子   

〃   西 川 雅 高   資源管理研究室長   乙 間 末 廣   

水改善手法研究チーム総合研究官  稲 森 悠 平   主任研究員   天 野 耕 二   

主任研究員   高 木 博 夫   欠   

水 落 元 之   研 究 員   森  保 文   

大気影響評価研究チーム総合研究官  嵯峨井  勝   環項計画研究室長   大 井   拡   

主任研究員   市 浦 草 道   主任研究員   青 木 陽 二   

熊 谷 嘉 人   欠   

化学物質健康リスク評価研究チーム  相馬悠子  研 究 員   近 藤 美 則   
総合研究官  情報解析研究室轟   安 岡 善 文   
主任研究員  米元純三  主任研究員   須 賀 伸 介   

白 石 寛 明   〃   清 水   明   
稲 葉 一 穫   田 村 正 行   

研 究 員   梅 津 豊 司   研 究 員   山 形 与志樹   
化学物質生態影響評価研究チーム総  畠山成久  森 田 昌 敏   
合研究官  上席研究官   相 馬 光 之  
主任研究員  笠井文絵  計測技術研究室長   
〟  

藤 井 敏 博  
花里孝幸  主任研究員   河 合 崇 欣  
菅谷芳雄  〃   田 過   潔  
近藤矩朗   横 内 陽 子   

主任研究員   佐 治   光   研 究 員   欠   
欠  欠  
欠  計測管理研究室長   安 原 昭 夫  

研究員  中嶋信美   主任研究員   伊 藤 裕 康   
〃   岩 崎 一 弘   欠  

研 究 員   吉 永  悍   
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職  名   氏  名   職  名   氏  名   

研 究 員   ■山 本 黄 土   主任研究員   欠   
動態化学研究室長   柴 田 康 行   研 究 員   湊  淳   
主任研究員   瀬 山 春 彦   大気動態研究室長（併）   驚 田 仲 明   

欠   主任研究員   泉   克 幸   
研 究 員   田 中  敦   〃   酒 巻 史 郎   
〃   堀 口 敏 宏   内 山 政 弘   

化学奇怪研究室長   彼 谷 邦 光   研 究 員   欠   
主任研究員   白 石 不二雄  水土壌圏環境部長  渡う塑正孝  

研 究 貞   
佐 野 友 春  上席研究官  
欠   

柏崎守弘  
水環境質研究室長  矢木修身  

環境健康部長   三 浦   卓   主任研究員  内山裕夫   
生体機能研究室長   小 林 隆 弘   研 究 員   冨 岡 典 子   
主任研究員   鈴 木   明   、〝   欠   

持 立 克 身   水環境工学研究室長   海老瀬 清 一   
〝   野 原 憲 子   主任研究員   宇都宮 陽二朗   
〟   高 橋 勇 二   〃   今 井 章 雄   
研 究 員   古 山 昭 子   研 究 員   井 上 隆 信   
病態機構研究室長   遠 山 千 春   、欠   

主任研究員   藤 巻 秀 和   土壌環境研究室長   高 松 武次郎   
青 木 康 展   主任研究員   向 井   哲   

〝   松 本   理   〟   服 部 浩 之   
研 究 員   石 堂 正 美   土 井 妙 子   

欠   研 究 員   恒 川 篤 史   
保摩指標研究室長   三 森 文 行   〝   欠   
主任研究員   国 本   学   地下環境研究室長   陶 野 郁 雄   
研 究 貞   山 元 昭 二   主任研究員   木 村   強   
〃   山 根 一 祐   研 究 貞   欠   

環境度学研究室長   小 野 雄 司  生物圏環境部長   岩 熊 敏 夫   
主任研究貞   田 村 善 治   上席研究官   古 川 昭 雄   
〝   本 田  靖   環境植物研究室長   大 政 謙 次   
研 究 員   欠   主任研究員   名 取 俊 樹   
〝   欠   〝   藤 沼 康 実   

大気圏環境部長   鷲 田 仲 明   清 水 英 幸   
大気物理研究室長   鵜 野 伊津志   研 究 員   戸 部 和 夫   
主任研究員   光 本 茂 記   環境微生物研究室長   津 通   信・   
〃   高 薮   緑   主任研究員   広 木 幹 也   
研 究 員   花 崎 秀 史   野 崎 久 義   

沼 口  数   研 究 員   欠   
〃   菅 田 誠 治   生態機構研究室長   高 村 典 子   

大気反応研究室長   福 山   力   主任研究員   宮 下  衛   
主任研究員   今 村 隆 史   〃   野 原 精 一   

欠   研 究 員   上 野 隆 平   
研 究 貞   盛 島 泰 正   〃   多 田   滞   

欠   分子生物学研究室長   田 中   浮   
高層大気研究室長   杉 本 伸 夫   主任研究員   欠   
主任研究員   松 井 一 郎   欠   

ー204－   



職  名   氏  名   職  名   氏  名   

研 究 員   久 保 明 弘   研究管理官   古 田 直 紀   
〃   青 野 光 子   神 沢   博   

環境情報センター長  山中芳夫  
主任研究官（併）   中 島 興 基  

情報管理室長  阿部重信  課長補佐（併）   遠 藤 裕 一  

室長補佐  欠  
業務係長   工 藤 常 男  

欠  
交流係長（併）   和 田 篤 也  

情報システム専門官  
連絡調整係長  小山 悟  観測第1係長   世 一 良 幸  

欠  
観測第1係員（併）   福 澤 謙 二  

電算機管理係長  
電算機管理係員  阿部裕明  

観測第2係長   橋 本 浩 一  

電算機運用係長  欠  環境研修センター所長   橋 本 善太郎   
電算機運用係員   大 石 浩 巳  研修企画官   畑 野  浩   
国際情報係長   宮 下 七 重   庶務課長   桜 井 靖 生   
情報整備室兵   岩 間 正 康   庶務係長   野 口 竹 志   

数値情報専門官   欠   庶務係貞   鈴 木 章 夫   
調査係長 ■   大 村  卓   電  工   五十嵐 輝 雄   
整備係長   猪 爪 京 子   運転手   佐久間  啓   
管理係長   古 田 早 苗   用務員   五十嵐 光 子   
研究情報室長   守 田 不二隆   ’ 会計係長   東 山 直 愛   
学術情報専門官   杉 山 健一郎   会計係貞   桑 原 眞 弓   
研究情報係長   坂 下 和 恵   〃   須 藤 和 美   
照会検索係長   欠   教務課長   岩 田  明   
照会検索係員   横 川 晶 人   国際研修協力専門官（併）   藤 倉  長   
図書資料係長   欠   教務係長   植 田 孝 次   
普及係長   欠   教務係員   佐々木 淳 一   
普及係貞   名 取 美保子   ／／ （併）   上野川 喜 美   

地球環境研究センター長   石 井 吉 徳   主任教官   
相 平 伸 幸   

（副所長充て職）  教  官   桐 田 久和子   

終括研究管理官   西 岡 秀 三   〃   牧 野 和 夫   

研究管理官   原沢英夫  〝   中 村 勇 鬼   
〃  大坪国順  
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9．平成5年度研究発表会，セミナー等活動記録  

（1）国立環境研究所セミナー  

恥   年月日   題  目   発 表 者 し   所   属   

189回  春野信義  
江橋節郎  

190回  相木 貰  
市川惇信  

191回  森島昭夫   
日本の環境法令の展開と環境基本法の課題  浅 野 直 人  福岡大学  

192回  

へのアプローチ  
193回   ホッパー   

（2）第9回全国環境・公害研究所交流シンポジウム  

開催日：平成6年2月22日，23日  

場 所：国立環境研究所大山記念ホール  

題  目   発 表 者   ‾  所   属   

開 会   森 田 昌 敏  国立環境研究所   
挨拶  市川惇倍  

高木宏明  

〔土壌・地下水汚染の調査〕  
土壌・地下水汚染調査への土壌ガスモニタリングの適用   吉岡昌徳   

汚染現場における土壌ガス中有機塩素化合物の挙動   野 村 幸 弘  長野県衛生公害研究所   
土壌ガス調査法の比較   大 岩 敏 男  山形県公害センター   
野菜栽培地域における殺菌剤ペンタクロロニトロベンゼンの  伏脇裕一  

動態   

〔微生物分解〕   
ガソリンによる地下水汚染地域における分解菌   中熊秀光   
土壌から分離した嫌気性細菌によるテトラクロロエチレンの  矢口久美子  

分解   
徳永隆司  

離と順化   
揮発性有機塩素化合物の微生物分解と汚染の除去   矢木修身  

〔浄化対策事酎）   

田中克正   

浅層土壌の浄化対顔   秋 山 日東志  高域帯環境科字センター   

揮発性有機塩素化合物（VOCs）地質汚染の調査・対策の基本  検 井  久  千葉県水質保全研究所   
土壌・地下水汚染の浄化技術と浄化効果   平 田 健 正  国立環境研究所   

閉会の挨拶   鈴 木 継 美  国立環境研究所   

ー206－   



10．施設の整備状況一覧  

（平成6年3月30日現在）  

建物面積（m】）  

施  設  名   構  造  竣 工 年 月  
建面済  延面軒   

研究本飽Ⅰ（研究Ⅰ棟．研究ⅠⅠ棟）   RC－3   5．540  11．633  Ⅰ期昭和19年3月娩工  

ⅠⅠ期柵2年5月奴工   

研究本館ⅠⅠ（共同利用棟，共同研究棟）   RC－3   2．405   5．664  Ⅰ期昭和54年11月竣工  

ⅠⅠ期昭和57年2月竣工   

管理棟   RC－2   697   1．144  Ⅰ期昭和49年5月竣エ  

ⅠⅠ期昭和54年1月竣工   

大気化学実験棟（スモッグチヤ：／′L一）   RC－1   723   723  昭和51年10月竣工   

大気拡散実験棟（風洞）   RC2，地下1   741   2，329  昭和53年3月竣エ   

大気汚染質実験棟（エアロド【ム）   ．SRC8   176   1，321  昭和54年4月竣エ   

大気モニター棟   RC－1   81   81  昭和3年3月竣工   

大気共同実験棟（フリースペース）   RC－3   443   986  柵8年12月竣工   

ラジオアイソトーブ実験棟   RC－3   958   1，564  昭和53年3月竣工   

水生生物実験棟（アクアトロニ／）   RC－3．RC－2   1，384   2，535  Ⅰ期昭和51年10月竣工  

ⅠⅠ期柵5年11月竣工   

水理実験棟   S－1   1，167   1，167  Ⅰ斯昭和51年10月竣工  

lI期昭和55年11月竣工   

動物実験棟Ⅰ（ズートロソⅠ）  SRC－7  1，379  5，185  

lI期柵1年10月竣工  

（中動物棟含む）  

動物実験棟ⅠⅠ（ズートロンIl）  RC－3  934  1，鮎2   

土壁環境実験機（ぺドトロソ）   RC－3   637   1、9：11  昭和5き年2月竣工   

植物実験様Ⅰ（ファイトトロソⅠ）   RC－3   1、3g2   3，封8  昭和50年12月竣工   

植物実験棟lI．騒音・保健研究棟   RC－4，地下－1  1．242  3，721  

実験ほ湯（本構内）  l期昭和52年11月竣工  

ⅠⅠ期昭和57年3月竣工  

管理棟■  373  414   

温室3棟  576  576   

ほ穏  5．000  

実験ほ壊（別団地）  Ⅰ期昭和52年11月竣工  

lI期昭和57年3月竣工  

管理棟  RC－2  179  214   

ほ窃11面  7．000   

生物生態園  昭和54年10月竣エ  

工作棟  RC2  158  189  昭和亜年10月竣工   

危険物倉庫   B－1   S2   82  昭和55年11月竣工   

エネルギーセ∴／クー   RC2   2，590  3，101  

昭和51年一部増築  

廃棄物処観施設Ⅰ   特殊実験廃水処理能力  昭和49年10月竣工  

100ml／日  

廃棄物処理施設lI  一般実験廃水処理能力  昭和54年2月竣工   

別0が．／日  

微生物系統保存棟  RC－2  385  801  

罷ケ哺臨湖実験施設   昭和58年3月竣工  

実験管理棟  RC－2  1，045  1．748   

用廃水処理施設   RC1   913   913   

附属施設  RC－1  286  286  

奥日光槻観測所  
管理棟  RC－2  昭和61年10月竣工  

実験棟   RC－1   198   198  昭和63年3月竣工   

観測棟   RC－1   8   8  昭和63年3月竣工   

波照間地球環境モータリンクステーう／ヨン   RC【1   160   160  平成4年3月竣工   

環覧遺伝子工学実験棟   RC－3   737   1，627  平成5年6月竣工   

環境研修センター1号棟（本館）   RC－3   825   2，216  昭和49年9月竣工（所沢市）   

2号枚（実習棟）   RC3   720   2，u7  昭和49年9月竣工   
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3号棟（厚生棟）  

4号棟（宿泊棟）  

5号棟（渡廊下）  

6号棟（体育室）  

7号棟（薬品庫）  

8号棟（率庫）  

9号棟（ゴミ処理室）  

10号棟（乾燥室）  

11号棟（物品倉庫）  

12号棟（自転車小屋）  

13号棟（特殊実習棟）  

14号棟（ボンベ置場）  

R
 
R
 
R
 
R
 
R
 
R
 
R
 
R
 
R
 
R
 
R
 
R
 
 

昭和49年9月竣工  

昭和49年9月竣工  

昭和49年12月竣工  

昭和51年3月竣工  

柵1年3月竣工  

柵1年3月竣工  

昭和51年3月竣工  

昭和51年3月竣工  

昭和57年9月竣工  

昭和53年1月竣工  

昭和3年5月竣工  

昭和63年5月竣工   



11．国立環境研究所施設配置計画図  

〒305 茨城県つくば市小野川16－2  
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